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はじめにはじめにはじめにはじめに

このガイドは、Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i for Windows NTの製品の概要、
インストール後の作業、構成、および管理情報についての主たる情報源です。このガイド
は、Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i for Windows NTの両方の情報を合併してい
ます。2つのバージョンの違いは、必要な場所で記述しています。

次の項目について説明します。

� 前提条件

� 対象読者

� このドキュメントの構成

� ドキュメントおよびコードの表記規則
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前提条件前提条件前提条件前提条件
このドキュメントは、読者が次のことに精通していることを前提にしています。

� Windows NTに精通していて、コンピュータ・システムにインストールおよびテスト済
みであること。

� オブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このドキュメントは、Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i for Windows NTのインス
トール、構成または管理を行うユーザーを対象にしています。

このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成
このドキュメントは、次のように構成されています。

第第第第 1章「章「章「章「Oracle8i ののののWindows NTとととと UNIXにおける違い」における違い」における違い」における違い」
Windows NTと UNIXでの Oracle8iの違いを一覧に示します。

第第第第 2章「データベース・ツールの概要」章「データベース・ツールの概要」章「データベース・ツールの概要」章「データベース・ツールの概要」
一般的なデータベース管理作業を実行するために使用できる推奨およびオプションの
ツールをまとめています。

第第第第 3章「複数の章「複数の章「複数の章「複数の Oracleホームおよびホームおよびホームおよびホームおよび Optimal Flexible Architecture」」」」
複数の Oracleホームおよびデータベース・ファイルを配置するための Optimal Flexible 
Architecture（OFA）構成の使用方法について説明します。 Oracle8i Enterprise Edition
または Oracle8i for Windows NTのインストール前にこの章を読んでください。

第第第第 4章「章「章「章「Active Directoryでのでのでのでの Oracle8iディレクトリ・サーバー機能の使用方法」ディレクトリ・サーバー機能の使用方法」ディレクトリ・サーバー機能の使用方法」ディレクトリ・サーバー機能の使用方法」
Active Directoryと Oracleの統合について説明します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : オブジェクト・リレーショナル・データベースの管理概念に
精通していない場合には、『Oracle8i 概要』を参照してください。

注意注意注意注意 : このドキュメントでは、Windows NT、Windows 95、Windows 
98およびWindows 2000オペレーティング・システムに適用できる
Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i ソフトウェアの機能について
のみ説明します。
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第第第第 5章「インストール後の構成作業」章「インストール後の構成作業」章「インストール後の構成作業」章「インストール後の構成作業」
Oracle interMediaなどの製品を使用する前に実行する必要のある構成作業の説明または
参照情報を示します。

第第第第 6章「インストール後のデータベースの作成」章「インストール後のデータベースの作成」章「インストール後のデータベースの作成」章「インストール後のデータベースの作成」
Oracle Database Configuration Assistantまたは BUILD_DB.SQLスクリプトのどちらか
を使用したインストール後のデータベースの作成方法を説明します。

第第第第 7章「データベースの管理」章「データベースの管理」章「データベースの管理」章「データベースの管理」
データベースを管理する方法について説明します。

第第第第 8章「章「章「章「Windowsを使用したデータベース・ユーザーの認証」を使用したデータベース・ユーザーの認証」を使用したデータベース・ユーザーの認証」を使用したデータベース・ユーザーの認証」
Windows NTでの Oracle8i データベースのユーザーの認証メソッドについて説明しま
す。

第第第第 9章「データベースの監視」章「データベースの監視」章「データベースの監視」章「データベースの監視」
Oracle8i データベースを監視する方法について説明します。

第第第第 10章「章「章「章「Oracle8iを最適化するためのを最適化するためのを最適化するためのを最適化するためのWindows NTのチューニング」のチューニング」のチューニング」のチューニング」
Oracle8i データベースが最善の環境で実行されるように、Windows NT Serverのオペ
レーティング・システムをチューニングする方法を説明します。

第第第第 11章「データベース・ファイルのバックアップおよびリカバリ」章「データベース・ファイルのバックアップおよびリカバリ」章「データベース・ファイルのバックアップおよびリカバリ」章「データベース・ファイルのバックアップおよびリカバリ」
データベース・ファイルのバックアップとリカバリを行う際の推奨事項と手順を示しま
す。

第第第第 12章「アプリケーションの開発」章「アプリケーションの開発」章「アプリケーションの開発」章「アプリケーションの開発」
アプリケーションの開発者が直面する、Windows NT特有の問題について説明します。

付録付録付録付録 A「ディレクトリ構造」「ディレクトリ構造」「ディレクトリ構造」「ディレクトリ構造」
Oracleコンポーネントをインストールするときに作成される、デフォルトのディレクト
リ構造について説明します。

付録付録付録付録 B「「「「Oracle8i for Windows NTでのデータベース指定」でのデータベース指定」でのデータベース指定」でのデータベース指定」
Oracle8i データベースの初期化パラメータ、その編集方法、およびWindows NT特有
の値を含まないパラメータについて説明します。この付録ではデータベース制限の計算
方法についても説明します。
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付録付録付録付録 C「「「「Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ」構成パラメータおよびレジストリ」構成パラメータおよびレジストリ」構成パラメータおよびレジストリ」
さまざまな Oracleコンポーネントでレジストリを使用する方法について説明します。
さらに、この章では構成パラメータの推奨値と範囲を示します。

付録付録付録付録 D「ロー・パーティションへの表領域の格納」「ロー・パーティションへの表領域の格納」「ロー・パーティションへの表領域の格納」「ロー・パーティションへの表領域の格納」
データベースの表領域用ロー・パーティションの作成方法について説明します。

付録付録付録付録 E「「「「Net8の構成」の構成」の構成」の構成」
Windows NT、Windows 95またはWindows 98プラットフォーム用の構成について説
明します。

付録付録付録付録 F「「「「SNMPサポート」サポート」サポート」サポート」
Oracle SNMP Agentおよび SNMPサポートについて説明します。

付録付録付録付録 G「エラー・メッセージ」「エラー・メッセージ」「エラー・メッセージ」「エラー・メッセージ」
Oracle8i for Windows NTの操作に固有のエラー・メッセージ、その原因、および対応措置
を説明します。

用語集用語集用語集用語集
このドキュメント全体を通して使用される用語を簡単に説明します。

ドキュメントおよびコードの表記規則ドキュメントおよびコードの表記規則ドキュメントおよびコードの表記規則ドキュメントおよびコードの表記規則
このドキュメントで使用される表記規則は、次のとおりです。 

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味

大文字 C:¥ORACLE¥ORA81 ALTER DATABASEのようなコマンド名、
SQL予約語、キーワードを示します。ディ
レクトリ名やファイル名も示します。

イタリック 変数を示すために使用されます。

file name

入力が必要な値を示します。たとえば、コ
マンドで filenameを入力するように要求さ
れた場合は、ファイルの実際の名前を入力
する必要があります。

大カッコ [ ] X:¥[PATHNAME]¥ORACLE¥
HOME_NAME

オプション項目を示します。たとえば、
OFA準拠の Oracleホーム・ディレクトリを
作成する場合、¥ORACLEパス名の前にパ
ス名をオプションとして指定できます。

[Enter]などのファンクション・キーも示し
ます。
xx



「スタート」→ 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - 
HOME_NAME」→「Network 
Administration」→「Net8 Assistant」を選択
してください。

プログラムの起動方法を示します。たとえ
ば Net8 Assistantを起動するには、タスク
バーの「スタート」をクリックし、「プログ
ラム」、「Oracle - HOME_NAME」、
「Network Administration」、「Net8 

Assistant」の順に選択します。

C:¥> C:¥ORACLE¥ORADATA> 現行のハード・ディスク・ドライブの
Windows NTコマンド・プロンプトを示し
ます。プロンプトには、現在作業している
サブディレクトリが反映されます。このド
キュメントでは、"MS-DOSコマンド・プロ
ンプト "と呼びます。

ディレクトリ名の前の
円記号（¥）

¥ORADATA ディレクトリが、ルート・ディレクトリの
サブディレクトリであることを示します。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
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ORACLE_HOMEおよ
び ORACLE_BASE

ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥RDBMS¥ADMINディレクトリへ移
動

8.1より前のリリースでは、Oracle8i 
Enterprise Editionまたは Oracle8i for 
Windows NTをインストールした場合、
すべてのサブディレクトリが最上位の
Oracleホーム・ディレクトリのすぐ下に
配置されましたが、これはデフォルトで
次のディレクトリでした。

Windows NTの場合、C:¥ORANT

Windows 95/98の場合、C:¥ORAWIN95

ユーザーが独自の Oracleホームを設定す
ることもできました。 

このリリースは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）に準拠しているた
め、すべてのサブディレクトリが最上位
の ORACLE_HOMEディレクトリの下に
あるわけではありません。新しい最上位
ディレクトリの名前は ORACLE_BASE
で、このディレクトリのデフォルトは
C:¥ORACLEです。Oracle8i Enterprise 
Editionまたは Oracle8i for Windows NT
リリース 8.1.6をクリーン・コンピュータ
（他の Oracleソフトウェアがインストー
ルされていないコンピュータ）にインス
トールする場合、最初の Oracleホーム・
ディレクトリのデフォルト設定は、
C:¥ORACLE¥ORA81です。Oracle 
Universal Installerをもう一度実行してリ
リース 8.2.xをインストールする場合、2
番目の Oracleホーム・ディレクトリの名
前は ¥ORA82です。 これらの Oracleホー
ム・ディレクトリは、ORACLE_BASEの
すぐ下に配置されます。このドキュメン
トで例として使用されているディレクト
リ・パスは、すべて OFAに準拠していま
す。

%ORACLE_HOME% SQL> @%ORACLE_HOME%¥ADMIN¥DB_
NAME¥ADHOC¥CATALOG.SQL

SQL*Plusのコマンドでは、%ORACLE_
HOME%を使用できます。 SQL*Plusは、
%ORACLE_HOME%変数を使用して、
Oracleホーム・ディレクトリを検索でき
ます。この表記方法は、Server Manager、
SQL*Plus、Export Utilityおよび Import 
Utilityで使用できます。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
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HOME_NAME OracleHOME_NAMETNSListener Oracleホーム名を示します。

ホーム名は、英数字 16文字までです。ホー
ム名で使用できる特殊文字は、アンダース
コアのみです。 

HOMEID HOME0、HOME1、HOME2 製品をインストールする各 Oracleホーム・
ディレクトリの一意なレジストリ・サブ
キーを示します。あるコンピュータ上の異
なる Oracleホーム・ディレクトリに製品を
インストールするたびに、新しい HOMEID
が作成されて増加します。各 HOMEIDに
は、インストールされた Oracle製品固有の
構成パラメータが含まれます。

記号 ピリオド .

カンマ ,

ハイフン -

セミコロン ;

コロン :

等号 =

円記号 ¥

一重引用符 '

二重引用符 "

丸カッコ ()

コマンドの中の大カッコと垂直バー以外の
記号は、表記されているとおりに入力する
必要があります。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
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Oracle8i のWindows NTと UNIXにおける
1

Oracle8i ののののWindows NTととととUNIXにおける違いにおける違いにおける違いにおける違い

Windows NTと UNIXでの Oracle8iの主な違いを、次の表に示します。この情報は、UNIX
プラットフォームからWindows NTに移行する Oracleデータベースの管理者が、Windows 
NTでの Oracle関連の機能を理解するために役立ちます。
違い 1-1



機能機能機能機能 UNIX Windows NT

サービスサービスサービスサービス

第 7章「データベースの管理」のド
キュメントを参照してください。

UNIXのデーモンは、Windows 
NTではサービスに相当します。

Oracleではデータベース・インスタン
スをサービス（OracleServiceSID）と
して登録します。

Oracleインスタンスに接続してインス
タンスを使用できるように、データ
ベースの作成中に Oracleサービスが作
成され、Oracleデータベースに対応付
けられます。Oracleデータベースに
サービスが作成されると、ユーザーが
誰もログオンしていない間でもサービ
スを実行できます。この機能により、
Oracleデータベースの実行中にサー
バーのセキュリティを保持できます。

サービスのアクセス方法サービスのアクセス方法サービスのアクセス方法サービスのアクセス方法 :

サービスはデフォルトではシステム・
アカウントで実行されます。

1. 「スタート」→「設定」→「コント
ロール パネル」→「サービス」を
選択し、「サービス」ダイアログ・
ボックスにアクセスします。

ここに OracleServiceSIDおよびそ
の他の Oracleサービスが表示され
ます。
1-2 Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド



プロセスおよびスレッドプロセスおよびスレッドプロセスおよびスレッドプロセスおよびスレッド

Oracle Administration Assistant for 
Windows NTのオンライン・ヘルプの
ドキュメントを参照してください。

Oracleのバックグラウンド・プロ
セスは、それぞれ別々のプロセス
（たとえば、ora_dbw0_V816）と
して存在します。

Oracleのバックグラウンド・プロセス、
専用サーバー・プロセスおよびクライ
アント・プロセスは、マスターの
ORACLEプロセスのスレッドです。

ORACLEプロセスのすべてのスレッド
が、Windows NT上のリソースを共有
します。このマルチスレッド・アーキ
テクチャは効率性が高く、低いオー
バーヘッドでコンテキストを高速に切
り替えます。

プロセスの表示方法プロセスの表示方法プロセスの表示方法プロセスの表示方法 :

プロセスの表示や個々のスレッドの停
止には、Oracle Administration 
Assistant for Windows NTを使用しま
す。

1. 「スタート」→「プログラム」→
「Oracle - HOME_NAME」→
「Database Administration」→
「Oracle Administration Assistant 
for Windows NT」を選択します。

2. SID（たとえば、V816）を右ク
リックし、「プロセス情報」を選択
します。

注意注意注意注意 : Microsoft管理コンソール
（MMC）は、Oracle Administration 

Assistant for Windows NTがWindows 
NT 4.0で起動するときに起動されま
す。オラクル社では、データベース管
理用スナップインをいくつかMMCに
統合しています。

機能機能機能機能 UNIX Windows NT
Oracle8i のWindows NTと UNIXにおける違い 1-3



ファイル・サイズファイル・サイズファイル・サイズファイル・サイズ

付録 B「Oracle8i for Windows NTでの
データベース指定」を参照してくださ
い。 

UNIXファイル・システム（UFS）
またはジャーナル・ファイル・シ
ステム（JFS）。ほとんどのベン
ダーでサポートされている最大
ファイル・サイズは、現在、32GB
です。

Oracleブロック・サイズは、2～
8KBの間で様々です。

Oracleは、FATまたは NTFSファイ
ル・システム上にインストールできま
す。Oracleはデフォルトではシステ
ム・アカウントで実行されます。この
アカウントには、NTFSボリュームに
対するアクセス権は、付与されない限
りありません。

最大ファイル・サイズは、FATの場合
は 4GB、NTFSの場合は 16エクサバイ
ト（EB）です。

Oracleブロック・サイズは、8KBで
す。1データ・ファイルあたりの最大
ブロック数は、4百万個です。1データ
ベースあたりの最大データ・ファイル
数は、ブロック・サイズに応じて変化
します。

データベースの制限を計算するとき、
データベースの合計最大容量は、ビッ
トを分割する方法には関係なく同じで
す。

初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ :  複数のデータベー複数のデータベー複数のデータベー複数のデータベー
ス・ライタース・ライタース・ライタース・ライター

付録 B「Oracle8i for Windows NTでの
データベース指定」を参照してくださ
い。 

初期化パラメータ DB_WRITERS
を使用して、データベース・ライ
ター・プロセスを 1つ以上指定で
きます。

複数のデータベース・ライターは、
たとえば、UNIXポートが非同期
I/Oをサポートしていない場合な
どに役立ちます。

使用済バッファをディスクに書き込む
DB_WRITERSは、サポートされていま
せん。Windows NTでは独自の I/Oス
レーブを提供し、これを使用して I/O
が完了したかどうかを確認します。

複数の DB_WRITERSにより同期化の
問題が発生する可能性があります。

ディスクへのダイレクト書込みディスクへのダイレクト書込みディスクへのダイレクト書込みディスクへのダイレクト書込み

『Oracle8i 概要』を参照してください。 

両方のプラットフォームで、ファイ
ル・システムのバッファ・キャッシュ
をバイパスすることにより、データが
ディスクに書き込まれます。

Oracleは、O_SYNCフラグを使用
してファイル・システムのバッ
ファ・キャッシュをバイパスしま
す。このフラグ名は、UNIXポー
トに応じて違います。

Oracleはファイル・システムのバッ
ファ・キャッシュを完全にバイパスし
ます。

メモリー・リソースメモリー・リソースメモリー・リソースメモリー・リソース

 『Oracle8i 概要』を参照してくださ
い。

デフォルト・カーネルにより提供
されるリソースでは、中規模また
は大規模な Oracleデータベースに
は不十分なことがよくあります。

共有メモリー・セグメントの最大
サイズ（SHMMAX）と使用可能
セマフォの最大数（SEMMNS）
が、Oracleの推奨値に比べて低す
ぎることがあります。

オペレーティング・システムはスレッ
ド・ベースでありプロセス・ベースで
はないので、プロセス間通信（IPC）
に必要なリソースは少なくてすみます。
共有メモリーやセマフォを含むこれら
のリソースは、ユーザーには調整でき
ないようになっています。

機能機能機能機能 UNIX Windows NT
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アカウントとグループのインストールアカウントとグループのインストールアカウントとグループのインストールアカウントとグループのインストール

第 7章「データベースの管理」を参照
してください。 

DBAグループの概念を使用しま
す。Oracleのインストールにルー
ト・アカウントを使用することは
できません。Oracleアカウントは
別に手動で作成する必要がありま
す。

Oracleは、管理者グループ内の
Windows NTユーザー名によりインス
トールする必要があります。このユー
ザー名は、Windows NTローカル・グ
ループ ORA_DBAに自動的に追加され
ます。このユーザー名にはここで
SYSDBA権限が付与されます。これに
より、ユーザーは INTERNALアカウ
ントでデータベースにログインでき、
パスワードの入力は要求されません。

パスワード・ファイルパスワード・ファイルパスワード・ファイルパスワード・ファイル :

パスワード・ファイルは ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥DATABASE
ディレクトリにあり、PWDSID.ORA
という名前です。SIDは Oracle8i デー
タベースのインスタンスです。

動的リンク・ライブラリ（動的リンク・ライブラリ（動的リンク・ライブラリ（動的リンク・ライブラリ（DLL））））

 『Oracle8i 概要』を参照してくださ
い。

共有ライブラリは、Windows NT
の共有 DLLに相当します。オブ
ジェクト・ファイルとアーカイ
ブ・ライブラリがリンクされ、
Oracle実行可能プログラムが生成
されます。パッチのインストール
などの特定の操作の後には、再リ
ンクが必要です。

Oracle DLLは実行時に実行可能プログ
ラムの一部になるため、DLLのサイズ
は小さくてすみます。DLLは複数の実
行可能プログラムが共有できます。
ユーザーによる再リンクはサポートさ
れていませんが、実行可能イメージは
ORASTACKユーティリティを使用し
て変更できます。

実行可能イメージの変更実行可能イメージの変更実行可能イメージの変更実行可能イメージの変更 :

Windows NTで実行可能イメージを変
更すると、大規模 SGAまたは何千とい
う接続数の SGAを使用するときに、仮
想メモリーが不足する事態が少なくな
ります。ただし、これはオラクル社カ
スタマ・サポート・センターの指示の
下で行うことをお薦めします。

インストールインストールインストールインストール

 『Oracle8i for Windows NT インスト
レーション・ガイド』を参照してくだ
さい。

UNIXで必要な手動によるセット
アップ作業の多くは、Windows 
NTでは不要です。

次のような作業を手動で行う必要はあ
りません。

� 環境変数の設定

� データベース管理者用の DBAグ
ループの作成

� Oracle Universal Installerを実行す
るユーザー・グループの作成

� Oracleコンポーネントのインス
トールおよびアップグレード専用
のアカウントの作成

機能機能機能機能 UNIX Windows NT
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複数の複数の複数の複数の Oracleホームおよびホームおよびホームおよびホームおよび OFA

複数の Oracleホームおよび OFA
（Optimal Flexible Architecture）を使
用すると、大規模データベースを管理
するときに様々な利点があります。
OFAは、Windows NTでも UNIXで
も同じ方法で実装されます。ただし、
次の点が異なります。

� OFAのディレクトリ・ツリーの最
上位の名前は、Windows NTと
UNIXでは異なります。ただし、
主なサブディレクトリおよびファ
イル名は両方のオペレーティン
グ・システムで同じです。

� ORACLE_BASEディレクトリ。

� Windows NTではシンボリック・
リンクはサポートされていません。

 第 3章「複数の Oracleホームおよび
Optimal Flexible Architecture」を参照
してください。

Windows NTでの複数の Oracle
ホームは、UNIXではインストー
ル機能に相当します。環境変数を
設定して Oracleホームを指定でき
ます。ORACLE_BASEは UNIX
ユーザーの環境に関連付けられま
す。

シンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンク

シンボリック・リンクがサポート
されています。すべてのファイル
が 1つのハード・ドライブの 1
ディレクトリ内にあるように見え
ますが、ハード・ドライブがシン
ボリックにリンクしているか、ま
たはそのディレクトリがマウン
ト・ポイントの場合は、複数の
ハード・ドライブにファイルを配
置できます。

複数の ORACLE_HOMEディレクトリ
を、単一の ORACLE_BASEディレクト
リの下に配置できます。ORACLE_BASE
はレジストリ内（HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥
HOME0など）に定義されます。
ORACLE_HOMEは環境に設定しない
でください（別の Oracleホームから実
行されるソフトウェアが正しく作動し
なくなります）。リリース 8.1.6からは、
Oracle Universal Installerがこれをリ
セットします。

OFAの目的は、すべての Oracleソフ
トウェアを 1つの ORACLE_BASEディ
レクトリ内に配置し、データベースの
サイズが増加するにつれて、異なる物
理ドライブ間にファイルを分散するこ
とです。データベース管理ファイルの
格納には論理ドライブを 1つ使用し、
その他のファイルは必要に応じて別の
論理ドライブの ORADATA¥DB_
NAMEディレクトリに配置することを
お薦めします。

たとえば、PRODという名前のデータ
ベースでは次のように 4つの論理ドラ
イブを使用します。

� C:¥には Oracleホームおよびデー
タベース管理ファイルが格納され
ます。

� F:¥には REDOログ・ファイルが格
納されます。（F:¥ドライブはパ
フォーマンス向上のためにストラ
イプ化された 2つの物理ドライブ
を表すこともできます。）

� G:¥には、制御ファイルの 1つと表
領域ファイルのすべてが格納され
ます。（G:¥ドライブには、信頼性
の向上のために、RAIDレベル 5
構成を使用することもできます。）

� H:¥には 2番目の制御ファイルが格
納されます。

シンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンク

UNIXのようなシンボリック・リンク
はサポートされていません。しかし
Microsoftは近い将来のリリースでこれ
をサポートする予定であることを発表
しています。

機能機能機能機能 UNIX Windows NT
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自動スタートアップおよびシャットダ自動スタートアップおよびシャットダ自動スタートアップおよびシャットダ自動スタートアップおよびシャットダ
ウンウンウンウン

 『Oracle8i 管理者ガイド』 およびこの
ガイドの第 7章「データベースの管理」
を参照してください。

自動スタートアップ自動スタートアップ自動スタートアップ自動スタートアップ

複数のディレクトリにあるいくつ
かのファイルとスクリプトを使用
して、インスタンスを自動的に起
動します。

自動シャットダウン自動シャットダウン自動シャットダウン自動シャットダウン

コンピュータのシャットダウン時
にスクリプトが実行され、Oracle
などのアプリケーションが正しく
停止されます。

自動スタートアップ自動スタートアップ自動スタートアップ自動スタートアップ

ORADIMなどの Oracleツールを使用
して、レジストリ・パラメータ ORA_
SID_AUTOSTARTを TRUE（デフォル
ト）に設定します。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトに
パラメータを含めて、次のように
入力します。

C:¥> ORADIM PARAMETERS

2. リスナーを自動的に起動するには、
サービス起動タイプを自動に設定
します。

自動シャットダウン自動シャットダウン自動シャットダウン自動シャットダウン

1. 該当する OracleServiceSIDを停止
してシャットダウンするには、レ
ジストリ・パラメータの ORA_
SHUTDOWNおよび ORA_SID_
SHUTDOWNを設定します。

2. シャットダウン・モードの制御に
は、レジストリ・パラメータ
ORA_SID_SHUTDOWNTYPEを
設定します（デフォルトは I（即
時）です。）。

機能機能機能機能 UNIX Windows NT
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診断およびチューニング用ユーティリ診断およびチューニング用ユーティリ診断およびチューニング用ユーティリ診断およびチューニング用ユーティリ
ティティティティ

 第 2章「データベース・ツールの概
要」 および 第 9章「データベースの監
視」を参照してください。

オペレーティング・システムには
パフォーマンス・ユーティリティ
は含まれていません。Oracleの
バックグラウンド・プロセスや
シャドウ・プロセスの監視には、
sarや vmstatなどのユーティリ
ティを使用します。これらのユー
ティリティは、Oracleには統合さ
れていません。

Windows NTのタスク マネージャ
は、現在実行中のプロセスとその
リソース使用状況を表示しますが、
これは UNIXの ps  -ef コマンドま
たは OpenVMSの SHOW 
SYSTEMに相当します。ただし、
タスク マネージャの方が解釈が容
易で、列をカスタマイズできます。

パフォーマンス・ユーティリティには、
Oracle Performance Monitor、タスク 
マネージャ、コントロール パネル、イ
ベント ビューア、レジストリ、ユー
ザー マネージャ、Microsoft管理コン
ソールがあります。

Oracleはこれらのツールのいくつかと
統合されています。たとえば次のよう
に指定します。

� Oracle Performance Monitorは、
Oracleデータベースに関する主な
情報を表示します。

このツールは、Oracle8i データ
ベース・パフォーマンス要素が事
前に組み込まれている点を除けば、
外観と操作はWindows NTパ
フォーマンス モニタと同じです。

� イベント ビューアは、システム警
告メッセージを表示します。これ
には、Oracleの起動および停止
メッセージと監査証跡が含まれま
す。

機能機能機能機能 UNIX Windows NT
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ロー・パーティションロー・パーティションロー・パーティションロー・パーティション

 付録 D「ロー・パーティションへの表
領域の格納」を参照してください。

ロー・パーティションがサポート
されています。

表領域のデータ・ファイルは、ファイ
ル・システムまたはロー・パーティ
ションに格納できます。ロー・パー
ティションは、最下位レベルでアクセ
スされる物理ディスクの一部です。

Windows NTディスク アドミニスト
レータを使用すると、物理ドライブ上
に拡張パーティションを作成できます。
拡張パーティションとは、データベー
ス・ファイル用の複数の論理パーティ
ションを割り当てられる、ディスク上
のロー領域を指します。

拡張パーティションにより、パーティ
ション数は最大 4個というWindows 
NT上での制限を回避し、論理パー
ティションを大量に定義して Oracle8i 
データベースを使用するアプリケー
ションに対応できるようになります。
これにより、論理パーティションには
シンボリック・リンク名を付けられる
ので、ドライブ文字を指定する必要が
なくなります。

Oracle Parallel Server

Oracle Parallel Server（OPS）環境での
データ・ファイルの共有には、ロー・
パーティションが必須です。OPSは
UNIXとWindows NTの両方で使用可
能です。OPSでは Oracleインスタンス
が全ノードで同時に実行され、クラス
タ化と高い可用性が提供されます。

機能機能機能機能 UNIX Windows NT
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データベース・ツールの
2

データベース・ツールの概要データベース・ツールの概要データベース・ツールの概要データベース・ツールの概要

Oracle8i for Windows NTには、データベース関連の機能を実行する様々なツールがありま
す。この章では、一般的なデータベース管理作業を実行するための推奨ツールについて説明
します。

次の項目について説明します。

� Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i

� 使用するデータベース・ツールの選択

� データベース・ツールの起動

� SQL*Loaderの使用方法

� Windows NTツールの使用方法

� Windows NTのその他の診断およびチューニング用ユーティリティ
概要 2-1



Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i
Oracle8i Enterprise Editionおよびおよびおよびおよび Oracle8i
このガイドの情報は、Oracle8i Enterprise Editionと Oracle8iの両方のデータベース・タイ
プに適用されます。Oracle8i for Windows NTという表記は、ほとんどの場合、両方のタイ
プを意味します。データベースのタイプが明記してあるのは、混乱する可能性のある場合だ
けです。特に明記していない限り、このガイドで説明されている機能は、Oracle8i 
Enterprise Editionと Oracle8iの両方に共通です。

使用するデータベース・ツールの選択使用するデータベース・ツールの選択使用するデータベース・ツールの選択使用するデータベース・ツールの選択
データベース・ツールとは、データベース管理タスクに使用できるツール、ユーティリティ
および各 Assistantの総称です。類似するタスクを実行できるデータベース・ツールもあり
ますが、1つのデータベース・ツールですべてのデータベース管理タスクを実行することは
できません。次の各項では、特定のオペレーティング・システムで使用できるデータベー
ス・ツールと、一般的なデータベース管理タスクに使用できる推奨ツールについて説明しま
す。

注意注意注意注意 : この章では、SQL*Plusコマンド行構文を使用するタスクについて
説明します。このガイドでは、Server Managerという文字および例はすべ
て SQL*Plusに置き換えられています。Server Managerはリリース 8.1.x
でも引き続き出荷されますが、できるだけ早く SQL*Plusに移行すること
を強くお薦めします。SQL*Plusを使用してデータベース管理作業を行う
方法の詳細は、SQL*Plusのドキュメントを参照してください。 

Oracle8リリース 8.0.x以前のリリースでは、Server Manager実行可能
ファイルは SVRMGR30でした。リリース 8.1.6では、Server Manager実
行可能ファイルは SVRMGRLです。「L」は行モードを意味します。
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使用するデータベース・ツールの選択
データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性
次の表は、データベース・ツールとそれぞれのデータベース・ツールを使用できるオペレー
ティング・システムを示しています。 

   

データベース・ツールデータベース・ツールデータベース・ツールデータベース・ツール Windows NT およびおよびおよびおよび
Windows 20001 Windows 95 およびおよびおよびおよび Windows 98

アプリケーション開発アプリケーション開発アプリケーション開発アプリケーション開発

SQL*Plus（SQLPLUS）2 ○ ○

Pro*C/C++ ○ ○

Pro*Cobol ○ ○

Object Type Translator（OTT） ○ ○

Oracle Web Publishing Assistant ○ ×

Oracle Services for Microsoft Transaction Server ○ ○

Oracle WebDB3 ○ ○

Oracle AppWizard for Microsoft Visual C++ ○ ○

データベース管理データベース管理データベース管理データベース管理 

Oracle Administration Assistant for Windows NT ○ ×

Oracle Database Configuration Assistant ○ ×

Oracle Enterprise Login Assistant（Oracle 
Advanced Securityの 1機能）4

○ ○

Oracle Performance Monitor for Windows NT ○ ×
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使用するデータベース・ツールの選択
Oracle Enterprise Managerリリースリリースリリースリリース 2.1

Oracle DBA Management Pack（データベース・
ツールおよびウィザード）

○ ○

Diagnostics Pack ○ ○

Enterprise Manager:

� Configuration Assistant

� コンソール

� Migration Assistant

○ ○

拡張アプリケーション

� Application Manager

� Replication Manager

○ ○

拡張データベース管理 : 

� Database Configuration Assistant   

� Data Migration Assistant 

� Distributed Access Manager ベータ版

� Enterprise Security Manager

� Oracle interMedia Text Manager 

� Oracle Spatial Index Advisor ベータ版

○ ○

移行ユーティリティ移行ユーティリティ移行ユーティリティ移行ユーティリティ

Oracle Data Migration Assistant ○ ×

Oracle Migration Workbench ○ ○

MS-DOS コマンド行から入力するコマンド行から入力するコマンド行から入力するコマンド行から入力する Oracleユーティユーティユーティユーティ
リティリティリティリティ

Migration Utility（MIG） ○ ×

DBVERIFY（DBVERF） ○ ○

Export Utility（EXP） ○ ○

Import Utility（IMP） ○ ○

OCOPY ○ ○

ORADIM5 ○ ×

データベース・ツールデータベース・ツールデータベース・ツールデータベース・ツール Windows NT およびおよびおよびおよび
Windows 20001 Windows 95 およびおよびおよびおよび Windows 98
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使用するデータベース・ツールの選択
Password Utility（ORAPWD）6 ○ ×

Recovery Manager（RMAN） ○ ○

SQL*Loader（SQLLDR） ○ ○

TKPROF（TKPROF） ○ ○

OPERFCFG ○ ○

ネットワーク管理ネットワーク管理ネットワーク管理ネットワーク管理

Net8 Assistant ○ ○

Net8 Configuration Assistant ○ ○

Oracle Wallet Manager（Oracle Advanced Security
の 1機能）7

○ ○

Windows NTツールツールツールツール

タスク マネージャ ○ ○

コントロール パネル ○ ○

イベント ビューア ○ ×

レジストリ ○ ○

ユーザー マネージャ ○ ×

Microsoft管理コンソール8 ○ ×

1 Oracle8i リリース 8.1.6製品の開発およびテスト時点では、Windows 2000の出荷版が使用可能になっていませんでした。オ
ラクル社では、Windows 2000の出荷前のバージョンを使用して開発およびテストを行いました。Windows 2000でのリ
リース 8.1.6製品の認証およびサポートに関する最新情報は、リリース・ノートを参照してください。

2 ORADEBUGユーティリティは、SQL*Plusで使用して、Oracleのプロセスにデバッグ・コマンドを送信できます。 7-24
ページの「ORADEBUGユーティリティの使用」を参照してください。

3 Oracle WebDBは、別 CD-ROMです。
4 Oracle8i Enterprise Editionのみで使用可能であり、Oracle8iでは使用できません。
5 ORADIMは、ローカル・データベース上でのみ作動します。
6 ORAPWDは、リモート・データベースのパスワード・ファイルに対しては作動しません。
7 Oracle8i Enterprise Editionのみで使用可能であり、Oracle8iでは使用できません。
8 Windows 2000には自動的に含まれています。Microsoft管理コンソールをWindows NT 4.0で使用するには、Microsoft社
から入手する必要があります。

データベース・ツールデータベース・ツールデータベース・ツールデータベース・ツール Windows NT およびおよびおよびおよび
Windows 20001 Windows 95 およびおよびおよびおよび Windows 98
データベース・ツールの概要 2-5



使用するデータベース・ツールの選択
推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール
次の表では、一般的なデータベース管理タスクと、これらのタスクに使用できる各種データ
ベース・ツールをまとめています。この表の「「推奨データベース・ツール」」欄に挙げられ
ているツールを使用することをお薦めします。 タスクを実行するツールを選択した後、2-7
ページの「データベース・ツールの起動」に進み、そのツールを起動する方法についての指
示を参照してください。

データベース管理タスクデータベース管理タスクデータベース管理タスクデータベース管理タスク 推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール その他のデータベース・ツールその他のデータベース・ツールその他のデータベース・ツールその他のデータベース・ツール

データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成 Oracle Database Configuration 
Assistant

� ORADIMと SQL*Plusを共に使用

� SQL*Plus Worksheetと ORADIM

データベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除 Oracle Database Configuration 
Assistant

ORADIMと SQL*Plusを共に使用

データベース・サービスの削除データベース・サービスの削除データベース・サービスの削除データベース・サービスの削除 Oracle Database Configuration 
Assistant

ORADIM

データベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動 Instance Manager1
� ORADIMと SQL*Plusを共に使用

� 「コントロール パネル」→「サービス」

� SQL*Plus Worksheet

� Oracle Administration Assistant for 
Windows NT

データベースの停止データベースの停止データベースの停止データベースの停止 Instance Manager � ORADIMと SQL*Plusを共に使用

� 「コントロール パネル」→「サービス」

� SQL*Plus Worksheet

� Oracle Administration Assistant for 
Windows NT

内部データベース・パスワードの変更内部データベース・パスワードの変更内部データベース・パスワードの変更内部データベース・パスワードの変更 ORAPWD ORADIM2

データベースの移行データベースの移行データベースの移行データベースの移行

� リリース 7.xからリリース 8.1.6
へ

� MS SQL Server 6.5および
Sybase Adaptive Server 11から

� Oracle Data Migration 
Assistant3

� Oracle Migration 
Workbench

Migration Utility（MIG）

データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード

リリース 8.0.xからリリース 8.1.6へ

Oracle Data Migration Assistant 提供されているスクリプトを SQL*Plusで実行

データのエクスポートデータのエクスポートデータのエクスポートデータのエクスポート エクスポート・ウィザード Export Utility（EXP）

データのインポートデータのインポートデータのインポートデータのインポート インポート・ウィザード Import Utility（IMP）

データのロードデータのロードデータのロードデータのロード ロード・ウィザード SQL*Loader（SQLLDR）

Webへのデータの公開へのデータの公開へのデータの公開へのデータの公開 Oracle WebDB Oracle Web Publishing Assistant
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データベース・ツールの起動
データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動
この項では、それぞれのデータベース・ツールの起動方法を次のカテゴリに分けて説明しま
す。

� 複数の Oracleホームでのデータベース・ツールの起動

� データベース・ツールの起動

� コマンド行からの Oracleユーティリティの起動

� Oracle Enterprise Managerの起動

� Windows NTツールの起動

データベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップ バックアップ・ウィザード � Recovery Manager（RMAN）

� OCOPY4

データベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリ リカバリ・ウィザード � Recovery Manager（RMAN）

� OCOPY

データベース管理者およびユーザーのデータベース管理者およびユーザーのデータベース管理者およびユーザーのデータベース管理者およびユーザーの
認証認証認証認証

Security Manager � Oracle Enterprise Login Assistant

� SQL*Plus

� Windows NTオペレーティング・システ
ム

� Oracle Administration Assistant for 
Windows NT（OS認証ユーザー）

データベース・ロールの付与データベース・ロールの付与データベース・ロールの付与データベース・ロールの付与 Security Manager � ユーザー マネージャ

� Oracle Administration Assistant for 
Windows NT（OS認証ユーザー）

データベース・オブジェクトの作成データベース・オブジェクトの作成データベース・オブジェクトの作成データベース・オブジェクトの作成5 Schema Manager � SQL*Plus

プロセスの表示プロセスの表示プロセスの表示プロセスの表示 Oracle Administration 
Assistant for Windows NT

� タスク マネージャ

1 Instance Managerは、データベースの起動と停止およびその他の機能をいくつか実行できます。このツールを使用して、
データベース・サービスの作成、データベースの作成および削除を行うことはできません。Instance Managerは、Oracle 
Enterprise Managerのツールです。

2 ORADIMがパスワードを設定できるのは、以前にパスワードが設定されなかった場合のみです。また、ORADIMは、
Oracle8iのサービスを削除して作成し直すことによって、パスワードを変更することもできます。詳細は、第 9章「データ
ベースの監視」を参照してください。

3 Oracle Data Migration Assistantは、リリース 7.xまたはリリース 8.0.xのデータベースのリリース 8.1.6へのアップグレード
のみに使用できます。その前の Oracle7データベースのリリースを、Oracle7データベースの後のリリースにアップグレー
ドすることはできません。Oracle7の前のリリースから Oracle7の後のリリースにアップグレードする方法は、Oracle7 for 
Windows NTのドキュメントを参照してください。

4 データベースを停止している途中ではファイルをバックアップしないでください。バックアップが無効になります。後で無
効なバックアップを使用してファイルをリストアすることはできません。詳細は、『Oracle8i バックアップおよびリカバ
リ・ガイド』を参照してください。

5 データベース・オブジェクトの作成方法は、『Oracle8i 管理者ガイド』を参照してください。このガイドには、クラスタ、
クラスタ化されていない表、および索引の領域要件を見積るための式が提供されています。Windows NTでは、このガイ
ドに説明されている固定ヘッダー、トランザクション・ヘッダーおよび行ヘッダーの定数を使用しています。

データベース管理タスクデータベース管理タスクデータベース管理タスクデータベース管理タスク 推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール その他のデータベース・ツールその他のデータベース・ツールその他のデータベース・ツールその他のデータベース・ツール
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データベース・ツールの起動
このドキュメントを使用中にデータベース・ツールの起動手順を調べるときは、この項を参
照することになります。

複数の複数の複数の複数の Oracleホームでのデータベース・ツールの起動ホームでのデータベース・ツールの起動ホームでのデータベース・ツールの起動ホームでのデータベース・ツールの起動
コンピュータ上に以前のリリースからの Oracleホームが複数ある場合は、リリース 8.1.6よ
り前の Oracleホームとリリース 8.1.6以降の Oracleホームの違いについて、3-3ページの
「様々なリリースにおける複数の Oracleホームの機能」と 3-5ページの「複数の Oracleホー
ムの環境」を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 8.0.4以降の以降の以降の以降の 8.0.xで複数ので複数ので複数ので複数の Oracleホームからのツールの起動ホームからのツールの起動ホームからのツールの起動ホームからのツールの起動
複数の Oracleホーム機能を使用している場合は、ツールを起動するコマンドに HOME_
NAMEを指定します。HOME_NAMEは、それぞれの Oracleホームの名前を示します。コ
ンピュータに作成された最初の Oracleホームの場合は、グループには HOME_NAMEが付
きません。たとえば次のように指定します。

最初の最初の最初の最初の Oracleホームからホームからホームからホームから Oracle Administration Assistantを起動する方法を起動する方法を起動する方法を起動する方法 :

「スタート」→「プログラム」→「Oracle」→「Database Administration」→「Oracle 
Administration Assistant for Windows NT」

その他のその他のその他のその他の Oracleホームからホームからホームからホームから Oracle Administration Assistantを起動する方法を起動する方法を起動する方法を起動する方法 :

「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database Administration」
→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」

リリースリリースリリースリリース 8.1.6の複数のの複数のの複数のの複数の Oracleホームからのツールの起動ホームからのツールの起動ホームからのツールの起動ホームからのツールの起動
リリース 8.1.6では、コンピュータに作成する最初の Oracleホームを含めたすべてのOracle
ホームに、固有の HOME_NAMEがあります。たとえば、Oracle Database Configuration 
Assistantを起動するコマンドは次のようになります。

「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database Administration」
→「Database Configuration Assistant」。HOME_NAMEは、Oracleホーム名です。これは、
たとえば次の図の HOME1またはHOME2のいずれかです。
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データベース・ツールの起動
データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動
次の表は、各ツールの起動方法とこれらの製品の使用に関する詳細の参照先を示していま
す。1

  

ツールツールツールツール
「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_
NAME」」」」→→→→ 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

Oracle Data 
Migration 
Assistant

「Migration Utilities」→「Oracle Data Migration 
Assistant」

� 『Oracle8i 移行ガイド』

� 『Oracle8i for Windows NT イ
ンストレーション・ガイド』

Oracle Migration 
Workbench

「Migration Utilities」→「Migration Workbench」 � 『Oracle Migration Workbench 
Release Notes』

� 『Oracle Migration Workbench 
for MS SQL Server and Sybase 
Adaptive Server Reference 
Guide』

� 『Oracle Migration Workbench 
for MS Access Reference 
Guide』

最初の Oracleデータベース・
インストールのタスクバー・
パス名。HOME1というホー
ム名がパス名に表示される。 

2番目の Oracleデータベー
ス・インストールのタスク
バー・パス名。HOME2とい
うホーム名がパス名に表示
される。 
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データベース・ツールの起動
1 各 Assistantを使用する場合は、データベース・ファイルが移動または作成されるディレクトリに対する読込みまたは書込み
アクセス権が必要になります。さらに、Oracle8iデータベースの作成には、管理者権限も必要です。管理者グループに含ま
れていないアカウントから Oracle Database Configuration Assistantを実行すると、ツールは操作を完了せずに終了します。

コマンド行からのコマンド行からのコマンド行からのコマンド行からの Oracleユーティリティの起動ユーティリティの起動ユーティリティの起動ユーティリティの起動
次の表は、各 OracleユーティリティをMS-DOSコマンド行から起動する方法と、これらの
製品の使用に関する詳細情報の参照先を示しています。

Oracle Database 
Configuration 
Assistant

「Database Administration」→「Database Configuration 
Assistant」

� 6-4ページの「Oracle Database 
Configuration Assistantの使用
方法」

� 『Oracle8i for Windows NT イ
ンストレーション・ガイド』

Net8 Assistant 「Network Administration」→「Net8 Assistant」 『Oracle8i Net8 管理者ガイド』

Net8 
Configuration 
Assistant

「Network Administration」→「Net8 Configuration 
Assistant」

『Oracle8i Net8 管理者ガイド』

Oracle Wallet 
Manager

「Network Administration」→「Wallet Manager」 『Oracle8i Advanced Secutiry 管理
者ガイド』

Oracle Web 
Publishing 
Assistant

「Application Development」→「Web Publishing 
Assistant」

『Oracle Web Publishing Assistant 
for Windows NT スタート・ガイ
ド』

Oracle 
Administration 
Assistant for 
Windows NT

「Database Administration」→「Oracle Administration 
Assistant for Windows NT」

8-13ページの「外部ユーザーおよ
びロールの管理」

Oracle WebDB Webブラウザを起動します。ブラウザの「アドレス」また
は「場所」フィールドに、WebDBホーム・ページの URL
を入力します。

WebDBのドキュメント

Oracle Enterprise 
Login Assistant

「Network Administration」→「Enterprise Login 
Assistant」

『Oracle8i Advanced Secutiry 管理
者ガイド』

ツールツールツールツール
「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_
NAME」」」」→→→→ 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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データベース・ツールの起動
  

Oracle Utilities 起動方法起動方法起動方法起動方法 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

DBVERIFY
（DBV）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> DBV

DBVERIFYが起動され、ファイル名パラメータを入力す
るように要求されます。パラメータのリストを表示する
には、MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力
します。

C:¥> DBV HELP=Y

『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』

Export Utility
（EXP）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力してか
ら、ユーザー名とパスワードを入力します。

C:¥> EXP

EXPが起動され、パラメータを入力するように要求され
ます。パラメータのリストを表示するには、MS-DOSコ
マンド・プロンプトに次のように入力します。

C:¥> EXP HELP=Y

注意注意注意注意 : Windows NTで Export Utilityを実行する場合の
パラメータのデフォルト値は次のとおりです。

BUFFER 4KB

RECORDLENGTH 2KB

注意注意注意注意 : データベース全体をエクスポートするには、ユー
ザー名 SYSTEMを使用する必要があります。
INTERNALや SYSは使用しないでください。

� 『Oracle8i ユーティリティ・ガイ
ド』。Export Utilityの使用方法が
説明されています。

� 『Oracle8i エラー・メッセージ』 。
エラー・メッセージに関する情
報が示されています。

Import Utility
（IMP）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力してか
ら、ユーザー名とパスワードを入力します。

C:¥> IMP

IMPが起動され、パラメータを入力するように要求され
ます。パラメータのリストを表示するには、MS-DOSコ
マンド・プロンプトに次のように入力します。

C:¥> IMP HELP=Y

注意注意注意注意 : Windows NTで Import Utilityを実行する場合の
パラメータのデフォルト値は次のとおりです。

BUFFER 4 KB

RECORDLENGTH 2 KB

� 『Oracle8i ユーティリティ・ガイ
ド』。Import Utilityの使用方法が
説明されています。

� 『Oracle8i エラー・メッセージ』。
エラー・メッセージに関する情
報が示されています。
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データベース・ツールの起動
Migration Utility
（MIG）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> MIG

パラメータのリストを表示するには、MS-DOSコマン
ド・プロンプトに次のように入力します。

C:¥> MIG HELP=Y

『Oracle8i 移行ガイド』

OCOPY MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> OCOPY

11-3ページの「OCOPYによるファイ
ルのバックアップ」

OPERFCFG MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> OPERFCFG

C-18ページの「Oracle Performance 
Monitor for Windows NTのパラメー
タの変更」

ORADIM MS-DOSコマンド・プロンプトに、パラメータを指定し
て、次のように入力します。

C:¥> ORADIM PARAMETERS

ORADIMパラメータのリストを表示するには、次のよ
うに入力します。

C:¥> ORADIM -? | -H | -HELP

注意注意注意注意 : オプションを何も指定せずに ORADIMを入力し
てもパラメータのリストが表示されます。

6-24ページの「ORADIMによる
Oracleインスタンスの管理」

Password Utility
（ORAPWD）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> ORAPWD

パスワード・ファイルは隠しファイルです。 このファイ
ルをファイル・リストに表示するには、Windows NTの
エクスプローラから、「表示」→「オプション」→「表
示」→「すべてのファイルを表示」の順に選択します。

7-15ページの「パスワード・ファイル
の作成」

Recovery Manager
（RMAN）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> RMAN PARAMETERS

� 11-2ページの「コマンド行モード
の Recovery Manager（RMAN）」
および『Oracle8i バックアップお
よびリカバリ・ガイド』。この
ツールの使用方法が説明されて
います。

Oracle Utilities 起動方法起動方法起動方法起動方法 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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データベース・ツールの起動
Oracle Enterprise Managerの起動の起動の起動の起動
DBA Management Packのアプリケーションは、Oracle Enterprise Managerコンソールから
起動するか、またはスタンドアロン・アプリケーションとして別々に起動することができま
す。すべてのデータベース・アプリケーションは、Webブラウザ内のコンソールから起動す
ることもできます。

アプリケーションがコンソールから起動された場合、アプリケーションは Oracle 
Management Serverに接続され、Oracle Enterprise Managerリポジトリ内で使用されます。
アプリケーションが別々に起動された場合は、特定のデータベースまたはManagement 
Serverのいずれかに接続するオプションがユーザーに与えられます。Oracle Management 
Serverに接続すると、DBA Management Packのアプリケーションは Oracle Enterprise 
Managerリポジトリ内のすべてのデータベースにアクセスできます。

Oracle Enterprise Managerのツールのツールのツールのツールをスタンドアロン・アプリケーションとして起動するをスタンドアロン・アプリケーションとして起動するをスタンドアロン・アプリケーションとして起動するをスタンドアロン・アプリケーションとして起動する
手順は、次のとおりです。手順は、次のとおりです。手順は、次のとおりです。手順は、次のとおりです。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「DBA Management 
Pack」を順に選択し、次にツールを選びます。

たとえば、「スタート」→「プログラム」→「Oracle-HOME1」→「DBA Management 
Pack」→「Oracle Schema Manager」と選択します。

DBAアプリケーションを起動すると、「Oracle Enterprise Managerログイン」ダイアロ
グ・ボックスが表示され、Oracle Management Serverに接続するか、単一のデータベー
スに直接接続するかのいずれかを選択できます。

SQL*Plus
（SQLPLUS）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> SQLPLUS

� 『Oracle8i SQL*Plus ユーザーズ・
ガイドおよびリファレンス』 

� 7-9ページの「SQL*Plusを使用し
たデータベースの起動および停
止」。SQL*Plusを使用しデータ
ベースを起動および停止する例
が示されています。

SQL*Loader
（SQLLDR）

MS-DOSコマンド・プロンプトから特定のキーワードを
付けて SQL*Loaderを起動します。次のように入力する
と、利用可能なキーワードとデフォルト値を示すヘルプ
画面が表示されます。

C:¥> SQLLDR

� 『Oracle8i ユーティリティ・ガイ
ド』。SQL*Loaderの使用方法が
説明されています。

� 『Oracle8i エラー・メッセージ』。
エラー・メッセージに関する情
報が示されています。

� 2-17ページの「Windows NT
ツールの起動」

TKPROF
（TKPROF）

MS-DOSコマンド・プロンプトに次のように入力しま
す。

C:¥> TKPROF

『Oracle8i パフォーマンスのための設
計およびチューニング リリース 8.1』

Oracle Utilities 起動方法起動方法起動方法起動方法 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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データベース・ツールの起動
2. データベース管理アプリケーションへのログイン方法を選択し、適切な接続情報を入力
します。 

� Oracle Management Serverにログインする。

データベース管理アプリケーションが Oracle Management Serverに接続されると、
その DBAアプリケーションはそのリポジトリ内で検出されたノード上のすべての
データベースにアクセスできます。これらのデータベースはすべて、クライアント
の管理対象オブジェクトのツリー・リストに表示されます。DBAアプリケーショ
ンが接続できるように Oracle Management Serverが実行されている必要がありま
す。

� 単一のデータベースに直接接続する。

単一のデータベースに接続する場合は、Oracle Management Serverが実行されてい
る必要はありません。クライアントのツリー・リストに表示されているデータベー
スは、そのデータベースのみです。TNSNAMES.ORAファイルにこのデータベー
スのためのエントリが必要です。サービスの host:port:sid接続文字列を入力するこ
ともできます。

    

コンソールからコンソールからコンソールからコンソールから Oracle Enterprise Managerのツールを起動する手順は、次のとおりです。のツールを起動する手順は、次のとおりです。のツールを起動する手順は、次のとおりです。のツールを起動する手順は、次のとおりです。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Enterprise Manager」
→「Console」を順に選択します。

「ログイン情報」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. プロンプトが表示されてからログオンします。

3. 次のいずれかを行います。

参照参照参照参照 : Oracle Enterprise Managerを使用する前に実行する必要のある構
成タスクに関する情報と、Oracleデータベースへの接続方法については、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。
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� 管理するデータベースを「ナビゲータ」ツリーまたは「マップ」ウィンドウから選
択し、コンソールの「ツール」メニューからあるいは起動パレットでツールを選択
します。

� 管理するデータベースを「ナビゲータ」ツリーから選択し、コンテキスト依存メ
ニューの「関連ツール」メニューからツールを選択します。

� アプリケーションをコンソールの「ツール」メニューまたは起動パレットから選択
し、「ログイン情報」ダイアログ・ボックスに接続情報を入力します。

  

Webブラウザからブラウザからブラウザからブラウザから Oracle Enterprise Managerのツールを起動する手順は、次のとおりでのツールを起動する手順は、次のとおりでのツールを起動する手順は、次のとおりでのツールを起動する手順は、次のとおりで
す。す。す。す。

1. Webブラウザを起動し、インストールしたWebサーバーが何であっても、次の URLを
入力します。

http://<webserver hostname>:<port number>/
oem_webstage/EMWebSite.html

たとえば次のように指定します。

http://jfox-sun:3339/oem_webstage/EMWebSite.html

索引ページが表示され、様々な製品、ドキュメントおよびWebサイトを起動できます。

2. 接続先のManagement Serverのマシン名を入力し、起動するアプリケーションのアイ
コンまたは名前をクリックします。

注意注意注意注意 : ツールを起動する前にデータベースを選択すると、そのデータ
ベースに対して設定されている優先接続情報リストまたはコンソールにロ
グオンするときに使用した接続情報に従ってデータベースに接続されま
す。 何らかの理由で接続に失敗すると、「ログイン情報」ダイアログ・ボッ
クスが再表示されます。

参照参照参照参照 : Oracle Enterprise ManagerのWebサイトのインストール方法と、
Webサーバーのインストールおよび構成方法については、『Oracle 
Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Application Serverのリスナーのポート番号は 3339です。
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3. Oracle Enterprise Managerに初めてログインする場合は、デフォルトの接続情報（管理
者の名前とパスワード）を入力します。

Administrator = sysman 

Password = oem_temp 

この接続情報は、スーパー管理者のデフォルト・アカウントです。Oracle Enterprise 
Managerを初めて起動するときは、スーパー管理者としてログインする必要がありま
す。スーパー管理者のアカウントを使用して追加の管理者アカウントを作成した後は、
別の管理者としてログインできます。
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Windows NTツールの起動ツールの起動ツールの起動ツールの起動
次の表では、Windows NTの各ツールの起動方法とこれらの製品の使用に関する詳細情報の
参照先を示します。

 

Windows NT ツーツーツーツー
ルルルル 起動方法起動方法起動方法起動方法 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

コントロール パネ
ル

「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択し
ます。

� 2-20ページの「コントロール 
パネル」

� 7-2ページの「複数の Oracle
ホームの Oracleサービス命名
規則」

� Microsoft Windows NTのド
キュメント

イベント ビューア 「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「イベン
ト ビューア」を選択します。

� 2-21ページの「イベント 
ビューア」

� 9-9ページの「イベント 
ビューアの使用」

� Microsoft Windows NTのド
キュメント

Oracle 
Performance 
Monitor for 
Windows NT

「Database Administration」→「Oracle for Windows NT 
Performance Monitor」を選択します。

� 2-22ページの「Oracle 
Performance Monitor for 
Windows NT」

� 9-2ページの「Oracle 
Performance Monitor for 
Windows NTの使用方法」

� Microsoft Windows NTのド
キュメント

レジストリ � Windows NTのMS-DOSコマンド・プロンプトに次の
ように入力します。

C:¥> REGEDT32

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

� Windows 95またはWindows 98のMS-DOSコマンド・
プロンプトに次のように入力します。

C:¥> REGEDIT

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

� 2-23ページの「レジストリ」

� 付録 C「Oracle8i 構成パラ
メータおよびレジストリ」

� Microsoft Windows NTのド
キュメント
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SQL*Loaderの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
この項では、SQL*Loader（SQLLDR）を使用するときのWindows NT固有の情報について
説明します。

Windows NTの処理オプションの処理オプションの処理オプションの処理オプション
オペレーティング・システム固有（OSD）ファイルの処理仕様部の文字列オプションとして
有効な値を、次に示します。詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』の「SQL*Loader
制御ファイル・リファレンス」の章を参照してください。

ユーザー マネー
ジャ

「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「ユー
ザー マネージャ」を選択します。

� 2-24ページの「ユーザー マ
ネージャ」

� 第 8章「Windowsを使用した
データベース・ユーザーの認
証」

� Microsoftオペレーティング・
システムのドキュメント

Microsoft管理コン
ソール（MMC）

「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」
→「Database Administration」→「Oracle Administration 
Assistant for Windows NT」

注意注意注意注意 : MMCは、Oracle Administration Assistant for 
Windows NTが起動するときに起動されます。

� Microsoftオペレーティング・
システムのドキュメント

タスク マネージャ タスク・バーを右クリックします。 � Microsoftオペレーティング・
システムのドキュメント

処理オプション処理オプション処理オプション処理オプション 説明説明説明説明

""1 ストリーム・レコード形式。各レコードは改行文字で終了します。最大レコード・サイ
ズは 48KBです。

"FIX n" 固定レコード形式。各レコードは正確に nバイト長になります。レコードが改行文字で
終了する場合は、改行文字が n番目のバイトである必要があります。『Oracle8i ユーティ
リティ・ガイド』では、この制御ファイル・オプションは「RECSIZE」という名前で
す。

Windows NT ツーツーツーツー
ルルルル 起動方法起動方法起動方法起動方法 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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ダイレクト・パス・オプションダイレクト・パス・オプションダイレクト・パス・オプションダイレクト・パス・オプション
SQL*Loaderには、ダイレクト・パス・オプションがあります。これにより、Oracle8i for 
Windows NTの REDOログ機能とデータの確認機能がバイパスされるので、ロード時間が
短縮されます。エラーがないことが分かっているデータ・ファイルの場合に、ダイレクト・
パス・オプションを使用します。

制御ファイルの規則制御ファイルの規則制御ファイルの規則制御ファイルの規則
SQL*Loader制御ファイル（.CTL）を作成する場合、いくつかの構文と表記法規約に従う必
要があります。SQL*Loaderの制御ファイルでデータ型を指定するときは、固有のデータ型
のデフォルト・サイズは、Windows NTに固有であるため注意してください。制御ファイル
でこれらのデフォルト値を上書きすることはできません。 

 

"VAR xxxx" 可変長レコードをロードします。このオプションを有効にするには、制御ファイルに
OSD "VAR recsizehint"を指定します。xxxxにより平均レコード・サイズの見積りを
SQL*Loaderが知ることができるので、バッファ・サイズを正確に推定でき、メモリー
を浪費せずにすみます。デフォルト長は 80文字です。 xxxxは、各レコードに長さを示す
先行バイト数を指定するものではありません。SQL*Loaderに対するヒントとなるだけ
です。各レコードの前には、レコードの残りの部分の長さを含む ASCIIの 5バイトが常
にあります。たとえば、レコードは次のようになります。 

00024This is a 24 byte string 

レコードの終わりにある空白、キャリッジ・リターンまたは改行は、長さのフィールド
のバイト・カウントに明確に含まれている場合を除き無視されます。 

1 2つの二重引用符文字で間に空白を入れません。

固有のデータ型固有のデータ型固有のデータ型固有のデータ型 デフォルト・フィールド長デフォルト・フィールド長デフォルト・フィールド長デフォルト・フィールド長

DOUBLE 8

FLOAT 4

INTEGER 4

SMALLINT 2

参照参照参照参照 : SQL*Loaderの全オプションのリストおよび使用方法の指示につい
ては、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照してください。

処理オプション処理オプション処理オプション処理オプション 説明説明説明説明
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Windows NTツールの使用方法ツールの使用方法ツールの使用方法ツールの使用方法
Oracleデータベースの管理には、次のWindows NTツールを使用できます。

� コントロール パネル

� イベント ビューア

� Oracle Performance Monitor for Windows NT

� レジストリ

� ユーザー マネージャ

� Microsoft管理コンソール（Microsoft Management Console）

� タスク マネージャ

コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル
コントロール パネルでは、コンピュータ・サービスなどのシステム・オプションを変更でき
ます。サービスはレジストリに登録され、Windows NTによって管理される実行可能プロセ
スです。レジストリは、作成された各サービスについてのセキュリティ情報を自動的に追跡
して記録します。 

コントロールコントロールコントロールコントロール パネルに表示されるパネルに表示されるパネルに表示されるパネルに表示される Oracleサービスサービスサービスサービス
Oracleデータベースとその他の製品をインストールすると、Oracleサービスが作成され、
「サービス」ダイアログ・ボックスに表示されます。

 

「サービス」ダイアログ・ボックスを使用して、コンピュータ上で使用可能な各 Oracleサー
ビスの開始、停止、一時停止、継続ができます。

Oracleでは、Windows NTサービスと同じように、サービスを使用して操作に対するサ
ポートを提供します。Oracleインスタンスを作成し、これに接続して使用できるようにする
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ために、データベースの作成中に Oracleサービスが作成され、Oracleデータベースに対応
付けられます。

Oracleデータベースにサービスが作成されると、ユーザーが誰もログオンしていない間でも
サービスが実行されます。これは、Oracleデータベースによって、各インスタンスがサービ
スとして開始されるためです。 

  

イベントイベントイベントイベント ビューアビューアビューアビューア
イベント ビューアは、次のようなその他のビルトインのWindows NT診断ユーティリティ
やチューニング・ユーティリティとともに、Windows NTオペレーティング・システムに含
まれています。

� Windows NT 診断プログラム（システム情報の取得）

� Oracle Performance Monitor for Windows NT。2-22ページに説明されています。

� タスク マネージャ。2-26ページに説明されています。

イベント ビューアを使用すると、システム内のイベントを監視できます。イベントとは、
ユーザーに通知する必要のあるシステムまたはアプリケーション（Oracleデータベースな
ど）で発生した重要な事柄をいいます。重大なイベントについてのメッセージは、作業中の
コンピュータの画面に表示されますが、即時に対応する必要のないイベントは、Windows 
NTによって、イベント ビューアのログ・ファイルに記録されます。この情報は、必要なと
きに表示できます。

監視する監視する監視する監視する Oracleデータベースのイベントデータベースのイベントデータベースのイベントデータベースのイベント
イベント ビューアを使用して、次の Oracle データベースのイベントを監視できます。

� アクティブ・インスタンスのシステム・グローバル領域（SGA）の初期化

� アクティブ・インスタンスのバックグラウンド・プロセス用のプログラム・グローバル
領域（PGA）の初期化

� CONNECT INTERNALコマンドを使用した Oracleデータベースへの接続

さらに、オペレーティング・システムの監査証跡がイベント ビューアに記録されます。次の
図は、イベント ビューアに Oracleデータベースのイベントが表示されている様子を示して
います。項目をダブルクリックすると、イベントについての具体的な情報を参照できます。 

 

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 1台のコンピュータで、同時に複数のアクティブな Oracle
ホーム・ディレクトリを使用できます。これは、Oracleサービスの命名規
則に影響します。 詳細は、3-5ページの「複数の Oracleホームの環境」お
よび 7-2ページの「複数の Oracleホームの Oracleサービス命名規則」を
参照してください。
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Oracle Performance Monitor for Windows NT
Oracle Performance Monitor for Windows NTは、コンピュータのパフォーマンスを測定し
ます。このツールを使用すると、プロセッサ、メモリー、キャッシュ、スレッドおよびプロ
セスのパフォーマンスを表示することができます。表示されるパフォーマンス情報には、デ
バイスの稼働率、待ち行列の長さ、遅延、スループットの測定および内部の混雑度が含まれ
ます。この情報は、チャート、アラートおよびレポートの形式で提供されます。

監視される監視される監視される監視される Oracleデータベースの情報データベースの情報データベースの情報データベースの情報
Oracle Performance Monitor for Windows NTは、Microsoftのパフォーマンス モニタに統
合できます。統合すると、Oracle Performance Monitorを使用して、次のような重要な
Oracleデータベースの情報を監視できます。

� ライブラリ・キャッシュ

� バッファ・キャッシュ

� データ・ディクショナリ・キャッシュ

� REDOログ・バッファ・キャッシュ

� スレッド・アクティビティ

さまざまなツールを使用してデータベースのパフォーマンスを改善できます。 次の図は、
Oracle Performance Monitorによって、画面の一番下に表示されている Oracleデータベース
のオブジェクトが監視されている様子を示しています。

参照参照参照参照 : イベント ビューアをアクセスおよび使用して、Oracleデータベー
スのイベントを監視する方法は、第 9章「データベースの監視」を参照し
てください。
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レジストリレジストリレジストリレジストリ
Oracleデータベースでは、レジストリと呼ばれる構造体に構成情報が格納されます。この構
成情報は、レジストリ エディタを使用して表示または変更できます。レジストリにはコン
ピュータの構成情報が含まれているので、コンピュータのことをよく知らないユーザーがレ
ジストリにアクセスして編集することがないようにしてください。経験を積んだ管理者だけ
がこの情報の表示や変更を行えるようにします。

レジストリ エディタは、4つのキー（またはフォルダ）を含むツリー構造のような形式で構
成情報を表示します。これらのキーは、左側のウィンドウのツリー・ビューに表示されま

参照参照参照参照 : Oracle Performance Monitorを使用して、Oracleデータベースの
パフォーマンスを監視する方法は、9-2ページの「Oracle Performance 
Monitor for Windows NTの使用方法」を参照してください。

カウンタ オブジェクト
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す。右側のウィンドウには、そのキーに割り当てられたパラメータおよび値が表示されま
す。 

構成されるデータベース・パラメータ構成されるデータベース・パラメータ構成されるデータベース・パラメータ構成されるデータベース・パラメータ
CD-ROMから製品をインストールすると、構成パラメータが自動的にレジストリに入力さ
れます。これらのパラメータは、Windows NTコンピュータが再起動され、Oracle製品が
起動されるたびに読み込まれます。これらのパラメータには、次の設定情報が含まれます。

� Oracleホーム・ディレクトリ

� 言語

� 会社名

� 個々の製品の Oracleホーム・サブディレクトリ

� SQL*Plusなどの個々の製品

� サービス

次の図は、レジストリ内の Oracleデータベースの構成パラメータの一部を示したものです。

       

     

参照参照参照参照 : Oracleデータベースの構成パラメータの定義およびレジストリを
使用して Oracleデータベースの構成パラメータを変更する方法は、付録
C「Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ」を参照してください。
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ユーザーユーザーユーザーユーザー マネージャマネージャマネージャマネージャ
ユーザー マネージャを使用すると、Windows NTコンピュータのセキュリティの管理や
ユーザー・アカウントの作成ができます。

ユーザーユーザーユーザーユーザー マネージャが実行できるマネージャが実行できるマネージャが実行できるマネージャが実行できる Oracle8i のデータベース作業のデータベース作業のデータベース作業のデータベース作業
ユーザー マネージャを使用して次の作業を実行できます。

� データベース・ロールの付与。

� ユーザー・アカウントに対するオペレーティング・システム認証の使用。たとえば、
NTユーザーに DBAアクセスを付与します。

� パスワードを使用しないで、Oracle8i データベースとの確実なクライアント接続を可能
にする、NTユーザー・アカウントの作成 。

Microsoft管理コンソール（管理コンソール（管理コンソール（管理コンソール（Microsoft Management Console））））
Microsoft管理コンソールは、ネットワーク管理プログラムを集中管理できる場所を提供し
ます。Microsoft管理コンソールは、管理者がネットワークの管理に使用できる（スナップ
インと呼ばれる）プログラムを管理します。スナップインがこの一元的な場所から実行され
るため、管理者は 1つの統合インタフェースを使用してネットワーク製品を管理できます。

Microsoft管理コンソールで実行できる管理コンソールで実行できる管理コンソールで実行できる管理コンソールで実行できる Oracle8iのデータベース作業のデータベース作業のデータベース作業のデータベース作業
オラクル社では、いくつかのデータベース管理用スナップインをMicrosoft管理コンソール
に統合していますが、これにより、データベース管理者は次のことができます。

� Windows NTオペレーティング・システムにより認証される Oracleデータベース管理
者、オペレータ、ユーザー、ロールの構成

� OracleServiceSIDの構成

� コンピュータ上のすべての Oracleホームのレジストリ・パラメータの変更

� Oracle Performance Monitor for Windows NTにより監視されるデータベースのコン
ピュータ・ホスト名、ユーザー名、パスワードの変更

� Oracleスレッドの表示と終了

次の図はMicrosoft管理コンソールを示したものです。

 

参照参照参照参照 : ユーザー マネージャを使用して、Oracleデータベースを管理する
方法は、8-36ページの「外部ユーザーおよびロールの手動による管理」を
参照してください。
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タスクタスクタスクタスク マネージャマネージャマネージャマネージャ
タスク マネージャには、表示オプションが 3つあります。

� アプリケーション。実行中のアプリケーションを表示します。応答の迅速でないタスク
の識別や終了に役立ちます。（Oracleはサービスとして実行されるため、アプリケー
ションとしては表示されません。）

� プロセス。現在実行中のプロセスの詳細とそのリソース使用状況を表示します。列はカ
スタマイズ可能です。

� パフォーマンス。突然発生する CPUやメモリーの使用を図に表示します。これは、突
然の変化を見分けるときに役立ちます。

Windows NTのその他の診断およびチューニング用ユーティリティのその他の診断およびチューニング用ユーティリティのその他の診断およびチューニング用ユーティリティのその他の診断およびチューニング用ユーティリティ
Windows NTリソース・キットには、次のツールが提供されています。

� QuickSlice

システムで発生していることの概要をグラフィカルにすばやく示します。これには次の
ような利点があります。

� ユーザー・モードでの時間とカーネル・モードでの時間の区別

� 低いシステム・オーバーヘッド（パフォーマンス モニタとは一線を画します）

� スナップショットのみではない継続的な表示

� プロセスをダブルクリックすると表示される詳細情報

� Process Viewer
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プロセスごとのリソース使用状況の概要を示します。

� Process Explode

 プロセスごとのリソース使用状況の詳細を示します。

� Task List

プロセスの PIDまたはプロセス名をタスク リストに引数として指定すれば、プロセス
のリソース使用状況やその他の詳細を表示できます。このツールは、プロセスに関係す
る実行可能ファイルと DLLのリストも表示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� OracleServiceSID構成タスクについては、第 7章「データベースの管理」
を参照してください。

� 認証タスクについては、第 8章「Windowsを使用したデータベース・
ユーザーの認証」を参照してください。

� スレッド管理タスクについては、第 9章「データベースの監視」を参照し
てください。

� Oracle Performance Monitor for Windows NTのタスクについては、付録
C「Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ」および第 9章「データ
ベースの監視」を参照してください。

� インストールで使用できるコンポーネントについては、『Oracle8i for 
Windows NT インストレーション・ガイド』の第 1章「Oracle8i for 
Windows NTの紹介」を参照してください。
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複数の複数の複数の複数の Oracleホームおよびホームおよびホームおよびホームおよび Optimal Flexible

Architecture

この章では、Oracle8i for Windows NTにおける複数の Oracleホームと Optimal Flexible 
Architecture（OFA）の概念について説明します。

次の項目について説明します。

� 複数の Oracleホームおよび OFAの概要

� 複数の Oracleホームの概要

� 複数の Oracleホームをサポートする製品

� PATHの値の変更

� 名前およびパスを入力後の Oracle Universal Installerの終了

� 環境またはレジストリ内の変数の設定

� Optimal Flexible Architecture（OFA）の概要

� リリースごとのディレクトリ・ツリーの違い

� サンプルの OFA対応データベースのディレクトリ・ツリー

� OFAのディレクトリ命名規則

� OFAおよび複数の Oracleホームの構成

� 信頼性およびパフォーマンスの向上

� Windows NTと UNIXの OFAの比較
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複数の Oracleホームおよび OFAの概要
複数の複数の複数の複数の Oracleホームおよびホームおよびホームおよびホームおよび OFAの概要の概要の概要の概要
Oracleデータベースをインストールするということは、コンピュータがサポートできる最大
規模のアプリケーションの 1つをインストールするということです。複数の Oracleホーム
および OFAを使用すると、大規模データベースを管理するときに様々な利点があります。
最も重要な利点は次のとおりです。

� ディレクトリおよびファイルが構造化されていて、データベース・ファイルの名前が一
貫しているため、データベースの管理が容易です。

� 入出力（I/O）を複数のディスクに分散できるため、パフォーマンスのボトルネックを
低く抑えて、ディスク破壊からの保護機能を向上させることができます。

� 本番データベースが格納されているOracleホームのディレクトリとは異なるディレクト
リの Oracleホームで、ソフトウェアのアップグレードをテストできます。

複数の複数の複数の複数の Oracleホームの概要ホームの概要ホームの概要ホームの概要
この項では、複数の Oracleホームの概要について説明します。次の項目が含まれています。

� Oracleホームとは

� 複数の Oracleホームを使用する利点

� 様々なリリースにおける複数の Oracleホームの機能

� 複数の Oracleホームにおける 1つのリスナーのサポート

� 複数の Oracleホームの環境

Oracleホームとはホームとはホームとはホームとは
Oracleホームは、Oracle製品が実行される環境に対応します。この環境には次の項目が含ま
れます。

� インストールされた製品ファイルの位置（たとえば C:¥ORANTや
C:¥ORACLE¥ORA81）

� 製品のバイナリ・ファイルを指す PATH変数

� レジストリ・エントリ

� サービス名

� プログラム・グループ

Oracleホームには関連付けられる名前もあり、インストール中に Oracleホームの位置と共
にその名前を指定します。
3-2 Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド



複数の Oracleホームの概要
複数の複数の複数の複数の Oracleホームを使用する利点ホームを使用する利点ホームを使用する利点ホームを使用する利点
複数の Oracleホームを使用する最大の利点は、同じ製品の複数のリリースを同時に実行で
きることです。 たとえば、リリース 8.x.xの本番データベースにパッチを実行する前に、リ
リース 8.x.xのデータベース・パッチをテストできます。

様々なリリースにおける複数の様々なリリースにおける複数の様々なリリースにおける複数の様々なリリースにおける複数の Oracleホームの機能ホームの機能ホームの機能ホームの機能
リリース 8.0.4で複数の Oracleホーム機能が導入されて以来、この機能に変更が加えられて
います。次の表を使用して、使用中のリリースに応じた Oracleホームの機能を判断できま
す。

リリースリリースリリースリリース Oracleホームの機能ホームの機能ホームの機能ホームの機能

8.0.3まで Oracle for Windows NTおよび Oracle forWindows 95のリリースで、8.0.4より前のリリースで
は、サポートされる Oracleホームは 1つのみです。Oracle製品は、1つの Oracleホームにインス
トールして実行できました。Oracle製品の複数のリリースは、リリース番号の 1桁目または 2桁
目が異なる場合は、同じ Oracleホームにインストールすることもできました。たとえば、同じ
Oracleホームにリリース 7.2製品、7.3製品、7.x製品および 8.x製品をインストールできました。
ただし、同じ製品で 3桁目が異なる複数のリリースをインストールすることはできませんでした。
たとえば、同じコンピュータには、リリース 7.3.2およびリリース 7.3.3の同じ Oracle製品をイン
ストールできませんでした。インストールすると、先にインストールした製品が上書きされまし
た。

8.0.4～ 8.0.6 複数の Oracleホームに Oracle製品のリリースを 1つ以上インストールできます。たとえば、複
数の Oracleホームを使用して、同じコンピュータの複数の異なる Oracleホームにリリース 8.0.x
と 8.1.3の製品、または 7.xと 8.0.xの製品をインストールできます。

リリース番号の 1桁目または 2桁目が異なる場合は、同じ Oracle製品の複数のリリースを 1つの
Oracleホームにインストールすることもできます。たとえば、リリース 7.2の製品とリリース
8.0.xの製品を同じ Oracleホームにインストールできます。

8.1.3～ 8.1.6 リリース 8.1.3、8.1.4、8.1.5および 8.1.6では、複数の Oracleホーム機能はリリース 8.0.4以降の
場合と同じですが、次の点が異なります。

� リリース 8.1.3、8.1.4、8.1.5または 8.1.6は、旧インストーラを使用して作成された Oracle
ホームにはインストールできません。（旧インストーラは Oracle Installerという名前で、
8.1.3より前のリリースのインストールに使用されていたものです。新しい Javaベースのイ
ンストーラは Oracle Universal Installerという名前です。）

� リリース 8.1.3より前の Oracleを、リリース 8.1.3、8.1.4、8.1.5または 8.1.6で作成された
Oracleホームにインストールすることはできません。

� リリース 8.1.3、8.1.4、8.1.5および 8.1.6はそれぞれ異なる Oracleホームにインストールする
必要があります。1つの Oracleホームに複数のリリースをインストールすることはできませ
ん。
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複数の複数の複数の複数の Oracleホームにおけるホームにおけるホームにおけるホームにおける 1つのリスナーのサポートつのリスナーのサポートつのリスナーのサポートつのリスナーのサポート
1つのリスナーを使用して複数の Oracleホームのデータベースに接続できます。ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥LISTENER.ORAファイル内の SID_LISTセク
ションに、システム識別子（SID）をすべて追加するだけです。

SIDは複数の Oracleホーム間で一意であるため、リスナーは該当する Oracleホームの特定
の SID用にデータベース・スレッドを起動できます。LISTENER.ORAに ORACLE_HOME
パラメータ（UNIX環境専用）を使用する必要はありません。

8.1.5～ 8.1.6 リリース 8.1.6のリスナーを使用して、リリース 8.1.x、8.0.xまたは 7.3.xデータベースへの接続を
起動できます。ただし、混在している環境では共有ソケットを使用することはできません。

8.1.6リスナーを使用して古いバージョンのデータベースへの接続を起動する場合は、制限がいく
つかあります。制限は次のとおりです。

� リリース 8.0.3データベースに対して外部プロシージャを起動する場合は、リリース 8.1.6のプ
ロセス・モードの外部プロシージャを使用可能にする必要があります。

� Net8にリリース 8.0.4.0.3（以降）のパッチをインストールする必要があります。

� 共有ソケットを使用可能にすることはできません。

警告警告警告警告 : 複数の複数の複数の複数のOracleホーム機能は、リリースホーム機能は、リリースホーム機能は、リリースホーム機能は、リリース 8.0.4以降でのみ使用でき以降でのみ使用でき以降でのみ使用でき以降でのみ使用でき
ます。たとえばコンピュータにリリースます。たとえばコンピュータにリリースます。たとえばコンピュータにリリースます。たとえばコンピュータにリリース 7.3.3の製品をすでにインストーの製品をすでにインストーの製品をすでにインストーの製品をすでにインストー
ルしてある場合には、複数のルしてある場合には、複数のルしてある場合には、複数のルしてある場合には、複数の Oracleホーム機能は正常に動作しません。ホーム機能は正常に動作しません。ホーム機能は正常に動作しません。ホーム機能は正常に動作しません。
リリースリリースリリースリリース 7.3.4の製品を別のの製品を別のの製品を別のの製品を別の Oracleホームにインストールすることはできホームにインストールすることはできホームにインストールすることはできホームにインストールすることはでき
ません。ません。ません。ません。

注意注意注意注意 : コンピュータには複数の LISTENER.ORAファイル（それぞれの
Oracleホームに 1つずつ）が存在する可能性があります。正しい
LISTENER.ORAファイルを使用するには、リスナー・サービス内の
Oracleホーム名を確認してください。サービス名を確認する方法は、7-2
ページの「Oracleサービスの管理」を参照してください。

リリースリリースリリースリリース Oracleホームの機能ホームの機能ホームの機能ホームの機能
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複数の複数の複数の複数の Oracleホームの環境ホームの環境ホームの環境ホームの環境
この項では、複数の Oracleホームがリリース 8.0.4で最初に導入されてからの、複数の
Oracleホーム環境の違いについて説明します。

リリースリリースリリースリリース 8.0.4以降の以降の以降の以降の 8.0.xでのでのでのでの Oracleホーム環境ホーム環境ホーム環境ホーム環境
コンピュータにリリース 8.0.4以降の 8.0.x Oracleホームがある場合には、最初にインストー
ルした Oracleホームとその後にインストールする Oracleホームとは異なることに注意して
ください。

リリースリリースリリースリリース 8.1 Oracleホームの環境ホームの環境ホームの環境ホームの環境
リリース 8.1 Oracleホームはそれ以前のOracleホームとはわずかに異なります。

要素要素要素要素 最初の最初の最初の最初の Oracleホームホームホームホーム 追加される追加される追加される追加される Oracleホームホームホームホーム

サービス名 OracleTNSListener80 サービス名には Oracleホーム名が含まれます。たとえば
次のように指定します。OracleHOME_
NAMETNSListener80

プログラム・グ
ループ

Oracle for Windows NT

Oracleホーム名はグループに付加さ
れません。

プログラム・グループ名に Oracleホーム名を付加しま
す。たとえば次のように指定します。Oracle for 
Windows NT - HOME_NAME

レジストリ・エン
トリ

HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE
に配置

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEサブ
キーの下に、各 Oracleホームのサブキー（HOME0、
HOME1、HOME2など）が追加されます。レジストリ
のキーとサブキーの詳細は、付録 C「Oracle8i 構成パラ
メータおよびレジストリ」を参照してください。

初期データベース
用のシステム識別
子（SID）名

自動的に ORCLと命名 コンピュータで最初の初期データベースだけが ORCLと
いう名前になります。その他の初期データベースには、
ORCxまたは ORxxという命名規則が使用されます。x
は、SIDが重複しないように付加される数値です。

要素要素要素要素 最初の最初の最初の最初の Oracleホームホームホームホーム 追加される追加される追加される追加される Oracleホームホームホームホーム

サービス名 OracleHOME_NAMETNSListener OracleHOME_NAMETNSListener

プログラム・グ
ループ

Oracle - HOME_NAME Oracle - HOME_NAME
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複数の Oracleホームをサポートする製品
複数の複数の複数の複数の Oracleホームをサポートする製品ホームをサポートする製品ホームをサポートする製品ホームをサポートする製品
クリーンなコンピュータ（他の Oracleソフトウェアをインストールしていないコンピュー
タ）の場合は、CD-ROM上のすべての製品を最初の Oracleホームにインストールできま
す。競合は発生しません。

さらに Oracleホームを追加作成して、最初の Oracleホームにインストールした製品と同じ
製品をそこにインストールした場合、製品が複数の Oracleホーム対応製品（複数 Oracle
ホーム製品）以外の場合には競合が発生し、元のデータベースが正しく作動しないことがあ
ります。

このような問題を避けるには、次に示す製品分類を確認してから、コンピュータに同じ製品
の複数のバージョンをインストールします。Oracle製品は次のように分類されます。

� 複数の Oracleホームをサポートする製品

� 1つの Oracleホームをサポートする製品

� 複数の Oracleホームをサポートしない製品

� Oracleホームに対応しない製品

複数の複数の複数の複数の Oracleホームをサポートする製品ホームをサポートする製品ホームをサポートする製品ホームをサポートする製品 
複数 Oracleホーム製品は、異なる Oracleホームに複数回インストールできます。次のリス
トにない製品はすべて複数の Oracleホームに対応した製品です。

� 3-7ページの「1つの Oracleホームをサポートする製品」

レジストリ・エン
トリ

HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0に
配置

それぞれの Oracleホームのサブキーが、
HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEのサブ
キーに追加されます。たとえば、HOME0の
次のサブキーは HOME1、HOME2、HOME3
などとなります。レジストリのキーとサブ
キーの詳細は、付録 C「Oracle8i 構成パラ
メータおよびレジストリ」を参照してくださ
い。

システム識別子
（SID）1名および

DB_NAME

自動的に ORCLと命名 8.1.3および 8.1.4の場合は、コンピュータ上
の最初の初期データベースが自動的に ORCL
という名前になりました。コンピュータに作
成する 2番目のデータベースの SIDは、
ORCL0でした。8.1.5および 8.1.6では、イン
ストール中にプロンプトが表示されたとき
に、選択するグローバル・データベース名お
よび SID名を入力する必要があります。

1 リリース 8.1.6に対しては、SIDに最大で 64文字の英数字を指定できます。 リリース 8.1.3より前のすべてのリリースでは、
SIDは最大で 4文字の英数字です。

要素要素要素要素 最初の最初の最初の最初の Oracleホームホームホームホーム 追加される追加される追加される追加される Oracleホームホームホームホーム
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複数の Oracleホームをサポートする製品
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または

� 3-7ページの「複数の Oracleホームをサポートしない製品」

1つのつのつのつの Oracleホームをサポートする製品ホームをサポートする製品ホームをサポートする製品ホームをサポートする製品
単一 Oracleホーム製品は任意の Oracleホームにインストールできますが、インストールで
きるのはコンピュータ 1台につき 1回のみです。製品のグループをインストールするとき
に、次にリストされた製品のいずれかがグループ内にあり、コンピュータにすでにインス
トールされている場合は、2回目のインストールを行ってはいけません。

� Oracle Performance Monitor for Windows NT

� Oracle Objects for OLE

� Oracle ODBC（Open Database Connectivity）Driver

� Oracle Parallel Server

� Oracle Enterprise Manager

� Oracle SNMP Agent

� これらの製品のいずれか依存するすべての製品

複数の複数の複数の複数の Oracleホームをサポートしない製品ホームをサポートしない製品ホームをサポートしない製品ホームをサポートしない製品
Oracle7の全製品およびリリース 8.0.3の全製品には、複数の Oracleホーム機能はありませ
ん。これらの製品は、旧スタイルの Oracleホーム（8.0.4より前の Oracleホーム）にのみイ
ンストールできます。

Oracleホームに対応しない製品ホームに対応しない製品ホームに対応しない製品ホームに対応しない製品
Oracleホームに対応しない製品の場合には、これをインストールする Oracleホームの数に
制限はありません。次の製品が該当します。

� Oracle Snap-In Common Files

� Oracle Universal Installer

� Java Runtime Environment

� Oracle Remote Configuration Assistant

これらの製品をインストールするとき、Oracle Universal Installerではこれらを任意の
Oracleホームにインストールするように要求してきます。ただし、これらのファイルは実際
はディレクトリ X:¥PROGRAM FILES¥ORACLEにインストールされます。X:は、 Windows 
NTがインストールされているハード・ドライブです。



PATHの値の変更
PATHの値の変更の値の変更の値の変更の値の変更
インストール時に特に指定しない限り、製品を最後にインストールした Oracleホームが、
PATHにリストされる最初のディレクトリ（主ホーム）になります。このため、この Oracle
ホームが、PATH内の他の Oracleホームのエントリに優先します。

MS-DOSコマンド・プロンプトから製品を起動したとき、PATHの先頭にリストされている
Oracleホームに格納されている製品のリリースが起動されます。ただし、次のいずれかの方
法で製品の異なるリリースを起動することもできます。

� 使用する製品のリリースのディレクトリのフルパス名をMS-DOSのコマンド・プロンプ
トで指定します。

� 使用する実行可能ファイルが存在するディレクトリへ移ります。

� PATHを変更して、最初のエントリが、使用する製品リリースのバイナリ・ファイルを
指すようにします。 

PATHの値は、次のいずれかの方法で変更できます。

� Oracle Home Selectorの使用

� システム・レベルでの変更 

新規の値をシステム・レベルで割り当てられます。新規の値は PATHで再び値を変更す
るまで存続します。

� MS-DOSコマンド・プロンプトでの変更

新規の値をMS-DOSコマンド・プロンプトで割り当てられます。新規の値は、セッ
ションを終了すると元の値に戻ります。

Oracle Home Selectorの使用の使用の使用の使用
Oracle Home Selectorは、環境パスを編集して適切な Oracleホーム・ディレクトリを主ホー
ムにできる、グラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）のツールです。このツール
は、1台のコンピュータに、アクティブな Oracleホーム・ディレクトリが複数ある場合にの
み使用できます。

Oracle Home Selectorを使用してを使用してを使用してを使用して PATHの値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle Installation Products」→「Home Selector」を
選択します。

注意注意注意注意 : PATHの値を変更する最初の 2つの方法は、ユーザーが管理者グ
ループのメンバーである場合にのみ有効です。PATHの値を変更してか
ら、変更を有効にするには、MS-DOSウィンドウを新規に開く必要があり
ます。PATHの変更は、すでに開かれているMS-DOSウィンドウには反
映されません。
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PATHの値の変更
「Oracle Home Selector」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストで主 Oracleホームにする Oracleホームを選択します。

3. 「OK」をクリックします。

システム・レベルでの変更システム・レベルでの変更システム・レベルでの変更システム・レベルでの変更
システム・レベルでシステム・レベルでシステム・レベルでシステム・レベルで PATHの値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。

 Windows NTの場合

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。

2. 「システム」アイコンをダブルクリックします。

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

3. 「環境」タブをクリックします。

「システム環境変数」が表示されます。

4. 「値」フィールドの PATHの値を編集して、「設定」をクリックします。

5. 「OK」をクリックします。

Windows 95およびWindows 98の場合

1. AUTOEXEC.BATファイルを開きます。

2. PATH文の値を編集します。

3. コンピュータを再起動します。

MS-DOSコマンド・プロンプトでの変更コマンド・プロンプトでの変更コマンド・プロンプトでの変更コマンド・プロンプトでの変更
MS-DOSコマンド・プロンプトでコマンド・プロンプトでコマンド・プロンプトでコマンド・プロンプトで PATHの値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。

MS-DOSコマンド・プロンプトで、次のように入力します。

C:¥> SET PATH=PATHNAME;%PATH%

ここで、PATHNAMEは、使用する製品のバイナリ・ファイルのフルパスです。この変更
は、現行のセッションでのみ有効です。PATHの値をより永続的に変更するには、Oracle 
Home Selectorを使用するか、システム・レベルで PATHの値を変更します。これらの手順
は、前述のとおりです。
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名前およびパスを入力後の Oracle Universal Installerの終了
名前およびパスを入力後の名前およびパスを入力後の名前およびパスを入力後の名前およびパスを入力後の Oracle Universal Installerの終了の終了の終了の終了
Oracleホームの名前およびパスを入力した後で Oracle Universal Installerを突然終了する必
要がある場合（指定したパスにディスク領域がない場合など）は、その Oracleホームに対
応する HOMEIDキーおよび IDxキーをレジストリから削除しない限り、異なるパスを指定
することはできません。この作業は、次の手順で行います。

1. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEキー内の HOMEIDサブキーの
ORACLE_HOME_NAMEパラメータの値を読み、削除する Oracleホームの名前と一致
する値を見つけます。

2. 見つけた HOMEIDサブキーを削除します。

3. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥ALL_HOMESキーで、該当する
IDxサブキーを削除します。xの値がHOMEIDの IDと同じであるサブキーです。たと
えば、削除するホーム名の HOMEIDサブキーがHOME1の場合、該当する IDxサブ
キーは ID1です。

環境またはレジストリ内の変数の設定環境またはレジストリ内の変数の設定環境またはレジストリ内の変数の設定環境またはレジストリ内の変数の設定
環境に設定される変数は、レジストリに設定される同等の変数の値よりも優先します。次の
項では、最も良く使用される 2つの変数のうち、ORACLE_HOMEと TNS_ADMINの設定
方法とその影響を説明します。

ORACLE_HOME
ORACLE_HOME環境変数は決して設定しないようにしてください。この変数は、Oracle
製品の正しい作動には必要ありません。ORACLE_HOME環境変数を設定すると、Oracle 
Universal Installerにより設定が解除されます。Oracle製品は、ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥BIN¥ORACLE.KEYファイルにより指定されている場所で ORACLE_HOMEの値を
検索します。何らかの理由で ORACLE_HOMEを環境に設定する必要がある場合は、この
変数が設定されている Oracleホームのみからソフトウェアが実行されるように、注意する
必要があります。

OracleプログラムをMS-DOSコマンド・プロンプトから実行する場合は、ディレクトリ・
パスで見つかったその名前の最初の実行可能ファイルが実行されます。たとえば、C:¥> 
SQLPLUSと指定した場合です。かわりに、ディレクトリのフルパスを指定した場合は、指
定したプログラムが実行されます。たとえば、C:¥ORACLE¥ORA81> SQLPLUSと指定した
場合です。

「Oracle Home Selectorの使用」、「システム・レベルでの変更」または「MS-DOSコマン
ド・プロンプトでの変更」で説明されている 3つの方法のいずれかを使用して PATHの値
を変更する場合、MS-DOSコマンド・プロンプトから実行するプログラムのバージョンを変
更できます。まとめると、PATHの値の変更により、ディレクトリのフルパスが指定されて
いないときに、MS-DOSプロンプトでどの Oracleホームから実行可能ファイルを実行する
かを示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レジストリのキーとサブキーの詳細は、付録付録付録付録 C「「「「Oracle8i 構構構構
成パラメータおよびレジストリ」成パラメータおよびレジストリ」成パラメータおよびレジストリ」成パラメータおよびレジストリ」を参照してください。
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環境またはレジストリ内の変数の設定
Oracleプログラムが起動した後、プログラムは次の順番ですべての環境変数を探します。

1. 現在の環境

2. プログラムが実行されている Oracleホームのレジストリ・キー 

プログラムは、Windows NTをコールして実行可能ファイルのパス名を取得し、その後
このパス名を解析して実行されているディレクトリを取得することにより、自分がどこ
から実行されているかを認識します。実行可能ファイルが置かれている ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥BINディレクトリには、ORACLE.KEYというファイルがあり
ます。このファイルは、その特定の Oracleホームにあるプログラムが実行されるとき
に、そのプログラムに対して、レジストリ内のどこで変数を探すかを指定します。

たとえば、C:¥ORACLE¥ORA81¥BIN¥SQLPLUS.EXEを実行する場合、SQLPLUS.EXE
は C:¥ORACLE¥ORA81¥BIN¥ORACLE.KEYを調べて、レジストリ変数を探す場所を見
つけます。ORACLE.KEYファイルがない場合（リリース 7.xの場合およびリリース 8.0
のいくつかの Oracleホームの場合）は、HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥
ORACLEを使用してレジストリ変数を見つけることができます。

通常、環境には Oracle変数（ORACLE_HOME）は設定されていません。リリース
8.0.5の Oracleホームから実行されるプログラムは、その Oracleホームの
ORACLE.KEYファイルを調べて、正しいレジストリ・キー内で（ORACLE_HOMEを
含む）変数を見つけます。リリース 8.1.6の場合も、同様に、どの Oracleホームの優先
順位が高くなるかは PATHに依存しますが、PATHの設定にかかわらず、ソフトウェ
アはすべて正しく作動します。

ORACLE_HOMEの設定の影響の設定の影響の設定の影響の設定の影響
ORACLE_HOMEを環境に設定すると、別の Oracleホームから実行されるソフトウェアが
正しく作動しなくなります。1つの Oracleホーム・ディレクトリを指すように ORACLE_
HOMEを設定し、2番目の Oracleホームからプログラムを実行しようとしたときに、競合
が発生します。これらのプログラムは、ORACLE.KEYファイルを介してレジストリを調べ
る前に、環境変数の設定（ORACLE_HOMEなど）をまず調べます。ORACLE_HOMEが設
定されているため、2番目の Oracleホーム内のプログラムは、最初の Oracleホームにある
ファイルを使用しようとし、競合が発生します。

たとえば、C:¥ORANTにはリリース 8.0.5がインストールされ、C:¥ORACLE¥ORA81には
リリース 8.1.6がインストールされ、環境では ORACLE_HOMEが C:¥ORANTに設定され
ているとします。C:¥ORACLE¥ORA81¥BINからプログラムを実行すると、そのプログラム
は ORACLE.KEYファイルを探す前に、まず環境内ですべての変数を探します。このため、
リリース 8.1.6の Oracleホームから実行されるプログラムは、ORACLE_
HOME=C:¥ORANTで実行されます。したがって、プログラムで ORACLE_HOMEを使用
するものがあれば、C:¥ORANTで探されることになり、C:¥ORANTには存在しない可能性
があります。このような例としては、メッセージ・ファイル（*.MSB）、SQLスクリプト
（*.SQL）、およびそのプログラムにより開かれて ORACLE_HOMEにはないすべてのファイ
ルが該当します。

UNIXでも同じことが発生します。環境で ORACLE_HOMEに Oracleホーム 2が指定され
ているときに、Oracleホーム 1からプログラムを実行した場合、前述と同じことが発生しま
す。
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Optimal Flexible Architecture（OFA）の概要

3-1
TNS_ADMIN
Oracleソフトウェアは、レジストリ内の一箇所（インストールされている Oracleホームの
種類に依存）で TNS_ADMINを検索します。ソフトウェアをデフォルトの Oracleホームに
インストールした場合は、その Oracleホームから実行されるソフトウェアは、HKEY_
LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE内を探します。新しいスタイル（8.0.4以降）の
複数の Oracleホームをインストールした場合は、Oracleソフトウェアは HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID内を探します。ALL_HOMESキーはインス
トーラにより使用され、変数の変換には何の役割も果しません。

環境は常にレジストリをオーバーライドします。このため、TNS_ADMINが環境内で設定
されている場合は、この TNS_ADMINがレジストリの TNS_ADMIN設定より優先します。
PATH以外の変数を Oracle Home Selectorで環境に設定してはいけません。

Optimal Flexible Architecture（（（（OFA）の概要）の概要）の概要）の概要
Oracle Optimal Flexible Architecture（OFA）は、一連の Oracleソフトウェアおよびデータ
ベースのファイル名および配置の指針です。 これは、Oracleのディレクトリとファイルをコ
ンピュータに編成するときに採用する一連の便利な習慣と考えることもできます。CD-ROM
内の Oracle製品はすべて、OFA対応です。すなわち、Oracle Universal Installerは、Oracle
製品を OFA指針に従うディレクトリに配置します。OFAは必要条件ではありませんが、
データベースのサイズが増加する場合、または複数のデータベースを配置する予定がある場
合には、OFAを使用することをお薦めします。 

OFAの目的は、コンピュータに異なるバージョンの Oracleソフトウェアおよびサイズが増
加する複数のデータベースがあるときに、発生しうる問題全体を回避することです。OFA
は次の領域で大きな効果があるように設計されています。

� 標準ファイル編成によるOracleソフトウェアおよびデータベースのメンテナンスの容易
性

� 複数の物理ドライブにデータを配置することによる信頼性の向上

� ディスクの I/O接続が減ることによるパフォーマンスの向上

たとえば OFAの多数の利点の 1つとして、Oracle Universal Installerはデータベース・ファ
イルから Oracleソフトウェアの実行可能ファイルを分離できます。以前は、Oracleソフト
ウェアが格納される Oracleホーム・ディレクトリのサブディレクトリである ORACLE_
HOME¥DATABASEにデータベース・ファイルが配置されました。OFAを使用すると、
Oracle Universal Installerは Oracleソフトウェアを ORACLE_BASE¥ORACLE_HOMEに、
データベース・ファイルを ORACLE_BASE¥ORADATAに配置します。

Oracleソフトウェアを含む Oracleホーム・ディレクトリのサブディレクトリにデータベー
ス・ファイルを配置していたために、以前はアップグレードが不必要に難しくなっていまし
た。ソフトウェアをデータから分離することは大事なことです。なぜなら、データベースを
最新のリリースにアップグレードするときに、新規の Oracleソフトウェア実行可能ファイ
ルは異なる Oracleホーム・ディレクトリに配置されるためです。アップグレードが問題な
く完了したと判定された後は、旧 Oracleホーム・ディレクトリにデータベースは存在しな
いため、これを削除して空き領域を再利用することが簡単にできます。
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Optimal Flexible Architecture（OFA）の概要
OFA対応データベースの利点対応データベースの利点対応データベースの利点対応データベースの利点
OFA対応データベースには次の利点があります。

� データベース管理および増加するデータベース・サイズの管理が容易データベース管理および増加するデータベース・サイズの管理が容易データベース管理および増加するデータベース・サイズの管理が容易データベース管理および増加するデータベース・サイズの管理が容易

ファイル・システムは次の作業を簡単に行えるように編成されています。

� 特定のデータベース・ファイルの位置決定

� データベース・サイズの増加に伴うデータベース・ファイルの追加

� パフォーマンスのボトルネックの減少パフォーマンスのボトルネックの減少パフォーマンスのボトルネックの減少パフォーマンスのボトルネックの減少

1つのディスク上に置かれていた Oracle管理ファイル、バイナリ・ファイルおよびデー
タ・ファイルを、別ディレクトリまたは別ディスク上の別ディレクトリに配置できるた
め、ディスクの競合が減少します。

� ディスク障害からの保護ディスク障害からの保護ディスク障害からの保護ディスク障害からの保護

1つ以上のディスクにファイルを分散して、ディスク障害の影響をできるだけ抑えるこ
とができます。

� アプリケーション・ソフトウェアの同時実行のサポートアプリケーション・ソフトウェアの同時実行のサポートアプリケーション・ソフトウェアの同時実行のサポートアプリケーション・ソフトウェアの同時実行のサポート

アプリケーション・ソフトウェアの複数のバージョンを同時に実行できます。これによ
り旧バージョンのアプリケーションを削除する前に、新規リリースのアプリケーション
をテストして使用できます。アップグレード後の新規バージョンへの移行が、データ
ベース管理者にとっては簡単で、ユーザーにとっては透過的になります。

OFA対応データベースの特徴対応データベースの特徴対応データベースの特徴対応データベースの特徴
OFA対応データベースには次の特徴があります。

� 独立したサブディレクトリ独立したサブディレクトリ独立したサブディレクトリ独立したサブディレクトリ

ファイルはカテゴリごとに独立したサブディレクトリに分かれて格納されるため、ある
カテゴリ内のファイルを操作した場合に他のカテゴリ内のファイルが受ける影響は最小
限に抑えられます。

� 一貫したデータベース・ファイル命名規則一貫したデータベース・ファイル命名規則一貫したデータベース・ファイル命名規則一貫したデータベース・ファイル命名規則

データベース・ファイルの命名規則を使用すると、次の利点があります。

� データベース・ファイルを他のすべてのファイルから簡単に区別できます。

� あるデータベースのファイルを他のデータベースのファイルから簡単に区別できま
す。

� 制御ファイル、REDOログ・ファイルおよびデータ・ファイルを簡単に識別できま
す。

� 表領域へのデータ・ファイルの関連付けが明確に示されます。
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リリースごとのディレクトリ・ツリーの違い
� Oracleホーム・ディレクトリの整合性ホーム・ディレクトリの整合性ホーム・ディレクトリの整合性ホーム・ディレクトリの整合性

Oracleホーム・ディレクトリは、これらのディレクトリを参照するプログラムを改訂し
なくても、追加、移動または削除できます。

� 各データベースの管理情報の識別各データベースの管理情報の識別各データベースの管理情報の識別各データベースの管理情報の識別

データベースの管理情報を他のデータベースの管理情報から分離できるため、管理デー
タの編成および格納用の構造を合理化できます。

� 表領域の内容の分離表領域の内容の分離表領域の内容の分離表領域の内容の分離

表領域の内容を分離すると、次の利点があります。

� 表領域の空き領域の断片化を最小化できます。

� I/O要求の競合を最小化できます。

� 管理の柔軟性を最大化できます。

� 全ディスクにわたる全ディスクにわたる全ディスクにわたる全ディスクにわたる I/O負荷のチューニング負荷のチューニング負荷のチューニング負荷のチューニング

I/O負荷は、ロー・デバイスに Oracleデータを格納するディスクを含むすべてのディ
スク間で、必要に応じてチューニングされます。

リリースごとのディレクトリ・ツリーの違いリリースごとのディレクトリ・ツリーの違いリリースごとのディレクトリ・ツリーの違いリリースごとのディレクトリ・ツリーの違い
OFAにより Oracleデータベースのディレクトリ・ツリーが変更されました。次の表にディ
レクトリ・ツリーの違いを示します。 

要素要素要素要素 8.0以前（以前（以前（以前（OFA未対応）未対応）未対応）未対応） 8.1.5以降（以降（以降（以降（OFA対応）対応）対応）対応）

Oracleがインストー
ルされている最上位
のディレクトリ名

8.0以前のリリースをインストールする
とき、すべてのサブディレクトリは最上
位の ORACLE_HOMEディレクトリの下
に配置されます。デフォルトは
C:¥ORANTです。

8.0以前の OFA未対応のディレクトリ・
ツリーの説明については、3-15ページの
図を参照してください。

8.1.5以降のリリースをインストールするときは、
すべてのサブディレクトリが最上位の ORACLE_
HOMEディレクトリの下に入るわけではありませ
ん。ORACLE_BASEという名前の新しい最上位
ディレクトリが、X:¥ORACLE（Xは任意のハー
ド・ドライブ）の形式で作成されます。Oracle 
Universal Installerのデフォルト設定を使用して
OFA対応のデータベースをインストールする場
合、ORACLE_BASEは C:¥ORACLEになります。

¥ORACLE_HOMEディレクトリは、ORACLE_
BASEの下に配置されます。データベース・ファイ
ルおよびデータベース管理ファイルを格納する
¥ORADATAおよび ¥ADMINディレクトリも、
ORACLE_BASEの下に配置されます。

8.1.5および 8.1.6の OFA対応ディレクトリ・ツ
リーの説明については、3-15ページの図を参照し
てください。
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リリースごとのディレクトリ・ツリーの違い
次の図は新旧のデータベースのディレクトリ・ツリーの最上位の概要を示します。

Windows NTディレクトリ・ツリー上のディレクトリ・ツリー上のディレクトリ・ツリー上のディレクトリ・ツリー上の 8.0以前の以前の以前の以前の OFA未対応未対応未対応未対応 Oracle

データベース・ファ
イル名

デーベース・ファイルの名前には SIDが
含まれます。たとえば、最初の制御ファ
イルの名前は CTL1SID.ORAとなりま
す。

デーベース・ファイルの名前に SIDは含まれませ
ん。たとえば、最初の制御ファイルの名前は
CONTROL01.CTLとなります。特定のデータベー
スのデータベース・ファイルはすべて、
¥ORADATA内でそのデータベース用の名前の付
いた DB_NAMEというディレクトリに配置される
ため、ファイル名に SIDを入れる必要はありませ
ん。

データベース・ファ
イル名の拡張子

すべてのデータベース・ファイルには同
じ .ORA拡張子が付きます。

データベース・ファイルのファイル名拡張子とし
て .ORAを付けるという規則は使用しません。
データベース・ファイル名には、より意味のある
拡張子が付けられます。つまり、制御ファイルに
は .CTLが、ログ・ファイルには .LOGが、デー
タ・ファイルには .DBFが付きます。

要素要素要素要素 8.0以前（以前（以前（以前（OFA未対応）未対応）未対応）未対応） 8.1.5以降（以降（以降（以降（OFA対応）対応）対応）対応）

C:¥ORACLE_HOME 1 デフォルトではC:¥ORANTがOracleホーム1

¥DATABASEはデータベース・ファイルを格納�

Oracleホーム2

¥A2OWIZ80
¥BIN
¥CORE40
¥DATABASE
¥NET80
¥PLUS80
¥SYSMAN
¥...

C:¥ORACLE_HOME 2

¥...

CTL1SID.ORA
SYS1SID.ORA
LOG1SID.ORA
¥...
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サンプルの OFA対応データベースのディレクトリ・ツリー

3-1
Windows NTディレクトリ・ツリー上のディレクトリ・ツリー上のディレクトリ・ツリー上のディレクトリ・ツリー上の 8.1.5およびおよびおよびおよび 8.1.6のののの OFA対応対応対応対応 Oracle

サンプルのサンプルのサンプルのサンプルの OFA対応データベースのディレクトリ・ツリー対応データベースのディレクトリ・ツリー対応データベースのディレクトリ・ツリー対応データベースのディレクトリ・ツリー
サンプルの OFA対応データベースの完全な階層的ディレクトリ・ツリーを次に示します。

X:¥ORACLE_
BASE

C:¥ORACLEはデフォルトの ORACLE_BASE
ディレクトリ

¥ORACLE_
HOME1

¥ORA81は、最初の Oracleホームのデフォルト
名

¥BIN Oracleバイナリのサブツリー。

¥NETWORK Net8のサブツリー

¥BIN
¥NETWORK
¥ASSISTANTS

¥ORACLE
¥SAMPLE
¥...

¥ORACLE_HOME 1

デフォルトではC:¥ORACLEがORACLE_BASE

デフォルトでは¥ORA81がOracle ホーム1

¥ORADATAはデータベース・ファイルを格納�

¥ADMINはINIT.ORAファイルなどの�
管理ファイルを格納�

¥ORA82はリリース8.2用のOracleホーム�C:¥ORACLE_HOME 2

¥...

CONTROL01.CTL
CONTROL02.CTL
SYSTEM01.DBF
REDO01.、...02、...03、...04.LOG
INDX01.DBF

¥ORADATA

¥DB_NAME1
¥DB_NAME2
¥...

¥ADMIN

C:¥ORACLE_BASE

.CTL、.DBF、.LOG

¥ADHOC
¥BDUMP
¥PFILE
¥...
¥...

¥ARCHIVE
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サンプルの OFA対応データベースのディレクトリ・ツリー
¥ASSISTANTS 構成用各 Assistant

¥ORADATA Oracleデータベース・ファイルのサブツリー

¥DB_NAME1 DB_NAME1データベース・ファイルのサブツ
リー

CONTROL01.CTL 制御ファイル 1

CONTROL02.CTL 制御ファイル 2

CONTROL03.CTL 制御ファイル 3

DR01.DBF interMedia関連オブジェクト

SYSTEM01.DBF システム表領域のデータ・ファイル
RBS01.DBF ロールバック表領域のデータ・ファイル
INDX01.DBF 索引表領域のデータ・ファイル
TEMP01.DBF 一時表領域のデータ・ファイル
USERS01.DBF ユーザー表領域のデータ・ファイル
REDO01.LOG REDOログ・ファイル・グループ 1、メンバー 1

REDO02.LOG REDOログ・ファイル・グループ 2、メンバー 1

REDO03.LOG REDOログ・ファイル・グループ 3、メンバー 1

¥DB_NAME2 DB_NAME2データベース・ファイルのサブツ
リー

CTL/DBF/LOG 制御ファイル、データ・ファイルおよび REDO
ログ・ファイル

¥DB_NAME3 DB_NAME3データベース・ファイルのサブツ
リー

CTL/DBF/LOG 制御ファイル、データ・ファイルおよび REDO
ログ・ファイル

¥ADMIN データベース管理ファイルのサブツリー
¥DB_NAME1 DB_NAME1データベース管理ファイルのサブツ

リー
¥ADHOC 専用の SQLスクリプト

¥ADUMP 監査ファイル
¥ARCH アーカイブ REDOログ・ファイル

¥BDUMP バックグラウンド・プロセス・トレース・ファイ
ル

¥CDUMP コア・ダンプ・ファイル
¥CREATE データベース作成ファイル
¥EXP データベース・エクスポート・ファイル
¥PFILE 初期化パラメータ・ファイル
¥UDUMP ユーザー SQLトレース・ファイル

¥DB_NAME2  DB_NAME2データベースの管理ファイルのサブ
ツリー

 . . .

¥DB_NAME3  DB_NAME3データベースの管理ファイルのサブ
ツリー

 . . .
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OFAのディレクトリ命名規則

3-1
OFAのディレクトリ命名規則のディレクトリ命名規則のディレクトリ命名規則のディレクトリ命名規則
OFAではディレクトリ命名規則を使用して、一連のファイルに関連付けられる正確な
Oracleホームおよびデータベース名を簡単に識別します。この項では、次のような OFA対
応データベースのディレクトリ・ツリーの最上位ディレクトリに使用される命名規則につい
て説明します。

� ORACLE_BASEディレクトリ

� ORACLE_HOMEディレクトリ

� ADMINディレクトリ

� ORADATAディレクトリ

� DB_NAMEディレクトリ

ORACLE_BASEディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
ORACLE_BASEは、Oracleディレクトリ・ツリーのルートです。 Oracle Universal Installer
のデフォルト設定を使用して OFA対応のデータベースをインストールする場合、ORACLE_
BASEは X:¥ORACLEになります。Xは任意のハード・ディスク・ドライブです。たとえ
ば、C:¥ORACLEです。

クリーンなコンピュータに Oracle8i for Windows NTをインストールする場合には、Oracle 
Universal Installerを実行する前に、ORACLE_BASEを適切な値に変更できます。ほとんど
のユーザーはこの操作を実行する必要がないか、または実行することがありません。

初めて Oracle Universal Installerを実行するときは、その前に、ORACLE_BASEの値をシス
テム・レベルで変更します。ORACLE_BASEの値を変更するのは、初めて Oracle Universal 
Installerを実行する前だけです。ORACLE_BASEがすでに存在しているときにこれを変更す
ると、Oracleの基本ディレクトリが競合してしまいます。元の ORACLE_BASEがすでに存
在するときに別の ORACLE_BASEを作成すると、ある作成ツールおよびデータベースは以
前に作成したファイルを検索できなくなります。なぜなら、これらは元の ORACLE_BASE
ではなく新規の ORACLE_BASEを検索するためです。

システム・レベルでシステム・レベルでシステム・レベルでシステム・レベルで ORACLE_BASEの値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。の値を変更するには、次のようにします。

¥ORACLE_
HOME2

2番目の Oracleホーム

¥ . . .

¥ORACLE_
HOME3

3番目の Oracleホーム

¥ . . .

注意注意注意注意 :  複数インスタンスのデータベース（Oracle Parallel Serverインス
トール）用のディレクトリ・ツリーには、サブディレクトリおよびファイ
ルが追加されています。詳細は、『Oracle Parallel Server for Windows NT 
管理者ガイド』を参照してください。
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OFAのディレクトリ命名規則
Windows NTの場合 :

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。

2. 「システム」アイコンをダブルクリックします。

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

3. 「環境」タブをクリックします。

「システム環境変数」が表示されます。

4. 「値」テキスト・ボックスに ORACLE_BASEの新規の値を入力してから、「OK」をク
リックして終了します。

Windows 95およびWindows 98の場合

1. テキスト・エディタを使用して、AUTOEXEC.BATファイルを開きます。

2. ORACLE_BASE文の値を編集します。

3. コンピュータを再起動します。

ORACLE_HOMEディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
¥ORACLE_HOMEは X:¥ORACLE_BASEの下にあり、Oracleソフトウェアの実行可能ファ
イルおよびネットワーク・ファイル用のサブディレクトリが格納されています。

クリーンなコンピュータに Oracle8i for Windows NTをインストールして、デフォルトの設
定を使用すると、最初に作成する Oracleホームのディレクトリの名前は ¥ORA81になりま
す。

ADMINディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
データベース管理ファイルは、ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAMEのサブディレクトリに
格納されています。

次の表では、データベース管理ファイル用のサブディレクトリについて説明します。 

 

注意注意注意注意 : ORACLE_BASEレジストリ・キーは、すべての Oracleホームに
対して存在します。理想的なのは、ORACLE_BASEレジストリ・キーの
値が各 Oracleホームで同一であることです。

 ¥ADMIN¥DB_NAMEのサブディレクトリのサブディレクトリのサブディレクトリのサブディレクトリ 格納されるファイル格納されるファイル格納されるファイル格納されるファイル

¥ADHOC 使用するデータベース専用の SQLスクリプト

¥BDUMP バックグラウンド・プロセス・トレース・ファイル

¥CDUMP コア・ダンプ・ファイル

¥CREATE データベース作成ファイル
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OFAのディレクトリ命名規則

3-2
ORADATAディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
データベース・ファイルは、ORACLE_BASE¥ORADATA¥DB_NAMEに格納されています。 

次の表は、データベース・ファイルについて説明します。

DB_NAMEディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
DB_NAMEは、データベースの一意の名前で、初期化パラメータ・ファイルの DB_NAME
パラメータの値と同じです。データベースを作成するとき、DB_NAMEの長さは 8文字以下
で、指定できる文字は次の文字だけです。

� アルファベット文字

¥EXP データベース・エクスポート・ファイル

¥PFILE 初期化パラメータ・ファイル

¥UDUMP ユーザー・プロセス・トレース・ファイル

¥ORADATA¥DB_NAME内のファイル内のファイル内のファイル内のファイル 説明説明説明説明

CONTROL01.CTL 制御ファイル 1

CONTROL02.CTL 制御ファイル 2

CONTROL02.CTL 制御ファイル 3

OEMREP03.DBF Oracle Enterprise Managerレポジトリの表領域のデー
タ・ファイル

SYSTEM01.DBF SYSTEM表領域データ・ファイル

RBS01.DBF RBS表領域データ・ファイル

INDX01.DBF INDX表領域データ・ファイル

TEMP01.DBF TEMP表領域データ・ファイル

USERS01.DBF USERS表領域データ・ファイル

REDO01.LOG REDOログ・ファイル・グループ 1、メンバー 1

REDO02.LOG REDOログ・ファイル・グループ 2、メンバー 1

REDO03.LOG REDOログ・ファイル・グループ 3、メンバー 1

注意注意注意注意 : このディレクトリ構造では、UNIXプラットフォーム上でのディ
スクのストライプ化のみが可能です。詳細は、3-28ページの「Windows 
NTでのシンボリック・リンクのサポート」を参照してください。

 ¥ADMIN¥DB_NAMEのサブディレクトリのサブディレクトリのサブディレクトリのサブディレクトリ 格納されるファイル格納されるファイル格納されるファイル格納されるファイル
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OFAおよび複数の Oracleホームの構成
� 数字

� アンダースコア（_）

� ポンド符号（#）

� ドル符号（$）

OFAおよび複数のおよび複数のおよび複数のおよび複数の Oracleホームの構成ホームの構成ホームの構成ホームの構成
次の項では、OFAおよび複数の Oracleホームの様々な構成について説明します。

ORACLE_HOMEディレクトリの指定ディレクトリの指定ディレクトリの指定ディレクトリの指定
OFA対応データベースをインストールするには、Oracle Universal Installerの「パス」
フィールドに、Oracleホームのディレクトリを次の形式で 指定する必要があります。

X:¥[PATHNAME]¥ORACLE¥HOME_NAME

各項目は次のとおりです。

OFA対応の Oracleホームのディレクトリの例を次に示します。

� C:¥TEST¥ORACLE¥ORA81

� D:¥ORACLE¥ORA81

デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの OFAデータベースデータベースデータベースデータベース
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの OFAデータベースをインストールするには、次のようにします。データベースをインストールするには、次のようにします。データベースをインストールするには、次のようにします。データベースをインストールするには、次のようにします。

1. クリーンなコンピュータ（他の Oracleソフトウェアをインストールしていないコン
ピュータ）に Oracle8i for Windows NTリリース 8.1.6をインストールして、Oracle 
Universal Installerの「パス」フィールドに表示される、最初の Oracleホーム用のデ
フォルト設定（C:¥ORACLE¥ORA81）を 受け入れます。

2. インストールを完了します。

3. Oracle Universal Installerを再度実行し、同一リリースを 2回目に実行するか、または
リリース 8.2.xを（使用可能になった時点で）実行します。Oracle Universal Installerの

X:¥ 任意のハード・ディスク・ドライブ。たとえば、C:¥となります。

[PATHNAME] オプションのディレクトリ・パス名。

¥ORACLE 必須のディレクトリ・パス名。ただし、インストールの実行前に
ORACLE_BASEレジストリ・キーの値を変更した場合は除きます。
ORACLE_BASEをデフォルト値 ORACLEから変更する方法につい
ては、3-18ページの「ORACLE_BASEディレクトリ」を参照してく
ださい。

HOME_NAME Oracleホームの名前。
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「パス」フィールドに表示される最初の Oracleホーム用のデフォルト設定を 受け入れま
す。

デフォルトの OFAデータベースの設定は次のとおりです。

次の図はディレクトリ・ツリーを示します。

設定設定設定設定 値値値値

ORACLE_BASE C:¥ORACLE（すべての Oracleホームで共通）

Oracleホーム 1 C:¥ORACLE¥ORA81

Oracleホーム 2 C:¥ORACLE¥ORA82

C:¥ORACLE

C:¥ORACLEは両方のOracleホーム用のORACLE_BASE

CONTROL01.CTL
CONTROL02.CTL
CONTROL03.CTL
SYSTEM01.DBF
RBS01.DBF
INDX01.DBF
TEMP01.DBF
USERS01.DBF
REDO01.LOG
REDO02.LOG
REDO03.LOG

¥ADHOC
¥BDUMP
¥CDUMP
¥CREATE
¥EXP
¥PFILE
¥UDUMP

¥DB_NAME1 ¥DB_NAME2
¥...

¥ORADATA

¥DB_NAME3
¥...

¥... ¥NETWORK

¥ORA82

¥BIN¥... ¥NETWORK

¥ORA81

¥BIN

¥DB_NAME1 ¥DB_NAME2
¥...

¥ADMIN

DB_NAME3
¥...

C:¥ORACLE¥ORA81
はOracleホーム1

C:¥ORACLE¥ORA82
はOracleホーム 2
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非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの OFAデータベース、ケースデータベース、ケースデータベース、ケースデータベース、ケース 1
非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの OFAデータベースをインストールする方法、ケースデータベースをインストールする方法、ケースデータベースをインストールする方法、ケースデータベースをインストールする方法、ケース 1

1. Oracle8i for Windows NTリリース 8.1.6をインストールして、Oracle Universal 
Installerの「パス」フィールドに表示される最初の Oracleホーム用のデフォルト設定
を、C:¥ORACLE¥ORA81から X:¥XYZに 変更します。

2. インストールを完了します。

3. 再び Oracle Universal Installerを実行し、Oracle Universal Installerの「パス」フィール
ドに表示される 2番目の Oracleホーム用のデフォルト設定を、C:¥ORACLE¥ORA82か
ら Y:¥ABCに 変更します。

ケース 1の場合、非デフォルトの OFAデータベースの設定は次のとおりです。

次の図は作成されるディレクトリ・ツリーを示します。

設定設定設定設定 値値値値

ORACLE_BASE 最初の Oracleホーム用は X:¥XYZ、2番目の Oracleホーム用は
Y:¥ABC

Oracleホーム 1 X:¥XYZ

Oracleホーム 2 Y:¥ABC

X:¥XYZ

X:¥XYZはOracleホーム1、およびOracleホーム1用のORACLE_BASE

¥BIN

¥DBNAME1 ¥DBNAME2

¥ORADATA

¥DBNAME3¥DB_NAME1 ¥DB_NAME2

¥NETWORK

¥DB_NAME3

¥... ¥... ¥...

¥ADMIN

.CTL .DBF .LOG .CTL .DBF .LOG .CTL .DBF .LOG
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非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの OFAデータベース、ケースデータベース、ケースデータベース、ケースデータベース、ケース 2
非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの OFAデータベースをインストールする方法、ケースデータベースをインストールする方法、ケースデータベースをインストールする方法、ケースデータベースをインストールする方法、ケース 2

1. Oracle8i for Windows NTリリース 8.1.6をインストールして、Oracle Universal 
Installerの「パス」フィールドに表示される最初の Oracleホーム用のデフォルト設定
を、C:¥ORACLE¥ORA81から X:¥XYZ¥ORACLE¥ABCに 変更します。

2. インストールを完了します。

3. 再び Oracle Universal Installerを実行して、2番目の Oracleホーム用の Oracle 
Universal Installerのデフォルト設定を、C:¥ORACLE¥ORA82から X:¥PQRに変更しま
す。

Y:¥ABC

Y:¥ABCはOracleホーム2、およびOracleホーム2用のORACLE_BASE

¥BIN

¥DBNAME1 ¥DBNAME2

¥ORADATA

¥DBNAME3¥DB_NAME1 ¥DB_NAME2

¥NETWORK

¥DB_NAME3

¥... ¥... ¥...

¥ADMIN

.CTL .DBF .LOG .CTL .DBF .LOG .CTL .DBF .LOG
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ケース 2の場合、非デフォルトの OFAデータベースの設定は次のとおりです。

次の図は作成されるディレクトリ・ツリーを示します。

設定設定設定設定 値値値値

ORACLE_BASE X:¥XYZ¥ORACLE（両方の Oracleホームで共通）

Oracleホーム 1 X:¥XYZ¥ORACLE¥ABC

Oracleホーム 2 X:¥PQR

X:¥XYZ

CONTROL01.CTL
CONTROL02.CTL
CONTROL03.CTL
SYSTEM01.DBF
RBS01.DBF
INDX01.DBF
TEMP01.DBF
USERS01.DBF
REDO01.LOG
REDO02.LOG
REDO03.LOG

¥DB_NAME1 ¥DB_NAME2
¥...

¥ORADATA

¥DB_NAME3
¥...

¥NETWORK

X:¥PQR
X:¥PQRはOracleホーム２

¥BIN

¥DB_NAME1 ¥DB_NAME2
¥...

¥ADMIN

¥DB_NAME3
¥...

¥ORACLE¥ABC
X:¥XYZ¥ORACLE¥ABCは�

Oracleホーム1�
�

X:¥XYZ¥ORACLEは�
両方のOracleホーム用の�
ORACLE_BASE

¥NETWORK ¥BIN

¥ADHOC
¥BDUMP
¥CDUMP
¥CREATE
¥EXP
¥PFILE
¥UDUMP
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信頼性およびパフォーマンスの向上
信頼性およびパフォーマンスの向上信頼性およびパフォーマンスの向上信頼性およびパフォーマンスの向上信頼性およびパフォーマンスの向上
OFAの基本的な目標の 1つは、I/O負荷を異なる物理ドライブに分散して、信頼性および
パフォーマンスを向上させることです。信頼性およびパフォーマンスを最大にする場合に
は、次のことをお薦めします。

� 3-26ページの「ディスクのミラー化」および 3-26ページの「ディスクのストライプ化」
をよく読みます。

� ファイルをシステムのディスクに移動し、推奨事項を利用できるようにします。

ディスクのミラー化ディスクのミラー化ディスクのミラー化ディスクのミラー化
Oracleのログ・ファイルとデータベース・ファイルとを分離し、ハードウェアの信頼性を異
なるレベルに設定して処理できます。一般的には、Oracleのログ・ファイルは冗長性がある
ため、信頼性はより高くなります。冗長性に基づいて信頼性を確保するには、ディスクのミ
ラー化を使用して、すべてのデータを複製することが必要になることがあります。

ディスクのミラー化は、Windows NTディスク アドミニストレータ、および通常はハード
ウェア・コントローラによって実行されます。通常、ミラー化にはまったく同じドライブが
2つ必要です。これは、1つのディスクに障害が発生しても別のディスクを使用することに
より、データを失わずにリカバリできるという考え方です。失われたデータをリカバリする
ためにディスクの片方を使用すると、ミラーが破壊されることがあります。ミラーが破壊さ
れた場合には、新規のミラーを構築する必要があります。

ディスク・コントローラにより提供される RAID（Redundant Array of Inexpensive Disks）
構成を使用してディスクを構成すれば、冗長性の程度を低く抑えられます。RAIDのレベル
により冗長性の量が決まります。ある RAIDレベルでは、ホット・スワップ機能を使用する
ことがあります。ホット・スワップとは、コンピュータの電源をオフにしたり機能を終了せ
ずに、不良なディスクを良好なディスクに置き換えることです。

ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化
データベースで使用するためにディスクをセットアップする方法は、ディスクの台数および
使用できるハード・ディスク・コントローラの種類によって変わります。ハード・ディス
ク・コントローラがディスクのストライプ化とミラー化の両方をサポートする場合は、スト
ライプ化をサポートするようにコントローラを設定することをお薦めします。

コントローラによっては、メーカーが作成した構成プログラムを起動するコマンドをキー
ボードから入力すれば、システムの起動時に構成されるものがあります。目標の 1つは、コ
ントローラを構成して、できるだけ多くのドライブを一緒にストライプ化することです。各
ストライプは 1つの論理デバイスとして表示されます。

ストライプ化により、パフォーマンスが大幅に向上します。ストライプ化されたドライブの
すべての領域は、1つの論理ドライブとして処理されます。さらに、領域を使用するときに
は、ストライプ化するすべてのディスクに領域のストライプが分散します。つまり、大きい
ファイルの場合は、最初のディスクの領域をある程度使用してから、2番目のディスクの領
域を使用します。このようにして最後のディスクに到達すると、最初のディスクに再び戻り
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ます。各ファイルが、ストライプ化されたディスクのすべてに分散することがあります。こ
のようなファイルのデータには、1つ以上の CPUが競合することなくランダムにアクセス
できます。

ストライプ化をサポートするコントローラは、通常はキャッシング機能も備えています。つ
まりコントローラに書き込まれたデータは、キャッシュされてディスク以外の記憶領域に一
時的に保存されます。読み込まれるデータは、同様な方法でコントローラにキャッシュされ
ます。Oracleデータベースでは、データベースから読み込まれたデータはすべてシステム・
グローバル領域（SGA）にキャッシュされているため、読込みキャッシュは必要ありませ
ん。初期化パラメータ・ファイルの DB_BLOCK_BUFFERSパラメータの値によって、SGA
で使用できるバッファの数が決まります。この値によって、Oracle8i データベースも起動時
に構成されます。

表領域のためのロー・パーティションの使用表領域のためのロー・パーティションの使用表領域のためのロー・パーティションの使用表領域のためのロー・パーティションの使用
ロー・パーティションは、最下位レベルでアクセスされる物理ディスクの一部です。ロー・
パーティションへの入出力（I/O）は、ファイル・システムを含むパーティションへの入出
力と比べ、パフォーマンスが約 5%～ 10%向上します。したがって、表領域にはロー・パー
ティションの使用をお薦めします。

Windows NTとととと UNIXのののの OFAの比較の比較の比較の比較
Windows NTと UNIXには同じ方法で OFAを実装します。ただし、次の点が異なります。

� ディレクトリの名前

� ORACLE_BASEディレクトリ

� Windows NTでのシンボリック・リンクのサポート

ディレクトリの名前ディレクトリの名前ディレクトリの名前ディレクトリの名前
OFAのディレクトリ・ツリーの最上位の名前は、Windows NTと UNIXで異なります。た
だし、主なサブディレクトリおよびファイル名は両方のオペレーティング・システムで同じ
です。

ORACLE_BASEディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
Windows NTでは、ORACLE_BASEは Oracleホーム・ディレクトリに関連付けられます。
ORACLE_BASEはレジストリ内（HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥
HOME0など）に定義されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 付録 D「ロー・パーティションへの表領域の格納」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : UNIXの OFAについては、UNIXオペレーティング・システ
ム固有の管理者用リファレンスを参照してください。
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UNIXでは、ORACLE_BASEは UNIXユーザーの環境に関連付けられます。

Windows NTでのシンボリック・リンクのサポートでのシンボリック・リンクのサポートでのシンボリック・リンクのサポートでのシンボリック・リンクのサポート
Windows NTでは、UNIXのようなシンボリック・リンクは現時点ではサポートされていま
せん。しかしMicrosoftは近い将来のリリースでこれをサポートする予定であることを発表
しています。

OFAの目的は、すべての Oracleソフトウェアを 1つの ORACLE_BASEディレクトリ内に配
置し、データベースのサイズが増加するにつれて、異なる物理ドライブ間にファイルを分散
することです。

Windows NT 4.0では、これはすべてのファイルが 1つのハード・ドライブに配置されるこ
とを意味しますが、これは不適切で望ましくないことがあります。

UNIXでは、すべてのファイルが 1つのハード・ドライブの 1ディレクトリ内にあるように
見えますが、ハード・ドライブがシンボリックにリンクしているか、またはそのディレクト
リがマウント・ポイントの場合は、異なるハード・ドライブにファイルを配置できます。

データベース管理ファイルの格納には論理ドライブを 1台使用し、その他のファイルは必要
に応じて別の論理ドライブの ORADATA¥DB_NAMEディレクトリに配置することをお薦め
します。

次の例では、PRODというデータベース用に 4つの論理ドライブを使用します

� C:¥には Oracleホームおよびデータベース管理ファイルが格納されます。

� F:¥には REDOログ・ファイルが格納されます。（F:¥ドライブはパフォーマンス向上のた
めにストライプ化された 2つの物理ドライブを表すこともできます。）

� G:¥には、制御ファイルの 1つと表領域ファイルのすべてが格納されます。（G:¥ドライブ
には、信頼性の向上のために、RAIDレベル 5構成を使用することもできます。）

� H:¥には 2番目の制御ファイルが格納されます。
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C:¥ORACLE 最初の論理ドライブ
¥ORA81 Oracleホーム

¥BIN Oracleバイナリのサブツリー。

¥NETWORK Net8のサブツリー

¥ . . .

¥ADMIN データベース管理ファイルのサブツリー
¥PROD PRODデータベースの管理ファイルのサブツリー

¥ADHOC 専用の SQLスクリプト

¥ADUMP 監査ファイル
¥BDUMP バックグラウンド・プロセス・トレース・ファイ

ル
¥CDUMP コア・ダンプ・ファイル
¥CREATE データベース作成ファイル
¥EXP データベース・エクスポート・ファイル
¥PFILE 初期化パラメータ・ファイル
¥UDUMP ユーザー SQLトレース・ファイル

F:¥ORACLE 2番目の論理ドライブ（ストライプ化された 2つ
の物理ドライブを表す）

¥ORADATA Oracleデータベース・ファイルのサブツリー

¥PROD PRODデータベース・ファイルのサブツリー

REDO01.LOG REDOログ・ファイル・グループ 1、メンバー 1

REDO02.LOG REDOログ・ファイル・グループ 2、メンバー 1

REDO03.LOG REDOログ・ファイル・グループ 3、メンバー 1

G:¥ORACLE 3番目の論理ドライブ（RAIDのレベル 5構成を
使用）

¥ORADATA Oracleデータベース・ファイルのサブツリー

¥PROD PRODデータベース・ファイルのサブツリー

CONTROL01.CTL 制御ファイル 1

SYSTEM01.DBF システム表領域のデータ・ファイル
RBS01.DBF ロールバック表領域のデータ・ファイル
INDX01.DBF 索引表領域のデータ・ファイル
TEMP01.DBF 一時表領域のデータ・ファイル
USERS01.DBF ユーザー表領域のデータ・ファイル

H:¥ORACLE 4番目の論理ドライブ

¥ORADATA Oracleデータベース・ファイルのサブツリー

¥PROD PRODデータベース・ファイルのサブツリー

CONTROL02.CTL 制御ファイル 2
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Active Directoryでの Oracle8iディレクトリ・サーバー機能の使用
4

Active Directoryでのでのでのでの Oracle8iディレクトディレクトディレクトディレクト

リ・サーバー機能の使用方法リ・サーバー機能の使用方法リ・サーバー機能の使用方法リ・サーバー機能の使用方法

この章では、Microsoftの Active Directoryで Oracle8iのディレクトリ・サーバー機能を使
用する方法を説明します。

次の項目について説明します。

� 概要

� Oracle8iディレクトリ・サーバー機能

� Active Directoryとの統合

� Active Directoryで Oracle8iを使用するための要件

� Active Directory環境への Oracle8iのインストールと構成

� 接続のテスト

� Oracleディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リストの管理

� セキュリティ・ドメインの作成
方法 4-1



概要
概要概要概要概要
この項では、次の項目についてその概要を説明します。

� LDAPおよびディレクトリ・サーバーとは

� Active Directoryとは

LDAPおよびディレクトリ・サーバーとはおよびディレクトリ・サーバーとはおよびディレクトリ・サーバーとはおよびディレクトリ・サーバーとは
LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）は、ディレクトリ・サーバーの情報をアク
セスするためのネットワークおよびディレクトリ・アクセス用プロトコルです。ディレクト
リ・サーバーは、全ネットワーク・リソースに関する情報を集中的に格納および管理し、
ユーザーやアプリケーションがその情報にアクセスできるようにします。リソースとして
は、ユーザー名、データベース、コンピュータ、ファックス・サーバー、アプリケーショ
ン、電子メール・アドレス、プリンタなどが含まれます。ディレクトリ・サーバーは、電話
の所有者の電話番号と住所などの情報を含む電話帳のようなものです。

Active Directoryとはとはとはとは
Active Directoryとは、Windows 2000に含まれている LDAP対応のディレクトリ・サー
バーです。Active Directoryは、ユーザーやポリシーを含むWindows 2000のすべての情報
を集中的に格納します。Active Directoryは、データベースなどのネットワーク・リソース
に関する情報も格納し、この情報をアプリケーション・ユーザーやネットワーク管理者が使
用できるようにします。Active Directoryの使用により、ユーザーは 1回のログインでネッ
トワーク・リソースにアクセスできます。Active Directoryの守備範囲は、小規模なコン
ピュータ・ネットワークの全リソースの格納から、いくつかのWAN（広域ネットワーク）
の全リソースの格納まで、広範囲にわたります。

Oracle8iディレクトリ・サーバー機能ディレクトリ・サーバー機能ディレクトリ・サーバー機能ディレクトリ・サーバー機能
Oracle8iリリース 8.1.6では、Oracle情報をディレクトリ・サーバーに格納するための機能
が 2つ提供されています。この 2つの新機能は次のとおりですが、これらの機能について、
この後の項で説明します。

� Net8ディレクトリ・ネーミング機能

� エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能

他のドキュメントへの参照が記載されています。この両方の機能は、Microsoftの Active 
Directory対応になっています。

Net8ディレクトリ・ネーミング機能ディレクトリ・ネーミング機能ディレクトリ・ネーミング機能ディレクトリ・ネーミング機能
この機能により、Net8で使用するデータベース・サービスおよびネット・サービス名エン
トリを、Active Directoryにディレクトリ・オブジェクトとして作成し格納することができ
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Oracle8iディレクトリ・サーバー機能
ます。これらのオブジェクトには接続情報が含まれています。様々な Oracleクライアント・
アプリケーションがこの情報を使用して Oracle8i データベースに接続できます。

Oracle8iリリース 8.1.6ではデータベースの作成中に、Oracle Database Configuration 
Assistantを使用してデータベース・サービス・エントリが作成されます。ディレクトリ・
サーバーにアクセスするように構成されたクライアントは、接続文字列内でこのエントリを
使用してデータベースに接続できます。追加の構成は必要ありません。

データベース・サービス・エントリをクライアントに公開しない場合は、Net8 Assistantを
使用して、ディレクトリ・サーバーにネット・サービス名エントリを作成することができま
す。これにより、各クライアント・コンピュータごとに別々の TNSNAMES.ORAファイル
を作成してメンテナンスする必要がなくなります。クライアントが Oracle8i データベースに
接続を試みると、かわりにネット・サービス名がディレクトリ・サーバーから取り出されま
す。Net8 Assistantに含まれているディレクトリ・サーバー移行ウィザードを使用すれば、
既存の TNSNAMES.ORAファイルに格納されているネット・サービス名をディレクトリ・
サーバーにエクスポートできます。

この章では、Net8ディレクトリ・ネーミングの用語と概念を頻繁に参照します。管理者や
クライアント・ユーザーは、Oracle8i データベースを Active Directoryとともに使用する場
合、関係する用語や概念を理解しておく必要がありますが、用語と概念の説明は、次のド
キュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Names Serverに格納されているデータベース・サービスお
よびネット・サービス名エントリは、NAMESCTLユーティリティを使用
すればディレクトリ・サーバーに移行できます。詳細は、『Oracle8i Net8
管理者ガイド』を参照してください。

参照先参照先参照先参照先 説明内容説明内容説明内容説明内容

『Oracle8i Net8管理者ガ
イド』の第 2章にある
「Net8および LDAP準拠
ディレクトリ・サー
バー」の項

� クライアント・コンピュータでディレクトリ・サーバーを使用
して Oracle8i データベースに接続する方法

� ディレクトリ・サーバーでのNet8および Oracle8i データベー
ス・エントリの命名規則と配置場所

� Oracle8i データベース・サービスおよびネット・サービス名エ
ントリの作成方法と変更方法

� 検索用にディレクトリ・サーバーを使用するためのデータベー
ス・サーバー要件

� ディレクトリ・サーバーでエントリ参照を実行するためのクラ
イアント要件

� ディレクトリに格納されているデータベース・サービスおよび
ネット・サービス名を使用して Oracle8i データベースに接続す
るための接続文字列の作成方法

� アクセス制御リストのセキュリティの概要（ディレクトリでの
クライアントの権限）
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エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能
この機能により、Oracle8i データベースの情報を Active Directoryにディレクトリ・オブ
ジェクトとして作成し格納できます。これにより、ユーザーは固有に認証された Single 
Sign-On（SSO）接続でデータベースに接続できます。管理者は Oracle8i データベース用の
エンタープライズ・ユーザーおよびロールを Active Directoryに作成して格納することがで
きます。これにより、複数のデータベースにまたがってユーザーとロールを集中管理できま
す。

この章では、エンタープライズ・ユーザー・セキュリティの用語と概念を頻繁に参照しま
す。管理者やクライアント・ユーザーは、Oracle8i データベースを Active Directoryととも
に使用する場合、関係する用語や概念を理解しておく必要がありますが、用語と概念の説明
は、次のドキュメントを参照してください。

『Oracle8i Net8管理者ガ
イド』の第 6章の「ディ
レクトリ・ネーミング・
メソッドの構成」の項

� Oracle8iおよび Active Directoryの構成プロセス（サーバーおよ
びクライアントのインストールの最終手順として、またはサー
バーおよびクライアントのインストールとは別の手順として）

� LDAPMODIFYユーティリティを使用した、OracleNetAdmins
グループへのユーザーの追加および削除

� 既存の TNSNAMES.ORAファイルまたは Oracle Names Server
からの Active Directoryへの情報のエクスポート

参照先参照先参照先参照先 説明内容説明内容説明内容説明内容

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイド』
の第 17章「エンタープ
ライズ・ユーザー・セ
キュリティの管理」

� エンタープライズ・ユーザーのセキュリティと管理

� エンタープライズ・ユーザー、ロール、ドメインおよび概念の
説明

� ディレクトリ・サーバー内でのエンタープライズ・ユーザー・
セキュリティ・エントリの配置場所

� エンタープライズ・ユーザー・セキュリティのインストールと
構成

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイド』
の第 20章「Oracle 
Enterprise Security の使
用方法」

� エンタープライズ・ユーザー、ロール、ドメインの作成と管理

参照先参照先参照先参照先 説明内容説明内容説明内容説明内容
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Active Directoryとの統合との統合との統合との統合 
ディレクトリ・サーバーに対する Net8ディレクトリ・ネーミングおよびエンタープライ
ズ・ユーザー・セキュリティの統合に加えて、次の機能が Active Directoryに統合されてい
ます。

� ディレクトリ・サーバーの自動検出

� Microsoftツールとの統合

� Net8ディレクトリ・ネーミングのユーザー・インタフェースの拡張

� ディレクトリ・オブジェクト型の説明に対する拡張

� Windowsのログイン資格証明との統合

� Active Directoryでの Oracleディレクトリ・オブジェクトの表示形式

ディレクトリ・サーバーの自動検出ディレクトリ・サーバーの自動検出ディレクトリ・サーバーの自動検出ディレクトリ・サーバーの自動検出
Net8 Configuration Assistantを使用すれば、クライアント・コンピュータと Oracle8i デー
タベース・サーバーをディレクトリ・サーバーにアクセスするように構成できます。
Oracle8i データベースのインストールの終わりに Net8 Configuration Assistantが起動され
ると、またはインストール後に手動で起動すると、使用するディレクトリ・サーバーの種類
を指定するようにというプロンプトが表示されます。ディレクトリ・サーバーの種類として
Active Directoryを選択すると、Net8 Configuration Assistantは自動的に次のことを行いま
す。

� Active Directoryサーバーの位置の検出

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Security Managerでは、Windows 2000、
Windows NT、Windows 95またはWindows 98のオペレーティング・シ
ステム・ユーザー名の作成または削除はできません。Oracle Enterprise 
Security Managerは、Active Directoryにコンタクト名を作成します。コ
ンタクト名を使用してログインすることはできません。これは外部での使
用を目的に定義されるだけのものです。定義すれば、この「ユーザー」に
対してロールを割り当てられます。その後で、このコンタクト・ユーザー
名をグローバル・ユーザーに割り当てます。

注意注意注意注意 : エンタープライズ・ドメインは、Oracle8i データベースおよびエ
ンタープライズ・ユーザーとロールで構成されるディレクトリ構成体で
す。エンタープライズ・ドメインは、Windows 2000のドメインとは違い
ます。Windows 2000のドメインは、共通のディレクトリ・データベース
を共有するコンピュータの集まりです。
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� Active Directoryサーバーへのアクセスの構成

� 管理コンテキスト（ドメイン）の作成

クライアント接続で Oracle8i データベースへのアクセスに使用中の Active Directoryサー
バーがシャットダウンされた場合は、別の Active Directoryサーバーが自動的に検出され、
このサーバーが接続情報の提供を開始します。これにより、クライアント接続がダウンする
ことがありません。

Net8 Configuration Assistantのディレクトリ・サーバー自動検出機能を利用するには、
Oracleクライアントとデータベース・ソフトウェアをWindows 2000ドメインで実行する必
要があります。これは、使用する Oracleクライアントおよびデータベースのリリースが何
であっても当てはまります。

Windows 2000のドメイン内で実行していない場合は、Net8 Configuration Assistantはディ
レクトリ・サーバーを自動的に検出せず、かわりに命名コンテキストや Active Directoryの
位置などの追加情報の入力を要求するプロンプトを表示します。

Microsoftツールとの統合ツールとの統合ツールとの統合ツールとの統合
Active Directory内の Oracle8i データベース・サービス、Net8ネット・サービス名およびエ
ンタープライズ・ロールのエントリは、Microsoft Windows 2000の次のツールに表示されま
す。

Net8ディレクトリ・ネーミングのユーザー・インタフェースの拡張ディレクトリ・ネーミングのユーザー・インタフェースの拡張ディレクトリ・ネーミングのユーザー・インタフェースの拡張ディレクトリ・ネーミングのユーザー・インタフェースの拡張 
Windowsエクスプローラおよび Active Directoryユーザーとコンピュータでの Oracle8i 
データベース・サービスとネット・サービス名オブジェクトのプロパティ・メニューが拡張

ツールツールツールツール 説明説明説明説明 統合による機能統合による機能統合による機能統合による機能

Windowsエク
スプローラ

コンピュータ上のファイル、ディレク
トリ、ローカル・ドライブおよびネッ
トワーク・ドライブの階層構造を表示
するユーザー・ツール。

Oracle8i データベース・サービスおよび
Net8ネット・サービス名オブジェクト
を表示しテストできます。

Active 
Directoryユー
ザーとコン
ピュータ

ドメイン・コントローラとして構成さ
れているWindowsサーバーにインス
トールされている管理ツール。この
ツールにより、Windows 2000のアカ
ウントとグループの追加、変更、削
除、編成が可能で、組織のディレクト
リにリソースを公開することができま
す。

Oracle8i データベース・サービスおよび
Net8ネット・サービス名オブジェクト
を表示およびテストし、アクセス制御
を管理できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 4-15ページの「Microsoftツールからの接続のテスト」

� 4-18ページの「Oracleディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御
リストの管理」
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されています。この拡張により、Oracle8i データベースへのオブジェクトの接続をテスト
し、データベース管理を実行できます。Oracleディレクトリ・オブジェクトを右クリックす
ると、接続テストのオプションが 2つ含まれたメニューが表示されます。

ディレクトリ・オブジェクト型の説明に対する拡張ディレクトリ・オブジェクト型の説明に対する拡張ディレクトリ・オブジェクト型の説明に対する拡張ディレクトリ・オブジェクト型の説明に対する拡張
Active Directoryでの Oracleディレクトリ・オブジェクト型の説明が改善されわかりやすく
なっています。たとえば、右ウィンドウ・ペインの「種類」列に表示される
OracleDefaultDomain型の説明は次のようになりました。

Windowsのログイン資格証明との統合のログイン資格証明との統合のログイン資格証明との統合のログイン資格証明との統合
SSOを使用すれば、ユーザーは 1つの認証で（Active Directoryなどの）すべての承認済み
ワーク・リソースにアクセスできます。この認証は、ユーザーがネットワークにアクセスす
るログイン資格証明を最初に指定したときに実行されます。SSOは、Kerberosおよび SSL
（Secure Sockets Layer）認証プロトコルを介してWindows 2000に組み込まれています。

Oracle8i データベースおよび構成ツールでは、Windowsユーザーのログイン資格証明を使
用して Active Directoryに自動的に接続できます。ログイン資格証明を再入力する必要はあ
りません。これにより、次のことができます。

メニュー・オプションメニュー・オプションメニュー・オプションメニュー・オプション 説明説明説明説明

テスト 最初に入力したユーザー名、パスワード、ネット・サービス名で
Oracle8i データベースに接続できることをテストするアプリケー
ションが起動されます。

SQL*Plusで接続 SQL*Plusを起動します。これで、データベースの管理やスクリプ
トの実行などを実行できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、4-15ページの「Microsoftツールからの接続のテス
ト」を参照してください。

オブジェクト型
の説明の拡張
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� クライアントと Oracle8iデータベースが、Active Directoryに安全に接続し、ネット・
サービス名、エンタープライズ・ユーザーおよびエンタープライズ・ロールの情報を取
り出すことができます。

� Oracle Enterprise Security Manager、Net8 Configuration Assistant、Net8 Assistantおよ
び Oracle Database Configuration Assistantなどの構成ツールが、Active Directoryに自
動的に接続し、Oracle8i データベースおよびネット・サービス名オブジェクトを構成で
きます。

Windows 2000の場合、デフォルトの認証プロトコルとしては Kerberosが使用されていま
す。

Active Directoryでのでのでのでの Oracleディレクトリ・オブジェクトの表示形式ディレクトリ・オブジェクトの表示形式ディレクトリ・オブジェクトの表示形式ディレクトリ・オブジェクトの表示形式
Oracle8i データベースおよび Net8がインストールされ、Active Directoryにアクセスできる
ように構成されている場合、Oracleディレクトリ・オブジェクトは Active Directoryユー
ザーとコンピュータに次のように表示されます。

これらの Oracleディレクトリ・オブジェクトを次の表に示します。

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 説明説明説明説明

domain Oracleコンテキストを作成したドメイン（管理コンテキストとも呼ぶ）。管理コンテキスト
には、ディレクトリ・ネーミングおよびエンタープライズ・ユーザー・セキュリティをサ
ポートする様々な Oracleエントリが含まれます。Net8 Configuration Assistantは、
Oracle8i データベースと Active Directoryとの統合中にこの情報を自動的に検出します。

OracleContext Active Directoryツリーでの Oracleの最上位レベルのエントリで、Oracle8i データベース・
サービスおよび Net8ネット・サービス名オブジェクト情報を含められます。Oracleソフト
ウェアの情報は、すべてこの中に入ります。

orcl Oracle8i データベース・サービス名（ここでは、orclがその名前です）。
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Active Directoryでででで Oracle8iを使用するための要件を使用するための要件を使用するための要件を使用するための要件
要件は、使用する Oracle機能により違ってきます。

Products Oracleのセキュリティ情報およびドメイン情報のコンテナ。

OracleDBSecurity セキュリティ・ドメインのコンテナ。

OracleDefaultDomain 作成されたデフォルトのエンタープライズ・ドメイン。追加のエンタープライズ・ドメイン
は、Oracle Enterprise Security Managerを使用して作成できます。

sales ネット・サービス名オブジェクト（ここでは、salesがその名前です）。

Users Oracleの 3つのセキュリティ・グループのフォルダ。詳細は、4-18ページの「Oracleディ
レクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リストの管理」の項を参照してください。
Oracle Enterprise Security Managerを使用して作成されたエンタープライズ・ユーザーとエ
ンタープライズ・ロールも、このフォルダに表示されます。

使用する機能使用する機能使用する機能使用する機能

要件要件要件要件
Net8ディレクトリ・ディレクトリ・ディレクトリ・ディレクトリ・
ネーミングネーミングネーミングネーミング ?

エンタープライズ・エンタープライズ・エンタープライズ・エンタープライズ・
ユーザー・セキュリユーザー・セキュリユーザー・セキュリユーザー・セキュリ
ティティティティ ?

4-10ページの「Oracleスキーマ作成要件」 ○ ○

4-10ページの「Oracleコンテキスト作成要件」 ○ ○

4-11ページの「Net8ディレクトリ・ネーミング
機能の要件」

○ ×

4-11ページの「エンタープライズ・ユーザー・
セキュリティ機能の要件」

× ○

注意注意注意注意 : Oracleスキーマと Oracleコンテキストは、両方とも Net8 
Configuration Assistantの実行時に作成されます。

注意注意注意注意 : Windows 2000ドメインで Oracleクライアントとデータベース・
サーバーを実行する必要があります。これは、使用する Oracleクライア
ントおよび Oracleデータベース・サーバーのリリースが何であっても当
てはまります。

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 説明説明説明説明
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Oracleスキーマ作成要件スキーマ作成要件スキーマ作成要件スキーマ作成要件
Active Directoryで Net8ディレクトリ・ネーミング機能およびエンタープライズ・ユー
ザー・セキュリティ機能を使用するには、次の Oracleスキーマ作成要件を完了します。ス
キーマとは、Active Directoryに格納される Net8エントリと Oracle8i データベース・エン
トリおよびその属性に対する一連の規則です。

� Oracleスキーマは、1つのフォレストに対して 1つしか作成できません。

� スキーマ作成は、Windows 2000ドメイン・コントローラ上で実行します。

� Windows 2000ドメイン・コントローラが操作マスターである必要があります。詳細は
Microsoftのドキュメントを参照してください。

� スキーマの作成には、スキーマ管理者グループのメンバーとしてログインします。ドメ
イン管理者は、デフォルトではスキーマ管理者グループ内に含まれます。

� インストールの前に、"Schema Update Allowed"レジストリ・パラメータを作成しま
す。詳細はMicrosoftのドキュメントを参照してください。

� Oracleスキーマの作成には、Net8 Configuration Assistantを使用します。スキーマは、
インストール中またはインストール後に作成できます。スキーマは、Oracle8i データ
ベースまたはクライアント・コンピュータで Net8 Configuration Assistantを実行すれ
ば作成できます。

Oracleコンテキスト作成要件コンテキスト作成要件コンテキスト作成要件コンテキスト作成要件
Active Directoryで Net8ディレクトリ・ネーミング機能およびエンタープライズ・ユー
ザー・セキュリティ機能を使用するには、次の Oracleコンテキスト作成要件を満たす必要
があります。Oracleコンテキストは、Active Directoryツリーでの最上位レベルの Oracleエ
ントリで、Oracle8i データベース・サービスおよび Net8ネット・サービス名オブジェクト
の情報が含まれます。

� Oracleコンテキストは、Windows 2000の 1つのドメイン（管理コンテキスト）に対し
て 1つしか作成できません。

� Net8 Configuration Assistantを使用してActive Directoryに Oracleコンテキストを作成
するには、ドメイン・オブジェクトの作成権限が必要です。ドメイン管理者の場合は、
この権利が自動的に付与されます。

� Oracleコンテキストの作成には、Net8 Configuration Assistantを使用します。Oracleコ
ンテキストは、インストール中またはインストール後に作成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成手順については『Oracle8i Net8管理者ガイド』を、構成
の概要については『Oracle8i for Windows NT インストレーション・ガイ
ド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インストール手順については『Oracle8i for Windows NT イン
ストレーション・ガイド』を、構成手順については『Oracle8i Net8管理者
ガイド』を参照してください。
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Active Directoryで Oracle8iを使用するための要件
Net8ディレクトリ・ネーミング機能の要件ディレクトリ・ネーミング機能の要件ディレクトリ・ネーミング機能の要件ディレクトリ・ネーミング機能の要件
まず、次の項に説明されている要件が満たされていることを確認します。

� 4-10ページの「Oracleスキーマ作成要件」

� 4-10ページの「Oracleコンテキスト作成要件」 

次の表には、Active Directoryで Net8ディレクトリ・ネーミングを使用するためにインス
トールする必要のあるMicrosoftおよび Oracleのソフトウェアのリリースを説明します。

エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能の要件エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能の要件エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能の要件エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能の要件
まず、次の項に説明されている要件が満たされていることを確認します。

� 4-10ページの「Oracleスキーマ作成要件」

� 4-10ページの「Oracleコンテキスト作成要件」 

次の表には、Active Directoryでエンタープライズ・ユーザー・セキュリティを使用するた
めに必要なMicrosoftおよび Oracleのソフトウェアのリリースを説明します。

対象対象対象対象 必要な必要な必要な必要な Microsoftソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 必要な必要な必要な必要な Oracleソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア

クライアン
ト・コン
ピュータ

� Windows 2000

� Active Directory・サービス・インタフェー
ス（ADSI）を装備したWindows NT 4.0

� 分散システム・クライアントのアップグレー
ドが装備されたWindows 95または
Windows 98

Oracle8i Client のリリース 8.1.6。Net8クライアン
トと次の構成ツールが含まれています。

� Net8 Configuration Assistant

� Net8 Assistant

注意注意注意注意 :インストール手順については『Oracle8i 
Client for Windows インストレーション・ガイド』
を参照してください。構成ツールで実行されるタ
スクの説明については 4-12ページの「必要な構成
ツール」を参照してください。

データベー
ス・サーバー

� Windows NT 4.0

� Windows 2000

Oracle8i データベース のリリース 8.1.6。データ
ベース・サービスをオブジェクトとして Active 
Directoryに登録するために必要です。

対象対象対象対象 Microsoftソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア Oracleソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア

クライアン
ト・コン
ピュータ

� Windows 2000

� Windows NT 4.0（ADSIの
装備は必須ではない）

� Windows 95または
Windows 98（分散システ
ム・クライアントのアップ
グレードの装備は必須では
ない）

Oracle8i Clientのリリース 8.1.5以降
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Active Directory環境への Oracle8iのインストールと構成
Active Directory環境への環境への環境への環境への Oracle8iのインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成
この項では、インストールと構成に関する概要を説明します。次の項目について説明しま
す。

� インストール作業

� 必要な構成ツール

� インストール後の構成作業

インストール作業インストール作業インストール作業インストール作業
Oracle8iのインストール手順については『Oracle8i for Windows NT インストレーション・
ガイド』の第 4章と第 5章を参照してください。

必要な構成ツール必要な構成ツール必要な構成ツール必要な構成ツール
Oracleクライアントと Oracle8i データベースを Active Directoryでアクセスできるように構
成するには、ツールがいくつか必要です。次の表で、これらのツールに関する次のことを説
明します。

� ツールが実行するタスク

� ツールの実行方法

� ツールの使用に関する詳細情報を記載したドキュメント

ツールは、使用する順にリストされています。環境を構成した後は、Net8ディレクトリ・
ネーミング機能およびエンタープライズ・ユーザー・セキュリティ機能を利用できます。

データベー
ス・サーバー

� ADSIの装備された
Windows NT 4.0

� Windows 2000

Oracleデータベース のリリース 8.1.6。これにより、次の機能が自
動的にインストールされます。

� Oracle Database Configuration Assistant

� Net8クライアント。これには次の構成ツールが含まれていま
す。

� Net8 Configuration Assistant

� Net8 Assistant

Oracle8i デー
タベースを管
理するリモー
ト・コン
ピュータ

Oracle Enterprise Managerコンソールのリリース 2.1。次の機能が
含まれています。

� Oracle Enterprise Security Manager

� Net8 Client

注意注意注意注意 : エンタープライズのユーザー、ロール、ドメインを作成し管
理する場合は、Oracle Enterprise Security Managerが必要です。

対象対象対象対象 Microsoftソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア Oracleソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア
4-12 Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド



Active Directory環境への Oracle8iのインストールと構成
目的目的目的目的 実行するツール実行するツール実行するツール実行するツール ツールの実行タイミングツールの実行タイミングツールの実行タイミングツールの実行タイミング 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

Active Directoryに Oracle
スキーマと Oracleコンテ
キストを作成する（インス
トールされていない場合）

および

Active Directoryでのセ
キュリティ確保のためにア
クセス制御リストを設定す
る

Net8 Configuration 
Assistant。Active 
Directoryでの Oracle8i 
データベース・サーバー
の構成手順をガイドしま
す。このツールは、
Oracle8i データベース・
サーバー上またはサー
バーに接続するクライア
ント・コンピュータから
実行します。

方法は 2つあります。

� Oracle8i Server（Oracle8i 
データベース）のカスタム・
インストールの終わりに自
動的に起動されます。

� Oracle8i Serverの後に手動で
起動します。

� 『Oracle8i Net8管理
者ガイド』の第 6章

� 『Oracle8i for 
Windows NT インス
トレーション・ガイ
ド』の第 4章および
第 5章

� Net8 Configuration 
Assistantに同梱のオ
ンライン・ヘルプ

Oracle8i データベースをオ
ブジェクトとして Active 
Directoryに登録する 

注意注意注意注意 :この作業は、エン
タープライズ・ユーザー・
セキュリティ機能を使用し
ない場合は不要です。

Oracle Database 
Configuration Assistant

方法は 2つあります。

� Oracle8i データベースをカス
タム・インストールした場
合は、Net8 Configuration 
Assistantが Oracleスキーマ
と Oracleコンテキストを作
成し、アクセス制御リスト
によるセキュリティを設定
した後に自動的に起動され
ます。

� Oracle8i Serverをインストー
ルし、Net8 Configuration 
Assistantにより Active 
Directoryのアクセスを構成
した後に手動で起動します。
「データベース構成の変更」
オプションを選択します。

� 『Oracle8i for 
Windows NT 管理者
ガイド』

� 『Oracle8i for 
Windows NT インス
トレーション・ガイ
ド』の第 4章および
第 5章
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Active Directory環境への Oracle8iのインストールと構成
インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業
エンタープライズ・ユーザー・セキュリティを使用するには、OSAUTH_X509_NAMEレジ
ストリ・パラメータを TRUEに設定する必要があります。詳細は、8-8ページの「エンター
プライズ・ユーザーの認証」を参照してください。

Active Directoryをアクセ
スするように Oracle8iク
ライアント・コンピュータ
を構成する

Net8 Configuration 
Assistant。Active 
Directoryを使用したクラ
イアント・コンピュータ
構成手順をガイドします。
次のことを要求するプロ
ンプトを表示します。

� Oracle8i データベー
スに接続するための
ネーミング方法とし
て「ディレクトリ・
ネーミング・メソッ
ド」を選択します。

� Oracleクライアント
を統合する Active 
Directoryを識別し
ます。

Net8 Configuration Assistantを
実行する方法は 2つあります。

� Oracle8i Clientの任意のタイ
プのインストールの終わり
に自動的に起動されます。
（インストール・タイプとし
ては、「管理者」、「アプリ
ケーション・ユーザー」、
「プログラマ」、または「カ
スタム」があります。）

� Oracle8i Clientを任意のタイ
プでインストールした後、
手動で起動します。

� 『Oracle8i Net8管理
者ガイド』の第 6章

� 『Oracle8i for 
Windows NT インス
トレーション・ガイ
ド』の第 4章および
第 5章

� Net8 Configuration 
Assistantに同梱のオ
ンライン・ヘルプ

ネット・サービス名オブ
ジェクトを作成または変更
する、あるいはデータベー
スの Net8属性を変更する

Net8 Assistant Net8 Assistantは手動で起動する
必要があります。

� 『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

� Net8 Assistantに同
梱のオンライン・ヘ
ルプ

Active Directoryにエン
タープライズ・ユーザー、
ロール、ドメインを作成す
る（エンタープライズ・
ユーザー・セキュリティ）

Oracle Enterprise Security 
Manager

Oracle Enterprise Managerコン
ソールの統合アプリケーションと
して手動で起動されます。

� 『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイ
ド』

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Security Managerは Oracle Advanced Security
の 1機能です。

目的目的目的目的 実行するツール実行するツール実行するツール実行するツール ツールの実行タイミングツールの実行タイミングツールの実行タイミングツールの実行タイミング 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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接続のテスト
接続のテスト接続のテスト接続のテスト接続のテスト
この項では、Active Directoryを介して Oracle8i データベースに接続する方法を説明します。
次の項目について説明します。

� クライアント・コンピュータからの接続のテスト

� Microsoftツールからの接続のテスト

クライアント・コンピュータからの接続のテストクライアント・コンピュータからの接続のテストクライアント・コンピュータからの接続のテストクライアント・コンピュータからの接続のテスト
クライアント・コンピュータから Oracle8i データベースに接続するには、Oracleコンテキス
トに表示されるデータベース・エントリを指定します。たとえば、Active Directoryの
Oracleコンテキストに表示されるデータベース・サービス・エントリが salesの場合、ユー
ザーは次のように SQL*Plusを介して Oracle8i データベースに接続します。

この表の接続文字列は、DNSスタイルの規則に従っています。Active Directoryでは、
X.500命名規則を使用した接続もサポートしていますが、DNSスタイルの規則の方が使いや
すいため、DNSスタイルの規則をお薦めします。DNSスタイルの規則を使用すれば、クラ
イアント・ユーザーは最低限の接続情報を入力するだけでディレクトリ・サーバー経由で
Oracle8i データベースにアクセスできます。クライアント・コンピュータと Oracle8i データ
ベースが別々のドメインにある場合でも、これが当てはまります。X.500での名前は長くな
ります。クライアントと Oracle8i データベースが別々のドメインにある場合（管理コンテキ
ストとも呼ぶ）は、名前がより長くなります。

X.500命名規則の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 2章「Net8の概念」を参照し
てください。

Microsoftツールからの接続のテストツールからの接続のテストツールからの接続のテストツールからの接続のテスト
Active Directoryにある Oracleディレクトリ・オブジェクトは、次のようなMicrosoftツー
ルと統合されます。

� Windows NTエクスプローラ

� Active Directoryユーザーとコンピュータ

クライアントとクライアントとクライアントとクライアントと Oracle8i データベースの配置データベースの配置データベースの配置データベースの配置
場所場所場所場所 クライアントでの指定クライアントでの指定クライアントでの指定クライアントでの指定

同一ドメイン SQL> CONNECT SCOTT/TIGER@SALES

異なるドメイン SQL> CONNECT 
SCOTT/TIGER@SALES@DOMAIN

ここで、DOMAINは Oracle8i データベースが
置かれているドメインです。
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接続のテスト
これらのMicrosoftツールの中から、次のような作業を実行できます。

� SQL*Plusを使用した Oracle8i データベースへの接続

� Oracle8i データベースの接続テスト

接続ツールのアクセス接続ツールのアクセス接続ツールのアクセス接続ツールのアクセス
接続ツールのアクセス方法接続ツールのアクセス方法接続ツールのアクセス方法接続ツールのアクセス方法

1. 接続相手のMicrosoftツールを起動します。

2. Oracleコンテキストのあるドメインを拡張します。

3. Oracleコンテキストに移動します。

4. ネット・サービス名属性を定義するオブジェクトを右クリックします。

オプションがいくつか含まれたメニューが表示されます。

注意注意注意注意 : Active Directory経由で Oracle8i データベースにアクセスするすべ
てのクライアントには、Oracleコンテキスト内のすべてのNet8ネット・
サービス名オブジェクトに対する読込みアクセス権が必要であり、Active 
Directoryを使用して匿名で認証できる必要があります。Net8 
Configuration Assistantは、これを自動的に設定します。

接続相手接続相手接続相手接続相手 選択方法選択方法選択方法選択方法

Active Directoryユーザー
とコンピュータ

1. 「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→
「Active Directoryユーザーとコンピュータ」を選択しま
す。

Windowsエクスプローラ 1. 「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「エク
スプローラ」を選択します。

2. 「マイ ネットワーク」を拡張します。

3. 「ネットワーク全体」を拡張します。

4. 「ディレクトリ」を拡張します。
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接続のテスト
5. 該当する項目を選択します。

行う作業行う作業行う作業行う作業 付与されるロール付与されるロール付与されるロール付与されるロール

接続のテスト 1. 「テスト」を選択します。

2. 4-18ページの「接続のテスト」に進みます。

SQL*Plusを使用した
接続

1. 「 SQL*Plusで接続」を選択します。

2. 4-18ページの「SQL*Plusを使用した接続」に進みます。
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Oracleディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リストの管理
接続のテスト接続のテスト接続のテスト接続のテスト
接続の状態を示す状態メッセージが表示されます。

SQL*Plusを使用した接続を使用した接続を使用した接続を使用した接続
「Oracle SQL*Plusのログオン」ダイアログ・ボックスが表示されます。

1. ユーザー名とパスワードを入力します。

接続の状態を示す状態メッセージが表示されます。

Oracleディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リスディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リスディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リスディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リス
トの管理トの管理トの管理トの管理

アクセス制御リストには次の項目が指定され、Active Directoryのセキュリティを提供しま
す。

� オブジェクト内のオブジェクト属性をアクセスできるユーザー

� エントリをアクセスするための認証方法
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Oracleディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御リストの管理
� アクセス権またはユーザーがオブジェクト内のオブジェクト（読込み /書込み）属性に
対して行えること

Oracleコンテキストが Active Directoryに作成されるときに、3つのセキュリティ・グルー
プが自動的に作成されます。アクセスを構成する（したがって Oracleコンテキストを作成
する）ユーザーは、このグループのそれぞれに自動的に追加されます。

セキュリティ・グループのアクセスセキュリティ・グループのアクセスセキュリティ・グループのアクセスセキュリティ・グループのアクセス
Active Directoryユーザーとコンピュータを使用すれば、ユーザーを追加または削除し、あ
るいは 3つのセキュリティ・グループ内の権限設定を変更することができます。

ユーザーの追加または削除には、ツールがいくつかあります。

グループグループグループグループ 説明説明説明説明

OracleDBSecurityAdmin Oracleコンテキストの作成者のグループです。このグループの
ユーザーは、次のことも実行できます。

� 3つのすべてのセキュリティ・グループのメンバーを管理す
る

� Oracleコンテキスト内のオブジェクトを管理する

� Oracle Enterprise Security Managerを使用してセキュリ
ティ・ドメインを作成する

OracleDBCreator Oracle8i データベースの作成者のグループです。このグループの
ユーザーは、次のことを実行できます。

� 作成した Oracle8i データベースのオブジェクトを変更する

� このグループのメンバーを読み込む（変更はできない）

ドメイン管理者は、自動的にこのグループのメンバーになります。

注意注意注意注意 :ドメイン管理者は、Oracle Database Configuration 
Assistantおよび Net8 Assistantを起動できますが、Oracle 
Enterprise Security Managerを使用することはできません。
Oracle Enterprise Security Managerを使用するには、
OracleDBSecurityAdminsグループのメンバーになる必要があり
ます。

OracleNetAdmins このグループのユーザーは、次のことを実行できます。

� ネット・サービス名オブジェクトを作成し変更する

� このグループのメンバーを読み込む

� データベース・オブジェクト内のネット・サービス情報を変
更する
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この項では、Active Directoryユーザーとコンピュータの使用方法について説明します。
Oracle Enterprise Security Managerの使用方法の詳細は、『Oracle8i Advanced Security 管理
者ガイド』を参照してください。

ユーザーの追加または削除、あるいは権限設定の変更には、次の手順を実行します。ユーザーの追加または削除、あるいは権限設定の変更には、次の手順を実行します。ユーザーの追加または削除、あるいは権限設定の変更には、次の手順を実行します。ユーザーの追加または削除、あるいは権限設定の変更には、次の手順を実行します。

1. 「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「Active Directoryユーザーとコン
ピュータ」を選択します。

2. メイン・メニューの「表示」メニューから「拡張機能」を選択します。

これで、通常は非表示の情報を表示したり編集することができます。

3. Oracleコンテキストのあるドメイン（管理コンテキスト）を拡張します。

4. 「Users」を拡張します。

右のウィンドウ・ペインに 3つのセキュリティ・グループが表示されます。

必要な処理必要な処理必要な処理必要な処理 使用するバージョン使用するバージョン使用するバージョン使用するバージョン

OracleNetAdminsにユーザーを追加また
は削除する

Active Directoryユーザーとコンピュータ

OracleDBSecurityAdminまたは
OracleDBCreatorにユーザーを追加または
削除する

Oracle Enterprise Security Manager または Active 
Directoryユーザーとコンピュータ

注意注意注意注意 : この項に説明されている手順を実行するには、Active Directory
ユーザーとコンピュータを使用します。Windowsエクスプローラは、こ
の機能は提供していません。
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5. 表示または変更する Oracleセキュリティ・グループを右クリックします。

オプションがいくつか含まれたメニューが表示されます。

6. 「プロパティ」をクリックします。

7. 該当する項目を選択します。

ユーザーの追加または削除ユーザーの追加または削除ユーザーの追加または削除ユーザーの追加または削除
ユーザーを追加または削除するには、次の手順を実行します。ユーザーを追加または削除するには、次の手順を実行します。ユーザーを追加または削除するには、次の手順を実行します。ユーザーを追加または削除するには、次の手順を実行します。

1. 4-19ページの「セキュリティ・グループのアクセス」に説明されているアクセス手順を
完了します。

選択したグループの「プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます（この例で
は、OracleDBSecurityAdmins）。

行う作業行う作業行う作業行う作業 付与されるロール付与されるロール付与されるロール付与されるロール

ユーザーを追加または
削除する

1. 「メンバ」タブをクリックします。

2. 4-21ページの「ユーザーの追加または削除」に進みます。

権限を変更する 1. 「セキュリティ」タブをクリックします。

2. 4-22ページの「ユーザー権限の変更」に進みます。

3つのセキュリ
ティ・グループ
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2. 該当する項目を選択します。

ユーザー権限の変更ユーザー権限の変更ユーザー権限の変更ユーザー権限の変更
ユーザー権限を変更するには、次の手順を実行します。ユーザー権限を変更するには、次の手順を実行します。ユーザー権限を変更するには、次の手順を実行します。ユーザー権限を変更するには、次の手順を実行します。

1. 4-19ページの「セキュリティ・グループのアクセス」に説明されているアクセス手順を
完了します。

目的目的目的目的 付与されるロール付与されるロール付与されるロール付与されるロール

ユーザーの追加 1. 「追加」をクリックします。

「ユーザー、連絡先、またはコンピュータの選択」ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。

2. 該当するユーザーまたはグループを選択し、「追加」をクリックしま
す。

選択した項目が「ユーザー、連絡先、またはコンピュータの選択」ダ
イアログ・ボックスに表示されます。

3. 「OK」をクリックします。

ユーザーの削除 1. 削除するユーザーを選択します。

2. 「削除」をクリックします。

そのユーザーが削除されます。

3. 「OK」をクリックします。
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選択したグループの「プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「詳細」をクリックします。

3. 「表示 /編集」をクリックします。

選択したグループの「アクセス許可のエントリ」ダイアログ・ボックスが表示されま
す。

4. グループ権限を表示するか、または該当する変更を加えます。

5. 「OK」をクリックします。

セキュリティ・ドメインの作成セキュリティ・ドメインの作成セキュリティ・ドメインの作成セキュリティ・ドメインの作成
デフォルトのセキュリティ・ドメイン OracleDefaultDomainが、Oracleコンテキスト内に
作成されます。このドメインを使用しない場合または別のドメインを作成する場合は、
Oracle Enterprise Security Managerを使用して追加のセキュリティ・ドメイン（エンタープ
ライズ・ドメインと呼ぶ）を作成します。これらのドメインは、OracleDBSecurityフォルダ
の下に追加されます。
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インストール後の構成
5

インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業

この章では、Oracle interMediaなどの製品や Oracleのオプションを使用する前に実行する
必要がある構成作業をいくつか説明します。該当する箇所には、構成作業に関して参照する
他のドキュメントが参照先として記載されています。

次の項目について説明します。

� Oracle interMedia

� Oracle Spatial

� Oracle Time Series

� Oracle Visual Information Retrieval

� マルチスレッド・サーバーのサポート

� Advanced Replication

注意注意注意注意 : この章のディレクトリ・パスの例は、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに準拠しています（たとえば、
ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥RDBMS¥ADMIN）。インストール時に
OFA未対応のディレクトリを指定した場合、ディレクトリ・パスは異な
ります。詳細は、3-21ページの「OFAおよび複数の Oracleホームの構
成」を参照してください。
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Oracle interMedia
Oracleを使用すると、テキストからオーディオ、ビデオまで、様々なメディアのファイルを
管理できます。各メディアに収められているファイルは、Oracle interMediaなどの特定のオ
プションを使用して管理されます。この項では、interMediaの構成について説明し、さらに
各メディア管理コンポーネントについて解説します。Oracle interMediaは、Oracle8i 
Enterprise Editionでのみ使用可能です。

Audio
Oracle interMedia Audioは、Oracleデータベース内の様々なファイル形式のオーディオ・
データを管理します。一般に使用されているオーディオ・ファイル形式の会話、歌、その他
の音声などいろいろな種類のオーディオ・データがサポートされています。このため、他の
アプリケーション固有のオブジェクト・リレーショナル・データにオーディオ・データを組
み込むことができます。

Video
Oracle interMedia Videoは、いろいろなビデオ・ファイル形式のビデオ・データを管理しま
す。このため、他のアプリケーション固有のオブジェクト・リレーショナル・データにビデ
オ・データを組み込むことができます。

Image
Oracle interMedia Imageには、オブジェクト・データ型（ODT）を介してイメージの格納、
検索および形式変換を行う機能があります。また、バイナリ・ラージ・オブジェクト
（BLOB）を使用したイメージの格納、および外部ファイル（BFILE）におかれるイメージ・
データの参照もサポートします。

さらに、Oracle interMedia Imageコンポーネントには、Oracleデータベースからイメージを
抽出する方法を説明するサンプル・デモが付属しています。

Locator
Oracle interMedia Locatorを使用すると、Oracle8iでロケータ・アプリケーションと周辺検
索にオンライン・インターネット・ベースのジオコーディング機能が利用できるようになり
ます。

Text
Oracle interMedia Text（以前は ConTextと呼ばれていたもの）を使用すると、ほとんどの
Oracleインタフェースから SQLと PL/SQLを介してテキスト問合せを実行できます。
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Oracle interMedia Textを Oracleデータベース・サーバーとともにインストールすることに
よって、SQL*Plus、Oracle Formsおよび Pro*C/C++などのクライアント・ツールで Oracle
データベース内のテキストを取り出し、処理することができます。

Oracle interMedia Textでは、Oracleデータベースの従来のデータ型と同時にテキスト・
データが管理されます。 テキストが挿入、更新または削除されたときは、Oracle interMedia 
Textによってその変更が自動的に管理されます。

Oracle interMedia Audio、、、、Video、、、、Imageおよびおよびおよびおよび Locatorの構成作業の構成作業の構成作業の構成作業

次の表を確認して、Oracle interMediaのコンポーネント Audio、Video、Imageおよび
Locatorを構成する方法を判断します。

インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的 構成方法構成方法構成方法構成方法

Oracle8i Enterprise Editionの「標準」
インストレーション・タイプのパスで
Oracle interMediaをインストールした。

手動の構成は必要ありません。5-4ページの「Oracle interMediaの Audio、
Video、Imageおよび Locatorの構成」に示されている作業は、すべて自動
的に実行されます。

Oracle8i Enterprise Editionの「カスタ
ム」インストレーション・タイプのパ
スで Oracle interMediaと Oracle8i 
Serverを一緒にインストールした。

Oracle Database Configuration Assistantがインストールの終了時に起動し
ます。次のオプションのいずれかを選択します。

� 「カスタム」

� 「標準」の後に、「新規データベース・ファイルの作成」オプション

Oracle Database Configuration Assistantで、interMediaを自動的に構成す
るかどうかを尋ねられます。

Oracle8i Enterprise Editionとは別のイ
ンストールで Oracle interMediaをイン
ストールした。

次のいずれかの方法で、Oracle interMediaを手動で構成する必要がありま
す。

� 5-4ページの「Oracle interMediaの Audio、Video、Imageおよび
Locatorの構成」に説明されている作業を実行します。

� Oracle Database Configuration Assistantを起動して、「データベースの
変更」を選択します。その後、画面上の指示に従います。

Oracle7の LISTENER.ORAファイルと
TNSNAMES.ORAファイルを Oracle8i
のネットワーク・ディレクトリに手動
でコピーした。

サーバーのネットワーク構成ファイル TNSNAMES.ORAと
LISTENER.ORAを変更して、外部プロシージャ・コールが機能し、
interMediaが正常に機能するようにする必要があります。『Oracle8i Net8管
理者ガイド』の第 8章の「外部プロシージャを使用する場合の Net8の構
成」の項の作業に従います。

デモを使用する。 Oracle interMediaのサンプル・デモの構成についてこの後で説明されてい
る作業を実行します。

Oracle interMedia Imageのサンプル・
デモを作成する。

Cコンパイラをインストールします。

Oracle interMediaとともに Oracle 
Visual Information Retrievalを使用す
る。

まず Oracle interMediaをインストールします。「カスタム」インストール・
タイプを使用し、この両方のオプションを同時にインストールするように
選択した場合は、Oracle interMediaが最初にインストールされています。
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Oracle interMediaのののの Audio、、、、Video、、、、Imageおよびおよびおよびおよび Locatorの構成の構成の構成の構成
Oracle interMediaのののの Audio、、、、Video、、、、Imageおよびおよびおよびおよび Locatorを構成する方法を構成する方法を構成する方法を構成する方法 :

1. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

2. データベースに SYSアカウントで接続します。

SQL> CONNECT SYS/PASSWORD AS SYSDBA

3. データベースを開始します（必要な場合）。

SQL> STARTUP

4. ORDINST.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥ADMIN¥ORDINST.SQL

5. IMINST.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥IM¥ADMIN¥IMINST.SQL

6. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

Oracle interMediaのののの Audio、、、、Video、、、、Imageおよびおよびおよびおよび Locatorののののデモデモデモデモの構成の構成の構成の構成
Oracle interMedia Audioデモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法 :

1. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥AUD¥DEMOディレクトリに移動します。

2. README.TXTファイルの指示に従ってください。

Oracle interMedia Videoデモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法 :

1. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥VID¥DEMOディレクトリに移動します。

2. README.TXTファイルの指示に従ってください。

Oracle interMedia Imageデモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法 :

1. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥IMG¥ADMINディレクトリに移動します。

2. このディレクトリの READMEファイルの指示に従って、デモを構成します。

3. 次のように入力して、Microsoft Cコンパイラ用の interMedia ImageデモのMakeを実
行します。

C:¥> MAKE

次の場所にその他のデモが置かれています。

ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥IMG¥DEMO¥VC¥IMGSAMP¥SIMPIMG
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デモをビルドして実行するには、まず、自分の環境に合わせてMAKEFILEを修正する必要
があります。

Oracle interMedia Locatorデモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法デモを構成する方法 :

1. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥MD¥DEMO¥GEOCODERディレクトリに移動しま
す。

2. Oracle8iにロードできるサンプル・データが NH_CS.SQLファイルに含まれています。
GEOHTTP.SQLおよび GEOLOCAT.SQLは、Locatorの機能の使用方法を示す例です。
GEOINDEX.SQLには、Locatorを使用して作成されるデータ索引の例が含まれていま
す。

Oracle interMedia Textの構成作業の構成作業の構成作業の構成作業
次の表を確認し、Oracle interMedia Textのインストール後の作業を判断します。

次の条件うちの 1つが満たされていれば、Oracle8i データベースはすでに Oracle interMedia 
Textとともに使用するように構成されています。

� データベースが、Oracle8i Enterprise Editionを「標準」インストール・タイプでインス
トールして作成した初期データベースである。

インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的 構成方法構成方法構成方法構成方法

CD-ROMから Oracle interMedia Textをイ
ンストールしたが、interMedia Textの旧
リリース（ConTextと呼ばれていたもの）
はインストールしていない。

この表の下の説明を参照してください。

CD-ROMから Oracle interMedia Textをイ
ンストールしてあり、interMedia Textの
旧リリース（ConTextと呼ばれていたも
の）もインストールしてある。

『Oracle8i interMedia Text 移行ガイド』を参照してください。

データベースを移行したが、外部プロシー
ジャのために Net8の構成が必要になる可
能性がある。これを行わないと、Oracle 
interMedia Textが動作しないことがあり
ます。移行の場合を除いて、Net8はデ
フォルトで Oracle interMedia Textととも
に動作するように正しく構成しておく必要
があります。

『Oracle8i interMedia Text 移行ガイド』および『Oracle8i interMedia 
Text リファレンス』を参照してください。

Microsoft Wordなどの書式付き文書に索
引を付ける。

ドキュメント・セットに索引を付ける前に、INSOフィルタを使用する
ように環境を設定する必要があります。INSOフィルタを使用するよう
に環境を設定する方法の詳細は、『Oracle8i interMedia Text リファレン
ス』の付録 Cを参照してください。
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� データベースは、次の手順を実行して作成した初期データベースである。

1. 「カスタム」インストール・タイプで Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8iを
インストール。

2. 「使用可能な製品コンポーネント」ダイアログ・ボックスで「Oracle8i Server」を
選択。

3. Oracle Database Configuration Assistantを実行するかどうかを尋ねるプロンプト
で、「はい」をクリック。

4. 「標準」データベース作成タイプを選択。

5. 「CDから既存のデータベース・ファイルをコピー」を選択。

� Oracle Database Configuration Assistantをスタンドアロン・モードで使用し、「標準」
データベース作成タイプを選択し、「CDから既存のデータベース・ファイルをコピー」
を選択して、データベースを作成した。

前記のいずれにも相当しない場合には、次のうちの 1つを実行して、Oracle interMedia Text
とともに使用するように Oracleデータベースを構成する必要があります。

� Oracle Database Configuration Assistantの使用

� 手動による構成

Oracle Database Configuration Assistantの使用の使用の使用の使用
Oracle Database Configuration Assistantを使用して、Oracle8i データベースの作成時または
作成後に、Oracle interMedia Textとともに使用するようにデータベースを構成することが
できます。

手動による構成手動による構成手動による構成手動による構成
Oracle interMedia Textとともに使用できるように Oracleデータベースを手動で構成する作
業では、Oracle interMedia Textのデータ・ディクショナリ表の表領域を作成してから、
CTXSYSユーザー名と Oracle interMedia Textのデータ・ディクショナリ表自体を作成しま
す。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 初期データベースの作成方法については、第 6章「インス
トール後のデータベースの作成」および『Oracle8i for Windows NT イン
ストレーション・ガイド』を参照してください。

構成するタイミング構成するタイミング構成するタイミング構成するタイミング 方法方法方法方法

後で 1. 「ようこそ」ページの「データベースの変更」を選択します。

2. 「修正するデータベースのインスタンスを選択」ページで変更
するデータベースを選択します。

3. 「データベースで使用するオプションを選択してください :」
ページの「Oracle interMedia Text」を選択します。
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Oracle interMedia Textのデータ・ディクショナリ表の表領域を作成する方法のデータ・ディクショナリ表の表領域を作成する方法のデータ・ディクショナリ表の表領域を作成する方法のデータ・ディクショナリ表の表領域を作成する方法 :

1. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

2. SYSで接続します。

Enter user-name: SYS/PASSWORD

3. 次のように、Oracle interMedia Textのデータ・ディクショナリ表の表領域を作成しま
す。

SQL> CREATE TABLESPACE TABLESPACE_NAME DATAFILE 'ORACLE_BASE¥ORADATA¥
DB_NAME¥DR01.DBF' SIZE 80M;

CTXSYSユーザー名とユーザー名とユーザー名とユーザー名と interMedia Textのデータ・ディクショナリ表を作成する方法のデータ・ディクショナリ表を作成する方法のデータ・ディクショナリ表を作成する方法のデータ・ディクショナリ表を作成する方法 :

1. INTERNALで接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL/PASSWORD

2. DR0CSYS.SQLスクリプトを実行して、CTXSYSユーザー名を作成します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥CTX¥ADMIN¥DR0CSYS.SQL PASSWORD 
DEFAULT_TABLESPACE_NAME TEMPORARY_TABLESPACE_NAME;

各項目は次のとおりです。

�  PASSWORDは、CTXSYSユーザー名に対して使用するパスワードです。

� DEFAULT_TABLESPACE_NAMEは、Oracle interMedia Textのデータ・ディクショ
ナリ表のデフォルトの表領域です。デフォルトの表領域を、「Oracle interMedia 
Textのデータ・ディクショナリ表の表領域を作成する方法 :」で指示されている手
順 3の TABLESPACE_NAMEの値に設定します。

� TEMPORARY_TABLESPACE_NAMEは、Oracle interMedia Textのデータ・ディク
ショナリ表の一時表領域です。一時表領域を、「Oracle interMedia Textのデータ・
ディクショナリ表の表領域を作成する方法 :」で指示されている手順 3の
TABLESPACE_NAMEの値に設定します。

3. CTXSYSで接続します。

SQL> CONNECT CTXSYS/PASSWORD

4. 次のように DR0INST.SQLスクリプトを実行して、Oracle interMedia Textのデータ・
ディクショナリ表を作成し、移入します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥CTX¥ADMIN¥DR0INST.SQL ORACLE_BASE¥
ORACLE_HOME¥CTX¥LIB¥ORACTXX8.DLL;
インストール後の構成作業 5-7



Oracle Spatial
5. 次のように言語固有のデフォルト・スクリプトを実行します。XXは言語コード（たと
えば、US）です。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥CTX¥ADMIN¥DEFAULTS¥DRDEFXX.SQL;

6. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

Oracle Spatial
Oracle Spatialを使用すると、ユーザーは、より簡単かつ直感的に空間データの格納、取出
しおよび操作を行うことができます。

空間データには、たとえば道路地図があります。道路地図は、点、線および多角形によっ
て、都市、道路および県などの行政上の境界が表現されている、2次元のオブジェクトです。
道路地図は、地理情報を表します。都市、道路および行政上の境界の位置は、オブジェクト
の相対的位置と相対的距離が保たれた状態で、2次元の画面または紙に投影されます。

次の表を確認し、構成作業を判断します。

Oracle Spatialの構成の構成の構成の構成 
1. MS-DOSコマンド・プロンプトから SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的 構成方法構成方法構成方法構成方法

Oracle8i Enterprise Editionの「標準」
インストール・タイプで Oracle Spatial
をインストールした。

手動の構成は必要ありません。「Oracle Spatialの構成」で説明されている
Oracle Spatialの構成作業は、すべて自動的に実行されます。

Oracle8i Enterprise Editionの「カスタ
ム」インストール・タイプで Oracle 
Spatialと Oracle8i Serverを一緒にイン
ストールした。

Oracle Database Configuration Assistantがインストールの終了時に起動し
ます。次のオプションのいずれかを選択します。

� 「カスタム」

� 「標準」の後に、「新規データベース・ファイルの作成」オプション

Oracle Database Configuration Assistantが Oracle Spatialを自動的に構成
するかどうかを尋ねるプロンプトを表示します。

Oracle8i Enterprise Editionとは別のイ
ンストールで Oracle Spatialをインス
トールした。

次のいずれかの方法で、Oracle Spatialを手動で構成する必要があります。

� 「Oracle Spatialの構成」で説明されている Oracle Spatialの構成作業を
実行します。

� Oracle Database Configuration Assistantを起動して、「データベースの
変更」を選択します。その後、画面上の指示に従います。
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Oracle Time Series
2. データベースに INTERNALアカウントで接続します。

Enter user-name: INTERNAL

3. データベースを開始します（必要な場合）。

SQL> STARTUP

4. ORDINST.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥ADMIN¥ORDINST.SQL

5. データベースに SYSTEMユーザーで接続します。

SQL> CONNECT SYSTEM/PASSWORD

ここで、PASSWORDは、SYSMTEMユーザー・アカウントのパスワードで、デフォル
トではMANAGERです。このパスワードを変更した場合は、MANAGERを正しいパ
スワードに置き換えます。

6. MDINST.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥MD¥ADMIN¥MDINST.SQL

7. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

Oracle Time Series
Oracle Time Seriesでは、オブジェクト・データ型（ODT）により、タイムスタンプ付きの
データを格納し検索します。

Oracle Time Seriesは、エンド・ユーザー向けのアプリケーションではなく、アプリケー
ションの基本要素です。たとえば、アプリケーションではこのオプションを使用して、株
式、債券および投資信託の売買など、金融市場取引から導出された履歴データを処理できま
す。その結果、特定の日付の株式の始値、終値、最低値、最高値を調べたり、特定の年の株
式の月々の取引量を計算したり、1年間の株式の 30日移動平均を求めることができます。

さらに、Oracle Time Seriesには、製品の動作を説明する一組のサンプル・デモが付属して
います。

次の表を確認し、構成作業を判断します。

注意注意注意注意 : スクリプトMDINST.SQLには、変数%MD_SYS_PASSWORD%
が含まれており、この変数は Oracle Universal Installerによってインス
トール時にインスタンス化されます。したがって、MDSYSユーザのパス
ワードを変更した場合は、手動インストールの際に、そのパスワードで
MDINST.SQLスクリプトを更新することも忘れないようにしてください。
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Oracle Time Series
Oracle Time Seriesの構成の構成の構成の構成
Oracle Time Seriesを構成する方法を構成する方法を構成する方法を構成する方法 :

1. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

2. データベースに INTERNALアカウントで接続します。

Enter user-name: INTERNAL

3. データベースを開始します（必要な場合）。

SQL> STARTUP

4. ORDINST.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥ADMIN¥ORDINST.SQL

5. TSINST.SQLスクリプトを実行します。

インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的 構成方法構成方法構成方法構成方法

Oracle8i Enterprise Editionの「標準」
インストレーション・タイプのパスで
Oracle Time Seriesをインストールし
た。

手動の構成は必要ありません。5-10ページの「Oracle Time Seriesの構成」
で説明されている構成作業は、すべて自動的に実行されています。 

Oracle8i Enterprise Editionの「カスタ
ム」インストレーション・タイプのパ
スで Oracle Time Seriesと Oracle8i 
Serverを一緒にインストールした。

Oracle Database Configuration Assistantがインストールの終了時に起動し
ます。次のオプションのいずれかを選択します。

� 「カスタム」

� 「標準」の後に、「新規データベース・ファイルの作成」オプション

Oracle Database Configuration Assistantが Oracle Time Seriesを自動的に
構成するかどうかを尋ねるプロンプトを表示します。

Oracle8i Enterprise Editionとは別のイ
ンストールで Oracle Time Seriesをイン
ストールした。

次のいずれかの方法で、Oracle Time Seriesを手動で構成する必要がありま
す。

� 「Oracle Time Seriesの構成」に説明されている作業を実行します。

� Oracle Database Configuration Assistantを起動して、「データベースの
変更」を選択します。その後、画面上の指示に従います。

デモを使用する。 次の表に示す作業を実行します。

Oracle7の LISTENER.ORAファイルと
TNSNAMES.ORAファイルを Oracle8i
のネットワーク・ディレクトリに手動
でコピーした。

サーバーのネットワーク構成ファイル TNSNAMES.ORAと
LISTENER.ORAを変更して、外部プロシージャ・コールが機能し、Oracle 
Time Seriesが正常に機能するようにする必要があります。『Oracle8i Net8
管理者ガイド』で示す作業を実行します。
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Oracle Time Series
SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥TS¥ADMIN¥TSINST.SQL

6. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

次の Oracle Time Seriesのデモは、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥TS¥DEMOとい
うサブディレクトリの中にあります。

Oracle Time Seriesのデモの構成のデモの構成のデモの構成のデモの構成

Oracle Time Seriesのデモを構成する方法のデモを構成する方法のデモを構成する方法のデモを構成する方法 :

1. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥TS¥DEMOディレクトリに移動します。

2. このディレクトリの READMEファイルを読んで、Oracle Time Seriesのデモの概要を理
解します。

3. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥TS¥DEMOの適切なサブディレクトリに移動
し、使用するデモの構成方法を確認します（たとえば、Pro*C/C++の場合は PROC
ディレクトリ）。

デモデモデモデモ ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ デモの動作デモの動作デモの動作デモの動作

基本的な使用方法 USAGE Oracle Time Seriesで使用できるサンプル・データベースが作成され、いく
つかの基本的な問合せのデモが実行されます。このデモは、すべてのデモの
基礎として使用されます。

オプションの拡張 EXTEND 新しい機能を使用して Oracle Time Seriesの機能を拡張する、PL/SQLコー
ドのサンプルが含まれています。Oracle Time Seriesを拡張するには Oracle 
Objectsオプションが必要です。

OCI OCI クライアント側の時系列アクセスの Cの例です。

Pro*C/C++プリ
コンパイラ

PROC クライアント側の時系列アクセスに対するいくつかのアプローチの例です。
このデモを構築するには、Pro*C/C++が必要です。

Developer 2000 DEV2K Developer 2000 Graphicが取り込まれた Developer 2000 Formが含まれま
す。いずれも、Oracle Time Seriesを使用してデータがアクセスされます。
このデモには、Developer 2000リリース 2.0以降が必要です。

クイック・スター
ト

TSQUICK すぐに開始できるよう提供されています。このデモでは、TSToolsを使用し
て、株式価格設定データベースの Oracle Time Seriesスキーマの生成を自動
化し、その後で、いくつかの基本問合せのデモを実行します。

特殊な使用方法 USAGEUTL 電力会社向けのアプリケーションを対象としています。15分間隔のデータに
ついてピーク時およびオフ・ピーク時の要約を計算する方法を示していま
す。
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Oracle Visual Information Retrieval
4. サブディレクトリの READMEファイルの指示に従って、デモを構成します。

Oracle Visual Information Retrieval
Oracle Visual Information Retrievalには、Oracle8i データベースによって管理されるイメー
ジ・データの格納、検索、操作の機能があります。

このオプションは、オブジェクト・データ型を介してイメージの格納、内容に基づく検索、
および形式変換を行う機能を提供します。このオプションは、エンド・ユーザー向けのアプ
リケーションではなく、さまざまなイメージ・アプリケーションの基本要素です。 このオプ
ションを使用するアプリケーションとしては、デジタル美術館、デジタル博物館、不動産販
売、ドキュメントの画像処理および（ファッション・デザイナや建築家のための）ストック
の写真コレクションなどがあります。

Oracle Visual Information Retrievalでは、Oracleデータベースからイメージを抽出する方法
を示すサンプル・デモも提供しています。

次の表を確認し、構成作業を判断します。

注意注意注意注意 : 各サブディレクトリには、構成方法を示す READMEがあります。

注意注意注意注意 : Oracle Visual Information Retrievalのインストレーションを選択
すると、Oracle interMediaが自動的にインストールされます。これがない
と、Oracle Visual Information Retrievalが正常に機能できないためです。

インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的 構成方法構成方法構成方法構成方法

Oracle8i Enterprise Editionの「標準」
インストール・タイプで Oracle Visual 
Information Retrievalをインストール
した。

手動の構成は必要ありません。「Oracle Visual Information Retrievalを構成
する方法 :」で説明されている構成作業は、すべて自動的に実行されていま
す。

Oracle8i Enterprise Editionの「カスタ
ム」インストレーション・タイプのパ
スで Oracle Visual Information 
Retrievalと Oracle8i Serverを一緒にイ
ンストールした。

Oracle Database Configuration Assistantがインストールの終了時に起動し
ます。次のオプションのいずれかを選択します。

� 「カスタム」

� 「標準」の後に、「新規データベース・ファイルの作成」オプション

Oracle Database Configuration Assistantが Oracle Visual Information 
Retrievalを自動的に構成するかどうかを尋ねるプロンプトを表示します。
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Oracle Visual Information Retrieval
Oracle Visual Information Retrievalの構成の構成の構成の構成
Oracle Visual Information Retrievalを構成する方法を構成する方法を構成する方法を構成する方法 :

1. Oracle interMediaがすでに構成されていることを確認します。Oracle Visual 
Information Retrievalの前に Oracle interMediaを構成しておく必要があります。
ORDINST.SQLおよび IMINST.SQLスクリプトの実行方法については、5-4ページの
「Oracle interMediaの Audio、Video、Imageおよび Locatorのデモの構成」にある

Oracle interMediaの構成手順を参照してください。

2. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

3. データベースに SYSアカウントで接続します。

SQL> CONNECT SYS/PASSWORD AS SYSDBA

4. データベースを開始します（必要な場合）。

SQL> STARTUP

5. VIRINST.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥VIR¥ADMIN¥VIRINST.SQL

6. IMINST.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥IM¥ADMIN¥IMINST.SQL

Oracle8i Enterprise Editionとは別のイ
ンストールで Oracle Visual 
Information Retrievalをインストール
した。

次のいずれかの方法で、Oracle Visual Information Retrievalを手動で構成
する必要があります。

� 5-13ページの「Oracle Visual Information Retrievalの構成」に説明さ
れている構成作業を実行します。

� Oracle Database Configuration Assistantを起動して、「データベースの
変更」を選択します。その後、画面上の指示に従います。

デモを使用する。 「Oracle Visual Information Retrievalの構成」で示す構成作業を実行しま
す。

Oracle Visual Information Retrievalの
サンプル・デモを作成する。

Cコンパイラをインストールします。

Oracle7の LISTENER.ORAファイルと
TNSNAMES.ORAファイルを Oracle8i
のネットワーク・ディレクトリに手動
でコピーした。

サーバーのネットワーク構成ファイル TNSNAMES.ORAと
LISTENER.ORAを変更して、外部プロシージャ・コールが機能し、Oracle 
Visual Information Retrievalが正常に機能するようにする必要があります。
『Oracle8i Net8管理者ガイド』で示す作業を実行します。

インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的インストール状態と目的 構成方法構成方法構成方法構成方法
インストール後の構成作業 5-13



マルチスレッド・サーバーのサポート
7. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

Oracle Visual Information Retrievalのデモを構成する方法のデモを構成する方法のデモを構成する方法のデモを構成する方法 :

1. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ORD¥VIR¥ADMINディレクトリに移動します。

2. このディレクトリの READMEファイルの指示に従って、デモを構成します。

3. 次のように入力して、Microsoft Cコンパイラ用の Oracle Visual Information Retrieval
デモのMakeを実行します。

C:¥> MAKE

マルチスレッド・サーバーのサポートマルチスレッド・サーバーのサポートマルチスレッド・サーバーのサポートマルチスレッド・サーバーのサポート
Oracle Database Configuration Assistantで、Oracle8i データベースのマルチスレッド・サー
バー・サポートを使用可能または使用不可にすることができます。

マルチスレッド・サーバー・モードのことを共有サーバー・モードとも言います。

Oracle8i データベースがマルチスレッド・サーバー・モード用に構成されていない場合は、
専用サーバー・モードで構成されています。
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マルチスレッド・サーバーのサポート
次の表は、専用サーバー・モードとマルチスレッド・サーバー・モードとの違いをまとめた
ものです。

マルチスレッド・サーバー・サポートには、次の 2つのタイプがあります。

� IIOP（Internet Inter-ORB Protocol）クライアント

� 2タスク Net8クライアント

この 2つのタイプは相互に独立しています。つまり、次に示す組合せのいずれも使用できま
す。

� 両方のタイプのサポートを使用可能にする

� 両方のタイプのサポートを使用不可にする

モードモードモードモード 説明説明説明説明

専用サーバー・モード Oracle8i データベースは、特定のクライアント接続専用としてリソースを割り当てる。

このモードは、次の環境に最適です。

� データ・ウェアハウス環境

� 少数のユーザーが Oracle8i データベースに接続する環境

マルチスレッド・サー
バー・モード（共有
サーバー・モードとも
言う）

多くのクライアント・ユーザー・プロセスが、数少ないサーバー・プロセスを共有できま
す。

多くのクライアント・ユーザーが、ディスパッチャ・プロセスに接続できます。その後、
ディスパッチャ・プロセスによって、クライアントの要求が、次の使用可能な共有サー
バー・プロセスに送られます。接続が持続している間、それぞれのクライアント・ユー
ザー・プロセスに対し専用サーバー・プロセスは存在していません。そのかわりに、アク
ティブでないサーバー・プロセスがリサイクルされ、必要に応じて使用されます。このた
め、システムのオーバーヘッドが軽減され、サポートされるユーザー数を増加できます。

このモードは、次の環境に最適です。

� オンライン・トランザクション処理（OLTP）環境

� 多数のユーザーがデータベースに同時接続する

� 接続プーリング、接続多重化、およびロード・バランスなどの Net8の機能を使用する
環境

� システム・リソースの高度な管理および使用が重要である環境

� 予測可能で高速なデータベース接続時間が非常に重要である環境。これは、Webアプ
リケーションの場合に非常に重要な条件になり得ます。

注意注意注意注意 : このモードは、Oracle JServerが正常に機能するために必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マルチスレッド・サーバー・モードの詳細は、『Oracle8i Net8
管理者ガイド』を参照してください。
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マルチスレッド・サーバーのサポート
� 一方のタイプのサポートを使用可能にし、他方のタイプのサポートを使用不可にする

Oracle8i データベースの現在の構成は、データベースをどのようにインストールしたかに
よって異なります。

IIOPクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能
にする方法にする方法にする方法にする方法
IIOPクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートは、Oracle JServerをインス
トールすると自動的に使用可能になります。

2タスクタスクタスクタスク Net8クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートをクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートをクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートをクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを
使用可能にする方法使用可能にする方法使用可能にする方法使用可能にする方法
2タスク Net8クライアント用のマルチスレッド・サポートは手動で使用可能にする必要が
あります。

インストール方法インストール方法インストール方法インストール方法 実行される構成実行される構成実行される構成実行される構成

Oracle Universal Installerでの Oracle8i 
Enterprise Editionまたは Oracle8iの「標
準」インストール・タイプ

IIOPクライアントにはマルチスレッド・サーバー・モード、2タスク
Net8クライアントには専用サーバー・モード

Oracle Universal Installerでの Oracle8i 
Enterprise Editionの「最小」インストー
ル・タイプ

両方のタイプのクライアントに専用サーバー・モード

Oracle Database Configuration Assistantの
「標準」オプション

Oracle JServerを選択した場合、モードは IIOPクライアントの場合に
マルチスレッド・サーバー・モード。

次の手順を実行していない場合には、2タスク Net8クライアント用の
専用サーバー・モード。

1. Oracle Database Configuration Assistantを実行します。

2. 「データベースの作成」を選択します。

3. 「標準」を選択します。

4. 「新規データベース・ファイルの作成」サブオプションを選択しま
す。

5. データベース環境として「オンライン・トランザクション処理
（OLTP）」を選択します。

6. 同時データベース接続数に 20以上の値を入力します。

これで、2タスク Net8クライアント用のマルチスレッド・サーバー・
モードのデータベースが作成されます。

Oracle Database Configuration Assistantの
「カスタム」オプション

Oracle Database Configuration Assistantのプロンプトが表示されたと
きに選択した内容に応じて、専用サーバー・モードまたはマルチス
レッド・サーバー・モード。
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マルチスレッド・サーバーのサポート
2タスクタスクタスクタスクNet8クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能にする方法クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能にする方法クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能にする方法クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用可能にする方法 :

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Database Configuration Assistant」を選択します。

Oracle Database Configuration Assistantの「ようこそ」ページが表示されます。

2. 「データベース構成の変更」を選択し、「次へ」をクリックします。

3. 変更する Oracle8i データベースを選択し、入力を求められたら、パスワードとして
INTERNALを入力します。

4. 「次へ」をクリックします。

5. 「共有サーバー・モード」を選択し、「次へ」をクリックします。

6. オプション・ページで、「次へ」をクリックします。

7. マルチスレッド・サーバー・パラメータに必要な変更を加えます。パラメータの詳細
は、「ヘルプ」をクリックしてください。

8. 「次へ」をクリックします。

9. 追加のマルチスレッド・サーバー・パラメータに必要な変更を加えます。パラメータの
詳細は、「ヘルプ」をクリックしてください。

10.「完了」をクリックします。

使用する初期化パラメータ・ファイルを選択するダイアログ・ボックスが表示されま
す。

11. 該当するファイルを選択して、「OK」を選択します。

初期化パラメータ・ファイルが変更されます。

12. シャットダウンして、Oracle8i データベースを再起動し、変更を有効にします。

2タスクタスクタスクタスク Net8クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートをクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートをクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートをクライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを
使用不可にする方法使用不可にする方法使用不可にする方法使用不可にする方法
2タスク Net8クライアント用のマルチスレッド・サポートは手動で使用不可にする必要が
あります。

2タスクタスクタスクタスクNet8クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用不可にする方法クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用不可にする方法クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用不可にする方法クライアント用のマルチスレッド・サーバー・サポートを使用不可にする方法 :

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Database Configuration Assistant」を選択します。

Oracle Database Configuration Assistantの「ようこそ」ページが表示されます。

2. 「データベース構成の変更」を選択し、「次へ」をクリックします。

3. 変更する Oracle8i データベースを選択し、入力を求められたら、パスワードとして
INTERNALを入力します。
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Advanced Replication
4. 「次へ」をクリックします。

5. 「専用サーバー・モード」を選択し、「完了」をクリックします。

使用する初期化パラメータ・ファイルを選択するダイアログ・ボックスが表示されま
す。

6. 該当するファイルを選択して、「OK」を選択します。

初期化パラメータ・ファイルが変更されます。

7. シャットダウンして、Oracle8i データベースを再起動し、変更を有効にします。

Advanced Replication
この項では、Oracle8i データベースに Advanced Replicationを構成する方法について説明し
ます。

次の図は、Advanced Replicationを構成する状況あるいは構成しない状況を説明していま
す。
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Advanced Replication
この機能を使用するように構成されていなかった Oracle8i データベースに Advanced 
Replicationを追加する場合にのみ、示されている手順に従ってください。

Advanced replicationが自動的に
構成されます。�

「初期データベースの選択」�
ウィンドウで初期データベース�
をインストールした場合、�
Advanced Replicationが�
自動的に構成されます。�

「使用可能な製品コンポーネント」
ウィンドウが表示されます。�

1. 「Oracle Server」を選択して、
「インストール」をクリックしま
す。 �
2. Oracle Database Configuration 
Assistantの実行を尋ねられた際に�
「はい」を選択します。

Oracle Database Configuration 
Assistant がインストール終了時
に起動し、次の2つのインストー
ル・タイプのうちの1つを選択す
るよう求めてきます。
·  標準
·  カスタム�

標準� 最小�

Oracle8i Enterprise Editionのトップレベル・コンポーネントを選択して、次のいずれかのオプションを選択した場合�

カスタム�

「標準」を選択すると、インスト
ーラがデータベースの作成方法を
指示するよう求めてきます。�
·  CDから既存のデータベース・
ファイルをコピー
·  新規データベース・ファイルの
作成�

「カスタム」を選択すると、�
Oracle Database Configuration 
Assistantのページの1つで、
Advanced Replication を構成す
るよう求められます。�
「Advanced Replication」チェ
ック・ボックスを選択すると、
Advanced Replicationが自動的
に構成されます。

「CDから既存のデータベース・
ファイルをコピー」を選択すると、
Advanced Replicationが自動的に
構成されます。�

「新規データベース・ファイルの
作成」を選択すると、Oracle 
Database Configuration Assistantの
ページの1つで、Advanced 
Replicationを構成するよう求められ
ます。�
「Advanced Replication」チェック・
ボックスを選択すると、Advanced 
Replicationが自動的に構成されます。�
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Advanced Replication
Advanced Replicationを構成する手順は次のとおりです。

� 手順 1:表領域の要件のチェック

� 手順 2:初期化パラメータのチェック

� 手順 3:構成作業の実行

� 手順 4:データ・ディクショナリ表の監視

� 手順 5:Advanced Replicationのアップグレード

手順手順手順手順 1:表領域の要件のチェック表領域の要件のチェック表領域の要件のチェック表領域の要件のチェック
次の表では、Advanced Replicationに推奨される表領域の要件を示します。

手順手順手順手順 2:初期化パラメータのチェック初期化パラメータのチェック初期化パラメータのチェック初期化パラメータのチェック
Advanced Replicationを使用するには、INIT.ORAファイルに次の初期化パラメータ値を設
定または追加する必要があります（推奨値が含まれています）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Advanced Replicationにはさまざまな構成や使用方法があり
ます。 Advanced Replicationの詳細とマスター・サイトおよびスナップ
ショット・サイトの定義については、次のドキュメントを参照してくださ
い。

� 『Oracle8i 分散システム』

� 『Oracle8i レプリケーション・ガイド』

� 『Oracle8i 概要』

� 『Oracle8i 管理者ガイド』

表領域表領域表領域表領域 要件要件要件要件

SYSTEM レプリケーション・パッケージ用に少なくとも 20 MBの空き領域
が必要。レプリケーション・トリガーおよびプロシージャがここ
に格納されます。

ROLLBACK SEGMENTS � ロールバック初期エクステント = 50KB

� ロールバック次エクステント = 50KB

ROLLBACK 少なくとも 5MBの空き領域。

TEMPORARY 少なくとも 10MBの空き領域。

USER 特定の要件なし。
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マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト
次の初期化パラメータをマスター・サイトに追加します。

スナップショット・サイトスナップショット・サイトスナップショット・サイトスナップショット・サイト
次の初期化パラメータをスナップショット・サイトに追加します。 

手順手順手順手順 3:構成作業の実行構成作業の実行構成作業の実行構成作業の実行
INIT.ORAファイルで、Advanced Replicationの初期化パラメータを設定してから、次の手
順を実行します。

Advanced Replicationを構成する方法を構成する方法を構成する方法を構成する方法

1. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS 

2. データベースに INTERNALアカウントで接続します。

Enter user-name: INTERNAL

3. データベースが現在、実行されていない場合は起動します。

SQL> STARTUP

パラメータ名パラメータ名パラメータ名パラメータ名 推奨値推奨値推奨値推奨値

JAVA_POOL_SIZE 20MB

DISTRIBUTED_LOCK_TIMEOUT 300秒

DISTRIBUTED_TRANSACTIONS 5

GLOBAL_NAMES TRUE

OPEN_LINKS 4

PROCESSES 現在の設定値に 9を加える

JOB_QUEUE_PROCESSES 2（サイト数に応じて変えます）

JOB_QUEUE_INTERVAL 10秒

パラメータ名パラメータ名パラメータ名パラメータ名 推奨値推奨値推奨値推奨値

JOB_QUEUE_PROCESSES 2

JOB_QUEUE_INTERVAL 60秒
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4. 必要な SQLスクリプトを実行する前に、まず出力をログ・ファイルにスプールします。

次のコマンドを入力します。

SQL> SPOOL OUTPUT.LOG

OUTPUT.LOGと呼ばれるファイルが作成され、SPOOLセッションが開いている間の
画面上のアクティビティがすべてこのファイルに出力されます。

5. データベースが起動されたら、CATREP.SQLスクリプトを実行します。このスクリプ
トは、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥RDBMS¥ADMINディレクトリにあり、実行
に 1時間ほどかかります。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥RDBMS¥ADMIN¥CATREP.SQL

6. スクリプトが完了してから、SPOOLファイルを閉じます。

SQL> SPOOL OFF

OUTPUT.LOGが、カレント・ディレクトリに保存されます。

7. STATUS = 'INVALID'の ALL_OBJECTSに対して問合せを実行し、CATREP.SQLが正
常に実行されたことを確認します。

SQL> SELECT * FROM ALL_OBJECTS WHERE STATUS = 'INVALID';

パッケージ本体がすべて正常にコンパイルされた場合は、次のメッセージが表示されま
す。

0 rows selected.

パッケージ本体のいずれかが正常にコンパイルされなかった場合は、手動で再コンパイ
ルします。手動で実行する構文は、次のとおりです。

SQL> ALTER PACKAGE PACKAGE_NAME COMPILE BODY;

CATREP.SQLが正常に終了した場合は、いくつかのレプリケーション表が SYSTEM表
領域に作成されます。これでデータベースに Advanced Replicationのサポートが設定さ
れました。

8. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

9. 次の設定の詳細は、『Oracle8i レプリケーション・ガイド』を参照してください。

� マスター定義サイト

� マスター・サイト

� 更新可能スナップショット・サイト
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� 競合解消

手順手順手順手順 4:データ・ディクショナリ表の監視データ・ディクショナリ表の監視データ・ディクショナリ表の監視データ・ディクショナリ表の監視
環境に設定できるマスター・サイト数の実用上の限界は 36です。プロセス SNP0から SNP9
まで（全部で 10個）と SNPAから SNPZまで（全部で 26個）が、それぞれ一度に 1つの
接続先マスターを処理します。

Advanced Replicationを使用してかなり多くのレプリケート・オブジェクトを設定する場合
は、SQL SELECTコマンドを使用して次のデータ・ディクショナリ表を監視します。

� ARGUMENT$

� IDL_CHAR$

� IDL_UB1$

� IDL_UB2$

� IDL_SB4$

� I_ARGUMENT1

� I_SOURCE1I$

� SOURCE$

� TRIGGER$

必要に応じて、記憶領域パラメータを増加させ、多くのレプリケート・オブジェクトの記憶
領域要件を満たすようにします。

手順手順手順手順 5:Advanced Replicationのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracleデータベースの前のバージョンからアップグレードして、Advanced Replicationを使
用する場合は、アップグレードを先に完了する必要があります 詳細は、『Oracle8i 移行ガイ
ド』を参照してください。

Advanced Replicationは高度な機能であるため、先へ進む前に、基本概念が説明されている
『Oracle8i レプリケーション・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 更新可能スナップショット・サイトを設定するときは、次の文を
マスター・サイトで実行します。

SVRMGR> GRANT EXECUTE ON DBMSOBJGWRAPPER TO PUBLIC;
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インストール後のデータベースの
6

インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成

この章では、Oracleをインストールした後、Oracle Database Configuration Assistantまた
は BUILD_DB.SQLスクリプトを使用してデータベースを作成する方法を説明します。

次の項目について説明します。

� データベース作成の準備

� ツールを使用したデータベースの作成

� Oracle Database Configuration Assistantの使用方法

� BUILD_DB.SQLの使用

� ORADIMによるOracleインスタンスの管理ORADIMによるOracleインスタンスの管理
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データベース作成の準備
データベース作成の準備データベース作成の準備データベース作成の準備データベース作成の準備
データベースを作成する前に、次に示す要件を検討してください。

Oracleデータベースの命名規則データベースの命名規則データベースの命名規則データベースの命名規則
Oracle8i データベースでは、ネットワークにマウントされた Oracleデータベースすべてに一
意のデータベース名がつけられている必要があります。

データベースの作成時にデータベースと名前が対応付けられ、そのデータベースの制御ファ
イルに名前が格納されます。データベース・キーワードが CREATE DATABASE文に指定さ
れている場合、または Oracle Database Configuration Assistantで要求されたときに指定さ
れた場合は、その値がそのデータベースの名前になります。指定されていない場合は、プロ
グラムによって INIT.ORAファイルの DB_NAMEパラメータの値が使用されます。

データベース名が同じ Oracle8iを 2つマウントしようとすると、2回目のマウント時に次の
エラーが発生します。

ORA-01102: データベースを排他モードでマウントすることができません。

同じコンピュータの異なる Oracleホームに、複数の Oracle8iデータベースがある場合は、
次の規則が適用されます。

� データベース名がそれぞれ一意であること

� SIDがそれぞれ一意であること

既存のデータベース名を変更するには CREATE CONTROLFILE文を使用し、制御ファイル
を再作成して新しいデータベース名を指定する必要があります。この制限は、Oracle8iイン
スタンスにのみ適用されます。Oracle8iインスタンスと同時に実行している Oracle7インス
タンスにはこの制限は適用されません。

データ・ファイルおよびログ・ファイルのリモート・コンピュータへの作成データ・ファイルおよびログ・ファイルのリモート・コンピュータへの作成データ・ファイルおよびログ・ファイルのリモート・コンピュータへの作成データ・ファイルおよびログ・ファイルのリモート・コンピュータへの作成
Oracleは、UNC（Universal Naming Convention）を使用してリモート・コンピュータ上の
データベース・ファイルにアクセスできますが、パフォーマンスおよびネットワークの信頼
性の問題のためお薦めできません。

注意注意注意注意 : この章のディレクトリ・パスの例は、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに準拠しています（たとえば、
ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥RDBMS¥ADMIN）。インストール時に
OFA未対応のディレクトリを指定した場合、ディレクトリ・パスは異な
ります。 詳細は、3-21ページの「OFAおよび複数の Oracleホームの構成」
を参照してください。
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ツールを使用したデータベースの作成
UNCは、ローカル・エリア・ネットワーク上のリソースの位置を指定するための PCの形
式です。UNCでは、次の形式を使用します。

¥¥SERVER-NAME¥SHARED-RESOURCE-PATHNAME

たとえば、共有サーバー ARGON上のディレクトリ C:¥ORACLE¥ORADATA¥ORCLの
ファイル SYSTEM01.DBFにアクセスする場合、このファイルは次のように参照します。

¥¥ARGON¥ORACLE¥ORADATA¥ORCL¥SYSTEM01.DBF

アーカイブ・ログ・ファイルの位置は、UNCを使用して指定できないことに注意してくだ
さい。 LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータを UNC仕様に設定すると、データベース
は起動されず、次のエラーが表示されます。

ORA-00256: アーカイブ先文字列 '¥meldell¥rmdrive'を変換できません。
ORA-09291: sksachk: アーカイブ先に指定されたデバイスが無効です。
OSD-04018: 指定されたディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。
O/S-Error: (OS 2) 指定されたファイルが見つかりません。

LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータが、マップされたドライブに設定されているこ
とを確認してください。

ツールを使用したデータベースの作成ツールを使用したデータベースの作成ツールを使用したデータベースの作成ツールを使用したデータベースの作成
データベースは、次のいずれかのツールを選択して作成します。

� Oracle Database Configuration Assistant

� BUILD_DB.SQLスクリプト

Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成する方法が、より簡
単です。

コマンド行ツールを使用してデータベースを作成する場合は、ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥RDBMS¥ADMINにある BUILD_DB.SQLスクリプトを使用できます。

注意注意注意注意 : ORA-00256エラーは、次のように入力した場合にも発生します。

¥¥¥meldell¥rmdrive

または

¥¥¥meldell¥¥rmdrive

リリース 8.0.4では、制御ファイルには追加の円記号が必要で、REDO
ファイルおよびデータ・ファイルには必要ありませんでした。
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Oracle Database Configuration Assistantの使用方法
Oracle Database Configuration Assistantの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法 
Oracle Database Configuration Assistantを使用すれば、次のことを行えます。

� データベースの作成

� データベース構成の変更

� データベースの削除

データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成するには、次のよを使用してデータベースを作成するには、次のよを使用してデータベースを作成するには、次のよを使用してデータベースを作成するには、次のよ
うにします。うにします。うにします。うにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Database Configuration Assistant」を選択します。

Oracle Database Configuration Assistantの「ようこそ」ページが表示されます。

注意注意注意注意 : この章では、Oracle Database Configuration Assistantのスタンド
アロン・モードでの（つまり、インストール後の）実行を説明します。イ
ンストール中に Oracle Database Configuration Assistantを実行してデー
タベースを作成する方法は、『Oracle8i for Windows NT インストレーショ
ン・ガイド』の第 4章を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Database Configuration Assistantを使用して新しい複数の
Oracleホームに新規データベースを作成する場合、ORACLE_
HOME¥NETWORK¥ADMINにある LISTENER.ORAファイルの SID情報
が更新されます。また、ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINにある
TNSNAMES.ORAファイルにも新しい TNSエントリが生成されます。

注意注意注意注意 : Oracle8iデータベースの作成には、Windows NTの管理者権限が
必要です。管理者グループに含まれていないアカウントから Oracle 
Database Configuration Assistantを実行すると、データベースを作成する
管理者権限がないという警告が表示されます。データベースの作成には、
管理者グループのメンバーであるユーザーとしてログインし、このツール
を再起動します。
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2. 「データベースの作成」を選択して「次へ」をクリックします。

次のページが表示されます。
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3. 「標準」または「カスタム」オプションを選択して、データベースを作成します。

「標準」オプション（「データベース・ファイルの新規作成」サブオプションを介して）
と「カスタム」オプションのいずれでも、Oracle8i データベースを操作する環境タイプ
を指定できます。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「標準」 次の 2つのサブオプションから構成されます。

� CDから既存のデータベース・ファイルをコピー

デフォルトの初期化パラメータ設定を使用して、ハイブリッド初期
データベースを自動的にインストールします。

� データベース・ファイルの新規作成

データベース環境に関するいくつかの質問を尋ね、動的にデータベー
スを作成します。

「カスタム」 データベースの作成をカスタマイズできます。このオプションは、高
度なデータベース作成手順を熟知した Oracleデータベース管理者
（DBA）を対象としています。次のカスタマイズができます。

� データ・ファイル、制御ファイルおよび REDOログ・ファイルの設定

� 表領域サイズ

� エクステント・サイズ

� データベース・メモリー・パラメータ

� アーカイブ形式および宛先

� トレース・ファイルの宛先

� キャラクタ・セットの値

環境環境環境環境 説明説明説明説明

オンライン・トランザ
クション処理（OLTP）

多数のユーザーが大量のトランザクションを同時に実行し、デー
タへの迅速なアクセスを必要とします。可用性、速度、同時性、
さらにリカバリ可能性が重要な要件です。

トランザクションは、データベース表のデータへの読込み
（SELECT文）、書込み（INSERT文と UPDATE文）および削除
（DELETE文）から構成されます。

データ・ウェアハウス ユーザーは、大量のデータを処理する複雑な問合せを多数実行し
ます。応答時間、正確性および可用性が重要な要件です。

このような問合せ（通常は読込み専用）は、数行のレコードの単
純なフェッチから、多数の表からの何千ものレコードをソートす
る複雑かつ多数の問合せまで、広範囲にわたります。データ・
ウェアハウス環境は、Decision Support System（DSS）環境とも
呼ばれます。
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4. Oracle Database Configuration Assistantの各ページの指示に従い、次のページに進む準
備が整ってから、「次へ」をクリックします。最後のページが表示されたら、「完了」を
クリックして、Oracle8i データベースの作成を開始します。

サンプル・スキーマのインポートサンプル・スキーマのインポートサンプル・スキーマのインポートサンプル・スキーマのインポート
OLTPおよびデータ・ウェアハウスのデータベース・スキーマのサンプルは、CD-ROMにあ
ります。Oracle Database Configuration Assistantを使用して Oracle8i データベースを作成
した後、適切なサンプル・スキーマをインポートできます。

汎用を選択した場合は、すでにサンプル・スキーマが 1つデータベースに含まれているため
インポートする必要はありません。

OLTPまたは DSSサンプル・スキーマを Oracle8i データベースにインポートするには、次
のようにします。

1. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

2. SYSTEMアカウントを使用して接続します。

Enter user-name: SYSTEM/PASSWORD

3. 適切なスキーマをインポートするための特別なユーザー・アカウントを作成します。

SQL> CREATE USER SAMPLE_USER IDENTIFIED BY PASSWORD;
SQL> GRANT RESOURCE TO SAMPLE_USER;
SQL> GRANT CONNECT TO SAMPLE_USER;

ここで、SAMPLE_USERは、OLTPサンプル・スキーマの場合は SAMPLEOLTP、また
は DSSサンプル・スキーマの場合は SAMPLESTARです。

4. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

5. ハード・ドライブの ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ASSISTANTS¥DBCA¥SAMPLES
ディレクトリに移動します。

6. 適切なスキーマをインポートします。

C:¥ORACLE¥ORA81¥ASSISTANTS¥DBCA¥SAMPLES> IMP SAMPLE_USER/PASSWORD 
FILE=SAMPLE.DMP FULL=Y LOG=MYIMP.LOG

汎用 このデータベースには、（OLTPおよびデータ・ウェアハウスの）
両方のタイプのアプリケーションがアクセスできます。

各項目は次のとおり
です。

環境環境環境環境 説明説明説明説明
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データベース構成の変更データベース構成の変更データベース構成の変更データベース構成の変更
「データベース構成の変更」オプションを使用すると、次の手順を実行できます。

� Advanced Replicationおよび Oracleオプションの構成

� マルチスレッド・サポートを使用可能または使用不可にする

Advanced Replication およびおよびおよびおよび Oracleオプションの構成オプションの構成オプションの構成オプションの構成
Advanced Replicationおよび Oracleオプションを構成すると、Oracle8i データベースは、
Advanced Replication機能と CD-ROMからインストールした次の未構成オプションをサ
ポートできます。

� Oracle interMedia

� Oracle interMedia Audio

� Oracle interMedia Video

� Oracle interMedia Locator

� Oracle interMedia Image

� Oracle interMedia Text 

� Oracle Spatial

� Oracle Time Series

� Oracle Visual Information Retrieval

� Oracle JServer

� SQL*Plusヘルプ

� Advanced Replication

上記のオプションを Oracle8i Enterprise Editionから別にインストールした場合、インス
トール中に上記のオプションの自動構成は行われません。 CD-ROMの Oracle8i Enterprise 
Editionの「標準」インストール・タイプを使用して Oracleオプションをインストールした
場合は、オプションが初期データベースに自動的に構成されています。

C:¥ORACLE ORACLE_BASEディレクトリ

ORA81 ORACLE_HOMEディレクトリ

SAMPLE_USER OLTPサンプル・スキーマの場合は SAMPLEOLTP、データ・ウェ
アハウス・サンプル・スキーマの場合は SAMPLESTAR

SAMPLE.DMP OLTPサンプル・スキーマの場合は SOURCE80.DMP、データ・
ウェアハウス・サンプル・スキーマの場合は TARGET80.DMP
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マルチスレッド・サポートを使用可能または使用不可にするマルチスレッド・サポートを使用可能または使用不可にするマルチスレッド・サポートを使用可能または使用不可にするマルチスレッド・サポートを使用可能または使用不可にする  Oracle8i データベースで、マ
ルチスレッド・サーバーのサポートを使用可能にするか使用不可にするかを選択できます。

マルチスレッド・サーバー（MTS）のサポートによって、複数のクライアント・ユーザー・
プロセスが、数少ないサーバー・プロセスを共有できます。多くのクライアント・ユーザー
は、ディスパッチャ・プロセスに接続できます。その後、ディスパッチャ・プロセスによっ
て、クライアントの要求が、次の使用可能な共有サーバー・プロセスに送られます。接続時
にクライアントの各ユーザー・プロセスに対応付けられる、専用のサーバー・プロセスはあ
りません。アクティブでないサーバー・プロセスがリサイクルされ、必要に応じて使用され
ます。このため、システムのオーバーヘッドが軽減され、サポートされるユーザー数を増加
できます。

データベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除
Oracle Database Configuration Assistantの「データベースの削除」オプションを使用する
と、迅速かつ容易にすべてのデータベース・ファイル（初期化パラメータ・ファイルを含
む）を削除できます。

BUILD_DB.SQLの使用の使用の使用の使用
この項では、SQLスクリプトを使用して手動で新規データベースを作成する方法について説
明します。データベースの作成方法は、次のいずれかの処理によって異なります。

� 既存のデータベースをコピーして、古いデータベースを削除する。

� 既存のデータベースをコピーして、古いデータベースを残す。

注意注意注意注意 : Oracle Visual Information Retrievalをインストールしても、
チェック・ボックスが灰色に表示されている場合は、Oracle interMedia 
Imageのチェック・ボックスを選択します。これによって、Oracle Visual 
Information Retrievalのチェック・ボックスが選択可能になります。これ
は、Oracle Visual Information Retrievalが Oracle interMedia Imageに依
存しているためです。 さらに、Oracle interMedia Imageと Oracle Visual 
Information Retrievalは JServerにも依存しているため、JServerも必要で
す。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 詳細は、5-14ページの「マルチスレッド・サーバーのサポー
ト」を参照してください。

また、次のドキュメントも参照してください。

� 『Oracle8i Net8 管理者ガイド』

� 『Oracle8i 概要』

� 『Oracle8i リファレンス・マニュアル』
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� コピーできるデータベースがシステムに存在しない場合に、新しいデータベースを作成
する。

次の表は、上記の各データベース作成シナリオについて、データベースを新規に作成する手
順を示しています。各手順は、この後の各項で詳しく説明しています。

データベースの作成方法データベースの作成方法データベースの作成方法データベースの作成方法
この後の各項では、1つの例を使用して、データベースを作成する方法について説明します。

この例では、既存のデータベース（C:¥ORACLE¥ORADATA¥ORCLディレクトリにある、
SIDが ORCLの初期データベース）を、C:¥ORACLE¥ORADATA¥PRODディレクトリに配
置された、データベース名と SIDが PRODの新しいデータベースにコピーします。

初期データベース ORCLは、PRODデータベースを作成した後に削除します。

実行する作業実行する作業実行する作業実行する作業

必要な処理必要な処理必要な処理必要な処理

既存のデータベースを新既存のデータベースを新既存のデータベースを新既存のデータベースを新
しいデータベースにコしいデータベースにコしいデータベースにコしいデータベースにコ
ピーして、古いデータピーして、古いデータピーして、古いデータピーして、古いデータ
ベースを削除するベースを削除するベースを削除するベースを削除する

既存のデータベースを新既存のデータベースを新既存のデータベースを新既存のデータベースを新
しいデータベースにコしいデータベースにコしいデータベースにコしいデータベースにコ
ピーして、古いデータピーして、古いデータピーして、古いデータピーして、古いデータ
ベースを残すベースを残すベースを残すベースを残す

他のデータベースがシス他のデータベースがシス他のデータベースがシス他のデータベースがシス
テムに存在しない場合テムに存在しない場合テムに存在しない場合テムに存在しない場合
に、新しいデータベースに、新しいデータベースに、新しいデータベースに、新しいデータベース
を作成するを作成するを作成するを作成する

既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート ○ データを既存のデータ
ベースから新しいデータ
ベースにコピーする場合
にのみ必要

該当なし

データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除 ○ × 該当なし

INIT.ORAファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更 ○ ○ ○

Oracleサービスの作成および起動サービスの作成および起動サービスの作成および起動サービスの作成および起動 × ○ ○

CREATE DATABASE文のスクリプトへ文のスクリプトへ文のスクリプトへ文のスクリプトへ
の書込みの書込みの書込みの書込み

○ ○ ○

データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成 ○ ○ ○

データベースのインポートデータベースのインポートデータベースのインポートデータベースのインポート ○ 既存のデータベースから
エクスポートされた表お
よび他のオブジェクトを
インポートする場合にの
み必要

該当なし

レジストリのレジストリのレジストリのレジストリの ORACLE_SIDの更新の更新の更新の更新 × デフォルトの SIDを変
更する場合にのみ必要

○

新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ ○ ○ ○

注意注意注意注意 : この例では、ORACLE_BASEは、C:¥ORACLEです。ORACLE_
BASEの詳細は、第 3章「複数の Oracleホームおよび Optimal Flexible 
Architecture」を参照してください。
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ディレクトリの作成ディレクトリの作成ディレクトリの作成ディレクトリの作成
次のディレクトリを作成します。これらのディレクトリには、新しいデータベース PRODの
管理ファイルおよびデータベース・ファイルを配置します。

� C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD

� C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥BDUMP

� C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥PFILE

� C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥UDUMP

� C:¥ORACLE¥ORADATA¥PROD

既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート
エクスポートは、既存のデータベースの内容を新しいデータベースにコピーする場合にのみ
必要です。

Export Utilityは、パラメータ・モードまたは対話形式モードのいずれかを使用して起動で
きます。ただし、パラメータ・モードをお薦めします。対話形式モードは、パラメータ・
モードよりも機能が制限されています。対話形式モードは、下位互換性のためにのみ用意さ
れています。

例例例例 6-1  パラメータ・モードパラメータ・モードパラメータ・モードパラメータ・モード

C:¥> EXP SYSTEM/PASSWORD FILE=MYEXP.DMP FULL=Y LOG=MYEXP.LOG

例例例例 6-2  対話形式モード対話形式モード対話形式モード対話形式モード

C:¥> EXP SYSTEM/PASSWORD

EXP SYSTEM/PASSWORDコマンドのみを入力すると、対話形式セッションが開始され、
Export Utilityに必要な情報を入力するように求められます。 

Export Utilityの使用方法の詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : パラメータ・モードを使用する場合、ファイル名やディレクトリ名に空白
スペースが存在すると、Export Utilityによって不正な名前とみなされます。 FILE=
パラメータのフルパス指定は、3つの二重引用符で囲みます。たとえば次のように
指定します。

FILE="""C:¥PROGRAM FILES¥EXPORT.DMP"""

または

FILE="""C:¥PROGRAM FILES¥EXPORT FILE.DMP"""

Export Utilityを対話形式モードで使用する場合は、引用符を使用しなくてもファ
イル名やディレクトリ名に空白スペースを使用できます。
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既存のデータベースからすべてのデータを新しいデータベースにエクスポートするには、次既存のデータベースからすべてのデータを新しいデータベースにエクスポートするには、次既存のデータベースからすべてのデータを新しいデータベースにエクスポートするには、次既存のデータベースからすべてのデータを新しいデータベースにエクスポートするには、次
のようにします。のようにします。のようにします。のようにします。

1. ORACLE_SIDを、エクスポートするデータベースのデータベース・サービスに設定し
ます。たとえば、エクスポートするデータベースが初期データベース ORCLの場合は、
MS-DOSコマンド・プロンプトで次のように入力します。 等号文字（=）の両側にはス
ペースを入れないでください。

C:¥> SET ORACLE_SID=ORCL

2. MS-DOSコマンド・プロンプトから Export Utilityを開始します。

C:¥> EXP SYSTEM/PASSWORD FILE=MYEXP.DMP FULL=Y LOG=MYEXP.LOG
これで、初期データベース ORCLの全データベース・エクスポートがMYEXP.DMP
ファイルに入り、Export UtilityからのすべてのメッセージがMYEXP.LOGファイルに
記録されます。

データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除
データベース・ファイルの削除は、既存のデータベースを新しいデータベースにコピーし、
古いデータベースを置き換える場合にのみ必要です。 初期データベース ORCLのデータベー
ス・ファイルを削除する例を次に示します。

データベース・ファイルを削除するには、次のようにします。データベース・ファイルを削除するには、次のようにします。データベース・ファイルを削除するには、次のようにします。データベース・ファイルを削除するには、次のようにします。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトで初期データベース ORCLを停止します。

C:¥> ORADIM -SHUTDOWN -SID ORCL -USRPWD PASSWORD -SHUTTYPE INST
-SHUTMODE I

2. C:¥ORACLE¥ORADATA¥ORCLディレクトリにある、次のデータベース・ファイルを
削除します。

� CONTROL01.CTL

� CONTROL02.CTL

� CONTROL03.CTL

� INDX01.DBF

� DR01.DBF

� RBS01.DBF

� SYSTEM01.DBF

� TEMP01.DBF

� USERS01.DBF

� REDO01.LOG
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� REDO02.LOG

� REDO03.LOG

� TOOLS01.DBF

INIT.ORAファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更
新しいデータベースの基礎として初期データベース ORCLを使用している場合は、
INIT.ORAファイルを

C:¥ORACLE¥ORACLE_HOME¥ADMIN¥ORCL¥PFILE¥INIT.ORA 

を

C:¥ORACLE¥ORACLE_HOME¥ADMIN¥PROD¥PFILE¥INIT.ORA 

にコピーして、この項で説明されているようにファイルを変更します。

システムに既存のデータベースがない場合は、初期化パラメータ・ファイルをコピーして、
新しい INIT.ORAファイルの基礎として使用することはできません。この場合は、
ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥ADMIN¥SAMPLE¥PFILEディレクトリの初期化パラ
メータ・ファイルのサンプル INITSMPL.ORAを、PRODデータベースの INIT.ORAの基礎
として使用できます。

INITSMPL.ORAを INIT.ORAファイルの基礎として使用する場合、INIT.ORAファイルの
次の初期化パラメータを変更する必要があります。変更しなかった場合は、PRODデータ
ベースを起動できません。

� DB_NAME

� INSTANCE_NAME

� SERVICE_NAMES

� CONTROL_FILES

� BACKGROUND_DUMP_DEST

� USER_DUMP_DEST

パフォーマンスを最適化するために、初期化パラメータ DB_FILESの変更をお薦めします。
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初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ 変更方法変更方法変更方法変更方法

DB_NAME このパラメータは、データベースの名前を示します。この
パラメータの値は、6-15ページの「CREATE DATABASE
文のスクリプトへの書込み」にある CREATE DATABASE
文で使用する名前と同じにしてください。データベースに
は、それぞれ一意のデータベース名を付けます。データ
ベース名は最大 8文字までです。この名前は、データベー
ス・サービスの SIDと一致している必要はありません。

このパラメータは次のように設定します。

DB_NAME=PROD.DOMAIN

INSTANCE_NAME このパラメータは次のように設定します。

INSTANCE_NAME=PROD.DOMAIN

SERVICE_NAMES このパラメータは次のように設定します。

SERVICE_NAMES=PROD.DOMAIN

CONTROL_FILES このパラメータには、データベースの制御ファイルをリス
トします。この時点ではファイル・システムに制御ファイ
ルはありません。制御ファイルは CREATE DATABASE
文を実行するときに作成されます。ドライブ名を含めて、
完全なパスとファイル名を指定していることを確認してく
ださい。

このパラメータは次のように設定します。

CONTROL_FILES = 
("C:¥ORACLE¥ORADATA¥PROD¥CONTROL01.CTL", 
"C:¥ORACLE¥ORADATA¥PROD¥CONTROL02.CTL", 
"C:¥ORACLE¥ORADATA¥PROD¥CONTROL03.CTL")

BACKGROUND_DUMP_DEST このパラメータは次のように設定します。

BACKGROUND_DUMP_DEST = 
C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥BDUMP

USER_DUMP_DEST このパラメータは次のように設定します。

USER_DUMP_DEST = C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥UDUMP

DB_FILES このパラメータには CREATE DATABASE文の
MAXDATAFILESオプションの値と同じ数値を設定しま
す。この例では 100を使用します。

DB_FILES=100

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  追加または変更する他の初期化パラメータの詳細は、付録 B
「Oracle8i for Windows NTでのデータベース指定」および『Oracle8i リ
ファレンス・マニュアル』を参照してください。
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Oracleサービスの作成および起動サービスの作成および起動サービスの作成および起動サービスの作成および起動
Oracleサービスの作成および起動は、次のいずれかを行う場合にのみ必要です。

� 既存のデータベースを新しいデータベースにコピーして、古いデータベースは残す

� コピーできる他のデータベースがシステムに存在しない場合に、新しいデータベースを
作成する

データベースを作成する前に、そのデータベースを実行するWindows NTサービスを作成
します。このサービスは Oracle8i データベース・プロセス（ORACLE.EXE）で、Windows 
NTサービスの形式でインストールされます。

サービスは、ORADIMを使用して作成します。作成が終了すると、サービスは自動的に開
始します。 ORADIMの使用方法は、6-24ページの「ORADIMによる Oracleインスタンスの
管理」を参照してください。

Oracleサービスを作成して起動するには、次のようにします。サービスを作成して起動するには、次のようにします。サービスを作成して起動するには、次のようにします。サービスを作成して起動するには、次のようにします。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトで ORADIMを実行します。

C:¥> ORADIM -NEW -SID PROD -INTPWD PASSWORD -STARTMODE MANUAL
-PFILE C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥PFILE¥INIT.ORA

前に作成した INIT.ORAファイルが、ドライブ名を含めて、完全なパスを付けて指定さ
れていることに注意してください。サービスが開始されたかどうかは、Windows NTの
コントロール パネルのサービス・ウィンドウで確認できます。

2. ORACLE_SIDを設定して PRODと等しくします。等号文字（=）の両側にはスペース
を入れないでください。

C:¥> SET ORACLE_SID=PROD

CREATE DATABASE文のスクリプトへの書込み文のスクリプトへの書込み文のスクリプトへの書込み文のスクリプトへの書込み
CREATE DATABASE文は、データベースを作成する一連の SQL文です。この文が含まれ
るスクリプトを作成します。このスクリプトは、データベースを作成するときにいつでも再
使用できます。

C:¥ORACLE¥ORA81¥RDBMS¥ADMINにある BUILD_DB.SQLを開き、BUILD_PROD.SQL
という名前で保存します。

このファイルがスクリプトの基礎になります。
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CREATE DATABASEスクリプトを作成するには、次のようにします。スクリプトを作成するには、次のようにします。スクリプトを作成するには、次のようにします。スクリプトを作成するには、次のようにします。

BUILD_PROD.SQLスクリプトに次の変更を加えます。

1. PFILEが初期設定ファイル C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥PFILE¥INIT.ORAを指すよう
に設定します。

2. CREATE DATABASE SAMPLEを CREATE DATABASE PRODに変更します。

3. SAMPLEという文字列をすべて PRODに変更します。たとえば、
C:¥ORACLE¥ORADATA¥SAMPLE¥REDO01.LOGを
C:¥ORACLE¥ORADATA¥PROD¥REDO01.LOGに変更します。

BUILD_DB.SQLスクリプトのサンプルを次に示します。PRODというデータベースを作成
するために変更する必要がある領域は、強調表示されています。

--
-- This file must be run out of the directory containing the
-- initialization file.

startup nomount pfile=C:¥Oracle¥ADMIN¥SAMPLE¥pfile¥initsmpl.ora

--  Create database

create database SAMPLE
    controlfile reuse
    logfile 'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥redo01.log' size 1M reuse,
            'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥redo02.log' size 1M reuse,
            'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥redo03.log' size 1M reuse
                datafile 'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥system01.dbf' size 10M reuse 
autoextend on
next 10M maxsize 200M 
character set WE8ISO8859P1;

create rollback segment rb_temp storage (initial 100 k next 250 k);

-- Create additional tablespaces ...

-- USERs: Create user sets this as the default tablespace
-- TEMP: Create user sets this as the temporary tablespace
-- RBS: For rollback segments

create tablespace users
    datafile 'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥users01.dbf' size 3M reuse autoextend on

注意注意注意注意 : 次の例では、データベースを作成するのに BUILD_DB.SQLスクリ
プトを使用します。データベースの作成には BUILDALL.SQLスクリプト
も使用できます。BUILDALL.SQLは、BUILD_DB.SQLを呼び出すことで
データベースを作成するだけでなく、CATALOG.SQL、CATSNMP.SQL、
SCOTT.SQLおよび COMDEMO.SQLなどの他の多くのスクリプトも実行
します。
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      next 5M maxsize 150M;
create tablespace rbs
    datafile 'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥rbs01.dbf' size 5M reuse autoextend on
      next 5M maxsize 150M;
create tablespace temp
    datafile 'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥temp01.dbf' size 2M reuse autoextend on
      next 5M maxsize 150M;
create tablespace oem_repository
    datafile 'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥oemrep01.dbf' size 3M reuse autoextend on
      next 5M maxsize 150M;
create tablespace indx;
    datafile 'C:¥Oracle¥ORADATA¥SAMPLE¥indx01.dbf' size 2M reuse autoextend on
      next 5M maxsize 150M;
--      next 5M maxsize 150M;
alter rollback segment rb_temp online;

-- Change the SYSTEM users' password, default tablespace and
-- temporary tablespace.

alter user system temporary tablespace temp;
alter user system default tablespace users;

-- Create 16 rollback segments.  Allows 16 concurrent users with open
-- transactions updating the database. This should be enough.

create public rollback segment rb1 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb2 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb3 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb4 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb5 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb6 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb7 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb8 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb9 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb10 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb11 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb12 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
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create public rollback segment rb13 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb14 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb15 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;
create public rollback segment rb16 storage(initial 50K next 250K)
  tablespace rbs;

このスクリプトは、6-18ページの「データベースの作成」にある SQL*Plusのプロンプトで
実行します。

データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成
BUILD_PROD.SQLスクリプトを使用してデータベースを作成するには、次のようにしまスクリプトを使用してデータベースを作成するには、次のようにしまスクリプトを使用してデータベースを作成するには、次のようにしまスクリプトを使用してデータベースを作成するには、次のようにしま
す。す。す。す。

1. サービスが開始されたかどうかを、Windows NTの「コントロール パネル」で確認し
ます。 この例では、サービス名は OracleServicePRODで、その「状態」列には「開始」
と表示されています。「開始」になっていない場合は、そのサービスを選択して「開始」
をクリックします。

また、MS-DOSコマンド・プロンプトで次のように入力して、サービスの状態を確認す
ることもできます。

C:¥> NET START

システムで現在実行されている、すべてのWindows NTサービスのリストが表示され
ます。リストに「OracleServicePROD」がない場合は、次のように入力します。

C:¥> NET START ORACLESERVICEPROD 

2. PRODを現行の SIDにします。 

C:¥> SET ORACLE_SID=PROD

3. MS-DOSコマンド・プロンプトから SQL*Plusを起動し、データベースに INTERNAL
で接続します。

C:¥> SQLPLUS
SQL> CONNECT INTERNAL/PASSWORD 

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 表領域をロー・パーティションに作成する場合は、
¥¥.¥DRIVE_LETTER:または ¥¥.¥SYMBOLIC LINK NAMEの命名規則を使
用してデータ・ファイル名を 変更します。表領域をロー・パーティション
に格納する方法の詳細は、付録 D「ロー・パーティションへの表領域の格
納」を参照してください。
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パスワードは、6-15ページの「Oracleサービスの作成および起動」で、ORADIM 
-NEWコマンドを使用してサービスを作成したときに使用したパスワードです。

「接続されました。」というメッセージが表示されます。

4. スプールをオンにしてメッセージを保存します。

SQL> SPOOL BUILD_PROD.LOG

5. 6-15ページの「CREATE DATABASE文のスクリプトへの書込み」で作成した BUILD_
PROD.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @C:¥ORACLE¥ORA81¥RDBMS¥ADMIN¥BUILD_PROD.SQL;

データベースの作成が正常に終了した場合は、インスタンスが開始され、「文が処理さ
れました。」というメッセージが数回表示されます。

エラーを受信した場合は、次に示す 3つの原因が考えられます。

データベースを再作成する前に、これらの問題を訂正する必要があります。

6. CATALOG.SQLスクリプトを実行して、データ・ディクショナリを作成します。

SQL> @C:¥ORACLE¥ORA81¥RDBMS¥ADMIN¥CATALOG.SQL;

原因原因原因原因 対処対処対処対処

BUILD_PROD.SQLスクリプトに構
文エラーがある。

そのエラーを訂正します。

BUILD_PROD.SQLスクリプトに
よって作成されるファイルの一部が
ファイル・システムにすでに存在す
る。 

システム内の別のデータベースですでに使用されているファイル名を使用して
いないことを確認します。

オペレーティング・システム・レベ
ルで発生したエラー。ファイルまた
はディレクトリの権限の問題などが
あります。

この場合、SQL*Plusで一連のエラーを受信しているはずで、最後のエラーに
は OSD-という接頭辞が付いているはずです。OSDエラーの末尾に、通常はオ
ペレーティング・システム・エラー番号がカッコに囲まれています。 

エラーの種類を識別するには、次のいずれかを行います。

MS-DOSコマンド・プロンプトで、次のように入力します。コマンド・プロンプトで、次のように入力します。コマンド・プロンプトで、次のように入力します。コマンド・プロンプトで、次のように入力します。

C:¥> NET HELPMSG n 

または 

SQL*Plusプロンプトで、次のように入力します。

SQL> HOST NET HELPMSG n 

nはオペレーティング・システム・エラーの番号です。
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7. CATPROC.SQLスクリプトを実行して、Oracle8i データベースの PL/SQL機能で使用
されるオブジェクトをインストールします。

SQL> @C:¥ORACLE¥ORA81¥RDBMS¥ADMIN¥CATPROC.SQL;

8. 新しいデータベースに Advanced Replication機能を追加する場合は、CATREP.SQLス
クリプトを実行します。CATREP.SQLを実行する前に、ロールバック・セグメントの
サイズが十分で、かつロールバック・セグメントがオンラインになっていることを確認
します。

SQL> @C:¥ORACLE¥ORA81¥RDBMS¥ADMIN¥CATREP.SQL;

9. スプールをオフにします。

SQL> SPOOL OFF

10. BUILD_PROD.LOGファイルを調べ、通常以外のエラーがないかどうかを確認します。

11. SQL*Plusを終了します。

SQL> EXIT

12. データベースがコンピュータの起動時に自動的に開始するように設定するには、
MS-DOSコマンド・プロンプトで ORADIMを実行します。

C:¥> ORADIM -EDIT -SID PROD -STARTMODE AUTO

注意注意注意注意 : 「ORA-01432:  削除するパブリック・シノニムが存在しません。」
などのメッセージが、CATALOG.SQL、CATPROC.SQLおよび
CATREP.SQLスクリプトの実行中に表示される場合があります。これら
は情報メッセージであり、新しいデータベースを作成するときに表示され
ます。

手順 10で、BUILD_PROD.LOGログ・ファイルの検査中に通常以外のエ
ラーがあった場合は、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照して、適切
な処置を調べてください。

重要重要重要重要 : 新しいデータベースには、SYSと SYSTEMという 2人
のユーザーが含まれ、パスワードはそれぞれ
CHANGE_ON_INSTALLとMANAGERです。セキュ
リティ上の理由から、これらのパスワードはここで変
更してください。パスワードの変更には、ALTER 
USER文を使用します。

SQL> ALTER USER SYS IDENTIFIED BY NEW_SYS_PASSWORD; 
SQL> ALTER USER SYSTEM IDENTIFIED BY NEW_SYSTEM_PASSWORD; 
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データベースのインポートデータベースのインポートデータベースのインポートデータベースのインポート
6-11ページの「既存のデータベースのエクスポート」で作成した全エクスポートを新しい
データベースにインポートできます。

Import Utilityは、パラメータ・モードでも対話形式モードでも起動できます。対話形式
モードは機能が制限されているため、パラメータ・モードをお薦めします。対話形式モード
は、下位互換性のためにのみ用意されています。

例例例例 6-3  パラメータ・モードパラメータ・モードパラメータ・モードパラメータ・モード

C:¥> IMP SYSTEM/PASSWORD FILE=MYEXP.DMP FULL=Y LOG=MYEXP.LOG

例例例例 6-4  対話形式モード対話形式モード対話形式モード対話形式モード

C:¥> IMP SYSTEM/PASSWORD

IMP SYSTEM/PASSWORDコマンドのみを入力すると、対話形式セッションが開始され、
Import Utilityに必要な情報を入力するように求められます。

Import Utilityの使用方法の詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照してくださ
い。

データベースをインポートするには、次のようにします。データベースをインポートするには、次のようにします。データベースをインポートするには、次のようにします。データベースをインポートするには、次のようにします。

� Import Utilityを実行します。

C:¥> IMP SYSTEM/PASSWORD FILE=MYEXP.DMP FULL=Y LOG=MYIMP.LOG 

注意注意注意注意 : パラメータ・モードを使用する場合、ファイル名やディレクトリ名に空白
スペースが存在すると Import Utilityによって不正な名前とみなされます。 FILE=
パラメータのフルパス指定は、3つの二重引用符で囲みます。たとえば次のように
指定します。

FILE="""C:¥PROGRAM FILES¥EXPORT.DMP"""

または

FILE="""C:¥PROGRAM FILES¥EXPORT FILE.DMP"""

Import Utilityを対話形式モードで使用する場合、二重引用符を使用しなくても
ファイル名やディレクトリ名に空白スペースを使用できます。
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レジストリのレジストリのレジストリのレジストリの ORACLE_SIDの更新の更新の更新の更新
これがシステムの最初のデータベースである場合または新しいデータベースをデフォルト・
データベースにする場合は、レジストリを変更する必要があります。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトでレジストリ エディタを起動します。

C:¥> REGEDT32

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

2. コンピュータ上で最初の Oracleホームの場合、HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0サブキーを選択します。同一コンピュータ
上の別の Oracleホームに対する後続インストールの場合は、パスは ¥HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDです。IDは、Oracleホームを識別する一
意の数値です。

3. 「レジストリ エディタ」ウィンドウの右側で ORACLE_SIDパラメータを探します。

4. パラメータ名をダブルクリックし、データを新しい SID（この例では PROD）に変更し
ます。

これがシステムでの最初のデータベースで、まだ ORACLE_SIDパラメータがない場合は、
このパラメータを作成する必要があります。

ORACLE_SIDパラメータを作成するには、次のようにします。パラメータを作成するには、次のようにします。パラメータを作成するには、次のようにします。パラメータを作成するには、次のようにします。

1. 「編集」メニューから「値の追加」を選択します。

「値の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

重要重要重要重要 : エクスポート・ファイルを生成した元のデータベースに、新しい
データベースにはない表領域が含まれている場合、Import Utilityはそれ
らの表領域とそれに対応付けられたデータ・ファイルを作成しようとしま
す。

簡単な解決方法は、両方のデータベースに同じ表領域が含まれるようにす
ることです。データ・ファイルは同じである必要はありません。重要なの
は表領域の名前だけです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複数の Oracleホームのサブキーの位置の詳細は、付録 C
「Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ」を参照してください。
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2. 「値の名前」テキスト・ボックスに ORACLE_SIDと入力します。

3. 「データ タイプ」リスト・ボックスに REG_EXPAND_SZ（拡張可能文字列用）と入力
します。

4. 「OK」をクリックします。

データ型に対応する「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスに PRODと入力します。

6. 「OK」をクリックします。

レジストリ エディタによって ORACLE_SIDパラメータが追加されます。

7. 「レジストリ」メニューから「レジストリ エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。

新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ

新しいデータベースをバックアップするには、次のようにします。新しいデータベースをバックアップするには、次のようにします。新しいデータベースをバックアップするには、次のようにします。新しいデータベースをバックアップするには、次のようにします。

1. データベース・インスタンスを停止してサービスを停止します。

C:¥> ORADIM -SHUTDOWN -SID PROD -USRPWD PASSWORD 
-SHUTTYPE SRVC,INST -SHUTMODE I

2. 任意のツールを使用して、データベース・ファイルをバックアップします。

警告警告警告警告 : バックアップを行わずに新しいデータベースを操作していて、問バックアップを行わずに新しいデータベースを操作していて、問バックアップを行わずに新しいデータベースを操作していて、問バックアップを行わずに新しいデータベースを操作していて、問
題が生じた場合は、データベース作成手順を繰り返す必要があります。題が生じた場合は、データベース作成手順を繰り返す必要があります。題が生じた場合は、データベース作成手順を繰り返す必要があります。題が生じた場合は、データベース作成手順を繰り返す必要があります。
データを失ってしまうことがないように、データベースはここでバックデータを失ってしまうことがないように、データベースはここでバックデータを失ってしまうことがないように、データベースはここでバックデータを失ってしまうことがないように、データベースはここでバック
アップしてください。アップしてください。アップしてください。アップしてください。

警告警告警告警告 : すぐにすぐにすぐにすぐにORADIMからプロンプトが表示されますが、からプロンプトが表示されますが、からプロンプトが表示されますが、からプロンプトが表示されますが、2に進む前に進む前に進む前に進む前
に、データベースとサービスが完全に停止するまで待つ必要があります。に、データベースとサービスが完全に停止するまで待つ必要があります。に、データベースとサービスが完全に停止するまで待つ必要があります。に、データベースとサービスが完全に停止するまで待つ必要があります。
OracleServicePRODサービスが停止したことがコントロールサービスが停止したことがコントロールサービスが停止したことがコントロールサービスが停止したことがコントロール パネルに表パネルに表パネルに表パネルに表
示されるまで、待ちます。示されるまで、待ちます。示されるまで、待ちます。示されるまで、待ちます。そうしないと、データがデータ・ファイルに書そうしないと、データがデータ・ファイルに書そうしないと、データがデータ・ファイルに書そうしないと、データがデータ・ファイルに書
き込まれている最中にバックアップが作成されて、バックアップが無効にき込まれている最中にバックアップが作成されて、バックアップが無効にき込まれている最中にバックアップが作成されて、バックアップが無効にき込まれている最中にバックアップが作成されて、バックアップが無効に
なる可能性があります。なる可能性があります。なる可能性があります。なる可能性があります。
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データベース・ファイルは、初期化パラメータ・ファイル、制御ファイル、オンライン
の REDOログ・ファイルおよびデータ・ファイルから構成されます。
バックアップが完了したら再びデータベースを起動し、必要に応じてユーザーとオブ
ジェクトを作成し、必要な変更を行い、データベースを使用することができます。 

データベースに重要な変更（ARCHIVELOGモードを切り替える、表領域またはデー
タ・ファイルを追加する、など）を行った後は、データベース・バックアップを作成し
てください。

ORADIMによるによるによるによる Oracleインスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理
ORADIMは、Oracle8i データベースでのみ使用可能なコマンド行ツールです。

ORADIMが必要になるのは、手動でデータベースを作成、削除または変更する場合のみで
す。この目的で使用するツールとしては Oracle Database Configuration Assistantの方が簡
単です。

ORADIMと Oracle Database Configuration Assistantは、同様の処理を実行します。
ORADIMと Oracle Database Configuration Assistantの機能の比較を次の表に示します。

ORADIMを使用すると、ORADIM.LOGと呼ばれるログ・ファイルが ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥DATABASEまたは ORA_CWDレジストリ・パラメータで指定し
たディレクトリにオープンされます。すべての操作（正常の場合も異常の場合もすべて）が

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アーカイブと、バックアップ /リカバリの詳細は、第 11章
「データベース・ファイルのバックアップおよびリカバリ」、『Oracle8i 概
要』、『Oracle8i バックアップおよびリカバリ・ガイド』および『Oracle8i 
管理者ガイド』を参照してください。

警告警告警告警告 : 圧縮ドライブにデータベース・ファイルを格納しないでください。圧縮ドライブにデータベース・ファイルを格納しないでください。圧縮ドライブにデータベース・ファイルを格納しないでください。圧縮ドライブにデータベース・ファイルを格納しないでください。
書込みエラーが発生し、パフォーマンスを低下させる可能性があります。書込みエラーが発生し、パフォーマンスを低下させる可能性があります。書込みエラーが発生し、パフォーマンスを低下させる可能性があります。書込みエラーが発生し、パフォーマンスを低下させる可能性があります。

ORADIM Oracle Database Configuration Assistant

� MS-DOSコマンド・プロンプトから、インス
タンスの作成、起動、停止、変更、削除を行
える（関連するデータベース・ファイルには
影響を与えない）。

� データベース（および関連のインスタンスとサービス）
の作成および削除を行える。Oracle Database Assistant
は、既存のデータベースの起動や停止はできない。

� インスタンスの変更に使用できる。既存のイ
ンスタンスの設定を変更して、インスタンス
名、パスワード、起動モードまたは停止モー
ドなどを変更できる。

� インスタンスの変更には使用できない。

� パスワード・ファイルと関連サービスだけが
作成される。データベース（つまり、データ
ベース・ファイル）は作成されない。

� データベース、関連インスタンス、サービス、パスワー
ド・ファイルが作成される。
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このファイルに記録されます。 このファイルをチェックして、操作が成功したかどうかを検
証する必要があります。

次の項では、ORADIMのコマンドとパラメータを示します。各パラメータの前には必ず
ダッシュ（-）が付きます。

インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成

ORADIMのパラメータと説明のリストを表示する方法のパラメータと説明のリストを表示する方法のパラメータと説明のリストを表示する方法のパラメータと説明のリストを表示する方法

使用する構文使用する構文使用する構文使用する構文 ORADIM -? | -H | -HELP

注意注意注意注意 : オプションを何も指定せずに ORADIMを指定しても、
ORADIMパラメータおよび説明のリストが返されます。

例例例例 C:¥> ORADIM -?

インスタンスを作成する方法インスタンスを作成する方法インスタンスを作成する方法インスタンスを作成する方法

使用する構文使用する構文使用する構文使用する構文 ORADIM -NEW -SID SID | -SRVC SERVICE_NAME [-INTPWD INTERNAL_PWD] - 
SHUTTYPE SRVC | INST | SRVC, INST

[-MAXUSERS NUMBER][-STARTMODE AUTO | MANUAL][-PFILE FILENAME] 

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス PROD
を作成する例を作成する例を作成する例を作成する例

C:¥> ORADIM -NEW -SID PROD -INTPWD MYPASSWORD1 -STARTMODE AUTO -PFILE 
C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥PFILE¥INIT.ORA 

構文の説明構文の説明構文の説明構文の説明 � -NEW 新しいインスタンスの作成を示します。これは必須パラメータで
す。

� -SID SID 作成するインスタンスの名前です。このパラメータまたは次に説明
する -SRVCパラメータのいずれかを指定する必要があります。

� -SRVC    SERVICE_
NAME

作成するサービスの名前（OracleServiceSID）です。このパラメー
タまたは前に説明した -SIDパラメータのいずれかを指定する必要
があります。

� -INTPWD 
INTERNAL_PWD

INTERNALアカウントのパスワードです。-INTPWDオプションは
必須ではありません。このオプションを指定しない場合、オペレー
ティング・システムの認証が使用されるため、パスワードは必要あ
りません。 機能の説明は、8-12ページの「インストール時にオペ
レーティング・システムの認証を自動的に使用可能にする」を参照
してください。

� -MAXUSERS 
NUMBER

パスワード・ファイルに定義されているユーザー数です。デフォル
ト値は 5です。

� -STARTMODE 
AUTO, MANUAL

起動時に、インスタンスを自動または手動のどちらで起動するかを
示します。デフォルトの設定はMANUALです。
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インスタンスの起動インスタンスの起動インスタンスの起動インスタンスの起動

インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止

� -PFILE FILENAME このインスタンスで使用する INIT.ORAファイルです。このファイ
ルは、ドライブ名を含めて、フルパス名を指定する必要がありま
す。

� -SHUTTYPE SRVC, 
INST

サービスまたはインスタンスを停止するかどうかを示します。両方
を指定することもできます。これは必須パラメータです。

インスタンスを起動する方法インスタンスを起動する方法インスタンスを起動する方法インスタンスを起動する方法

使用する構文使用する構文使用する構文使用する構文 ORADIM -STARTUP -SID SID  [-USRPWD USER_PWD] [-STARTTYPE SRVC | INST | 
SRVC, INST] [-PFILE FILENAME]

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス PUMA
を起動する例を起動する例を起動する例を起動する例

C:¥> ORADIM -STARTUP -SID PUMA -STARTTYPE SRVC -PFILE 
C:¥ORACLE¥ADMIN¥PROD¥PFILE¥INIT.ORA 

構文の説明構文の説明構文の説明構文の説明 � -STARTUP 既存のインスタンスを起動することを示します。これは必須パ
ラメータです。

� -SID SID 起動するインスタンスの名前です。これは必須パラメータで
す。

� -USERPWD USER_
PWD

パスワードです。

� -STARTTYPE SRVC, 
INST

サービスまたはインスタンスを起動するかどうかを示します。
片方または両方を指定できます。指定しない場合は、現行の文
字列がレジストリでチェックされます。

インスタンスを停止する方法インスタンスを停止する方法インスタンスを停止する方法インスタンスを停止する方法

使用する構文使用する構文使用する構文使用する構文 ORADIM -SHUTDOWN -SID SID  [-USRPWD USER_PWD] [-SHUTTYPE SRVC | INST | SRVC, 
INST] [-SHUTMODE A | I | N]

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス PUMA
を停止する例を停止する例を停止する例を停止する例

C:¥> ORADIM -SHUTDOWN -SID PUMA -SHUTTYPE SRVC INST

構文の説明構文の説明構文の説明構文の説明 � -SHUTDOWN インスタンスの停止を示します。これは必須パラメータです。

� -SID SID 停止するインスタンスの名前です。これは必須パラメータで
す。

� -USERPWD USER_
PWD

パスワードです。

� -SHUTTYPE SRVC, 
INST

サービスまたはインスタンスを停止するかどうかを示します。
片方または両方を指定できます。指定しない場合は、現行の文
字列がレジストリでチェックされます。
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インスタンスの変更インスタンスの変更インスタンスの変更インスタンスの変更

� -SHUTMODE A, I, N インスタンスの停止方法の指定です。A（Abort）は異常終了
モード、I（Immediate）は即時モード、N（Normal）は通常
モードを示します。これはオプション・パラメータです。イン
スタンスの停止方法を指定しなかった場合、通常モードがデ
フォルトとして使用されます。

インスタンスを変更する方法インスタンスを変更する方法インスタンスを変更する方法インスタンスを変更する方法

使用する構文使用する構文使用する構文使用する構文 ORADIM -EDIT -SID SID [-NEWSID NEWSID] [-INTPWD INTERNAL_PWD]
[-STARTMODE AUTO | MANUAL][-PFILE FILENAME]

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス PROD
を変更する例を変更する例を変更する例を変更する例

C:¥> ORADIM -EDIT -SID PROD -NEWSID LYNX -INTPWD MYCAT123 -STARTMODE 
AUTO -PFILE C:¥ORACLE¥ADMIN¥LYNX¥PFILE¥INIT.ORA

注意注意注意注意 上記の例の PRODのような既存のインスタンスの設定を変更すると、インスタンス名、パス
ワード、起動モード、ユーザー数などの値を変更できます。

構文の説明構文の説明構文の説明構文の説明 � -EDIT インスタンスを変更することを示します。これは必須パラメータで
す。

� -SID SID 変更するインスタンスの名前です。これは必須パラメータです。

� -NEWSID NEWSID 新しいインスタンスの名前です。これはオプション・パラメータで
す。 

� -INTPWD 
INTERNAL_PWD

INTERNALアカウントのパスワードです。 

注意注意注意注意 : このパラメータを使用してパスワードを変更することはでき
ません。このパラメータでは、既存のパスワード・ファイルは上書
きされません。パスワード・ファイルがない時に新規のパスワー
ド・ファイルが作成されるだけです。新規のパスワード・ファイル
を作成するには、ORAPWDを使用するか、Oracle8iのサービスを
削除して（このアクションによって対応付けられたパスワード・
ファイルが暗黙的に削除されます）、Oracle8iのサービスを再作成
します（このアクションによって対応付けられたパスワード・ファ
イルが暗黙的に作成されます）。詳細は、第 2章「データベース・
ツールの概要」の「Password Utility（ORAPWD）」の項を参照し
てください。

� -STARTMODE 
AUTO, MANUAL

起動時に、インスタンスを自動または手動のどちらで起動するかを
示します。デフォルトの設定はMANUALです。

� -PFILE FILENAME このインスタンスで使用する INIT.ORAファイルです。このファイ
ルは、ドライブ名を含めて、フルパス名を指定する必要がありま
す。
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7

データベースの管理データベースの管理データベースの管理データベースの管理

この章では、Oracle8i for Windows NTを管理する方法について説明します。

次の項目について説明します。

� Oracleサービスの管理

� SQL*Plusを使用したデータベースの起動および停止

� サービスを使用したデータベースの起動および停止

� 複数インスタンスの実行

� パスワード・ファイルの作成

� パスワード・ファイルの削除

� パスワード・ファイルを使用した INTERNALでの接続

� SYSまたは INTERNALでのデータベースへのリモート接続

� INTERNALパスワードの変更

� データベース・パスワードの暗号化

� リモート・コンピュータでの制御ファイル、データ・ファイルおよびログ・ファイルの
作成

� REDOログ・ファイルのアーカイブ

� ORADEBUGユーティリティの使用
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Oracleサービスの管理サービスの管理サービスの管理サービスの管理
この項では、次の内容について説明します。

� 複数の Oracleホームの Oracleサービス命名規則

� 使用可能な Oracleサービス

� Oracleサービスの開始

� Oracleサービスの停止

� Oracleサービスの自動開始

複数の複数の複数の複数の Oracleホームのホームのホームのホームの Oracleサービス命名規則サービス命名規則サービス命名規則サービス命名規則
Oracle8i for Windows NTでは、1台のコンピュータで、複数のアクティブな Oracleホー
ム・ディレクトリを使用できます。この機能は第 3章「複数の Oracleホームおよび Optimal 
Flexible Architecture」で説明されています。複数の Oracleホームは、Oracleサービス命名
規則に影響します。Oracleホーム・ディレクトリにインストールを実行する場合は、次の処
理が必要です。

� インストール時に、各 Oracleホーム・ディレクトリにデフォルトの Oracleホーム名を
使用するか、または異なる Oracleホーム名を指定する必要があります。この Oracle
ホーム名が、ほとんどのサービス名に追加されます。

� 各インストールでシステム識別子（SID）とデータベース名を指定するように求められ
ます。
7-2 Oracle8i  for Windows NT 管理者ガイド



Oracleサービスの管理
次の 2つの図は、1台のコンピュータに Oracle8i データベースが 2つある場合に、「サービ
ス」ダイアログ・ボックスに表示される内容を示しています。

 

最初の Oracle8i データベース・
インストールのサービス名。
ほとんどのサービス名にホーム
名（OraHome81）が表示され
る。

2番目の Oracle8i データベー
スインストールのサービス名。 
ホーム名はユーザーが指定で
きる。

ユーザーが入力した Oracle8i 
データベース・インストール
用の SIDがサービス名に表示
される。
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使用可能な使用可能な使用可能な使用可能な Oracleサービスサービスサービスサービス
Windows NTコンピュータを再起動すると、複数の Oracleサービスが開始されます。開始
されるサービスは、インストールした製品によって異なります。2つの主な Oracleサービス
は、次のとおりです。 

 

特定の製品やデータベースの機能に対応する、その他の Oracleサービスも使用可能です。

   

サービス名サービス名サービス名サービス名 説明説明説明説明

OracleServiceSID データベース・インスタンス SIDに対して作成されます。Oracle
インスタンスは次のものを指す論理上の用語です。

� OracleServiceSIDという Oracleサービス

� データベース

各 Oracleインスタンスにはシステム識別子（SID）が必要です。
SIDは、最大 64文字の英数字からなる Oracleデータベース・イ
ンスタンスの一意の名前です。 

たとえば、Oracle8i データベースの SIDが ORCLの場合は、
ORCLがサービス OracleServiceに付加されます。このインスタン
ス名は、ORACLE_SIDレジストリの構成パラメータの値と同じで
す。

OracleHOME_
NAMETNSListener

クライアント・アプリケーションからの着信接続要求をリスニン
グして受信します。Windows NTコンピュータが再起動するとき
に、自動的に開始されます。 このサービス名に表示される HOME_
NAMEは、Oracle Universal Installerの「ファイルの場所」ダイ
アログ・ボックスの「名前」フィールドに入力した値です。

サービス名サービス名サービス名サービス名 説明説明説明説明

OracleHOME_NAMEAgent Oracle Enterprise Managerコンソールから送信された
ジョブおよびイベント要求をリスニングし応答します。

OracleWebAssistant01

1 コンピュータに Oracleホーム・ディレクトリが 1つだけある場合のサービス名です。コンピュータに
Oracleホーム・ディレクトリを追加した場合は、このサービスには、OracleWebAssistant1、
OracleWebAssistant2、OracleMTSService1、OracleMTSService2という命名規則が使用されます。

データベース問合せからの情報を、指定された時間間隔
でWebページに公開します。

OracleMTSService01 Microsoft Transaction Server（およびそのMS DTCコン
ポーネント）と Oracle8i データベースとの間の COM通
信インタフェースを提供します。
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ネットワーク製品用のサービスも使用可能です。

Oracleサービスの開始サービスの開始サービスの開始サービスの開始
Oracle8i データベースとその製品を使用するには、Oracleサービスが開始されている必要が
あります。

次の 3つの方法のいずれかを使用して Oracleサービスを開始します。

� 「コントロール パネル」から

� MS-DOSコマンド・プロンプトから

� Oracle Administration Assistant for Windows NTから

 

「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」からパネル」からパネル」からパネル」から Oracleサービスを開始するには、次のようにします。サービスを開始するには、次のようにします。サービスを開始するには、次のようにします。サービスを開始するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

サービス名サービス名サービス名サービス名 説明説明説明説明

� OracleHOME_
NAMETNSListener 

または次のような名前

� OracleHOME_
NAMETNSListenerLSNR 

デフォルトのネットワーク・リスナー名 LISTENERを使
用する場合のサービス名。

� LSNRは、デフォルトではないネットワーク・リス
ナー名です。これは、次のコマンドを実行したとき
にのみ作成されます。

LSNRCTL START LSNR

OracleHOME_NAMEClientCache クライアント・キャッシュ・サービス用に使用されま
す。

OracleHOME_NAMECMAdmin

OracleHOME_NAMECMan

製品 Oracle Connection Manager用に使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracleネットワーク・サービスの詳細は、『Oracle8i Net8 管
理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle8i データベースは、OracleServiceSIDの起動時に起動でき
ます。このために使用できるレジストリ・パラメータの詳細は、7-10ペー
ジの「サービスを使用したデータベースの起動および停止」を参照してく
ださい。
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Oracleサービスの管理
「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。

2. 「サービス」をダブルクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. リスト内で開始するサービスを見つけ、状態が「開始」になっていることを確認しま
す。「開始」になっていない場合は、そのサービスを選択して「開始」を選択します。

4. 「閉じる」をクリックして「サービス」ダイアログ・ボックスを終了します。

MS-DOSコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトから Oracleサービスを開始するには、次のようにします。サービスを開始するには、次のようにします。サービスを開始するには、次のようにします。サービスを開始するには、次のようにします。

1. 次のコマンドを入力して、MS-DOSコマンド・プロンプトから Oracleサービスを開始
します。

C:¥> NET START SERVICE

ここで SERVICEは、OracleServiceORCLなどの特定のサービス名です。

リストに OracleServiceSIDがない場合は、ORADIMを使用して作成します。ORADIMの使
用方法の詳細は、6-24ページの「ORADIMによる Oracleインスタンスの管理」を参照して
ください。

Oracle Administration Assistant for Windows NTからからからから Oracleサービスを開始するには、サービスを開始するには、サービスを開始するには、サービスを開始するには、
次のようにします。次のようにします。次のようにします。次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」を選択しま
す。

2. 「SID」を右クリックします。

ここで SIDは、ORCLなどの特定のインスタンス名です。

3. 「サービス開始」を選択します。

ここで SERVICEは、OracleServiceORCLなどの特定のサービス名です。

Oracleサービスの停止サービスの停止サービスの停止サービスの停止
場合によっては（たとえば、Oracle8i データベースを再インストールする場合）、Oracle
サービスを停止する必要があります。次の 3つの方法のいずれかを使って Oracleサービス
を停止します。

� 「コントロール パネル」から

� MS-DOSコマンド・プロンプトから
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Oracleサービスの管理
� Oracle Administration Assistantから

「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」からパネル」からパネル」からパネル」から Oracle8iサービスを停止するには、次のようにします。サービスを停止するには、次のようにします。サービスを停止するには、次のようにします。サービスを停止するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。

2. 「サービス」をダブルクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. OracleHOME_NAMETNSListenerを選択し、「停止」を選択します。

OracleHOME_NAMETNSListenerが停止します。

4. OracleServiceSIDを選択して「停止」を選択します。

5. 「OK」をクリックします。

OracleServiceSIDが停止します。

MS-DOSコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトから Oracleサービスを停止するには、次のようにします。サービスを停止するには、次のようにします。サービスを停止するには、次のようにします。サービスを停止するには、次のようにします。

1. 次のコマンドを入力して、MS-DOSコマンド・プロンプトから Oracleサービスを停止
します。

C:¥> NET STOP SERVICE

ここで SERVICEは、OracleServiceORCLなどの特定のサービス名です。

Oracle Administration Assistant for Windows NTからからからから Oracleサービスを停止するには、サービスを停止するには、サービスを停止するには、サービスを停止するには、
次のようにします。次のようにします。次のようにします。次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」を選択しま
す。

2. SIDを右クリックします。

ここで SIDは、ORCLなどの特定のインスタンス名です。

3. 「サービスの停止」を選択します。

ここで SERVICEは、OracleServiceORCLなどの特定のサービス名です。

注意注意注意注意 : Oracle8i データベースは、OracleServiceSIDの停止時に、通常、
即時または異常終了モードで停止できます。このために使用できるレジス
トリ・パラメータの詳細は、7-10ページの「サービスを使用したデータ
ベースの起動および停止」を参照してください。
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Oracleサービスの管理
Oracleサービスの自動開始サービスの自動開始サービスの自動開始サービスの自動開始
Windows NTコンピュータが再起動されたときに、Oracleサービスが開始されるようにす
ることもできます。「サービス」ダイアログ・ボックスを使用して、いつどのように
Oracle8i データベースを開始するかを設定します。 

再起動するたびに再起動するたびに再起動するたびに再起動するたびに Oracle8i データベースを自動的に起動するには、次のようにします。を自動的に起動するには、次のようにします。を自動的に起動するには、次のようにします。を自動的に起動するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。

2. 「サービス」をダブルクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 「OracleServiceSID」サービスを選択して「スタートアップ」ボタンを選択します。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「スタートアップの種類」フィールドで「自動」を選択します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「閉じる」をクリックして「サービス」ダイアログ・ボックスを終了します。

Oracle Administration Assistant for Windows NTからからからから Oracleサービスを自動的に開始すサービスを自動的に開始すサービスを自動的に開始すサービスを自動的に開始す
るには、次のようにします。るには、次のようにします。るには、次のようにします。るには、次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」を選択しま
す。

2. SIDを右クリックします。

ここで SIDは、ORCLなどの特定のインスタンス名です。

3. 「起動 /停止オプション ...」を選択します。

4. 「Oracle NTサービス」タブをクリックします。

5. 「Oracle NTサービス起動タイプ」ボックスで「自動」をクリックします。
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SQL*Plusを使用したデータベースの起動および停止
SQL*Plusを使用したデータベースの起動および停止を使用したデータベースの起動および停止を使用したデータベースの起動および停止を使用したデータベースの起動および停止
ここでは、データベース・インスタンスが作成され、サービスが開始されていることを前提
としています。

Oracle8i データベースデータベースデータベースデータベースを起動または停止するには、次のようにします。を起動または停止するには、次のようにします。を起動または停止するには、次のようにします。を起動または停止するには、次のようにします。

1. Oracle8i データベース・サーバーに移動します。

2. MS-DOSコマンド・プロンプトから SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

3. Oracle8i データベースに INTERNALユーザーとして接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

4. 次の指示に従います。

注意注意注意注意 : この章のディレクトリ・パスの例は、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに準拠しています（たとえば、
ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥RDBMS¥ADMIN）。インストール時に
OFA未対応のディレクトリを指定した場合、ディレクトリ・パスは異な
ります。 詳細は、3-21ページの「OFAおよび複数の Oracleホームの構成」
を参照してください。
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サービスを使用したデータベースの起動および停止
     

    

   

サービスを使用したデータベースの起動および停止サービスを使用したデータベースの起動および停止サービスを使用したデータベースの起動および停止サービスを使用したデータベースの起動および停止
Oracle8i データベースは、「コントロール パネル」の OracleServiceSIDを起動または停止す
ることにより、起動または停止できます。この自動プロシージャは、次のコマンドを手動で
入力することと同じです。

必要な処理必要な処理必要な処理必要な処理 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

デフォルトのパラメータ・
ファイルを使用してデー
タベースを起動する

SQL> STARTUP 

このコマンドでは、ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥PFILEディレクトリのデフォ
ルトの INIT.ORAファイルが使用されます。

デフォルトのパラメータ・
ファイル以外のファイル
を使用してデータベース
を起動する

SQL> STARTUP PFILE=PATH¥FILENAME 

このコマンドでは、PATH¥FILENAMEで指定した INIT.ORAファイルが使用されます。
次の例では、C:¥ORA81¥ADMIN¥ORCL¥PFILEの INIT2.ORAという名前のファイルを
使用してデータベースを起動します。

SQL> STARTUP PFILE=C:¥ORA81¥ADMIN¥ORCL¥PFILE¥INIT2.ORA

データベースを停止する SQL> SHUTDOWN [MODE]

MODEは次のいずれかです。

� NORMAL

 データベースは、現在接続しているすべてのユーザーが切断するまで待機し、新しい接
続を禁止し、その後に停止します。これがデフォルト・モードです。

� IMMEDIATE

データベースは、アクティブ・トランザクションを終了してロールバックし、クライア
ントを切断し、停止します。

� ABORT

データベースは、アクティブ・トランザクションを終了してユーザーを切断します。ト
ランザクションのロールバックは行いません。データベースは、次に起動したときに自
動リカバリとロールバックを実行します。このモードは緊急な場合にのみ使用してくだ
さい。

注意注意注意注意 : データベースを起動できるその他のツールは、2-2ページの「使用
するデータベース・ツールの選択」を参照してください。また、データ
ベースを起動するときに指定できるオプションについては、『Oracle8i 管
理者ガイド』を参照してください。
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サービスを使用したデータベースの起動および停止
OracleServiceSIDを開始してデータベースを開始するには、次のようにします。を開始してデータベースを開始するには、次のようにします。を開始してデータベースを開始するには、次のようにします。を開始してデータベースを開始するには、次のようにします。

1. 次のレジストリ・パラメータを確認または設定します。 インスタンスの作成または編集
に使用される ORADIMは、レジストリのこれらの値を自動的に設定します。

レジストリ・パラメータを追加および編集する方法は、付録 C「Oracle8i 構成パラメータお
よびレジストリ」を参照してください。

これらのパラメータを設定する正確な位置は、コンピュータの Oracleホーム・ディレクト
リがいくつあるかによって異なります。

2. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。

3. 「サービス」をダブルクリックします。

作業作業作業作業 実行されるコマンド実行されるコマンド実行されるコマンド実行されるコマンド

OracleServiceSIDの起動 C:¥> ORADIM - STARTUP -SID SID  -USERPWD PASSWORD 
-STARTTYPE SRV,INST

OracleServiceSIDの停止 C:¥> ORADIM - SHUTDOWN -SID SID  -USERPWD PASSWORD 
-SHUTTYPE SRV,INST -SHUTMODE -I

パラメータパラメータパラメータパラメータ TRUE に設定した場合に設定した場合に設定した場合に設定した場合

ORA_SID_AUTOSTART TRUE（デフォルト値）に設定すると、データベースが
OracleServiceSIDの起動時に起動されます。

ORA_SID_PFILE INIT.ORAパラメータ・ファイルのフルパスを設定します。
デフォルト・パスは、ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_
NAME¥PFILE¥INIT.ORAです。

使用する使用する使用する使用する Oracleホーホーホーホー
ム・ディレクトリの数ム・ディレクトリの数ム・ディレクトリの数ム・ディレクトリの数 これらのパラメータの追加先これらのパラメータの追加先これらのパラメータの追加先これらのパラメータの追加先

1つのホーム・ディレ
クトリ

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0

複数のホーム・ディレ
クトリ

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID

IDは、コンピュータに Oracleホーム・ディレクトリを追加するたびに
増加します。
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サービスを使用したデータベースの起動および停止
「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. OracleServiceSIDを選択して「開始」を選択します。

これにより ORADIMが自動的に起動され、ORA_SID_PFILEで指定された初期化パラ
メータ・ファイルを使用して -STARTUPコマンドが発行されます。

OracleServiceSIDを停止してデータベースを停止するには、次のようにします。を停止してデータベースを停止するには、次のようにします。を停止してデータベースを停止するには、次のようにします。を停止してデータベースを停止するには、次のようにします。

1. レジストリの次のパラメータのいずれかを TRUEに設定します。

 これらのパラメータのいずれかが FALSE（デフォルトの設定）に設定されている場合、
OracleServiceSIDを停止すればデータベースを停止することはできますが、この方法で
はデータベースが異常終了されるため、この方法はお薦めしません。

これらのパラメータの正確な位置は、コンピュータの Oracleホーム・ディレクトリ数
によって異なります。

  

2. レジストリで次のオプションのパラメータを適切な値に設定します。

  

パラメータパラメータパラメータパラメータ TRUEに設定した場合に設定した場合に設定した場合に設定した場合

ORA_SHUTDOWN 選択した Oracle8i データベースを停止できます。現行の Oracle
ホーム内のすべてのデータベースが対象です。

ORA_SID_SHUTDOWN SIDの値によって識別された Oracle8i データベースが停止され
ます。

使用する使用する使用する使用する Oracle
ホーム・ディレクトホーム・ディレクトホーム・ディレクトホーム・ディレクト
リの数リの数リの数リの数 パラメータの位置パラメータの位置パラメータの位置パラメータの位置

1つのホーム・ディ
レクトリ

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0

複数のホーム・ディ
レクトリ

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID

IDは、コンピュータに Oracleホーム・ディレクトリを追加するた
びに増加します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : レジストリ・パラメータを追加および編集する方法は、付録
C「Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ」を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

ORA_SID_
SHUTDOWNTYPE

データベースの停止モードを示す A（異常終了）、I（即時）、N（通
常）に設定します。このパラメータを設定しない場合、デフォル
ト・モードは I（即時）です。
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3. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます。

4. 「サービス」をダブルクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. OracleServiceSIDを選択して「停止」を選択します。

これにより ORADIMが自動的に起動され、ORA_SID_SHUTDOWNTYPEで指定され
たモードで -SHUTDOWNコマンドが実行され、Oracle8i データベースが停止します。

Oracle Administration Assistant for Windows NTからからからから Oracleサービスを使用してデータサービスを使用してデータサービスを使用してデータサービスを使用してデータ
ベースを起動または停止するには、次のようにします。ベースを起動または停止するには、次のようにします。ベースを起動または停止するには、次のようにします。ベースを起動または停止するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」を選択しま
す。

2. SIDを右クリックします。

ここで SIDは、ORCLなどの特定のインスタンス名です。

3. 「起動 /停止オプション ...」を選択します。

4. 「Oracleインスタンス」タブをクリックします。

5. 「サービスが開始されたときにインスタンスを起動します。」または「サービスが停止さ
れたときにインスタンスを停止します。」を選択します。

ORA_SID_
SHUTDOWN_
TIMEOUT

特定の SIDのサービスが停止するまでの待ち時間の最大値を設定し
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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複数インスタンスの実行
複数インスタンスの実行複数インスタンスの実行複数インスタンスの実行複数インスタンスの実行
複数インスタンスを実行するには、ORADIMかWindows NTの「サービス」ダイアログ・
ボックスを使用して、それぞれのインスタンスがすでに作成済で各インスタンスのサービス
が開始されていることを確認します。その後、SQL*Plusを使用して各インスタンスを開始
して複数インスタンスを実行します。 

複数インスタンスを実行するには、次のようにします。複数インスタンスを実行するには、次のようにします。複数インスタンスを実行するには、次のようにします。複数インスタンスを実行するには、次のようにします。

1. それぞれのインスタンスがすでに作成されていることを確認します。

2. ORADIMまたはWindows NTの「コントロール パネル」の「サービス」ダイアログ・
ボックスを使用して、各インスタンスのサービスが開始されていることを確認します。

3. MS-DOSコマンド・プロンプトで、ORACLE_SID構成パラメータを、実行する各イン
スタンスの SIDに設定します。

C:¥> SET ORACLE_SID=SID

ここで、SIDは Oracle8i データベース・インスタンスの名前です。

4. SQL*Plusを起動します。
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C:¥> SQLPLUS

5. INTERNALで接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

6. 新しいインスタンスを使用してデータベースを起動します。

SQL> STARTUP PFILE=ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥PFILE¥INIT.ORA

ORACLE_BASEは、（インストール時に変更しない限り）デフォルトで C:¥ORACLEで
す。DB_NAMEは、インスタンス名です。

パスワード・ファイルの作成パスワード・ファイルの作成パスワード・ファイルの作成パスワード・ファイルの作成
パスワード・ユーティリティ ORAPWDを使用してパスワード・ファイルを作成します。
ORAPWDは、Oracle8iユーティリティとともに自動的にインストールされます。パスワー
ド・ファイルは ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥DATABASEディレクトリにあり、
PWDSID.ORAという名前になっています。SIDは Oracle8i データベースのインスタンスで
す。パスワード・ファイルは、Oracle8i データベースへのローカル接続またはリモート接続
に使用されます。次の例では、ローカル接続を実行する方法を示します。 

パスワード・ファイルを作成するには、次のようにします。パスワード・ファイルを作成するには、次のようにします。パスワード・ファイルを作成するには、次のようにします。パスワード・ファイルを作成するには、次のようにします。

1. ORAPWDを使用してパスワード・ファイルを作成します。

C:¥> ORAPWD FILE=PWDSID.ORA PASSWORD=PASSWORD ENTRIES=MAX_USERS
パスワード・ファイルの主な要素は次のとおりです。

2. INIT.ORAファイル・パラメータ REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEを EXCLUSIVE
または SHAREDに設定します。すべての可能な値の定義は、次のとおりです。 

要素要素要素要素 説明説明説明説明

SID データベース・インスタンスを示します。

FILE パスワード・ファイルの名前を指定します。

PASSWORD INTERNALアカウントと SYSアカウントのパスワードを設定します。

ENTRIES パスワード・ファイルの項目の最大数を設定します。この数は、SYSDBA
権限と SYSOPER DBA権限で、同時にデータベースに接続できる固有の
ユーザーの最大数に相当します。
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3. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

4. INTERNALで接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

5. Oracle8i データベースを起動します。

SQL> STARTUP

6. データベース管理を実行する必要がある各ユーザーに適切な権限を付与します。 たとえ
ば次のように指定します。

SQL> GRANT SYSDBA TO SCOTT;

正常に実行された場合は、次のメッセージが表示されます。

Statement Processed.

要素要素要素要素 説明説明説明説明

EXCLUSIVE 1つのインスタンスだけがパスワード・ファイルを使用でき、パスワード・
ファイルには、SYSと INTERNAL以外の名前が含まれることを指定しま
す。Oracle8iはレジストリを検索して ORA_SID_PWFILEパラメータの値
を調べます。値が指定されていない場合は、レジストリを検索して ORA_
PWFILEパラメータの値を調べます。このパラメータは INTERNALのパ
スワードとともにユーザー名、パスワードおよび権限を含むファイルを指
します。そのパラメータが設定されていない場合は、ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥DATABASE¥PWDSID.ORAがデフォルトで使用
されます。

SHARED 複数インスタンスがパスワード・ファイルを使用できることを指定します
（パラレル・サーバー環境など）。ただし、パスワード・ファイルによって
認識されるユーザーは SYSと INTERNALのみです。SYSOPERまたは
SYSDBA権限がパスワード・ファイルで付与されている場合でも、それら
の権限を使用してログインすることはできません。このパラメータの
SHARED値は、旧リリースとの下位互換性があります。Oracle8i データ
ベースは、値が EXCLUSIVEのときと同じファイルを検索しますが、権限
が与えらえているアクセスで使用可能なのは INTERNALアカウントのみ
です。これがデフォルト値です。 

NONE Oracle8i データベースでパスワード・ファイルが無視され、特権ユーザー
はWindows NTオペレーティング・システムで認証されることを指定しま
す。NONEがデフォルト設定です。
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SCOTTは、パスワード・ファイルに追加され、SYSDBA権限で データベースに接続で
きるようになります。パスワード・ファイルにユーザー名、ユーザー・パスワードおよ
びユーザー権限を追加または削除するには、SQL*Plusを使用します。

7. SCOTTの DBA権限で Oracle8i データベースに接続します。

SQL> CONNECT SCOTT/TIGER AS SYSDBA

これで Oracle8i データベースに接続されます。

 

パスワード・ファイルの表示パスワード・ファイルの表示パスワード・ファイルの表示パスワード・ファイルの表示
パスワード・ファイルは、自動的に隠しファイルになります。この項では、パスワード・
ファイルを表示する 2通りの方法を説明します。

� MS-DOSコマンド・プロンプトからパスワード・ファイルを表示する方法

� Windows NTエクスプローラからパスワード・ファイルを表示する方法

MS-DOSコマンド・プロンプトからパスワード・ファイルを表示する方法コマンド・プロンプトからパスワード・ファイルを表示する方法コマンド・プロンプトからパスワード・ファイルを表示する方法コマンド・プロンプトからパスワード・ファイルを表示する方法

Windows NTエクスプローラからパスワード・ファイルを表示する方法

1. Windows NTエクスプローラを開きます。

2. 表示するフォルダを開きます。

3. メイン・メニューの「表示」メニューから「オプション」をクリックします。

4. 「表示」タブをクリックします。

注意注意注意注意 : パスワード・ファイルをコピーしたり、手動で移動すると、
ORADIMによって、インスタンスを起動するパスワードが検索できなく
なる可能性があります。

目的目的目的目的 入力入力入力入力

パスワード・ファイルを表示す
る

C:¥ORACLE¥ORA81¥DATABASE> ATTRIB

パスワード・ファイルが次のように表示されます。

A   H   C:¥ORACLE¥ORA81¥DATABASE¥PWDSID.ORA

パスワード・ファイルを表示で
きるようにする

C:¥ORACLE¥ORA81¥DATABASE> ATTRIB -H PWDSID.ORA

注意注意注意注意 : パスワード・ファイルは、表示できるようになってい
なければ、移動やコピーはできません。

パスワード・ファイルを再び隠
す

C:¥ORACLE¥ORA81¥DATABASE> ATTRIB +H PWDSID.ORA
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5. 次の指示に従います。

パスワード・ファイルの削除パスワード・ファイルの削除パスワード・ファイルの削除パスワード・ファイルの削除
この項では、パスワード・ファイルを削除する方法を説明します。

パスワード・ファイルを削除するには、次のようにします。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトまたはWindows NTエクスプローラで、パスワード・
ファイルを表示できるようにします。手順については 7-17ページの「パスワード・ファ
イルの表示」を参照してください。

2. MS-DOSコマンド・プロンプトまたはWindows NTエクスプローラで参照できるよう
になったパスワード・ファイルを削除します。

パスワード・ファイルを使用したパスワード・ファイルを使用したパスワード・ファイルを使用したパスワード・ファイルを使用した INTERNALでの接続での接続での接続での接続
パスワード・ファイルを使用して INTERNALで接続できます。 「標準」または「最小」イ
ンストール・タイプを使用してデータベースをインストールした場合は、INTERNALのパ
スワードは ORACLEです。

パスワード・ファイルを使用してパスワード・ファイルを使用してパスワード・ファイルを使用してパスワード・ファイルを使用して INTERNALで接続するには、次のようにします。で接続するには、次のようにします。で接続するには、次のようにします。で接続するには、次のようにします。

1. 7-15ページの「パスワード・ファイルの作成」で示されている手順に従って、
ORAPWDを使用してパスワード・ファイルを作成します。

2. INIT.ORAファイル・パラメータ REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEを EXCLUSIVE
または SHAREDに設定します。

3. 次のように Oracle8i データベースに接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL/PASSWORD
PASSWORDは、ORAPWDまたは ORADIMを使用して作成されたパスワードです。

目的目的目的目的 クリックするオプションクリックするオプションクリックするオプションクリックするオプション

パスワード・ファイルを表示す
る

すべてのファイルを表示

パスワード・ファイルを表示し
ない

次の種類のファイルは隠す

注意注意注意注意 :   REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEがNONEに設定されている場合は、正
しいパスワードが指定されている場合でも、リモートから INTERNALでデータ
ベースに接続することはできません。
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SYSまたはまたはまたはまたは INTERNALでのデータベースへのリモート接続でのデータベースへのリモート接続でのデータベースへのリモート接続でのデータベースへのリモート接続
SYSまたは INTERNALとしてリモート・マシンから初期データベースに接続するとき、
SYSDBA権限でログオンする場合は、『Oracle8i for Windows NT インストレーション・ガイ
ド』の第 6章に説明されているパスワードとは別のパスワードを使用する必要があります。
これは、この場合はパスワード・ファイルによりデータベース・アクセスが可能になり、そ
のためにパスワード ORACLEが必要になるからです。

INTERNALパスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更
INTERNALユーザー・アカウントのパスワードは、ORADIMまたは ORAPWDを使用して
変更します。

ORADIMを使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。

1. 変更するパスワードの SIDを削除します。

C:¥> ORADIM -DELETE -SID SID 

ここで SIDは、削除する SIDです。

2. PWDSID.ORAファイルと STRTSID.CMFファイルが ¥ORACLE_HOME¥DATABASE¥
ディレクトリから削除されていることを確認します。

3.  同じ SIDを再び作成して INTERNALの新しいパスワードを指定します。

C:¥> ORADIM -NEW -SID SID -INTPWD NEW_PASSWORD - STARTMODE AUTO - MAXUSERS N 
-PFILE <drive: ¥path¥init{sid}.ora>

ここで、SIDは、再作成する同じ SIDです。NEW_PASSWORDは、INTERNALの新し
いパスワードです。Nは、このパスワードを使用して一度にログインできる DBAとオ
ペレータの最大数です。

ORAPWDを使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。

1. パスワード・ファイルの削除方法は、7-18ページの「パスワード・ファイルの削除」を
参照してください。

2. パスワード・ファイルの作成方法は、7-15ページの「パスワード・ファイルの作成」を
参照してください。

SQL*Plusを使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。を使用してパスワードを変更するには、次のようにします。

この項では、パスワード・ファイルがすでに作成され、INIT.ORAファイル・パラメータ
REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEが SHAREDまたは EXCLUSIVEに設定されていること
を想定しています。

1. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS
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2. INTERNALユーザー名で接続します。

SQL> CONNECT SYS/password

3. SYSユーザー名のパスワードを変更します。INTERNALは SYSの別名です。

SQL> ALTER USER SYS IDENTIFIED BY NEW_PASSWORD;

データベース・パスワードの暗号化データベース・パスワードの暗号化データベース・パスワードの暗号化データベース・パスワードの暗号化
Oracle8i データベースでは、リモート・データベース接続の検証に使用されるパスワードを
暗号化できます。 

パスワードの暗号化を使用可能にするには、次のようにします。パスワードの暗号化を使用可能にするには、次のようにします。パスワードの暗号化を使用可能にするには、次のようにします。パスワードの暗号化を使用可能にするには、次のようにします。

1. サーバー・コンピュータの初期化パラメータ・ファイル INIT.ORAに DBLINK_
ENCRYPT_LOGINを追加します。

2. DBLINK_ENCRYPT_LOGINを TRUEに設定します。

3. クライアント・コンピュータ内で ORA_ENCRYPT_LOGIN構成変数を TRUEに設定し
ます。レジストリの構成パラメータを追加および設定する方法は、付録 C「Oracle8i 構
成パラメータおよびレジストリ」を参照してください。

このパラメータを TRUEに設定すると、ユーザーがリモート・ログインを試行するたびに、
Oracle8i データベースによって、パスワードが暗号化されてから、リモート・データベース
に送信されます。接続に失敗すると、エラーが監査ログに記録されます。Oracle8i データ
ベースでは、その後、これらのパラメータのいずれかが FALSEに設定されていないかどう
かをチェックします。FALSEに設定されていた場合は、Oracle8i データベースでは、非暗号
化バージョンのパスワードを使用して再び接続が試行されます。接続に成功すると、監査ロ
グに成功が記録され、接続が進行します。

リモート・コンピュータでの制御ファイル、データ・ファイルリモート・コンピュータでの制御ファイル、データ・ファイルリモート・コンピュータでの制御ファイル、データ・ファイルリモート・コンピュータでの制御ファイル、データ・ファイル
およびログ・ファイルの作成およびログ・ファイルの作成およびログ・ファイルの作成およびログ・ファイルの作成

Oracleでは、UNC（Universal Naming Convention）を使用してリモート・コンピュータ上
のデータベース・ファイルにアクセスすることは可能ですが、これはパフォーマンスおよび
ネットワークの信頼性に不安が出るためお薦めできませんし、サポートされていません。

注意注意注意注意 :   リリース 7.1より前のリリースでは、暗号化パスワードをサポートしていま
せん。Oracleデータベースの以前のバージョンに接続している場合は、接続を成功
させるために、初期化パラメータ DBLINK_ENCRYPT_LOGINを FALSEに設定す
る必要があります。
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UNCは、ローカル・エリア・ネットワーク上のリソースの位置を指定するための PCの形
式です。UNCでは、次の形式を使用します。

¥¥server-name¥shared-resource-pathname

たとえば、共有サーバー ARGON上のディレクトリ
C:¥ORACLE¥ORA81¥ORADATA¥ORCLのファイル SYSTEM01.DBFにアクセスするには、
次のようにファイルを参照します。

¥¥ARGON¥ORACLE¥ORA81¥ORADATA¥ORCL¥SYSTEM01.DBF

アーカイブ・ログ・ファイルの位置は、UNCを使用して指定できないことに注意してくだ
さい。 LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータを UNC仕様に設定すると、データベース
は起動されず、次のエラーが表示されます。

ORA-00256: アーカイブ先文字列 '¥meldell¥rmdrive'を変換できません。
ORA-09291: sksachk: アーカイブ先に指定されたデバイスが無効です。
OSD-04018: 指定されたディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。
O/S-Error: (OS 2) 指定されたファイルが見つかりません。

LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータが、マップされたドライブに設定されているこ
とを確認してください。

REDOログ・ファイルのアーカイブログ・ファイルのアーカイブログ・ファイルのアーカイブログ・ファイルのアーカイブ
「標準」または「最小」インストール・タイプを使用して Oracle8i データベースをインス
トールした場合、データベースは NONARCHIVELOGモードで作成されます。Database 
Configuration Assistantの「カスタム」オプションでデータベースを作成した場合は、
ARCHIVELOGか NONARCHIEVELOGのいずれかを選択しているはずです。

NOARCHIVELOGモードでは、REDOログはアーカイブされません。したがって、データ
ベースのインスタンス障害には対処できますが、ディスクの障害には対処できません。アー
カイブ・モードを ARCHIVELOGに設定して自動アーカイブを使用可能にすると、REDO
ログ・ファイルがアーカイブされます。その結果、インスタンス障害とディスクの障害の両
方からデータベースを保護できます。 

注意注意注意注意 : ORA-00256エラーは、次のように入力した場合にも発生します。

¥¥¥meldell¥rmdrive

または

¥¥¥meldell¥¥rmdrive

制御ファイルの場合、リリース 8.0.4ではもう 1つ円記号が必要ですが、
REDOファイルおよびデータ・ファイルには必要ありません。
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この項は、アーカイブ・モードを ARCHIVELOGに変更して、自動アーカイブ・モードを使
用可能にする方法について説明します。ARCHIVELOGモードと NOARCHIVELOGモード
の詳細は、『Oracle8i 管理者ガイド』の第 7章「アーカイブ済み REDOログの管理」を参照
してください。 

手順手順手順手順 1: アーカイブ・モードをアーカイブ・モードをアーカイブ・モードをアーカイブ・モードを ARCHIVELOGに変更するに変更するに変更するに変更する
アーカイブ・モードをアーカイブ・モードをアーカイブ・モードをアーカイブ・モードを ARCHIVELOGに変更するには、次の手順に従います。に変更するには、次の手順に従います。に変更するには、次の手順に従います。に変更するには、次の手順に従います。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトから SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

2. Oracle8i データベースに INTERNALユーザーとして接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

3. データベースがオープンしている場合は、シャットダウンします。

SQL> SHUTDOWN

4. データベースをマウントします。

SQL> STARTUP MOUNT

5. 次のコマンドを入力します。

SQL> ARCHIVE LOG LIST

データベースがアーカイブ・モードでない場合は、次の結果が出力されます。

データベース・ログ・モード 非アーカイブ・モード
自動アーカイブ 使用不可
アーカイブ先 %RDBMS%¥
一番古いオンライン・ログ順序番号 34
現行のログ順序番号 37

6. アーカイブ・モードを ARCHIVELOGに変更します。

SQL> ALTER DATABASE ARCHIVELOG;

7. 次のコマンドを入力します。

SQL> ARCHIVE LOG LIST

データベースがアーカイブ・モードになったことが、次の出力で示されます。

データベース・ログ・モード アーカイブ・モード
自動アーカイブ 使用不可
アーカイブ先 %RDBMS%¥
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一番古いオンライン・ログ順序番号 34
現行のログ順序番号 37

8. データベースをオープンします。

SQL> ALTER DATABASE OPEN;

9. 7-23ページの「手順 2: 自動アーカイブを使用可能にする」に進みます。

手順手順手順手順 2: 自動アーカイブを使用可能にする自動アーカイブを使用可能にする自動アーカイブを使用可能にする自動アーカイブを使用可能にする
自動アーカイブを使用可能にするには、次の手順に従います。自動アーカイブを使用可能にするには、次の手順に従います。自動アーカイブを使用可能にするには、次の手順に従います。自動アーカイブを使用可能にするには、次の手順に従います。

1. ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥INIT.ORAファイルを開きます。

2. 次の 3つのパラメータを検索します。

# LOG_ARCHIVE_START = TRUE
# LOG_ARCHIVE_DEST_1 = %ORACLE_HOME%¥DATABASE¥ARCHIVE
# LOG_ARCHIVE_FORMAT = "%%ORACLE_SID%%T%TS%S.ARC"

3. 各パラメータの先頭にあるシャープ記号「#」を削除します。

4. LOG_ARCHIVE_DEST_nの値を編集し、満杯になった REDOログのアーカイブ先の既
存ドライブとディレクトリを指定します。

5. LOG_ARCHIVE_FORMATの値を編集し、適切なアーカイブ形式を指定します。

注意 : LOG_ARCHIVE_FORMATを囲んでいる二重引用符を削除する必
要はありません。

形式形式形式形式 説明説明説明説明 例例例例

%%ORACLE_SID%%%T.ARC スレッド番号を指定します。この番号
の左側の空白はゼロで置き換えられま
す。デフォルト値は、3桁までの数値
です。

SID0001.ARC

%%ORACLE_SID%%%S.ARC ログ順序番号を指定します。ログ順序
番号の左側の空白は 0で置き換えられ
ます。デフォルト値は、5桁までの数
値です。

SID0001.ARC

%%ORACLE_SID%%%t.ARC スレッド番号を指定します。左側の空
白は埋められません。デフォルト値の
桁数には制限はありません。

SID1.ARC

%%ORACLE_SID%%%s.ARC ログ順序番号を指定します。左側の空
白は埋められません。デフォルト値の
桁数には制限はありません。

SID1.ARC
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6. 変更を保存します。

7. ファイルを終了します。

8. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN

9. データベースを再起動します。

SQL> STARTUP

10. 次のコマンドを入力します。

SQL> ARCHIVE LOG LIST

REDOログ・ファイルの自動アーカイブが使用可能であり、かつアーカイブ先が指定さ
れている場合は、次の結果が出力されます。

データベース・ログ・モード アーカイブ・モード
自動アーカイブ 使用可能
アーカイブ先 C:¥BACKUP
一番古いオンライン・ログ順序番号 34
現行のログ順序番号 37

ORADEBUGユーティリティの使用ユーティリティの使用ユーティリティの使用ユーティリティの使用
ORADEBUGユーティリティは、SQL*Plusを介して Oracleプロセスにデバッグ・コマンド
を送信するデバッグ・ツールです。このユーティリティは、主に開発者とオラクル社カスタ
マ・サポート・センター担当者が対象です。このユーティリティは、オラクル社カスタマ・
サポートから指示された場合のみ使用します。ORADEBUGを使用するには、データベース
管理者の権限が必要です。

ORADEBUGを起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトから SQL*Plusを起動し、データベースに INTERNAL
で接続します。 たとえば次のように指定します。

C:¥> SQLPLUS
SQL> CONNECT INTERNAL

2. SQL*Plusのプロンプトで次のように入力します。

SQL> ORADEBUG

ORADEBUGが実行され、パラメータを入力するように要求されます。パラメータのリ
ストを表示するには、SQL*Plusのプロンプトで次のように入力します。

SQL> ORADEBUG HELP

ほとんどのデバッグ・コマンドの出力は、トレース・ファイルに書き込まれます。ト
レース・ファイルは、INIT.ORAの初期化パラメータ BACKGROUND_DUMP_DEST
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と USER_DUMP_DESTによって指定された ディレクトリに作成されます。これらのパ
ラメータは、デフォルトでそれぞれ ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥BDUMP、
ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥UDUMPに設定されています。トレース・ファイ
ルの位置を確認するには、SQL*Plusのプロンプトで次のように入力します。

SQL> ORADEBUG TRACEFILE_NAME

デバッグ・コマンドの出力に複数の行がある場合は、結果はトレース・ファイルに送信
され、コマンドが完了したことを示すメッセージが SQL*Plusに送られます。デバッ
グ・コマンドの出力が 1行だけの場合は、出力は、SQL*Plusに直接中継されます。 

注意注意注意注意 : ORADEBUGには、現在、制限があります。入出力（I/O）でブ
ロックするスレッドをデバッグしようとすると、その I/Oが完了するま
で、SQL*Plusがハングする可能性があります。
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Windowsを使用したデータベース・ユーザ
8

Windowsを使用したデータベース・ユーザーを使用したデータベース・ユーザーを使用したデータベース・ユーザーを使用したデータベース・ユーザー

の認証の認証の認証の認証

この章では、Windowsを使用して Oracle8i データベース・ユーザーを認証する方法につい
て説明します。

次の項目について説明します。

� Windows固有の認証の概要

� Windowsの認証プロトコル

� ユーザー認証とロール認可の方式

� インストール時にオペレーティング・システムの認証を自動的に使用可能にする

� 外部ユーザーおよびロールの管理

� エンタープライズ・ユーザーおよびロールの管理
ーの認証 8-1



Windows固有の認証の概要
Windows固有の認証の概要固有の認証の概要固有の認証の概要固有の認証の概要
Oracle8i データベースでは、データベース・ユーザーの認証にWindowsのユーザー・ログ
イン資格証明を使用できます。これには次のような利点があります。

� ユーザーはユーザー名やパスワードを入力しなくても、Oracle8i データベースに接続で
きます。

� Oracle8i データベースのユーザー認証およびロール認可の情報をWindows NTまたは
Windows 2000で一元管理することにより、ユーザー・パスワードやロールの情報を
Oracle8iで格納したり管理する必要がなくなります。

（Net8 Serverおよび Net8 Clientに自動的にインストールされる）Windows固有の認証方式
により、Windows NTまたはWindows 2000を介してデータベース・ユーザーが認証されま
す。これにより、クライアント・コンピュータは、Windows NTまたはWindows 2000サー
バー上の Oracle8i データベースに対して安全に接続できます。その後、サーバーはユーザー
に対してサーバーでデータベース・アクションを実行する許可を与えます。

 

Windowsの認証プロトコルの認証プロトコルの認証プロトコルの認証プロトコル
Windows固有の認証方式とWindowsの認証プロトコルにより、Oracle8i データベースへの
アクセスが可能になります。Windows 2000のデフォルトの認証プロトコルは、Kerberosで
す。Windows NT 4.0の場合は、NT LAN Manager（NTLM）がデフォルト・プロトコルで
す。

クライアント・コンピュータは、Oracle8i データベースに接続を試みるときに、認証プロト
コルを指定する必要はありません。Oracle8i データベースが、ユーザーに対しては完全に透
過的に、プロトコルを判断します。クライアントに対する唯一の Oracle要件は、クライア
ントとデータベース・サーバーの双方で、ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルの SQLNET.AUTHENTICATION_
SERVICESが NTSに設定されていることを確認するだけです（クライアントとサーバー双
方とも、NTSがインストール後のデフォルト設定です）。Oracle7 Serverおよび Oracle8のリ
リース 8.0の場合は、Net8 Assistantを使用してこの値を手動で設定する必要があります。

Oracle8i データベース・ネットワークでは、クライアント・コンピュータとデータベース・
サーバーが、別々のドメインで異なるWindowsオペレーティング・システムや Oracleソフ
トウェアの異なるリリースを実行している可能性があります。たとえば、Oracle 8.0.5クラ
イアントはWindows 95にインストールされ、このクライアントが、Windows 2000のドメ
イン内で実行されているWindows NT 4.0コンピュータにインストールされている Oracle 
8.1.6データベースに接続している可能性があります。このように異なるリリースが組み合せ

注意注意注意注意 : この章では、Windows NT 4.0とWindows 2000でWindows固有
の認証方式を使用する方法を説明します。SSL（Secure Socket Layer）プ
ロトコルと Oracle Internet Directoryの詳細は、『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイド』および『Oracle8i Internet Directory 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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られているということは、使用されている認証プロトコルが異なる可能性があるということ
を意味します。

Kerberosをデフォルトの認証プロトコルとして使用するために必要な Oracleソフトウェア
とWindowsオペレーティング・システムのリリースを、次の表にリストします。

ネットワークで使用されているWindowsオペレーティング・システムと Oracleソフトウェ
アのリリースのこれ以外の組合せでは、使用される認証プロトコルはすべて NTLMです。

ユーザー認証とロール認可の方式ユーザー認証とロール認可の方式ユーザー認証とロール認可の方式ユーザー認証とロール認可の方式
この項では、Windows NT 4.0またはWindows 2000のドメインで、ユーザー・ログイン資
格証明を認証する方法と、データベース・ロールを認可する方法を説明します。ユーザー認
証およびロール認可の定義は、次のとおりです。

8.1.6より前のリリースでは、ユーザー認証とロール認可はWindows NT 4.0のドメイン内で
サポートされていました。次の表は、この基本的な機能を説明したものです。

対象対象対象対象 必要な必要な必要な必要なWindowsソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 必要な必要な必要な必要な Oracle ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア

クライアン
ト・コン
ピュータ

� Windows 2000 � Oracle8i Client のリリース 8.1.6

データベー
ス・コン
ピュータ

� Windows 2000 � Oracle8i データベース のリリース 
8.1.6

ドメイン � Windows 2000 � なし

関連項目関連項目関連項目関連項目 : それぞれの認証プロトコルの詳細は、Windowsのドキュメン
トを参照してください。

機能機能機能機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

ユーザー認証 データベースが、ユーザーのWindowsログイン資
格証明を使用してユーザーを認証するプロセス。

『Oracle8i 管理者ガイド』 

ロール認可 割り当てられた一連のロールを認証済みのユー
ザーに対して付与するプロセス。

『Oracle8i 管理者ガイド』 
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リリース 8.1.6では拡張が加えられて、Active Directoryを使用するWindows 2000ドメイン
内でWindows固有の認証を使用してグローバル・ユーザー認証およびグローバル・ロール
認可がサポートされます。ディレクトリ・サーバー内の複数のエンタープライズ・ユーザー
を、このグローバル・ユーザーにマップします。この拡張は、次の場合にのみ使用可能で
す。

� Active Directoryなどの LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）準拠のディレ
クトリ・サーバーとともに稼動するように、Oracle8iを構成してある。

� Oracle8iクライアントと Oracle8i データベースをWindows 2000ドメインで実行してい
る。

エンタープライズ・ユーザー認証は、Oracle8i データベースがWindows 2000ドメイン内で
実行されているコンピュータ上で、OSAUTH_X509_NAMEレジストリ・パラメータを
TRUEに設定すれば使用できます。Windows 2000ドメインでこのパラメータが FALSE（デ
フォルト）に設定されていると、Oracle8i データベースはユーザーを外部ユーザーとして認
証します（8-6ページの「外部ユーザーおよびロール」を参照）。Windows NT 4.0ドメイン
でこのパラメータを TRUEに設定しても、エンタープライズ・ユーザーは使用できません。

OSAUTH_X509_NAMEレジストリ・パラメータの使用方法の詳細は、8-8ページの「エン
タープライズ・ユーザーの認証」を参照してください。

機能機能機能機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

外部ユーザー
の認証

データベースは、ユーザーのWindowsログイン資格
証明（追加ログイン資格証明を指定しなくても
Oracleデータベースにアクセスできる資格証明）を
使用して、ユーザーを認証します。

8-6ページの「外部ユー
ザーおよびロール」

8-13ページの「外部
ユーザーおよびロール
の管理」外部ロールの

認可
ロールは、Windows NTのローカル・グループを使
用して認可されます。外部ロールが作成されたら、そ
のロールをデータベース・ユーザーに対して付与する
か取り消すことができます。外部ロールを認可するに
は、INIT.ORAのパラメータ OS_ROLESを TRUEに
設定する必要があります。
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使用する認証および認可方式使用する認証および認可方式使用する認証および認可方式使用する認証および認可方式
どのユーザー認証方式とロール認可方式を使用するかは、Oracle8i データベース環境により
異なります。

使用する方式使用する方式使用する方式使用する方式 データベース環境データベース環境データベース環境データベース環境

エンタープライ
ズ・ユーザーお
よびロール

複数のデータベースに多数のユーザーが接続する場合。

エンタープライズ・ユーザーにより、作成および管理の必要がある個別デー
タベース・ユーザーの数を制限できます。エンタープライズ・ユーザーを作
成しない場合は、個々のユーザーをグローバル・ユーザーとして、アクセス
の必要な各データベース内にそれぞれ作成する必要があります。エンタープ
ライズ・ユーザーには、ディレクトリ・サーバーを使用する必要があります。

エンタープライズ・ロールは、ロールに割り当てられるエンタープライズ・
ユーザーが地理的に多数の地域に分散され、複数のデータベースにアクセス
する必要がある場合に使用します。エンタープライズ・ロールにより、作成
および管理の必要がある個々のデータベース・ロールの数を制限できます。
エンタープライズ・ロールを作成しない場合は、各ロールを個別に各データ
ベース内に作成する必要があります。エンタープライズ・ロールには、ディ
レクトリ・サーバーを使用する必要があります。

外部ユーザーお
よびロール

限定された数のデータベースに少数のユーザーがアクセスする場合。外部
ユーザーは個別に各データベース内に作成する必要があり、ディレクトリ・
サーバーを使用する必要はありません。

外部ロールも個別に各データベース内に作成する必要があり、ディレクト
リ・サーバーを使用する必要はありません。外部ロールは、システム上の
ローカル・グループのユーザーのグループ・メンバーシップを使用して認可
されます。
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外部ユーザーおよびロール外部ユーザーおよびロール外部ユーザーおよびロール外部ユーザーおよびロール
次の各項では、外部ユーザー認証方式と外部ロール認可方式を説明します。

� 外部ユーザーの認証

� 外部ロールの認可

外部ユーザーの認証外部ユーザーの認証外部ユーザーの認証外部ユーザーの認証
次の表には、外部ユーザーの認証機能が説明されています。

Oracle 8.1.5以降では、データベース内に作成された外部ユーザー名には、接頭辞としてド
メイン名が自動的に付けられます。たとえば、Windows NTユーザー
DOMAIN1¥NTUSER1の場合は、データベース内に作成される Oracleユーザーは
DOMAIN1¥NTUSER1となります。接頭辞としてドメイン名を付加しないでデータベース内
に Oracleユーザーを作成する場合は、最初に HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDにあるレジストリ値 OSAUTH_PREFIX_
DOMAINの値を FALSEに設定しておく必要があります。

ドメイン名の接頭辞を付けないとセキュリティ・レベルが低下することに注意してくださ
い。したがって、外部ユーザーを含むデータベースを Oracle8i for Windows NTに移行する
場合には、次の 2つの選択肢があります。

機能機能機能機能 説明説明説明説明

ユーザー認証 外部ユーザーの認証がサポートされています。外部ユーザーは、ローカ
ル・ユーザーまたはドメイン・ユーザーです。外部ユーザーは、そのユー
ザーがアクセスする必要のあるそれぞれの Oracle8i データベース内に個別
に作成する必要があります。外部ユーザーは、ユーザー名やパスワードを
指定しなくても、Oracle8i データベースに接続できます。外部ユーザーは、
ユーザーが複数のデータベースにアクセスする必要がない環境で使用しま
す。

ユーザー認証プロ
セス

Oracle8i データベースは、Windowsの認証プロトコルからクライアント・
ユーザーの資格証明を受け取り、データベース・ディクショナリに問い合
せて、そのユーザーが有効なユーザーかどうかを判断します。そのユー
ザー名が見つかった場合、Oracle8i データベースはそのユーザーを（認可
済みの外部ロールを持つ）外部ユーザーとして認証し、アクセスを許可し
ます。

ユーザー管理ツー
ル

外部ユーザー名の認証には、次のツールのいずれかを使用します。

� Oracle Administration Assistant for Windows NT（8-13ページの
「Oracle Administration Assistant for Windows NTの使用方法」を参
照）

� Oracleコマンド行ツールおよびWindows NTユーザー マネージャ
（8-36ページの「外部ユーザーおよびロールの手動による管理」を参
照）
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� HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDのレジストリ値
OSAUTH_PREFIX_DOMAINを FALSEに設定します。

� 既存の外部ユーザーを削除し、Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用
してデータベース内に新しいオペレーティング・システム認証ユーザーを作成します。

外部ロールの認可外部ロールの認可外部ロールの認可外部ロールの認可
次の表には、外部ロールの認可機能が説明されています。

エンタープライズ・ユーザーおよびロールエンタープライズ・ユーザーおよびロールエンタープライズ・ユーザーおよびロールエンタープライズ・ユーザーおよびロール
次の各項では、エンタープライズ・ユーザー認証方式とエンタープライズ・ロール認可方式
を説明します。

� エンタープライズ・ユーザーの認証

� エンタープライズ・ロールの認可

� ディレクトリ・サーバーとの Oracle8iの統合

注意注意注意注意 : OSAUTH_PREFIX_DOMAINの値は、FALSEには設定しないこ
とをお薦めします。Oracle Administration Assistant for Windows NTが、
ユーザー名に接頭辞としてドメインが付いたユーザーを自動的に作成しま
す。その後でこのパラメータを FALSEに設定してログインしようとして
も、ログインできなくなります。

機能機能機能機能 説明説明説明説明

ロール認可 外部ロールの認可がサポートされています。外部ロールとは、単一の
Oracle8i データベースに対して認可されるロールです。

外部ロールは、ロールに割り当てられるユーザーが複数のデータベースに
アクセスする必要がない環境で使用します。

ユーザー権限 ユーザーに対して認可される権限（外部ロール）とは、ユーザーがメン
バーになっているローカル・グループに対して割り当てられる権限です。

ユーザー・グルー
プ

ユーザーは、Windows NTのローカル・グループおよびドメイン・グルー
プに属することができます。これらのグループは外部ロールに割り当てら
れます。
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ユーザー認証とロール認可の方式
エンタープライズ・ユーザーの認証エンタープライズ・ユーザーの認証エンタープライズ・ユーザーの認証エンタープライズ・ユーザーの認証
次の表には、エンタープライズ・ユーザーの認証機能が説明されています。

機能機能機能機能 説明説明説明説明

ユーザー認証 エンタープライズ・ユーザーは、ディレクトリ・サーバー（たとえば、Active 
Directory）内に作成されるユーザーで、エンタープライズ内の複数のデータ
ベースにアクセスする必要があるユーザーです。これらのデータベースをア
クセスするために、エンタープライズ・ユーザーはそれぞれのデータベース
内にグローバル・ユーザーとして定義する必要があります。

たとえば、SalesとMarketingという 2つのデータベースにアクセスする必要
のあるエンタープライズ・ユーザー（cn=joe,cn=users,dc=acme,dc=com）が 
いるとします。このエンタープライズ・ユーザーは、この双方のデータベー
ス内にグローバル・ユーザーとしてそれぞれ定義する必要があります。

ユーザーは、ほとんどの場合、データベース内に独自のアカウントを持つ必
要はありません。ユーザーがアクセスする必要があるのは、通常、データ
ベース内のアプリケーション・スキーマのみです。これは、特にインター
ネット環境では重要になります。インターネット環境では多数のユーザーが
同一アプリケーションにアクセスしますが、データベース内にエンタープラ
イズ・ユーザー全員に対応するだけのグローバル・ユーザーを作成する必要
はありません。

8.1.6では、データベース内にグローバル・ユーザーを 1つだけ作成しておい
て、Oracle Enterprise Security Managerを使用して、ディレクトリ・サー
バー内の複数のエンタープライズ・ユーザーをこの 1つのグローバル・ユー
ザーにマップすることができます。詳細は、『Oracle8i Advanced Security 管
理者ガイド』を参照してください。

ユーザー認証プ
ロセス

エンタープライズ・ユーザー認証は、次の場合に使用可能になります。

� OSAUTH_X509_NAMEレジストリ・パラメータを TRUEに設定してある
（詳細は、8-10ページの「ディレクトリ・サーバーとの Oracle8iの統合」
を参照）

� Oracle8i データベースをWindows 2000ドメインで実行している

� Oracle Enterprise Security Managerを使用して、グローバル・ユーザー
をエンタープライズ・ユーザーにマップしてある

ユーザー管理
ツール

Oracle Enterprise Security Manager（Oracle Enterprise Managerに含まれて
いる組込みアプリケーション）を使用すれば、エンタープライズのユーザー、
ロール、ドメインを作成できます。このツールの詳細は、『Oracle8i 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

認証プロトコル Kerberos（Windowsと Oracleのリリースが、8-3ページの「Windowsの認
証プロトコル」にある表にリストされているリリースに一致する場合。それ
以外の場合は NTLMが使用されます）。
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ユーザー認証とロール認可の方式
エンタープライズ・ロールの認可エンタープライズ・ロールの認可エンタープライズ・ロールの認可エンタープライズ・ロールの認可
次の表には、エンタープライズ・ロールの認可機能が説明されています。

 

注意注意注意注意 : エンタープライズ・ロールは、ディレクトリ・サーバーにより認
可されるもので、初期化ファイルのパラメータ OS_ROLESを TRUEに設
定（外部ロール認証を使用可能にする方式）しても認可されません。

機能機能機能機能 説明説明説明説明

ロール認可 エンタープライズ・ロールの認可は、Oracle8iのリリース 8.1.6でサポートさ
れています。エンタープライズ・ロールは、Oracle Enterprise Security 
Managerを使用してディレクトリ・サーバー内に作成される単一のロールで
す。Oracle Enterprise Security Managerを使用し、このエンタープライズ・
ロールに対して、複数のデータベース上に配置されている複数のグローバル・
ロールと、Windows 2000のグローバルおよびユニバーサルなユーザーとグ
ループを割り当てます。グローバル・ロールとは、それぞれの Oracle8i データ
ベース内に個別に作成する必要のあるロールです。

たとえば、エンタープライズ・ユーザーにエンタープライズ・ロール「HR」
を付与します。「HR」には、人事データベース内のグローバル・ロール「HR 
user」と、全社情報データベース内のグローバル・ロール「employee」が含ま
れています。ユーザーの職務が変更された場合、そのユーザーのエンタープラ
イズ・ロールを一箇所で変更するだけで、そのユーザーの権限は全社にわたり
複数のデータベース内で変更されます。また、管理者は、（複数のユーザーに
付与されている）エンタープライズ・ロールに対して機能を追加することがで
きます。このために各ユーザーの認可を更新する必要はありません。

エンタープライズ・ロールは、ロールに割り当てられるユーザーが地理的に多
数の地域に分散され、複数のデータベースにアクセスする必要がある場合に使
用します。

Oracle Enterprise Security Managerを使用してエンタープライズ・ロールを
ディレクトリ・サーバー内に作成し格納する方法の詳細は、『Oracle8i 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

ユーザー権限 ユーザーに対して認可される権限とは、そのユーザーがメンバーになっている
データベースに対して割り当てられる権限です。

ユーザー・グ
ループ

ユーザーは、Windows 2000のグローバル・グループおよびユニバーサル・グ
ループに属することができます。これらのグループは、エンタープライズ・
ロールに割り当てることができます。
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ユーザー認証とロール認可の方式
ディレクトリ・サーバーとのディレクトリ・サーバーとのディレクトリ・サーバーとのディレクトリ・サーバーとの Oracle8iの統合の統合の統合の統合
Oracleコンポーネントを Active Directoryに統合するには、次の作業を実行します。これに
より、8-7ページの「エンタープライズ・ユーザーおよびロール」で説明されているユー
ザー認証およびロール認可の新機能を利用することができます。これらの拡張は、Windows 
2000ドメイン内で実行する場合にのみ使用可能です。

� 手順 1: コンポーネントをインストールし構成する

� 手順 2: OSAUTH_X509_NAMEレジストリ・パラメータを設定する

� 手順 3: Oracle Enterprise Security Managerの起動と使用方法

手順手順手順手順 1: コンポーネントをインストールし構成するコンポーネントをインストールし構成するコンポーネントをインストールし構成するコンポーネントをインストールし構成する

インストール前、インストール時および構成時の課題について、第 4章「Active Directory
での Oracle8iディレクトリ・サーバー機能の使用方法」および『Oracle8i for Windows NT 
インストレーション・ガイド』をよく読んでください。

手順手順手順手順 2: OSAUTH_X509_NAMEレジストリ・パラメータを設定するレジストリ・パラメータを設定するレジストリ・パラメータを設定するレジストリ・パラメータを設定する

OSAUTH_X509_NAMEレジストリ・パラメータを設定し、クライアント・ユーザーが
X.509対応のエンタープライズ・ユーザーとして Oracle8i データベースにアクセスできるよ
うにします。このパラメータは、エンタープライズのユーザーおよびロールを使用する場合
にのみ必要です。

OSAUTH_X509_NAMEレジストリ・パラメータを設定するには、次のようにします。レジストリ・パラメータを設定するには、次のようにします。レジストリ・パラメータを設定するには、次のようにします。レジストリ・パラメータを設定するには、次のようにします。

1. Oracle8i データベースがインストールされているコンピュータに移動します。

2. 「スタート」→「ファイル名を指定して実行」を選択します。

3. 「名前」フィールドに REGEDT32と入力し、「OK」をクリックします。

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

4. 「HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID」に移動します。

このパラメータの設定位置このパラメータの設定位置このパラメータの設定位置このパラメータの設定位置 説明説明説明説明

Windows 2000ドメインで実
行される Oracle8i データベー
ス・コンピュータ

TRUEに設定すると、Active Directoryを介して Oracle8i デー
タベースに接続されたときに、クライアント・ユーザー名は
X.509対応のエンタープライズ・ユーザー名として識別されま
す。ユーザーは、Windowsの認証プロトコルと Active 
Directoryにより認証されます。

FALSE（デフォルト）に設定した場合、クライアント・ユー
ザーは外部ユーザーとして識別され、データベース認証は
Windowsの認証プロトコルと Oracle8i データベースのデータ・
ディクショナリにより行われます。Active Directoryにはアク
セスできません。
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ユーザー認証とロール認可の方式
IDは、編集する Oracleホームです。

5. OSAUTH_X509_NAMEをダブルクリックします。

「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「文字列」フィールドの値を TRUEに設定します。

7. 「OK」をクリックします。

8. 「レジストリ」メニューから「レジストリ エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。

手順手順手順手順 3: Oracle Enterprise Security Managerの起動と使用方法の起動と使用方法の起動と使用方法の起動と使用方法

Oracle Enterprise Security Managerを使用して、エンタープライズ・ユーザー、ロール、お
よびドメインの作成と管理を行い、エンタープライズ・ユーザーおよびグループをエンター
プライズ・ロールに割り当てます。

Oracle Enterprise Security Managerは、組込みアプリケーションとして Oracle Enterprise 
Managerに含まれています。このツールの詳細は、『Oracle8i Advanced Security 管理者ガイ
ド』を参照してください。次の手順は、Oracle Enterprise Security ManagerをWindows 
2000ドメイン内で使用する際のWindows固有の機能を説明しています。

Oracle Enterprise Security Managerを使用するには、次の手順に従います。を使用するには、次の手順に従います。を使用するには、次の手順に従います。を使用するには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Extended 
Administration」→「Enterprise Security Manager」を選択します。

2. プロンプトが表示されてからログインします。

3. このツールを使用するには、オンライン・ヘルプと『Oracle8i Advanced Security 管理
者ガイド』に記載の説明を参照します。

4. Active Directoryの使用に関する次の注意事項を確認します。

� Oracle Enterprise Security Managerを使用する管理者は、セキュリティ・グループ
OracleDBSecurityAdminのメンバーになる必要があります。デフォルトでは、
Oracleコンテキストを作成した（つまり、Oracle8i データベースがディレクトリ・
サーバーとともに稼動するように構成した）管理者は、このセキュリティ・グルー
プのメンバーです。Oracle Enterprise Security Managerの全機能を使用できるの
は、このセキュリティ・グループのメンバーのみです。ユーザーを手動で追加する
方法は、4-18ページの「Oracleディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス制御
リストの管理」を参照してください。

� ディレクトリ・サーバーのメイン・メニューから「ログイン」を選択し、使用する
環境に適した認証プロトコルを選択するダイアログ・ボックスにアクセスします。
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インストール時にオペレーティング・システムの認証を自動的に使用可能にする
� Windows 2000グループは、ナビゲータ・ウィンドウの「認可ユーザー」のリスト
に表示できます。

インストール時にオペレーティング・システムの認証を自動的インストール時にオペレーティング・システムの認証を自動的インストール時にオペレーティング・システムの認証を自動的インストール時にオペレーティング・システムの認証を自動的
に使用可能にするに使用可能にするに使用可能にするに使用可能にする

Oracle8i データベースをインストールするときに、Windowsユーザー名が、ORA_DBAと
いうWindows NTローカル・グループに自動的に追加されます。ORA_DBAローカル・グ
ループには、次のような特性があります。

� Oracle8i データベースをインストールするときに自動的に作成されます。

� メンバーが自動的に SYSDBA特権を受け取る特別なWindows NTローカル・グループ
です。

これにより、次のことを行えます。

� 次のようなコマンドを発行することにより、パスワードなしでローカルの任意の
Oracle8i データベースに接続できます。

� CONNECT INTERNAL

� CONNECT / AS SYSDBA

� 次のようなコマンドを発行することにより、パスワードなしでリモートの Oracle8i デー
タベースに接続できます。

� CONNECT /@NET_SERVICE_NAME AS SYSDBA

NET_SERVICE_NAMEは、接続先の Oracle8i データベースのネット・サービス名
です。

� ローカル・データベースの開始と停止など、ローカルおよびリモートのデータベース管
理手順を実行できます。

選択するプロトコル選択するプロトコル選択するプロトコル選択するプロトコル 環境環境環境環境

NT固有の認証 Active DirectoryのあるWindows 2000ドメイン内の
Windows NT 4.0またはWindows 2000のコンピュータ上
で Oracle8i データベースを実行する場合。

これにより、Kerberosが認証プロトコルになります。
Oracle Enterprise Security Managerは、Windows 2000ド
メイン内で実行される場合、自動的にWindows固有の認
証を使用します。

単純認証 他の使用可能な選択肢は機能しません。単純認証は Oracle 
Internet Directoryまたは Active Directoryとともに使用で
きますが、セキュリティ性は低下します。
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外部ユーザーおよびロールの管理
� 管理者権限がある場合は、Windows NTユーザーを ORA_DBAに追加して、このユー
ザーに SYSDBA権限を付与できます。

外部ユーザーおよびロールの管理外部ユーザーおよびロールの管理外部ユーザーおよびロールの管理外部ユーザーおよびロールの管理
外部ユーザーおよびロールの管理には方法が 2つあります。

� Oracle Administration Assistant for Windows NTの使用方法

� 外部ユーザーおよびロールの手動による管理

Oracle Administration Assistant for Windows NTの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法 
Oracle Administration Assistant for Windows NTは、Microsoft管理コンソールから実行さ
れる GUIツールです。Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用すれば、
Oracleデータベースの次のようなユーザーとロールを構成し、Windowsオペレーティン
グ・システムで認証されるようにすることができます。

� 通常のWindows NTドメイン・ユーザーとグローバル・グループが、パスワードなしで
Oracleデータベースにアクセスできるように、外部ユーザーとして構成する。

� Windows NTデータベース管理者（SYSDBA権限付き）が、パスワードなしで Oracle
データベースにアクセスできるように構成する。

� Windows NTデータベース・オペレータ（SYSOPER権限付き）が、パスワードなしで
Oracleデータベースにアクセスできるように構成する。

� ローカルおよび外部データベース・ロールを作成して、Windows NTドメイン・ユー
ザーおよびグローバル・グループに付与する。

Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用すると、手動で次のことを行う必要
がなくなります。

� データベース識別子（SID）およびロールと一致するNTローカル・グループを作成す
る。

� NTドメイン・ユーザーをこれらのローカル・グループに割り当てる。

� CREATE USER USERNAME IDENTIFIED EXTERNALLY構文により、SQL*Plusまたは
Server Managerの行モードでユーザーを認証する。

注意注意注意注意 : この 2つの方法は、いずれもWindows 2000ドメインでの外部
ユーザーおよびロールの管理にも使用することができますが、エンタープ
ライズ・ユーザーおよびロールの管理には使用できません。エンタープラ
イズ・ユーザーおよびロールの管理に使用できるツールの詳細は、8-55
ページの「エンタープライズ・ユーザーおよびロールの管理」を参照して
ください。
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外部ユーザーおよびロールの管理
この項では、Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用して次に示す作業を行
う方法を説明します。

� コンピュータの追加と構成の保存

� コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限およびオペレータ権限の付与

� データベースへの接続

� データベース認証用パラメータ設定の表示

� 無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成

� ローカル・データベース・ロールの作成

� 外部ロールの作成

� 単一データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与

コンピュータの追加と構成の保存コンピュータの追加と構成の保存コンピュータの追加と構成の保存コンピュータの追加と構成の保存
Oracle Administration Assistant for Windows NTを初めて使用するときは、ローカル・コン
ピュータが自動的にナビゲーション・ツリーに追加されます。その後、他のコンピュータを
追加できます。

Microsoft管理コンソールのツリーにコンピュータを追加するには、次のようにします。管理コンソールのツリーにコンピュータを追加するには、次のようにします。管理コンソールのツリーにコンピュータを追加するには、次のようにします。管理コンソールのツリーにコンピュータを追加するには、次のようにします。

注意注意注意注意 : Oracle Administration Assistant for Windows NTは、Windows 
2000に組込みのMicrosoft管理コンソールから実行されます。Windos NT 
4.0を使用する場合は、次のいずれかを行う必要があります。

� Microsoft Windows NT 4.0 Option Packをインストールします。これに
Microsoft管理コンソールが含まれています。

� 次のMicrosoft WebサイトからMicrosoft管理コンソールをダウンロード
します。

www.microsoft.com

注意注意注意注意 : リモート・コンピュータの管理に Oracle Administration Assistant 
for Windows NTを使用する場合は、そのリモート・コンピュータに対し
て管理者権限を持っている必要があります。Oracle Administration 
Assistant for Windows NTがデータベース内に作成するユーザーの名前に
は、常に接頭辞としてドメイン名が付けられます。したがって、Oracle 
7.xまたは Oracle 8.0.xデータベースをリモートで管理する場合は、リモー
ト・コンピュータのレジストリ・キー HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDの OSAUTH_PREFIX_
DOMAINの値を TRUEに設定する必要があります。
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外部ユーザーおよびロールの管理
1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」を選択しま
す。

Microsoft管理コンソールが起動します。

2. 「Oracle Managed Objects」をダブルクリックします。

「コンピュータ」アイコンが表示されます。

3. 「コンピュータ」を右クリックします。

4. 「新規作成」→「NTコンピュータ」を選択します。

「コンピュータの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. Oracleデータベースがインストールされているコンピュータのドメイン名とホスト名を
指定します。

6. 「OK」をクリックします。

7. 「コンピュータ」をダブルクリックし、追加されたコンピュータを表示します。

8. 追加されたコンピュータをダブルクリックします。データベース管理者およびオペレー
タを認証するためのノードがいくつか表示されます。

ノードノードノードノード 機能機能機能機能

OSデータベース管理者 -コンピュータ コンピュータ上のすべてのデータベース・イ
ンスタンスに対して、オペレーティング・シ
ステムにより認証済みのデータベース管理者
（SYSDBA権限を持つ）を作成します。

OSデータベース・オペレータ -コンピュー
タ

コンピュータ上のすべてのデータベース・イ
ンスタンスに対して、オペレーティング・シ
ステムにより認証済みのデータベース・オペ
レータ（SYSOPER権限を持つ）を作成しま
す。
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9. 「コンソール」メイン・メニューの「上書き保存」をクリックして、コンソール・ファ
イルに構成を保存します。

これで、コンピュータ上の全データベース・インスタンスに対する管理者とオペレータ
を認証できます。

10. 詳細は、8-16ページの「コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限およびオ
ペレータ権限の付与」を参照してください。

コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限およびオペレータ権コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限およびオペレータ権コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限およびオペレータ権コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限およびオペレータ権
限の付与限の付与限の付与限の付与

コンピュータ上のすべてのデータベースに関するデータベース管理者（SYSDBA）権限およ
びデータベース・オペレータ（SYSOPER）権限を、DBAに対して付与することができます。

コンピュータ上のすべてのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。コンピュータ上のすべてのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。コンピュータ上のすべてのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。コンピュータ上のすべてのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」を選択しま
す。

Oracle Administration Assistant for Windows NTが起動します。

2. 該当する項目を選択します。

コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限の付与コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限の付与コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限の付与コンピュータ上の全データベースに関する管理者権限の付与
コンピュータ上のすべてのデータベースに関する管理者（コンピュータ上のすべてのデータベースに関する管理者（コンピュータ上のすべてのデータベースに関する管理者（コンピュータ上のすべてのデータベースに関する管理者（SYSDBA）権限を付与するには、）権限を付与するには、）権限を付与するには、）権限を付与するには、
次のようにします。次のようにします。次のようにします。次のようにします。

1. 「追加 /削除」を選択します。

「OSデータベース管理者 - コンピュータ : hostname」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

付与する権限付与する権限付与する権限付与する権限 手順手順手順手順

データベース管理者
（SYSDBA）権限

1. 「OSデータベース管理者 - コンピュータ」を右クリック
します。

2. 8-16ページの「コンピュータ上の全データベースに関す
る管理者権限の付与」を参照してください。

データベース・オペレータ
（SYSOPER）権限

1. 「OSデータベース・オペレータ - コンピュータ」を右ク
リックします。

2. 8-17ページの「コンピュータ上の全データベースに関す
るオペレータ権限の付与」を参照してください。
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2. 「ドメイン」ドロップダウン・リストから、SYSDBA権限を付与するユーザーのドメイ
ンを選択します。

3. ユーザーを選択します。

4. 「追加」をクリックします。

ユーザーが「OSデータベース管理者 - コンピュータ」ウィンドウ内に表示されます。

5. 「OK」をクリックします。

コンピュータ上の全データベースに関するオペレータ権限の付与コンピュータ上の全データベースに関するオペレータ権限の付与コンピュータ上の全データベースに関するオペレータ権限の付与コンピュータ上の全データベースに関するオペレータ権限の付与
コンピュータ上のすべてのデータベースに関するオペレータ（コンピュータ上のすべてのデータベースに関するオペレータ（コンピュータ上のすべてのデータベースに関するオペレータ（コンピュータ上のすべてのデータベースに関するオペレータ（SYSOPER）権限を付与する）権限を付与する）権限を付与する）権限を付与する
には、次のようにします。には、次のようにします。には、次のようにします。には、次のようにします。

1. 「追加 /削除」を選択します。

「OSデータベース・オペレータ - コンピュータ : hostname」ダイアログ・ボックスが表示
されます。
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2. 「ドメイン」ドロップダウン・リストから、SYSOPER権限を付与するユーザーのドメイ
ンを選択します。

3. ユーザーを選択します。

4. 「追加」をクリックします。

ユーザーが「OSデータベース・オペレータ - コンピュータ」ウィンドウ内に表示されま
す。

5. 「OK」をクリックします。

データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
データベースに接続すると、次のような追加の認証作業を実行できます。

� データベース認証用パラメータ設定の表示

� 無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成

� ローカル・データベース・ロールの作成

� 外部ロールの作成

� 単一データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与

データベースに接続するには、次のようにします。データベースに接続するには、次のようにします。データベースに接続するには、次のようにします。データベースに接続するには、次のようにします。

1. Microsoft管理コンソールのスコープ・ペイン内のアクセスするデータベース・インス
タンス（たとえば、ORCL）を右クリックします。
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2. 「データベースに接続」を選択します。

Oracleデータベースに接続する場合は、インスタンスの下にWindows NTのノードが
表示されます。ノードが表示されない場合は、そのインスタンスをダブルクリックして
ください。

ノードノードノードノード 機能機能機能機能 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

外部 OSユーザー Windows NTユーザーを認証し、パス
ワードを入力しなくても外部ユーザー
として Oracleデータベースにアクセス
できるようにします。外部ユーザーは、
通常のデータベース・ユーザー（デー
タベース管理者以外）で、このユー
ザーに対しては標準のデータベース・
ロール（CONNECTや RESOURCEな
ど）を割り当て、SYSDBA（データ
ベース管理者）権限や SYSOPER
（データベース・オペレータ）権限は割
り当てません。

8-24ページの「無権限デー
タベース・ユーザー（外部
ユーザー）の作成」を参照
してください。
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接続の問題のトラブルシューティング接続の問題のトラブルシューティング接続の問題のトラブルシューティング接続の問題のトラブルシューティング
ローカル・コンピュータに接続する場合、Oracle Administration Assistant for Windows 
NTは最初に Bequeathネットワーク・プロトコルを使用して SYSDBAとしてデータ
ベースに接続しようとします。リモート・コンピュータに接続する場合、Oracle 
Administration Assistant for Windows NTは TCP/IPネットワーク・プロトコル（ポー
ト番号 1521と 1526）で NT固有の認証を使用して、SYSDBAとしてデータベースに接
続しようとします。正常に接続できない場合、次のダイアログ・ボックスが表示され、
データベースに接続するための情報を入力するように要求されます。

ローカル・ロール ロールを作成し、そのロールをデータ
ベースで管理するようにします。ロー
カル・ロールが作成されたら、その
ロールをデータベース・ユーザーに対
して付与するか取り消すことができま
す。

8-27ページの「ローカル・
データベース・ロールの作
成」を参照してください。

外部 OSロール 外部ロールを作成し、そのロールを
Windowsオペレーティング・システム
で管理するようにします。外部ロール
が作成されたら、そのロールをデータ
ベース・ユーザーに対して付与するか
取り消すことができます。

8-30ページの「外部ロール
の作成」を参照してくださ
い。

OSデータベース管
理者

コンピュータ上の特定のインスタンス
に対する SYSDBA権限で、Windows 
NTユーザーを認証します。

8-33ページの「単一データ
ベースの管理者権限および
オペレータ権限の付与」を
参照してください。

OSデータベース・
オペレータ

コンピュータ上の特定のインスタンス
に関する SYSOPER権限で、Windows 
NTユーザーを認証します。

8-33ページの「単一データ
ベースの管理者権限および
オペレータ権限の付与」を
参照してください。

ノードノードノードノード 機能機能機能機能 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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表示されるダイアログ・ボックス表示されるダイアログ・ボックス表示されるダイアログ・ボックス表示されるダイアログ・ボックス 理由理由理由理由

Oracleデータベースへの接続を試みる際に使用したWindows NTドメイ
ン・ユーザーは、SYSDBA権限を持つ認証されたユーザーとしては認識
されません。

データベースにアクセスする Oracleユーザー名とパスワードを入力しま
す。

このダイアログ・ボックスを再度表示しないようにするには、ドメイン・
ユーザーをWindows NTオペレーティング システムによって認証された
データベース管理者として構成します。

リモートの Oracleデータベースへの接続に TCP/IPネットワーク・プロ
トコルを使用していないか、または Oracleデータベースが実行されてい
ません。SPXまたは Named Pipesを使用すると、リモート接続を試みる
たびにこのダイアログ・ボックスが表示されます。

TCP/IPネットワーク・プロトコルに変更して、デフォルト・ポート 1521
または 1526を使用します。そうでないと、このダイアログ・ボックスが
毎回表示されます。Oracleデータベースが起動されていることも確認し
ます。

1. Oracleデータベースに接続する際に使用するネット・サービス名を
入力します。ネット・サービス名は、選択する認証方式に関係なく
入力する必要があります。

2. Oracleユーザー名とパスワードでデータベースにアクセスする場合
は、「データベース認証」オプションを選択します。このユーザー名
とパスワードは Oracleデータベース内に存在している必要があり、
SYSDBA権限を持っている必要があります。

3. 現在ログインしているWindows NTドメイン・ユーザーを使用して
データベースにアクセスする場合は、「SYSDBAとしての OS認証接
続」オプションを選択します。このドメイン・ユーザーは、SYSDBA
権限を持つ認証済みユーザーとしてWindows NTですでに認識され
ている必要があります。そうでないと、ログインは失敗します。
Windowsを使用したデータベース・ユーザーの認証 8-21



外部ユーザーおよびロールの管理
データベース認証用パラメータ設定の表示データベース認証用パラメータ設定の表示データベース認証用パラメータ設定の表示データベース認証用パラメータ設定の表示
データベース認証用パラメータ設定を表示するには、次のようにします。データベース認証用パラメータ設定を表示するには、次のようにします。データベース認証用パラメータ設定を表示するには、次のようにします。データベース認証用パラメータ設定を表示するには、次のようにします。

1. データベースを右クリックします。

2. 「プロパティ」をクリックします。

3. 次のデータベース・プロパティを表示します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

OS_AUTHENT_PREFIX OS_AUTHENT_PREFIXは INIT.ORAファイルのパラメータで、
Oracleデータベースに接続しようとする外部ユーザーを、その
ユーザーのWindows NTユーザー名およびパスワードで認証し
ます。このパラメータの値は、各ユーザーのWindowsユーザー
名の先頭に付加されます。デフォルトでは、このパラメータは
Oracle8i データベースの作成中に「なし（""）」に設定されます。
Oracleユーザーのデータベース内での作成には、接頭辞 OPS$を
指定しません。これは Oracle7および Oracle8 8.0.xで必要だった
接頭辞です。

したがって、FRANKというWindowsドメイン・ユーザー名は、
ユーザー名 FRANKとして認証されます。このパラメータは適切
な値に設定できます。たとえば、このパラメータを XYZに設定
すると、Windows NTドメイン・ユーザーの FRANKは、
XYZFRANKとして認証されます。
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OS_ROLESパラメータについてパラメータについてパラメータについてパラメータについて
OS_ROLESは INIT.ORAファイルのパラメータで、TRUEに設定された場合、Windows NT
オペレーティング・システムがデータベース・ユーザーの外部ロールの認可を管理できるよ
うになります。外部ロールを作成するには、その前に OS_ROLESを TRUEに設定し、
Oracleデータベースを再起動する必要があります。

OS_ROLESが FALSEに設定されている場合は、Oracleデータベースがデータベース・ユー
ザーに対するロールの付与と取消しを管理します。

OS_ROLESが TRUEに設定されているときに、外部ロールをNTグローバル・グループに
割り当てる場合、外部ロールはグローバル・グループ・レベルでのみ付与され、このグロー
バル・グループ内の個別ユーザー・レベルでは付与されません。つまり、後でこのグローバ
ル・グループ内の個々のユーザーに割り当てられている外部ロールを取り消したり編集しよ
うとしたときに、「ドメイン名 ¥ユーザー名のプロパティ」ダイアログ・ボックスの「ロー
ル」タブを使用しては行えないということです。このグローバル・グループ（したがって、
すべての個別ユーザー）から外部ロールを取り消す場合は、このダイアログ・ボックスの
「NTグローバル・グループに外部 OSロールを割当て」フィールドを使用する必要がありま
す。

個々のドメイン・ユーザーに割り当てられた外部ロール、あるいは（OS_ROLESを FALSE
に設定しておいて）個々のドメイン・ユーザーまたは NTグローバル・グループに割り当て
られたローカル・ロールは、この問題の影響を受けず、編集や取消しができます。

OS_ROLESが TRUEに設定されている場合、データベース内のローカル・ロールはどの
データベース・ユーザーにも付与できません。ロールを付与するには、Windows NTを使用
する必要があります。詳細は、8-27ページの「ローカル・データベース・ロールの作成」お
よび 8-30ページの「外部ロールの作成」を参照してください。

OS_ROLES OS_ROLESは INIT.ORAファイルのパラメータで、TRUEに設定
された場合、Windows NTオペレーティング・システムがデータ
ベース・ユーザーの外部ロールの認可を管理できるようになりま
す。OS_ROLESは、デフォルトでは FALSEです。外部ロールを
作成するには、その前に OS_ROLESを TRUEに設定し、Oracle
データベースを再起動する必要があります。OS_ROLESが
FALSEに設定されている場合は、Oracleデータベースがデータ
ベース・ユーザーに対するロールの付与と取消しを管理します。
詳細は、8-23ページの「OS_ROLESパラメータについて」を参照
してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成
無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）を作成することができます。

無権限データベース・ユーザーを作成するには、次のようにします。無権限データベース・ユーザーを作成するには、次のようにします。無権限データベース・ユーザーを作成するには、次のようにします。無権限データベース・ユーザーを作成するには、次のようにします。

1. 8-18ページの「データベースへの接続」に示されている手順に従って、データベースに
接続します。

2. 「外部 OSユーザー」を右クリックします。

3. 「作成」を選択します。

外部 OSユーザー作成ウィザードが起動します。
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4. Windows NTドメイン・ユーザーとグローバル・グループが含まれているドメインを選
択します。

5. データベースへのアクセス権を付与するWindows NTドメイン・ユーザーとグローバ
ル・グループを選択します。

6. 「追加」をクリックします。

ユーザーが「新規外部 OSユーザー」ウィンドウに表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用した認証
に NTグローバル・グループを選択した場合、グループ内に現在含まれて
いるすべてのユーザーが Oracleデータベースに追加されます。後から、
Windows NTツールを使用してこの NTグローバル・グループ内のユー
ザーの追加または削除を行っても、この更新は Oracleデータベースには
反映されません。新規に追加または削除されたユーザーは、Oracle 
Administration Assistant for Windows NTを使用して Oracleデータベー
スに明示的に追加または削除する必要があります。
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7. 「次へ」をクリックします。

 

8. 新規外部ユーザーのプロファイルを選択します。プロファイルは、名前付きの 1組のリ
ソース制限です。リソース制限が使用可能になっている場合、ユーザー・プロファイル
の設定に基づいて、データベースの使用やインスタンスのリソースが制限されます。プ
ロファイルを各ユーザーに割り当て、特定のプロファイルを持たないすべてのユーザー
に対してはデフォルト・プロファイルを割り当てることができます。

9. 「表領域の割当て制限」ウィンドウで、表領域をダブルクリックして、表領域割当て制
限を割り当てます。これにより、プロファイルと表領域の情報がユーザーに割り当てら
れ、データベース・ロールが付与されます。
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10.「次へ」をクリックします。

11. 新規外部ユーザーに付与するデータベース・ロールを選択します。

12.「付与」ボタンをクリックします。

13.「完了」をクリックします。

14. プロパティを表示する外部ユーザーを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

割り当てられたプロパティが表示されます。

ローカル・データベース・ロールの作成ローカル・データベース・ロールの作成ローカル・データベース・ロールの作成ローカル・データベース・ロールの作成
ローカル・データベース・ロールを作成できます。

ローカル・データベース・ロールを作成するには、次のようにします。ローカル・データベース・ロールを作成するには、次のようにします。ローカル・データベース・ロールを作成するには、次のようにします。ローカル・データベース・ロールを作成するには、次のようにします。

1. 8-18ページの「データベースへの接続」に示されている手順に従って、データベースに
接続します。

2. ローカル・ロールを作成するデータベースの「ローカル・ロール」をクリックします。
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3. 「作成」をクリックします。

ローカル・ロール作成ウィザードが表示されます。

4. 使用するローカル・ロール名を入力します。ローカル・ロールは、Oracleデータベース
によって管理されるロールです。

5. ユーザーがパスワードを入力しなくてもこのローカル・ロールを使用できるようにする
には、「なし」を選択します。

6. このロールの使用をパスワードで保護する場合は、「パスワード」を選択します。これ
らのロールを使用するには、SET_ROLEコマンドで対応するパスワードを指定するしか
ありません。詳細は、『Oracle8i 管理者ガイド』を参照してください。

7. このロールで使用するパスワードを入力します。

8. もう一度入力してパスワードを確認します。
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9. 「次へ」をクリックします。

10. ローカル・ロールに割り当てる適切なシステム権限を選択します。

11.「付与」をクリックして、選択されたシステム権限をローカル・ロールに付与します。

「付与されたシステム権限」ボックスに、ローカル・ロールに付与されたシステム権限
のリストが表示されます。システム権限を取り消すには、選択してから、「削除」をク
リックします。

12. このロールに管理者オプションを付与する場合は、「管理者オプション」列内の値をク
リックしてドロップダウン・リスト・ボックスを表示します。ここで「はい」を選択で
きます。

13.「次へ」をクリックします。
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14. ローカル・ロールに割り当てる適切なロールを選択します。ローカル・ロールと外部
ロールが両方ともこのリスト内に表示されます。

15.「付与」をクリックして、選択されたロールをロールに付与します。

「付与されたロール」フィールドには、ロールに付与されたロールのリストが表示され
ます。ローカル・ロールと外部ロールが両方ともこのリスト内に表示されます。ロール
を取り消すには、選択してから、「削除」をクリックします。

16.「完了」をクリックします。

外部ロールの作成外部ロールの作成外部ロールの作成外部ロールの作成
外部ロールを作成することができます。

外部ロールを作成するには、次のようにします。外部ロールを作成するには、次のようにします。外部ロールを作成するには、次のようにします。外部ロールを作成するには、次のようにします。

1. 8-18ページの「データベースへの接続」に示されている手順に従って、データベースに
接続します。

1. 外部ロールを作成するデータベースの「外部 OSロール」を右クリックします。

2. 「作成」をクリックします。
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3. 使用する外部ロール名を入力します。外部ロールは、Windowsオペレーティング・シ
ステムによって管理されるロールです。

注意注意注意注意 : このウィザードは、INIT.ORAのパラメータ OS_ROLESを TRUE
に設定し、Oracleデータベースを再起動した場合にのみ使用できます。

「認証 : 外部」がこのページに表示され、外部ロールのみを作成できること
を示します。
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4. 「次へ」をクリックします。

5. 外部ロールに割り当てる適切なシステム権限を選択します。

6. 「付与」をクリックして、選択されたシステム権限を外部ロールに付与します。

7. 「付与されたシステム権限」ボックスに、外部ロールに付与されたシステム権限のリス
トが表示されます。システム権限を取り消すには、選択してから、「削除」をクリック
します。

8. このロールに管理者オプションを付与する場合は、「管理者オプション」列内の値をク
リックしてドロップダウン・リスト・ボックスを表示します。ここで「はい」を選択で
きます。
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9. 「次へ」をクリックします。

 

10. 外部ロールに割り当てる適切なロールを選択します。

11.「付与」をクリックして、選択されたロールをロールに付与します。ローカル・ロール
と外部ロールが両方ともこのリスト内に表示されます。

「付与されたロール」フィールドには、外部ロールに付与されたロールのリストが表示
されます。

12.「完了」をクリックします。

単一データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与単一データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与単一データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与単一データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与
コンピュータ上の 1つのデータベースに関するデータベース管理者（SYSDBA）権限および
データベース・オペレータ（SYSOPER）権限を、DBAに対して付与することができます。

1つのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。つのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。つのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。つのデータベースに関する権限を付与するには、次のようにします。

1. 8-18ページの「データベースへの接続」に示されている手順に従って、データベースに
接続します。

2. Microsoft管理コンソールのスコープ・ペインで、アクセスするデータベース（たとえ
ば、ORCL）を右クリックします。

3. 「データベース接続」を選択します。
Windowsを使用したデータベース・ユーザーの認証 8-33



外部ユーザーおよびロールの管理
「OSデータベース管理者」および「OSデータベース・オペレータ」を含み、アイコン
がいくつか表示されます。

4. 該当する項目を選択します。

付与する権限付与する権限付与する権限付与する権限 手順手順手順手順

データベース管理者（SYSDBA）権
限

1. 「OSデータベース管理者」を右クリックしま
す。

2. 8-35ページの「単一データベースの管理者権限
の付与」を参照してください。

データベース・オペレータ
（SYSOPER）権限

1. 「OSデータベース・オペレータ」を右クリック
します。

2. 8-35ページの「単一データベースのオペレータ
権限の付与」を参照してください。
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単一データベースの管理者権限の付与単一データベースの管理者権限の付与単一データベースの管理者権限の付与単一データベースの管理者権限の付与
1つのデータベースに関するつのデータベースに関するつのデータベースに関するつのデータベースに関する管理者（管理者（管理者（管理者（SYSDBA）権限を付与する）権限を付与する）権限を付与する）権限を付与するには、次のようにします。には、次のようにします。には、次のようにします。には、次のようにします。

1. 「追加 /削除」を選択します。

「OSデータベース管理者 : instance」ダイアログ・ボックス（この例ではMARK）が表
示されます。

2. 「NTドメイン・ユーザーおよびグループ」ドロップダウン・リストボックスから、
SYSDBA権限を付与するユーザーのドメインを選択します。

3. ユーザーを選択します。ユーザーが「OSデータベース管理者」ウィンドウに表示され
ます。

4. 「OK」をクリックします。

単一データベースのオペレータ権限の付与単一データベースのオペレータ権限の付与単一データベースのオペレータ権限の付与単一データベースのオペレータ権限の付与
1つのデータベースに関するオペレータ（つのデータベースに関するオペレータ（つのデータベースに関するオペレータ（つのデータベースに関するオペレータ（SYSOPER）権限を付与するには、次のようにし）権限を付与するには、次のようにし）権限を付与するには、次のようにし）権限を付与するには、次のようにし
ます。ます。ます。ます。

1. 「追加 /削除」を選択します。

「OSデータベース・オペレータ : instance」ダイアログ・ボックス（この例ではMARK）
が表示されます。
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2. 「NTドメイン・ユーザーおよびグループ」ドロップダウン・リストボックスから、
SYSOPER権限を付与するユーザーのドメインを選択します。

3. ユーザーを選択します。

4. 「追加」をクリックします。

ユーザーが「OSデータベース・オペレータ」ウィンドウに表示されます。

5. 「OK」をクリックします。

外部ユーザーおよびロールの手動による管理外部ユーザーおよびロールの手動による管理外部ユーザーおよびロールの手動による管理外部ユーザーおよびロールの手動による管理
手動による構成では、Oracleコマンド行ツールを使用し、REGEDT32でレジストリを編集
し、さらにWindows NTのユーザー マネージャでローカル・グループを作成します。これ
により、次のことを行えます。

� 無権限のWindows NTユーザー（外部ユーザー）が、パスワードなしで Oracleデータ
ベースにアクセスできるように構成する。

� Windows NTデータベース管理者（SYSDBA権限を持つ）が、パスワードなしで Oracle
データベースにアクセスできるように構成する。

� Windows NTデータベース・オペレータ（SYSOPER権限付き）が、パスワードなしで
Oracleデータベースにアクセスできるように構成する。
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� ローカルおよび外部データベース・ロールを作成して、Windows NTドメイン・ユー
ザーおよびグローバル・グループに付与する。

ここでは、次の項目について説明します。

� 無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成

� データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与

� パスワードを使用しない INTERNALとしての接続

� 外部ロールの作成

無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成無権限データベース・ユーザー（外部ユーザー）の作成
この項では、Windows NTを使用して無権限データベース・ユーザー（データベース管理者
以外）を認証し、パスワードなしでデータベースにアクセスできるようにする方法を説明し
ます。Windows NTを使用して無権限データベース・ユーザーを認証するとき、データベー
スでのユーザー名によるアクセス制限は、Windows NTにのみ依存します。この後の各手順
では、次のWindows NTユーザー名を認証します。

この後の手順では、ローカル・ユーザー名でかつドメイン・ユーザー名でもある FRANK
と、ドメイン SALESを使用します。これらのユーザー名とドメイン名は、使用する環境に
適したローカル・ユーザー名、ドメイン・ユーザー名、ドメイン名に置き換えてください。

無権限データベース・ユーザーとしてパスワードなしで接続するには、次の手順に従いま
す。

注意注意注意注意 :  オペレーティング・システムにより認証される管理者、オペレー
タ、ユーザーおよびロールを手動で構成するときは、極めて慎重に行う必
要があります。構成手順の実行には、可能な限り Oracle Administration 
Assistant for Windows NTを使用するようにしてください。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 アクセスアクセスアクセスアクセス

ローカル・ユーザー
FRANK

ローカルのWindows NTクライアント・コンピュータにログイン
し、Oracle8i データベースにアクセスします。データベースは、異
なるコンピュータにあってもかまいません。他のコンピュータの他
のデータベースやリソースにアクセスするには、ローカル・ユー
ザーは、アクセスのたびにユーザー名とパスワードを入力する必要
があります。

ドメイン SALESのドメイ
ン・ユーザー FRANK

Windows NTのコンピュータやリソースが多数含まれ、その中の 1
つが Oracle8i データベースであるドメイン（この後の手順では
SALES）にログインします。ドメイン・ユーザーは、ドメインのす
べてのリソースに、1つのユーザー名とパスワードでアクセスでき
ます。
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� 手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行する

� 手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行する

手順手順手順手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行する
Oracle8i データベースデータベースデータベースデータベース・サーバーで認証作業を実行するには、次のようにします。・サーバーで認証作業を実行するには、次のようにします。・サーバーで認証作業を実行するには、次のようにします。・サーバーで認証作業を実行するには、次のようにします。

1. OS_AUTHENT_PREFIXパラメータを INIT.ORAファイルに追加します。

OS_AUTHENT_PREFIXの値が、オペレーティング・システムのユーザー名およびパス
ワードでサーバーに接続しようとするローカル・ユーザー名またはドメイン・ユーザー
名に接頭辞として付けられます。接続が要求されたときに、接頭辞付きのユーザー名
が、データベース内の Oracleのユーザー名と比較されます。クライアントからサー
バーへ安全で信頼性の高い接続を実行するために、Windows NT固有の認証方式には
OS_AUTHENT_PREFIXパラメータを使用することをお薦めします。

2. OS_AUTHENT_PREFIXを適切な値に設定します。大文字と小文字の区別はありませ
ん。たとえば次のように指定します。

この後の手順では、パラメータ値 XYZを使用します。XYZは、OS_AUTHENT_
PREFIXに実際に設定した値に置き換えてください。

3. ユーザー マネージャを使用して、FRANKのWindows NTのローカル・ユーザー名ま
たはドメイン・ユーザー名を作成します（現在適切な名前が存在しない場合）。作成方

OS_AUTHENT_PREFIXの設定値の設定値の設定値の設定値 結果結果結果結果

XYZ Windows NTのユーザー名の接頭辞として XYZ
が付く（たとえば、ローカル・ユーザー FRANK
は XYZFRANKになり、ドメイン SALESのドメ
イン・ユーザー FRANKは XYZSALES¥FRANK
になります）。

注意注意注意注意 :  XYZは、使用可能なパラメータ値の一例で
す。使用する環境に適した値を使用してください。

"" 推奨される値。この値を使用すると、Windows 
NTのユーザー名に接頭辞を付ける必要がなくな
ります（たとえば、ローカル・ユーザー FRANK
は FRANKになり、ドメイン SALESのドメイン・
ユーザー FRANKは SALES¥FRANKになりま
す）。

OS_AUTHENT_PREFIXを INIT.ORA
ファイルに指定しない

デフォルト値 OPS$になる（たとえば、ローカ
ル・ユーザー FRANKは OPS$FRANKになり、ド
メイン SALESのドメイン・ユーザー FRANKは
OPS$SALES¥FRANKになります）。
8-38 Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド



外部ユーザーおよびロールの管理
法は、Windows NTのドキュメントを参照するか、ネットワーク管理者に問い合せてく
ださい。

4. 認証対象がドメイン名の付いたユーザーでない場合（たとえば、ドメイン SALESの
FRANKではなく、単に FRANKのみを認証する場合）は、次の手順に従って、新しい
レジストリ・パラメータを作成します。それ以外の場合は、5に進みます。

a. MS-DOSコマンド・プロンプトからレジストリ エディタを起動します。

C:¥> REGEDT32

b. HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDに進みます。IDは、
編集する Oracleホーム・ディレクトリです。

c. 「編集」メニューから「値の追加」オプションを選択します。

「値の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

d. 「値の名前」フィールドに OSAUTH_PREFIX_DOMAINと入力します。

e. 「データ タイプ」ドロップダウン・リストから REG_EXPAND_SZを選択します。

f. 「OK」をクリックします。

「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

g. 「文字列」フィールドに TRUEと入力し、ドメイン・レベルでの認証を使用可能に
します。

TRUEと指定すると、FRANKというユーザー名が複数あった場合に、その名前が
ローカル・ユーザーの FRANKか、ドメイン SALESのドメイン・ユーザー
FRANKか、ネットワーク内の別ドメイン上のドメイン・ユーザー FRANKかを区
別できます。FALSEと入力するとドメインは無視され、サーバーに返されるオペ
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レーティング・システム・ユーザーのデフォルト値はローカル・ユーザー FRANK
になります。

h. 「OK」をクリックします。

レジストリ エディタによってパラメータが追加されます。

i. 「レジストリ」メニューから「レジストリ エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。

5. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

6. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

7. データベースに SYSTEMデータベース管理者（DBA）名で接続します。

SQL> CONNECT 
Enter user-name: SYSTEM/PASSWORD

SYSTEMのパスワードは、変更していない限り、デフォルトでMANAGERです。

8. 次のように入力し、オペレーティング・システムで認証するユーザーを作成します。

   

認証の対象認証の対象認証の対象認証の対象 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

ローカル・ユーザー名 SQL> CREATE USER XYZFRANK IDENTIFIED EXTERNALLY;

ドメイン・ユーザー名 SQL> CREATE USER "XYZSALES¥FRANK" IDENTIFIED 
EXTERNALLY;

項目項目項目項目 値値値値

XYZ OS_AUTHENT_PREFIX初期化パラメータの値。

FRANK Windows NTローカル・ユーザー名。

SALES¥FRANK ドメイン名とWindows NTのドメイン・ユーザー名。二重引用符は必
須で、構文はすべて英大文字で入力する必要があります。
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9. Windows NTのローカル・ユーザー FRANKまたはドメイン・ユーザー FRANKに適切
なデータベース・ロールを付与します。

10. データベースに DBA名 INTERNALとして接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

11. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN

12. データベースを再起動します。

SQL> STARTUP

これで、OS_AUTHENT_PREFIXパラメータ値の変更が有効になります。

手順手順手順手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行する
クライアント・コンピュータで認証作業を実行するには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を実行するには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を実行するには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を実行するには、次のようにします。

1. Windows NTサーバーと同じユーザー名とパスワードで、Windows NTのローカル・
ユーザー名またはドメイン・ユーザー名 FRANKを作成します（現在適切な名前が存在
しない場合）。

2. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

3. Net8 Assistantを使用して、クライアント・コンピュータから、Oracle8i データベース
がインストールされているWindows NTサーバーへのネットワーク接続を構成します。
この手順は、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照してください。

4.  SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

認証の対象認証の対象認証の対象認証の対象 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

ローカル・ユーザー名 SQL> GRANT RESOURCE TO XYZFRANK;

SQL> GRANT CONNECT TO XYZFRANK;

ドメイン・ユーザー名1

1 ドメイン・ユーザーの構文は英大文字で入力し、ドメイン・ユーザー名を二重引用符で囲みま
す。

SQL> GRANT RESOURCE TO "XYZSALES¥FRANK";

SQL> GRANT CONNECT TO "XYZSALES¥FRANK";
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5. データベース・サーバーに接続します。

SQL> CONNECT /@NET_SERVICE_NAME

ここで、NET_SERVICE_NAMEは、手順 3で作成した Oracle8i データベースの Net8
ネットワーク・サービス名です。

Oracle8i データベースによって、Windows NTのローカル・ユーザー名またはドメイ
ン・ユーザー名に対応する自動ログイン・ユーザー名がデータ・ディクショナリで検索
され、その名前が検証され、XYZFRANKまたは XYZSALES¥FRANKでの接続が許可
されます。

6. 8-41ページの手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行するの手順 9で
割り当てたロールを表示して、ローカル・ユーザーまたはドメイン・ユーザー FRANK
で Oracle8i データベースに接続されたことを検証します。

SQL> SELECT * FROM USER_ROLE_PRIVS;
ローカル・ユーザー FRANKの出力

USERNAME                       GRANTED_ROLE                   ADM DEF OS_
------------------------------ ------------------------------ --- --- ---
XYZFRANK                       CONNECT                        NO  YES NO 
XYZFRANK                       RESOURCE                       NO  YES NO 
2 rows selected.

ドメイン・ユーザー FRANKの出力

USERNAME                       GRANTED_ROLE                   ADM DEF OS_
------------------------------ ------------------------------ --- --- ---
XYZSALES¥FRANK                 CONNECT                        NO  YES NO 
XYZSALES¥FRANK                 RESOURCE                       NO  YES NO 
2 rows selected.

Oracle8iのユーザー名は XYZFRANKまたは XYZSALES¥FRANKであるため、
XYZFRANKまたは XYZSALES¥FRANKによって作成されるすべてのオブジェクト
（表、ビュー、索引など）には、この名前の接頭辞が付きます。たとえば、他のユー
ザーが、XYZFRANKの所有する表 SHARKを参照するには、次のように入力する必要
があります。

SQL> SELECT * FROM XYZFRANK.SHARK 

注意注意注意注意 : 自動認証は、すべてのNet8プロトコルでサポートされています。
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データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与データベースの管理者権限およびオペレータ権限の付与
この項では、Windows NTで DBAにデータベース管理者（SYSDBA）権限とデータベー
ス・オペレータ（SYSOPER）権限を付与できるようにする方法を説明します。権限が付与
されると、DBAは、クライアント・コンピュータで次のコマンドを発行して Oracle8i デー
タベースに接続できます。パスワードの入力は不要です。

� CONNECT / AS SYSOPER

� CONNECT / AS SYSDBA

この機能を使用可能にするには、Windows NTのクライアントのローカル・ユーザー名また
はドメイン・ユーザー名が、サーバー上の次の 4つのWindows NTローカル・グループの
いずれかに属している必要があります。

 

SYSOPER権限と SYSDBA権限は、次のWindows NTのローカル・グループにマップされ
ます。

パスワードなしで SYSOPERまたは SYSDBAとして接続するには、次の手順に従います。

� 手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行する

� 手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行する

ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ 含まれている権限含まれている権限含まれている権限含まれている権限

ORA_OPER すべての SYSOPERデータベース権限。コンピュータ上の全データ
ベースに適用されます。

ORA_DBA 1

1 ORA_DBAは、インストール時に自動的に作成されます。詳細は、8-12ページの「インストール時に
オペレーティング・システムの認証を自動的に使用可能にする」を参照してください。

すべての SYSDBAデータベース権限。コンピュータ上の全データ
ベースに適用されます。

ORA_SID_DBA すべての SYSDBAデータベース権限。コンピュータ上の（SIDで識別
される）単一データベースにのみ適用されます。

ORA_SID_OPER すべての SYSOPERデータベース権限。コンピュータ上の（SIDで識
別される）単一データベースにのみ適用されます。

権限権限権限権限 マップされるローカル・グループマップされるローカル・グループマップされるローカル・グループマップされるローカル・グループ

SYSOPER ORA_SID_OPER、ORA_OPER

SYSDBA ORA_SID_DBA、ORA_DBA、ORA_SID_OPER、ORA_OPER
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手順手順手順手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行する
Oracle8i データベース・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。

1. Oracle8i データベースがインストールされているWindows NTサーバーで「ユーザー 
マネージャ」を開きます。

2. 「ユーザー」メニューで「新しいローカル グループ」を選択します。

「新しいローカル グループ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. Windows NTの適切なローカル・グループ名を、「グループ名」フィールドに入力しま
す。この例では、ORCLという SIDを使用して ORA_ORCL_DBAと入力します。
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4. 「追加」をクリックします。

「ユーザーとグループの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「名前」フィールドで適切なWindows NTユーザーを選択し、「追加」をクリックしま
す。

6. 「OK」をクリックします。

選択内容が「新しいローカル グループ」ダイアログ・ボックスの「所属するメンバー」
フィールドに追加されます。
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7. 「OK」をクリックします。

8. 「ユーザー マネージャ」を閉じます。

9. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

10. レジストリ・キー HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDのパラ
メータ OSAUTH_PREFIX_DOMAINを TRUEに設定します。

手順手順手順手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行する
クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。

1. Windows NTサーバーと同じユーザー名とパスワードで、Windows NTのローカル・
ユーザー名またはドメイン・ユーザー名を作成します（現在適切なユーザー名が存在し
ない場合）。

2. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

3. Net8 Assistantを使用して、クライアント・コンピュータから、Oracle8i データベース
がインストールされているWindows NTサーバーへのネットワーク接続を構成します。
この手順は、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照してください。

4. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

5. インスタンスに接続します。

SQL> SET INSTANCE NET_SERVICE_NAME

ここで、NET_SERVICE_NAMEは、手順 3で作成した Oracle8i データベースの Net8
ネットワーク・サービス名です。
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6. 手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行するの手順 3で指定したロー
カル・グループに基づいて、SYSOPERまたは SYSDBAで接続します。

":

これで、データベース・サーバーに接続されます。SYSDBAで接続した場合は、DBA
権限が与えられます。

パスワードを使用しないパスワードを使用しないパスワードを使用しないパスワードを使用しない INTERNALとしての接続としての接続としての接続としての接続
この項では、パスワードなしで INTERNALとして接続する方法を説明します。Oracle8i 
データベースをインストールしてある場合は、Windows NTユーザー名が、ORA_DBAと
いうWindows NTローカル・グループに自動的に追加されています。これにより、パス
ワードなしで INTERNALとして自動的に接続できます。ただし、この機能を割り当てられ
るユーザーが Oracle8i データベースをインストールしていない場合は、この項の指示に従う
必要があります。

パスワードなしで INTERNALとして接続するには、次のWindows NTのローカル・ユー
ザー・グループのいずれかを新しく作成し、Windows NTオペレーティング・システムの
ローカル・ユーザーまたはドメイン・ユーザーをそのグループに追加する必要があります。

   

これで、ローカル・コンピュータまたはWindows NTのドメインにログインできるように
なります。ドメイン内では、Oracle8i データベースは、アクセスできる多くのリソースの 1
つです。このドメインにアクセスすると、パスワードなしで Oracle8i データベースにアクセ
スできる認証済み DBAとして自動的に検査されます。

パスワードなしで INTERNALとして接続するには、次の手順に従います。

� 手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行する

ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

ORA_DBAまたは ORA_SID_DBA SQL> CONNECT / AS SYSOPER

または

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

ORA_OPERまたは ORA_SID_OPER SQL> CONNECT / AS SYSOPER

ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ 含まれている権限含まれている権限含まれている権限含まれている権限

ORA_DBA 1

1 ORA_DBAは、インストール時に自動的に作成されます。詳細は、8-12ページの「インストール時に
オペレーティング・システムの認証を自動的に使用可能にする」を参照してください。

すべての SYSDBAデータベース権限。このグループは、すべての
SIDに適用されます。

ORA_SID_DBA すべての SYSDBAデータベース権限。このグループは、名前に指
定されている SIDにのみ適用されます。
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� 手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行する

手順手順手順手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行する
Oracle8i データベース・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。

1. Windows NTのユーザー名（ローカルまたはドメイン）を作成します（存在しない場
合）。

2. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

3. 「ユーザー マネージャ」を開きます。

4. 「ユーザー」メニューで「新しいローカル グループ」を選択します。

「新しいローカル グループ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. Windows NTのローカル・グループ名 ORA_SID_DBAまたは ORA_DBAを、「グルー
プ名」フィールドに入力します。この例では、ORCLという SIDを入力します。
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6. 「追加」をクリックします。

「ユーザーとグループの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 「名前」フィールドでWindows NTの適切なローカル・ユーザーまたはドメイン・ユー
ザーを選択し、「追加」をクリックします。

8. 「OK」をクリックします。

選択内容が「新しいローカル グループ」ダイアログ・ボックスの「所属するメンバー」
フィールドに追加されます。

9. 「OK」をクリックします。
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10.「ユーザー マネージャ」を閉じます。

手順手順手順手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行する
クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。

1. Windows NTサーバーと同じユーザー名とパスワードで、Windows NTのローカル・
ユーザー名またはドメイン・ユーザー名を作成します（現在適切なユーザー名が存在し
ない場合）。

2. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

3. Net8 Assistantを使用して、クライアント・コンピュータから、Oracle8i データベース
へのネットワーク接続を構成します。手順は、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照し
てください。

4. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

5. インスタンスに接続します。

SQL> SET INSTANCE NET_SERVICE_NAME

ここで、NET_SERVICE_NAMEは、手順 3で作成した Oracle8i データベースの Net8
ネットワーク・サービス名です。

6. データベース・サーバーに接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

これで、データベース・サーバーに接続されます。

外部ロールの作成外部ロールの作成外部ロールの作成外部ロールの作成
この項では、Windows NTで Oracle8i データベース・ロールをユーザーに直接付与する方
法を示します（外部ロールとも言います）。Windows NTを使用してユーザーを認証すると
きは、Windows NTのローカル・グループがユーザーに外部ロールを付与できます。ユー
ザー マネージャを使用すれば、ユーザーに対して外部ロールの作成、付与、または取消しを
行うことができます。

ユーザーが接続すると、これらのロールのすべての権限がアクティブになります。外部ロー
ルを使用するとき、すべてのロールはオペレーティング・システムによって付与および管理
されます。外部ロールと Oracleロールの両方を同時に使用することはできません。たとえ
ば次のようになります。
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Windows NTで外部ロールを付与するには、次の手順に従います。

� 手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行する

� 手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行する

手順手順手順手順 1: Oracle8iデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行するデータベース・サーバーで認証作業を実行する
Oracle8i データベースデータベースデータベースデータベース・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。・サーバーで認証作業を行うには、次のようにします。

1. OS_ROLES初期化パラメータを INIT.ORAファイルに追加します。

2. OS_ROLESを TRUEに設定します。

このパラメータのデフォルトの設定は FALSEです。

3. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

4. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

5. データベース・サーバーに接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

6. 新しいデータベース・ロールを作成します。

SQL> CREATE ROLE DBSALES3 IDENTIFIED EXTERNALLY;

DBSALES3は、この手順で使用するロール名です。使用するデータベース環境に適した
ロール名に置き換えてください。

状態状態状態状態 付与されるロール付与されるロール付与されるロール付与されるロール

1. 外部ロールを使用可能にする。 DTMSDOM¥FRANKに付与されたロー
ルのみを付与され、SCOTTに付与され
たロールは付与されません。2. 自分のドメイン・ユーザー名でWindows NTド

メインにログインする。たとえば、
SALES¥FRANK（SALESはドメイン名、
FRANKはドメイン・ユーザー名）。

3. Oracle8i データベースに Oracleデータベース・
ユーザー SCOTTとして接続する。
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7. DBSALES3に対して、使用するデータベース環境に適した Oracleロールを付与します。

SQL> GRANT DBA TO DBSALES3 WITH ADMIN OPTION;
SQL> GRANT RESOURCE TO DBSALES3 WITH ADMIN OPTION;
SQL> GRANT CONNECT TO DBSALES3 WITH ADMIN OPTION;

8. データベースに DBA名 INTERNALとして接続します。

SQL> CONNECT INTERNAL

9. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN

10. データベースを再起動します。

SQL> STARTUP

11. Windows NTの「ユーザー マネージャ」を開きます。

12.「ユーザー」メニューで「新しいローカル グループ」を選択します。

「新しいローカル グループ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

13. データベース・ロールに対応するWindows NTのローカル・グループ名を、「グループ
名」フィールドに次の構文で入力します。

ORA_SID_ROLENAME [_D] [_A] 

各項目は次のとおりです。

SID データベース・インスタンスを示します。

ROLENAME データベース・セッションのユーザーに付与されるデータベー
ス・ロールを示します。
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この例では、ORA_ORCL_DBSALES3_Dと入力します。

14.「追加」をクリックします。

「ユーザーとグループの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

15. Windows NTの適切なローカル・ユーザー名またはドメイン・ユーザー名を選択し、
「追加」をクリックします。

D このデータベース・ロールをデータベース・ユーザーのデフォ
ルト・ロールにすることを示すオプション文字。指定する場合
は、この文字の前にアンダースコアが必要です。

A このデータベース・ロールが ADMIN OPTIONを含むことを示
すオプション文字。これにより、ユーザーは他のロールにのみ
ロールを付与できます。指定する場合は、この文字の前にアン
ダースコアが必要です。
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16.「OK」をクリックします。

選択内容が「新しいローカル グループ」ダイアログ・ボックスの「所属するメンバー」
フィールドに追加されます。

次の表に示すように、追加のデータベース・ロールを複数のWindows NTグループに
変換できます。こうすると、この例で ORCLインスタンスに接続し、Windows NTに
よりこれらのWindows NTローカル・グループのメンバーとして認証されたユーザー
には、デフォルトで DBSALES3と DBSALES4に対応する権限が与えられます（_Dオ
プションが指定されているため）。DBSALES1と DBSALES2は、ユーザーが、まず
DBSALES3または DBSALES4のメンバーとして接続し、SET ROLEコマンドを使用し
た場合に使用可能です。ユーザーが、先にデフォルトのロールで接続せずに、
DBSALES1または DBSALES2_Aで接続しようとした場合は接続できません。また、
ユーザーは、DBSALES2と DBSALES4を他のロールに付与できます。

 

     

17.「OK」をクリックします。

18.「ユーザー マネージャ」を閉じます。

データベース・ロールデータベース・ロールデータベース・ロールデータベース・ロール Windows NTグループグループグループグループ

DBSALES1 ORA_ORCL_DBSALES1

DBSALES2 ORA_ORCL_DBSALES2_A

DBSALES3 ORA_ORCL_DBSALES3_D

DBSALES4 ORA_ORCL_DBSALES4_DA

注意注意注意注意 : Oracle8i データベースでグループ名がロール名に変換されるとき、
名前は大文字に変換されます。
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手順手順手順手順 2: クライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行するクライアント・コンピュータで認証作業を実行する
クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。クライアント・コンピュータで認証作業を行うには、次のようにします。

1. Windows NTサーバーと同じユーザー名とパスワードで、Windows NTのローカル・
ユーザー名またはドメイン・ユーザー名を作成します（現在適切なユーザー名が存在し
ない場合）。

2. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥SQLNET.ORAファイルに次の
行が含まれていることを確認します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS)

3. Net8 Assistantを使用して、クライアント・コンピュータからOracle8i データベースへ
のネットワーク接続を構成します。手順は、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照して
ください。

4. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

5. 正しいインスタンスに接続します。

SQL> SET INSTANCE NET_SERVICE_NAME
where NET_SERVICE_NAME is the Net8 service name for the Oracle8i データベース that 
you created in Step 3.

6. Oracle8i データベースに接続します。

SQL> CONNECT SCOTT/TIGER

これで、Net8を介して、Oracleユーザー名 SCOTT/TIGERでデータベース・サーバー
に接続されます。Oracleユーザー名 SCOTTに適用されるロールは、前述のデータベー
ス・ロールにマップされたWindows NTユーザー名に定義されているすべてのロール
です（この場合は ORA_DBSALES3_D）。認証された接続で有効なすべてのロールは、
Windows NTユーザー名と、そのユーザーが属する Oracle固有のWindows NTローカ
ル・グループ（たとえば、ORA_SID_DBSALES1または ORA_SID_DBSALES4_DA）に
よって決定されます。

エンタープライズ・ユーザーおよびロールの管理エンタープライズ・ユーザーおよびロールの管理エンタープライズ・ユーザーおよびロールの管理エンタープライズ・ユーザーおよびロールの管理
エンタープライズ・ユーザー、ロール、およびドメインの作成と管理には、Oracle 
Enterprise Security Managerを使用します。Oracle Enterprise Security Managerは、Oracle 
Enterprise Managerコンソールにアプリケーションして組み込まれています。Oracle 
Enterprise Security Managerの使用方法の詳細は、『Oracle8i Advanced Security 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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注意注意注意注意 : 外部ユーザーおよびロールはWindows 2000ドメイン内で管理で
きますが、この管理に Oracle Enterprise Security Managerを使用すること
はできません。外部ユーザーおよびロールの管理に使用できるツールの詳
細は、8-13ページの「外部ユーザーおよびロールの管理」を参照してくだ
さい。
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データベースの監視データベースの監視データベースの監視データベースの監視

この章では、Oracle8i for Windows NTを監視する方法について説明します。

次の項目について説明します。

� データベース監視の概要

� Oracle Performance Monitor for Windows NTの使用方法

� イベント ビューアの使用

� トレース・ファイルおよびアラート・ファイルの使用

� Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用したスレッドの表示
の監視 9-1



データベース監視の概要
データベース監視の概要データベース監視の概要データベース監視の概要データベース監視の概要
次のツールを使用すれば、Oracle8iデータベースを監視できます。

各ツールについては、この後の各項で説明します。

 

Oracle Performance Monitor for Windows NTの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
Oracle Performance Monitor for Windows NTは、ローカル・サーバーまたはネットワーク
上の他のサーバー上の Oracle8i for Windows NTオブジェクトのパフォーマンスを測定する
グラフィカル・ツールです。Oracle8i データベース・パフォーマンス要素が組み込まれてい
る点を除けば、Windows NTパフォーマンス モニタと、外観と操作は同じです。

各コンピュータでは、バッファ・キャッシュおよびデータ・ディクショナリ・キャッシュ、
データ・ファイル、スレッド、プロセスなどの動作を確認できます。オブジェクトは、シス
テム内の要素をグラフィカルに表示したものです。システム内の要素、リソースおよびデバ
イスは、それぞれオブジェクトとして表すことができます。

各オブジェクトには一連のカウンタが対応付けられています。カウンタとは、Performance 
Monitorがアクティビティを表示するために使用する測定単位です。カウンタが測定するア
クティビティの種類は、オブジェクトの種類（タイプ）に依存します。

ツールツールツールツール 機能機能機能機能

Oracle Performance Monitor 
for Windows NT

CPUの使用量、バッファ・キャッシュおよびバックグラウンド・
プロセスなどのデータベース・オブジェクトを監視します。

イベント ビューア データベース・イベントを監視します。

トレース・ファイル データベース操作の発生状況と例外を記録します。

アラート・ファイル データベース操作中のエラー・メッセージと例外についての重要
な情報を記録します。

Oracle Enterprise Manager 
Database Management Pack

ツールを使用してリアルタイムのパフォーマンス情報をグラフィ
カルに監視および調整します。

次のドキュメントを参照してください。次のドキュメントを参照してください。次のドキュメントを参照してください。次のドキュメントを参照してください。詳細は、Oracle 
Enterprise Managerのドキュメントを参照してください。

Oracle Administration 
Assistant for Windows NT

Oracleスレッドに関する情報を表示したり、Oracleスレッドを中
断したりします。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : チューニングに関する一般情報は、『Oracle8i チューニング』
を参照してください。Windows NTパフォーマンス モニタの結果とデー
タベース・パフォーマンスを最適化する方法は、オペレーティング・シス
テムのドキュメントを参照してください。
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特定のオブジェクト・タイプとそれに対応するカウンタが、すべてのシステムにあります。
アプリケーション固有のカウンタなどのその他のカウンタは、対応付けられたアプリケー
ションが実行されるときのみ表示されます。

それぞれのオブジェクトには一連のカウンタが対応付けられており、デバイスの使用状況、
キューの長さ、遅延状況などに関する情報や、スループットおよび内部混雑を測定するため
に使用される情報を提供します。

レジストリ情報レジストリ情報レジストリ情報レジストリ情報
Oracle Performance Monitor for Windows NTをインストールすると、レジストリには値が
自動的に設定されます。詳細は、付録 C「Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ」を参
照してください。

Oracle Performance Monitor for Windows NTでは、一度に監視できるデータベース・イン
スタンスは 1つだけです。このため、レジストリに次の値が含まれます。

� Hostname

� Username

� Password

これらの値を変更するには、OPERFCFGを使用します。それぞれのレジストリ値にセキュ
リティ・レベルを設定することをお薦めします。

Oracle Performance Monitor for Windows NTを、同じコンピュータまたは UNIXコン
ピュータの別のデータベース・インスタンスに対して使用する場合は、レジストリの値をそ
れに合せて変更します。TNSNAMES.ORAファイルに指定されている別のコンピュータを
指すように Hostnameレジストリ値を変更すれば、NT版ではない Oracleデータベースを監
視することもできます。

Oracle Performance Monitor for Windows NTのアクセスのアクセスのアクセスのアクセス
Oracle Performance Monitor for Windows NTをアクセスするには、次のようにします。をアクセスするには、次のようにします。をアクセスするには、次のようにします。をアクセスするには、次のようにします。

「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database Administration」
→「Oracle for Windows NT Performance Monitor」を選択します。

「パフォーマンス モニタ」ウィンドウのグラフ・ビューが表示されます。

参照参照参照参照 :  OPERFCFGの使用方法は、付録 C「Oracle8i 構成パラメータおよ
びレジストリ」および「Oracle Performance Monitor for Windows NTの
パラメータの変更」を参照してください。
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9-4 Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド

Oracle Performance Monitor for Windows NTでは、「表示」メニューで次の 4種類のビュー
を選択できます。

      

ビュービュービュービュー 説明説明説明説明

グラフ・ビュー データベース・アクティビティがリアルタイムで表示されます。

警告ビュー 特定のパフォーマンス条件の最小値が満たされていない場合、また
は最大値を超過した場合に、そのことを通知します。

ログ・ビュー パフォーマンスに関するレコードが継続的にメンテナンスされま
す。

レポート・ビュー 具体的な条件についての情報を保管します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : この 4つのビューの詳細は、該当するWindows NTのドキュ
メントを参照してください。

カウンタ オブジェクト
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Oracle8iオブジェクトの監視オブジェクトの監視オブジェクトの監視オブジェクトの監視
それぞれのビュー（グラフ、警告、ログ、レポート）ごとに、監視するオブジェクトを選択
して、その設定をファイルに保存できます。 オブジェクトを選択すると、カウンタとカラー
が割り当てられ、Oracle Performance Monitor for Windows NTの一番下にあるステータ
ス・バーに追加されます。

ビューにオブジェクトを追加するには、次のようにします。ビューにオブジェクトを追加するには、次のようにします。ビューにオブジェクトを追加するには、次のようにします。ビューにオブジェクトを追加するには、次のようにします。

1. 「編集」メニューから「（グラフ、警告、ログ、レポート）に追加」を選択します。

「（グラフ、警告、ログ、レポート）に追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

次の図は、「グラフに追加」ダイアログ・ボックスです。その他のビューに対応するダ
イアログ・ボックスは、これとは異なります。

 

2. 監視するオブジェクトを選択し、「追加」をクリックします。

「グラフに追加」ダイアログ・ボックスの要素は、次のとおりです。他のビューのダイ
アログ・ボックスにも同様の機能があります。 

要素要素要素要素 説明説明説明説明

「コンピュータ」リス
ト・ボックス

監視するコンピュータを選択します。
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3. 終了したら「完了」をクリックします。

監視対象として選択した項目が表示されます。

Oracleのパフォーマンス・オブジェクトについてのパフォーマンス・オブジェクトについてのパフォーマンス・オブジェクトについてのパフォーマンス・オブジェクトについて
Oracle Performance Monitor for Windows NTで監視できる Oracle8iシステム・リソースは、
すべて Oracle8で始まります。これらは、ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥DBS¥PERF.ORAに定義されています。Oracle8オブジェクトとそれに対応するカウ
ンタは、次の表のとおりです。これらのオブジェクトの詳細は、『Oracle8i チューニング』
を参照してください。

「オブジェクト」ド
ロップダウン・リス
ト・ボックス

監視するオブジェクトを選択します。

注意注意注意注意 :データまたは Oracle8iオブジェクトがまったく表示されな
い場合は、データベースが稼働していないか、入力されたホスト
文字列またはパスワードが無効です。データベースが起動されて
いない場合は、Oracle Performance Monitor for Windows NTを終
了してからデータベースを起動して、Oracle Performance Monitor 
for Windows NTを再起動します。

「カウンタ」リスト・
ボックス

選択済みのオブジェクトのカウンタ（1つまたは複数）を選択しま
す。「オブジェクト」ボックスで選択した値によって、「カウンタ」
ボックスの内容が変わるので注意してください。

カウンタの動作方法の詳細を知りたい場合は、カウンタを強調表
示してから「説明」を選択してください。

「インスタンス」ボッ
クス

このカウンタのインスタンスを選択します。

「色」ボックス 選択したカウンタを表示するカラーを選択します。

「スケール」ボックス カウンタを表示する単位を選択します。

「幅」ボックス グラフで使用する線の幅を指定します。

「スタイル」ボックス 様々なグラフ線のスタイルを選択します。

注意注意注意注意 : 1つのコンピュータで Oracle Performance Monitor for Windows 
NTを使って一度に監視できるインスタンスは 1つだけです。

要素要素要素要素 説明説明説明説明
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オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト カウンタカウンタカウンタカウンタ 説明説明説明説明

Oracle8 Buffer Cache phyrds/gets %（物理
的読取り /取得）

物理的読取り /取得のパーセント値は、ミス率として計算されま
す。 ミス・カウンタの値が低いほど、良好です。パフォーマンス
を上げるには、マシンでメモリーが使用可能な場合は、バッ
ファ・キャッシュ内のバッファ数を増やします。バッファ・
キャッシュを大きくするには、DB_BLOCK_BUFFERS初期化パラ
メータの値を増やします。

この値は、時間に基づいて算出される値ではありません。

Oracle8 Redo Log 
Buffer

redo log space requests
（REDOログ・スペー
ス要求）

このカウンタの値は、0に近くなければなりません。この値が継
続して増加する場合は、REDOログ・バッファ内のスペースを探
すために処理が待機したことを示しています。この場合、REDO
ログ・バッファのサイズを増さなければならない場合があります。 

Oracle8 Data Dictionary 
Cache

getmisses/gets %（取
得ミス /取得）

頻繁にアクセスされるデータ・ディクショナリ・キャッシュでは、
このカウンタの値は 10%～ 15%未満に抑える必要があります。
アプリケーション実行中にこの割合がしきい値を超える場合は、
データ・ディクショナリ・キャッシュで使用可能なメモリーの量
を増やします。

キャッシュで使用できるメモリーを増やすには、初期化パラメー
タ SHARED_POOL_SIZEの値を増やします （Oracle8iデータ
ベースのメモリー割当てをチューニングする方法は、『Oracle8i 
チューニング』を参照してください。）

この値は、時間に基づいて算出される値ではありません。 

Oracle8 Library Cache reloads/pins %（再
ロード /ピン）

再解析を必要とする SQL文、PL/SQLブロックおよびオブジェク
ト定義の割合です。再ロードの合計は 0に近くなければなりませ
ん。ピンに対する再ロードの割合が 1%を超える場合は、ライブ
ラリ・キャッシュ・ミスを減らします。

この値は、時間に基づいて算出される値ではありません。 

Oracle8 Data Files � phyrds/sec（物理
的読込み /秒）

� phywrts/sec（物
理的書込み /秒）

複数のプロセスが同じディスクに同時にアクセスしようとすると、
ディスク競合が発生します。ディスク・アクティビティの監視の
結果により違いますが、ディスク競合を減らす方法は数多くあり
ます。対応措置には次のようなものがあります。 

� I/Oの分散

� データ・ファイルと REDOログ・ファイルの分離

� 表と索引の分離

� 表データのストライプ化

これらの値は、時間に依存しています。

Oracle8 DBWR stats1 これらのカウンタは、バッファ・キャッシュのチューニングをす
る際に役立ちます。
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Oracle Performance Monitor for Windows NTの使用方法
Oracle Performance Monitor for Windows NTのトラブルシューティング情報のトラブルシューティング情報のトラブルシューティング情報のトラブルシューティング情報
「グラフに追加」ダイアログ・ボックスのオブジェクトのリストにデータまたは Oracle8iオ
ブジェクトが表示されない場合は、次のいずれかが原因です。

� buffers 
scanned/sec（走
査済バッファ /
秒）

走査済バッファ /秒は、DBWRによって毎秒走査されるバッファ
の数です。LRU（最低使用頻度）リスト内のバッファが走査され
ます。

� LRU scans/sec
（LRU走査 /秒）

LRU走査 /秒は、DBWRによって、（最低使用頻度）バッファ・
リストが 1秒間に走査された回数です。

Oracle8 DBWR stats2 これらのカウンタは、DBWRに対して実行を要求されている作業
量の判断に役立ちます。

� timeouts/sec（タ
イムアウト /秒）

タイムアウト /秒は、DBWRが 1秒間にタイムアウトをする回数
です。DBWRのタイムアウトは、3秒間隔です。DBWRが 3秒間
通知されない場合、タイムアウトします。 

� checkpoints/sec
（チェックポイン
ト /秒）

チェックポイント /秒は、データベース・ライターによって毎秒
処理されるチェックポイント・メッセージの数です。チェックポ
イントに達するたびに、使用済バッファをディスクに書き込むよ
うに求めるメッセージを DBWRに送る必要があります。

Oracle8 Dynamic  Space 
Management

recursive calls/sec（再
帰コール /秒）

動的拡張により、ユーザー・プロセスによって発行された SQL文
以外の SQL文も Oracle8iによって実行されます。これらの SQL
文は、再帰コールと呼ばれます。アプリケーション実行中に、
Oracle8i によって過剰な再帰コールが実行される場合は、問題の
原因を見つける必要があります。

再帰コールの統計は、動的パフォーマンス表 V$SYSSTATで調べ
ます。

Oracle8 Free List free list waits/requests 
%（空きリスト待ち /
要求）

空きリストの競合は、バッファ・キャッシュ内の空きデータ・ブ
ロックの競合により影響されます。V$WAITSTATを問い合せれ
ば、空きリストの競合によりパフォーマンスが低下しているかど
うかを判断できます。

空きリストが空きブロックを待つ回数が、要求されている処理の
合計数の 1%を超える場合は、空きリストをさらに追加して競合
を減らすことを考慮してください。

Oracle8 Sorts � sorts in 
memory/sec（メ
モリー・ソート /
秒）

� sorts on disk/sec
（ディスク・ソー
ト /秒）

ほとんどのソートの場合、すべてのデータを保持するにはデフォ
ルトのソート領域サイズで十分です。ただし、ソート領域に入ら
ないような大量のデータをたびたびアプリケーションでソートす
る場合は、ソート領域サイズを増やすことを考慮します。

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト カウンタカウンタカウンタカウンタ 説明説明説明説明
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イベント ビューアの使用
� データベースが稼働していません。

� レジストリに入力されたホスト文字列またはパスワードが無効です。

ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥DBS内の OPERF.LOGファイルには、Oracle 
Performance Monitor for Windows NTに関するエラー・メッセージが含まれています。

この問題を解決するには、次のようにします。この問題を解決するには、次のようにします。この問題を解決するには、次のようにします。この問題を解決するには、次のようにします。

1. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥DBS¥OPERF.LOGファイルでエラー・メッセージを
確認します。

2. 次のようにして問題を解決します。

� ログ・ファイルでホスト文字列またはパスワードが無効であることが示されている
場合は、レジストリで、Hostname、Password、および Usernameの値が正しいこ
とを確認します。これらの値の詳細は、C-9ページの「HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet」を参照してください。

� データベースが起動されていない場合は、Oracle Performance Monitor for 
Windows NTを終了してからデータベースを再起動します。

3. Oracle Performance Monitor for Windows NTを再起動します。

イベントイベントイベントイベント ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用
Oracle8i for Windows NTで起きた問題やその他の重大な事態は、イベントとして記録され
ます。これらのイベントは、アプリケーション・イベント・ログに記録されます。記録され
たイベントは、イベント ビューアで表示し管理します。

イベントイベントイベントイベント ビューアへのアクセスビューアへのアクセスビューアへのアクセスビューアへのアクセス
イベントイベントイベントイベント ビューアにアクセスするには次のようにします。ビューアにアクセスするには次のようにします。ビューアにアクセスするには次のようにします。ビューアにアクセスするには次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「イベント ビューア」を選択します。

「イベント ビューア」ウィンドウが表示されます。

2. 「ログ」メニューから「アプリケーション」を選択します。

アプリケーション・ビュー・ウィンドウに次の情報が表示されます。
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イベント ビューアの使用
イベントイベントイベントイベント ビューアの見方ビューアの見方ビューアの見方ビューアの見方
それぞれのイベントの横に表示されるアイコンによって、イベントの種類が分かります。

 

Oracle8i for Windows NTのイベントとともに Oracle.orclのソースが表示されます。
Oracle.orclは、次のイベント IDで構成されています。

アイコンアイコンアイコンアイコン イベントの種類イベントの種類イベントの種類イベントの種類 説明説明説明説明

赤色（停止サイン） エラー エラーを示します。このアイコンは必ず確認して
ください。

青色（情報提供） 情報 あまり重大ではないシステム・イベントを示しま
す。特定のイベントを追跡する場合以外は、この
アイコンは無視できます。

黄色（感嘆符） 警告 インスタンスの終了またはサービスのシャットダ
ウンなどの特別なイベントを示します。通常、こ
のアイコンは重要ではありませんが、確認が必要
です。

イベントが発生した日付

イベントが発生した時刻

イベントを記録したアプリケーション

イベントの分類

イベントに割り当てられた一意の番号
イベントが発生した
コンピュータの名前
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イベント ビューアの使用
イベントイベントイベントイベント ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用
イベントイベントイベントイベント ビューアを使用するには次のようにします。ビューアを使用するには次のようにします。ビューアを使用するには次のようにします。ビューアを使用するには次のようにします。

1. アイコンを確認します。

2. アイコン（特に赤色のアイコン）をダブルクリックして、分析します。

「イベントの詳細」ダイアログ・ボックスに、選択したイベントの詳細が表示されます。

イベントイベントイベントイベント ID 説明説明説明説明

34以外の ID 起動されたインスタンスまたは停止されたインスタンスなど、一
般的なデータベース・アクティビティを示します。

34 監査証跡イベントを示します。これらのイベントは、INIT.ORA
ファイルで、AUDIT_TRAILパラメータを DB（TRUE）または
OSに設定した場合に記録されます。

OSオプションを使用すると、システム全体で監査が行われ、監査
されたレコードはイベント ビューアに書き込まれます。

DBオプションでは、システム単位で監査が行われ、監査されたレ
コードはデータベース監査証跡（SYS.AUD$表）に書き込まれま
す。ただし、一部のレコードはイベント ビューアに書き込まれま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  Windows NTのイベント ビューアの使用方法は、Microsoft 
Windows NTのドキュメントを参照してください。

イベントのテキスト形式
の説明。

「バイト」をクリックする
と、16進数形式で情報が
表示されます。「ワード」
をクリックすると、情報
が DWORDSで表示され
ます。
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トレース・ファイルおよびアラート・ファイルの使用
イベントイベントイベントイベント ビューアの管理ビューアの管理ビューアの管理ビューアの管理
AUDIT_TRAILを DBまたは OSに設定すると、イベント ビューアに書き込まれるレコード
数が増加します。その結果、イベント ビューアのログ・ファイルが満杯になることがありま
す。その場合は、次の手順に従ってログ・ファイルのサイズを増やしてください。

ログ・ファイルのサイズを増加させるには、次の手順に従います。

1. 「ログ」メニューで「ログの設定」を選択します。

「イベント ログの設定」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「最大ログ サイズ」フィールドの値を適切なレベルに調整します。

3. 「OK」をクリックします。

イベント ビューアに戻ります。

トレース・ファイルおよびアラート・ファイルの使用トレース・ファイルおよびアラート・ファイルの使用トレース・ファイルおよびアラート・ファイルの使用トレース・ファイルおよびアラート・ファイルの使用
Oracle8i for Windows NTのバックグラウンド・スレッドでは、トレース・ファイルを使っ
て、データベース操作の発生、例外およびエラーが記録されます。バックグラウンド・ス
レッドのトレース・ファイルは、INIT.ORA初期化パラメータ・ファイルに
BACKGROUND_DUMP_DESTパラメータを設定したかどうかに関係なく、作成されます。
BACKGROUND_DUMP_DESTを設定した場合、トレース・ファイルは指定のディレクトリ
に格納されます。このパラメータを設定しない場合、トレース・ファイルは ORACLE_
BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥BDUMPディレクトリに格納されます。

Oracle8iデータベースでは、バックグラウンド・スレッドごとに別のトレース・ファイルが
作成されます。 トレース・ファイルの名前には、バックグラウンド・スレッドの名前が含ま
れており、その後に拡張子 .TRCが続きます。トレース・ファイルの構文のサンプルを次に
示します。

� SIDDBWR.TRC 

� SIDSMON.TRC 

ここで、SIDはインスタンス名を表しています。

初期化パラメータ・ファイルに USER_DUMP_DESTパラメータを設定した場合にも、ユー
ザー・スレッド用のトレース・ファイルが作成されます。ユーザー・スレッドのトレース・
ファイルは、ORAxxxxx.TRCという形式です。ここで、xxxxxは、Windows NTのスレッド
IDを表す 5桁の数値です。

アラート・ファイルには、データベース操作中に発生するエラー・メッセージと例外につい
ての重要な情報が含まれています。Oracle8i for Windows NTのインスタンスには、それぞ

警告 : 監査情報はファイルにスプールできません。監査情報はファイルにスプールできません。監査情報はファイルにスプールできません。監査情報はファイルにスプールできません。AUDIT_FILE_DEST
パラメータは、パラメータは、パラメータは、パラメータは、Windows NTではサポートされていないので、ではサポートされていないので、ではサポートされていないので、ではサポートされていないので、INIT.ORA
ファイルに追加しないでください。ファイルに追加しないでください。ファイルに追加しないでください。ファイルに追加しないでください。
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Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用したスレッドの表示
れ 1つのアラート・ファイルがあります。インスタンスを起動するたびにこのファイルに情
報が追加されます。すべてのスレッドで、アラート・ファイルへの書込みができます。

たとえば、ディスク領域不足のために REDOログの自動アーカイブが停止する場合、ア
ラート・ファイルにメッセージが書かれます。データベースに障害が起きて、原因がすぐに
分からない場合は、まずアラート・ファイルを調べてください。

アラート・ファイルは SIDALRT.LOGという名前が付けられ、INIT.ORA初期化パラメー
タ・ファイル内の BACKGROUND_DUMP_DESTパラメータで指定したディレクトリにあ
ります。BACKGROUND_DUMP_DESTパラメータを設定していない場合、SIDALRT.LOG
ファイルは、ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥BDUMPに生成されます。 アラート・
ファイルは定期的に削除するかアーカイブしてください。

Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用したスレッを使用したスレッを使用したスレッを使用したスレッ
ドの表示ドの表示ドの表示ドの表示

Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用して Oracleスレッドに関する情報
を表示するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」の順に選択し
ます。

2. SIDを右クリックします。SIDは、ORCLなどの特定のインスタンス名です。

3. 「プロセス情報」を選択します。

4. 該当するスレッドの情報を表示します。スレッドを中断する場合は、中断するスレッド
を選択します。「スレッド中断」をクリックします。
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Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用したスレッドの表示
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Oracle8iを最適化するためのWindows NTのチュ
10

Oracle8iを最適化するためのを最適化するためのを最適化するためのを最適化するためのWindows NTのののの

チューニングチューニングチューニングチューニング

この章では、Oracle8i データベースが最善の環境で実行されるように、Windows NT Server
のオペレーティング・システムをチューニングする方法を説明します。

次の項目について説明します。

� 概要

� Windows NT Server Enterprise Editionの 4GB RAM Tuning（4GT）機能

� Intel Extended Server Memory Architecture（ESMA）のための Oracle8iサポート

� サーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションの優先度を低くする

� Windows NT Serverをアプリケーション・サーバーとして構成する

� 不要なサービスを無効にする

� 使用しないネットワーク・プロトコルを削除する

� ネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットする

� 最新の信頼性の高いWindows NT Server Service Packを適用する

� ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用する

� Windows NT Serverの仮想メモリー・ページング・ファイルを複数の物理ボリュームに
拡大する

� 不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる
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概要
概要概要概要概要
UNIXと比較して、Windows NT Serverではオペレーティング・システム（OS）のチュー
ニング用に調整できる「つまみ」はかなり少なくなっています。このため、システム管理者
がWindows NT Serverのパフォーマンスの最適化のためにできることは限られますが、一
方、Windows NT Serverは他のオペレーティング・システムと比べて使いやすいとも言えま
す。

そうはいっても、Windows NT Serverを Oracle8i データベース用のアプリケーション・
サーバー環境として、より最適なものにする方法はいくつかあります。このような OS固有
の手順を実行すると、ほとんどの場合、CPU、メモリー、ディスク I/Oなどのシステム・リ
ソースをより多く Oracle8i データベース用に確保できるという効果があります。この章では
このような手順を説明します。さらに、Oracle8i データベースは、Windows NTコンピュー
タ内のリソースを効率的に活用する高性能のデータベース管理システムです。一般に、
Oracle8i データベースを実行するWindows NTコンピュータは、次の用途に重複使用すべ
きではありません。

� プライマリ・ドメイン・コントローラまたはバックアップ・ドメイン・コントローラ

� ファイル・サーバーまたはプリント・サーバー

� リモート・アクセス・サーバー

� ルーター

以上の構成では、ネットワーク、メモリーおよび CPUのリソースがかなり消費されます。
さらに、Oracle8i データベースを実行するWindows NTコンピュータでは、頻繁にローカ
ルでアクセスしたり、ローカル・ユーザーの処理で集中的に使用することは避けます。ただ
し、このようなアクティビティの処理に十分なリソースがある場合は除きます。

Windows NT Server Enterprise Editionのののの 4GB RAM Tuning（（（（4GT）機能）機能）機能）機能
Windows NT Server Enterprise Editionでは、4GB RAM Tuning（4GT）という新機能を提
供しています。この機能を使用すると、Windows NT Server Enterprise Edition上で実行さ
れる大量メモリーを必要とするアプリケーションで、インテル・アーキテクチャ・サーバー
の RAMの使用率を最大 50%上げることができます。これは、NTカーネルに割り当てられ
ているポテンシャル RAMを 2GBから 1GBに削減し、プロセスに割り当てられているポテ

注意注意注意注意 : この章の説明は、Windows NT Serverにインストールされている
Oracle8i データベースに固有のものであり、Windows NT Workstationに
は適用されません。この章の説明は、Windows NT Server 4.0の
Enterprise Edition上にインストールされている Oracle8i データベースに
もあてはまります。Windows NT Server 4.0の Enterprise Editionには、
Microsoft Cluster Server（Oracle Fail Safe（OFS）の実装に必要）などの
追加製品を使用する機能が含まれています。
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Intel Extended Server Memory Architecture（ESMA）のための Oracle8iサポート
ンシャル RAMを 2GBから 3GBに増やすことによって実現されます。4GB RAM Tuning
は、他のMicrosoftオペレーティング・システムでは利用できません。

Oracle Serverリリース 7.3.4以降では、4GB RAM Tuningを使用するために、Oracleで構成
を追加する必要はありません。また、Oracle Serverを使用するために、4GB RAM Tuning
を使用可能にしておく必要もありません。

Intel Extended Server Memory Architecture（（（（ESMA）のための）のための）のための）のための
Oracle8iサポートサポートサポートサポート

Oracle8i for Windows NTの新機能に、Intel ESMAのサポートがありますが、これにより、
Oracle8i はWindows NTアプリケーションで従来使用可能であった 4GB以上の RAMにア
クセスできます。

具体的には、Oracle8i が（Intelの PSE36ドライバを使用して）以前のリリースに比べて、
かなり多くのデータベース・バッファを割り当てられるようになりました。詳細は、次のサ
イトで説明されています。

http://www.intel.com/ebusiness/server/resources/pentiumii/xeon/esma.pdf

このサポートを利用するには、次を行う必要があります。

1. Oracle8i を実行するサーバーに 4GB以上の RAMが必要です。

2. Windows NT 4.0 Enterprise Edition、Service Pack 3以降をインストールする必要があり
ます。

3. Intel PSE36ドライバをインストールし、動作できる状態にする必要があります。

http://developer.intel.com/vtune/pse36/index.htm 

を参照してください。

4. PSE36ドライバを使用するデータベース・インスタンスのために、INIT.ORAファイル
に USE_INDIRECT_DATA_BUFFERS=TRUEと指定する必要があります。このパラメー
タを設定しないと、Oracle8iは、以前のリリースとまったく同じようにしか機能しませ
ん。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 4GB RAM Tuning機能の詳細は、Microsoftオペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照するか、次のサイトを参照してくださ
い。

http://www.microsoft.com/ntserver/ntserverenterprise/exec/
feature/4gbt.asp

注意注意注意注意 : この機能が使用可能なプロセッサは、Intel Pentium IIプロセッサ
および Pentium III Xeon 32ビット・プロセッサのみです。
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Intel Extended Server Memory Architecture（ESMA）のための Oracle8iサポート
5. データベースに適した DB_BLOCK_BUFFERSと DB_BLOCK_SIZEを設定します。デー
タベース・バッファの合計バイト数（DB_BLOCK_BUFFERSと DB_BLOCK_SIZEを掛
け合せたもの）の上限は、以前のリリースのような 3GBという制限はありません。

6. Windows NTレジストリ内の Oracleホームの該当するキーに、VLM_BUFFER_
MEMORYレジストリ・パラメータを作成して設定する必要があります。このパラメー
タはバイト単位で指定し、デフォルトは 1GBです。このパラメータを設定すると、
データベース・バッファ用に使用する PSE36以外のメモリーの量が Oracle8iに通知さ
れます。このメモリーは、以前のリリースと同じように、Oracle8i の仮想アドレス空間
から利用されます。このパラメータを大きな値に設定すると、バッファ用に使用される
Oracle8i のアドレス空間が多くなり、PSE36メモリーは少なくなります。ただし、
PSE36バッファのアクセスは仮想アドレス空間のバッファのアクセスより多少遅くなる
ため、データベース操作に支障がない限り、このパラメータはできるだけ大きく設定し
ておきます。

たとえば、8GBの RAMを持つマシンで Oracle8i データベースを実行する場合、PSE36
ドライバは 4GBの RAMを制御するということを意味します。DB_BLOCK_
BUFFERS=2500000で、DB_BLOCK_SIZE=2048とすると、合計 5GBのデータベース・
バッファを割り当てる必要があります。VLM_BUFFER_MEMORYを 1GBに設定した場
合は、バッファのうち 1GBは Oracle8i 仮想アドレス空間から利用され、4GBが PSE36
ドライバから利用されます。VLM_BUFFER_MEMORYを 500MBに設定した場合は、
PSE36ではデータベース・バッファ用に 4.5GBのメモリーがないため、起動時にエラー
が発生します。同様に、VLM_BUFFER_MEMORYを 3GBに設定した場合もエラーが発
生します。これは、Oracle8i アドレス空間がWindows NTでは 3GB以下に制限されて
いて、このアドレス空間には Oracle8i コード、共有プール、PGAメモリーおよびその
他の構造体も入れる必要があるからです。一般に、VLM_BUFFER_MEMORYの設定値
が高くなればなるほど、Oracle8i では接続数とメモリー割当てが減少します。VLM_
BUFFER_MEMORYの設定値が低くなるほど、パフォーマンスが低下します。

7. これらのパラメータを設定した後、Oracle8i データベースを起動できます。データベー
スは前とまったく同じように機能しますが、インスタンスで使用できるデータベース・
バッファの数が増えています。さらに、SGAにキャッシュできる Oracleデータ・ブ
ロック数が増えるので、ディスク I/Oが減少する可能性があります。起動中にメモリー
不足というエラーが発生した場合は、次を確認します。

a. PSE36ドライバがインストールされていて機能していること。

b. DB_BLOCK_BUFFERSの値が、マシン内のメモリー量に比べて高すぎないこと。
データベースを起動するときは、データベース・バッファ自体だけではなくほかの
用途でもメモリーが必要になります。データベース・バッファのそれぞれに対し
て、データベース・バッファ・ヘッダーも Oracle8i の仮想アドレス空間に割り当て
られます。2,000,000のデータベース・バッファを割り当てる場合、これらのバッ
ファーのヘッダーは、数百メガバイトになります。DB_BLOCK_BUFFERSと
VLM_BUFFER_MEMORYを設定するときは、このことを考慮する必要がありま
す。

c. VLM_BUFFER_MEMORYの値が、Oracle8iで使用可能なアドレス空間の量に比べ
て高すぎないこと。Windows NTのパフォーマンス モニターの「Process」オブ
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サーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションの優先度を低くする
ジェクトで、「ORACLE」プロセスの「Virtual Bytes」カウンタを監視します。こ
のカウンタが 3GBに近づいたら、メモリー不足のエラーが発生する可能性があり
ます。このエラーが発生したら、データベースが起動できるようになるまで、DB_
BLOCK_BUFFERSまたは VLM_BUFFER_MEMORY（あるいはその両方）を減ら
します。

8. 現時点では、NT用の Server Managerに制限があり、4GB以上のバッファが使用される
と、データベース起動時にデータベース・バッファの数が正しく表示されません。たと
えば、5GBのバッファが使用される場合、Server Managerは 1GBが使用されていると
通知してしまいます。この制限は、Oracle8iの次のリリースで修正される予定です。

サーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションサーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションサーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションサーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーション
の優先度を低くするの優先度を低くするの優先度を低くするの優先度を低くする

Windows NT Server上で実行される対話型フォアグラウンド・アプリケーションには、バッ
クグラウンド・プロセスより高い優先順位が与えられます。これは、Windows NT Serverの
インストール中に設定されるデフォルト設定です。サーバー・コンソール上のフォアグラウ
ンド・アプリケーションが Oracle8i データベースのプロセッサ時間を取りすぎないように、
フォアグラウンド・アプリケーションの優先度を削除します。

フォアグラウンド・アプリケーションの優先順位を低くするには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「システム」を選択します。

「システムのプロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「パフォーマンス」タブをクリックします。

「パフォーマンス」タブが表示されます。
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Windows NT Serverをアプリケーション・サーバーとして構成する
3. 「アプリケーションの処理優先度」スライダを「低」に移動します。

4. 「OK」をクリックします。

5. 「コントロール パネル」を終了します。

Windows NT Serverをアプリケーション・サーバーとして構成するをアプリケーション・サーバーとして構成するをアプリケーション・サーバーとして構成するをアプリケーション・サーバーとして構成する
Windows NT Serverは、4GBのメモリー空間のアドレス指定が可能な 32ビット OSです
（232=4,294,967,296バイト =4GB）。このアドレス可能なメモリー空間の半分が、システム・
サービスとファイル・キャッシュ用に確保されます。残りの半分は、Oracle8i データベース
などのユーザー・プログラムがアドレス可能です。

4GBの RAMが装備されているWindows NT Serverはあまりないため、仮想メモリーが重
要な役割を果します。Windows NT Serverのメモリー マネージャは、物理 RAMと仮想メ
モリー・ページング・ファイルとの間で動的にメモリーをページングすることにより、各ア
プリケーションのメモリー使用をバランス化しようとします。アプリケーションのメモリー
消費が（Oracle8i データベースのように）特に高い場合、または多数のアプリケーションが
同時に実行される場合は、アプリケーションの合計メモリー要件が、物理メモリーの限界を
超える可能性があります。
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Windows NT Serverをアプリケーション・サーバーとして構成する
Windows NTのメモリー マネージャはシステム・メモリーを 3つの異なるプールに分割し
ます。

ファイル・キャッシュ用に確保される大部分（41%）は、ファイル・サーバーとプリント・
サーバーにとっては非常に有利ですが、メモリー集中型のネットワーク・アプリケーション
を頻繁に実行するアプリケーション・サーバーにとっては有利ではないことがあります。
（システム・グローバル領域メモリーを介して）独自のキャッシングを行う Oracle8i データ
ベースには、Windows NT Serverのファイル・キャッシュはまったく不要です。

Windows NT Serverは、デフォルトでは、ファイル・サーバーおよびプリント・サーバーと
して機能するように大きなファイル・キャッシュが確保されています。ファイル・キャッ
シュを減らし、より多くの物理メモリーを Oracle8i データベースで使用できるように、サー
バーのメモリー・モデルをネットワーク・アプリケーション用にリセットします。

Windows NT Serverのメモリー・プールのメモリー・プールのメモリー・プールのメモリー・プール

カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ プールプールプールプール 合計メモリーに対するおよその割合合計メモリーに対するおよその割合合計メモリーに対するおよその割合合計メモリーに対するおよその割合

システム領域 カーネルとその他のシステ
ム・サービス

9%

ファイル・キャッシュ 41%

ユーザー領域 ページングされたメモリー 50%
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Windows NT Serverをアプリケーション・サーバーとして構成する
Windows NT Serverをアプリケーション・サーバーとして構成するには、次の手順に従いま
す。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「ネットワーク」を選択します。

「ネットワーク」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「サービス」タブをクリックします。

次の情報が表示されます。

3. 「サーバー」サービスを選択し、「プロパティ」をクリックします。

4. ネットワーク・アプリケーション構成用のラジオ・ボタンを選択し、「OK」をクリック
します。

5. 「ネットワーク」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

6. 「コントロール パネル」を終了します。

7. コンピュータを再起動して、変更をすべて有効にします。
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不要なサービスを無効にする
不要なサービスを無効にする不要なサービスを無効にする不要なサービスを無効にする不要なサービスを無効にする
（10-6ページの「Windows NT Serverをアプリケーション・サーバーとして構成する」に説
明されている方法で）ファイル・キャッシュのサイズをかなり減らした後、OSコア機能に
とって不要なサービスを無効にすることにより、より多くの物理メモリーを Oracle8i データ
ベースのために確保します。

不要なサービスを無効にするには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. サービスのリストをスクロールして、不要なサービスがあれば特定します。次の表は、
無効にできるサービスとできないサービスのいくつかを示します。

3. サービスを選択します。

4. 「開始」をクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「スタートアップ」フィールドで「無効」をクリックします。

無効にできるサービス無効にできるサービス無効にできるサービス無効にできるサービス 無効にしてはいけないサービス無効にしてはいけないサービス無効にしてはいけないサービス無効にしてはいけないサービス

License Logging Service Alerter

Plug and Play Computer Browser

Remote Access Autodial Manager EventLog

Remote Access Connection Manager Messenger

Remote Access Server OracleServiceSID

Telephony Service OracleHOME_NAMETNSListener

OracleStartSID （リリース 8.0.5以前）

Remote Procedure Call (RPC) Service

Server

Spooler

TCP/IP NetBIOS Helper

Workstation

注意注意注意注意 : システム管理者に連絡し、無効に設定できるサービスがほかにも
あるかどうかを確認してください。
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使用しないネットワーク・プロトコルを削除する
6. 「OK」をクリックします。

7. 「コントロール パネル」を終了します。

使用しないネットワーク・プロトコルを削除する使用しないネットワーク・プロトコルを削除する使用しないネットワーク・プロトコルを削除する使用しないネットワーク・プロトコルを削除する
処理時間は重要なプロトコルにのみ費やされるように、Windows NT Server上の不要なネッ
トワーク・プロトコルはすべて削除します。

不要なネットワーク・プロトコルを削除するには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「ネットワーク」を選択します。

「ネットワーク」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「プロトコル」タブをクリックします。

3. プロトコルが複数インストールされている場合は、サーバー機能に必要なプロトコルが
ほかにはないことを確認の上、唯一のネットワーク・プロトコルとして使用するものを
1つ（できれば TCP/IP）を選びます。

4. 不要なネットワーク・プロトコルを選択して「削除」をクリックします。

5. 必要なプロトコルのみが残るまで、確認ダイアログで「はい」のクリックを続けます。
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ネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットする
6. 「コントロール パネル」を終了します。

ネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットするネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットするネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットするネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットする
サーバー上にプロトコルを複数インストールする必要がある場合は、バインドに優先順位を
付けて、Oracle8i データベースが頻繁に使用するプロトコルの優先順位が一番高くなるよう
にします。

ネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットするには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「ネットワーク」を選択します。

「ネットワーク」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「バインド」タブをクリックします。

「バインド」タブが表示されます。

3. 「バインドの表示」ドロップダウン・リスト・ボックスから「すべてのサービス」を選
択します。

4. 「サーバー」をダブルクリックして、現在インストールされているサービスのリストを
拡張します。
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最新の信頼性の高い Windows NT Server Service Packを適用する
使用可能なプロトコル・アダプタがすべて表示されます。

5. Oracle8i データベースの主プロトコルがリストの一番上にない場合は、このプロトコル
を選択します。

6. 主プロトコルがリストの一番上になるまで、「上へ」をクリックします。

7. ネットワーク・インタフェース・カード（NIC）が複数インストールされている場合
は、各プロトコルを拡張し、Oracle8i データベースが最も頻繁に使用する NICをリスト
の一番上に移動します。

8. 「OK」をクリックして変更を保存します。

9. 「コントロール パネル」を終了します。

10. Windows NT Serverを再起動して変更を有効にします。

最新の信頼性の高い最新の信頼性の高い最新の信頼性の高い最新の信頼性の高い Windows NT Server Service Packを適用するを適用するを適用するを適用する
Microsoftでは、Service Packと呼ぶオペレーティング・システムのパッチを四半期ごとにリ
リースしています。Service Packは、SPxという略称で呼ばれることがあります。xは、
Service Packのリリースです（たとえば、Windows NT Server 4.0 SP4は、Service Pack 4が
適用されたWindows NT Server 4.0のインストールです）。Service Packは、Windows NT 
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用する
Serverの基本リリースに対するバグの修正と製品拡張の集まりです。一般に、Service Pack
ではバグが修正され、Windows NT Serverのパフォーマンスまたは機能を改善できるので、
安全であることが確認されたらすぐに適用します。

Service Packはバグを修正するためのものですが、パッチ自体にバグがあるということ（た
とえば、Windows NT Server 4.0 SP2の最初のリリース）も実際にはあり得ます。一般に、
Service Packはリリース後 2～ 3週間待ってからインプリメントする方が安全です。この間
に、その SPリリースに関する問題があれば、他の現場からレポートが上がるはずです。

最新版のWindows NT Server Service Packは、（自己展開形式アーカイブとして）次のサイ
トからダウンロードできます。

http://support.microsoft.com/support/ntserver/content/servicepacks/default.asp

Service Packをインストールするには、次のようにします。

1. 必要な Service Packリリースをダウンロードします。

2. READMEファイルを読みます。このファイルには重要なインストール手順が説明され
ています。

Service PackがWindows NT Server上でエラーなしで機能することが保証されていない
限り、アンインストール・ディレクトリを作成するようにします。これにより、Service 
Packを削除して元の構成に戻すことができます。

Service Packは、Windows NT Serverの元の構成内にある、同じ名前のファイルを上書
きします。ただし、Service Packのファイルは、元のインストール媒体からファイルを
コピーするセットアップ・プログラムにより上書きされる可能性があります。

たとえば、新しいネットワーク・プロトコルやプリンタ・ドライバをインストールする
には、通常、Windows NT Serverの元のインストール媒体からのファイルのコピーが必
要になります。Service Packのファイルの全体または一部が上書きされた場合は、
Service Packを再度適用する必要があります。

Service Packをアンインストールするには、次の手順に従います（アンインストール・ディ
レクトリが作成されている場合）。

1. UPDATE.EXE（または自己展開形式アーカイブ）プログラムを起動します。

2. 表示されるプロンプトに従います。

ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ
化を使用する化を使用する化を使用する化を使用する

ハード・ディスク・ドライブは比較的安価になっているため、Windows NT Serverではスト
ライプ化された物理ディスクで構成される論理ボリュームを使用するようにします。

電子的なソリッド・ステートの CPUおよびメモリーの速度と比較して、機械的なハード・
ディスク・ドライブは速度が極めて遅くなります。データのストライプ化は、ファイル I/O
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用する
を同時に多数のハード・ドライブに分散することにより、比較的速度の遅いハード・ドライ
ブの影響を少なくする効率的な手段です。

多数のディスクにわたるデータのストライプ化は、RAID（Redundant Array of Inexpensive 
Disks）の例です。RAIDには、高パフォーマンスを目的とするものから高信頼性を目的とす
るものまで、いくつかの種類があります。Oracle8i データベースのインストールでの最も一
般的な RAIDレベルには、RAID-0、RAID-1、RAID-5の 3種類があります。この 3つと 4
番目の RAIDレベルの RAID 0+1について、次に説明します。

RAIDレベルレベルレベルレベル 説明説明説明説明 読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ 書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ

0

（ディスクの
ストライプ
化）

高パフォーマンスの、フォールト・トレラントでな
いディスクのストライプ化を可能にします。複数の
物理ハード・ディスクが、ディスク・コントローラ
またはオペレーティング・システムにより 1つの論
理ドライブ（たとえば、Windows NT Serverのス
トライプ・セット）に集約されます。論理ボリュー
ムに対するデータ操作は、"配列化された多数の物
理ドライブ "チャンクに分割され、全ディスクが同
時に使用されます。同一のハード・ディスクを使用
した場合、1つのハード・ディスクのスループット
が DISKRATE操作数 /秒の場合、RAID-0の論理ボ
リュームのスループットは、次のようになります。

 （DISKRATE * [配列内の物理ドライブ数 ]）操作
数 /秒

短所としては、フォールト・トレラントがないた
め、論理ボリューム内のディスクの 1つに障害が発
生すると、論理ボリューム全体が影響され、バック
アップからリストアする必要があります。

1:1（1つの読込み要求
に対して 1回の I/O）

1:1（1つの書込み要求
に対して 1回の I/O）

1（ディスク
のミラー化）

フォールト・トレラントなディスクのミラー化を使
用可能にします（パフォーマンスが低下する可能性
があります）。基本的に、ミラー化されたディスク
に対する書込みは、この目的専用の別ドライブ（ミ
ラー・ドライブ）にすべて複製されます ミラー化さ
れたディスクに障害が発生すると、ミラー・ドライ
ブがリアルタイムでオンラインになります。障害の
発生したドライブが置き換えられた後、ミラー構成
を再設定できます。

1:1（コントローラに
よっては、分割読込み
により有利になること
があります）（たとえ
ば、最も速くアクセス
されるデータがどのミ
ラーに含まれているか
をコントローラが認識
している場合は、シー
ク時間が短くなりま
す。） 

2:1（2つのソースへの
書込み）
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用する
データのストライプ化は、RAIDコントローラを介してハードウェア・レベルで行われるか、
または効率は低くなりますが、Windows NT Serverのストライプ・セットを介してオペレー
ティング・システム・レベルで行われます。Windows NT Serverの高性能な構成を目的とし
た場合、パリティなしのデータ・ストライプ化（RAID-0またはその同等機能）が最善の選
択肢と言えます。

次の例は、Windows NT Serverのストライプ・セットの作成方法を示しています。通常の
RAID対応でないディスク・コントローラに SCSI-2ハード・ディスクが 6個接続されている
とします。各ハード・ドライブはまだパーティション化されていません。

Windows NT Serverストライプ・セットを作成するには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「プログラム」→「管理ツール（共通）」→「ディスク アドミニストレー
タ」を選択します。

「ディスク アドミニストレータ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

 

0+1 ストライプ化されたハード・ディスク配列のミラー
化が使用可能になります。これは RAID-0と
RAID-1の混合使用で、高性能のフォールト・トレ
ランスを提供します。

1:1（コントローラに
よっては、分割読込み
により有利になること
があります）（たとえ
ば、最も速くアクセス
されるデータがどのミ
ラーに含まれているか
をコントローラが認識
している場合は、シー
ク時間が短くなりま
す。） 

2:1

5（分散デー
タ保護）（パ
リティを使用
したディスク
のストライプ
化）

分散データ保護を使用可能にし、高価なミラーが不
要になります。RAID-5では、RAID-0と同じよう
に、ストライプ化された 1つの論理ボリュームとし
て複数のハード・ディスクが集約されますが、各ド
ライブにはパリティ情報が含まれていて、ドライブ
の 1つに障害が発生してもフォールト・トレランス
が機能します。障害の発生したドライブが 1つあっ
ても、RAID-5システムではデータのアクセスを続
けられます。ただし、パリティ情報からその場でバ
イトが再構築されるため、アクセス時間はかなり長
くなります。通常、RAID-5ソリューションでは、
障害のあるドライブを新しいドライブとホットス
ワップすることができます。ホットスワップによ
り、パリティ情報から障害のあるドライブのデータ
が新しいドライブに再構築されます。

1:1 4:1（パリティ計算中
の読込み 2回 /書込み
2回）

RAIDレベルレベルレベルレベル 説明説明説明説明 読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ 書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用する
2. ドライブ 0の空き領域をクリックします。

3. 「パーティション」メニューから「拡張パーティションの作成」を選択して、ハード・
ディスクの総容量と同じサイズの拡張パーティションを作成します。

パーティション化されたドライブ 0の空き領域を埋めるハッシュ・マークが、パーティ
ション化されていないハード・ディスクの空き領域のマークの向きとは逆になったはず
です。
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用する
 

4. パーティション化されていない残りの 5つのハード・ディスクに対して、手順 2から 3
を繰り返します。

5. 最初（一番上）のドライブをクリックします。

6. [Ctrl]を押しながら残りの 5つのドライブをクリックして、6つのハード・ディスクを全
部選択します。

7. 「パーティション」メニューから「ストライプ セットの作成」を選択します。

8. 「論理ボリューム サイズ」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。ストライ
プ・セット・ボリュームの最大合計サイズは、次のようになります。

[ハード・ディスクの数 ] * [選択済の一番小さいパーティションの容量 ]

ディスク アドミニストレータは、最大許容サイズより小さいストライプ・セット・サイ
ズが選択された場合、各ドライブのストライプのサイズを自動的に調整します。

9. 「パーティション」メニューから「今すぐ変更を反映」を選択し、ボリューム変更を保
存します。
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用する
すべての物理ハード・ディスクにまたがる論理ストライプ・セット・ボリュームが表示
されます。

10. コンピュータを再起動して、変更を有効にします。再起動後、新しい論理ストライプ・
セット・ボリュームはフォーマットするだけです。

.

注意注意注意注意 : 厳密に言えば、ストライプ・セットを作成する前に、各ハード・
ディスク上に拡張パーティションを作成する必要はありませんが、そうし
ておけば、ドライブのストライプが容量全部を占有することがなく、その
ドライブ上に別の非ストライプ・セットの論理ボリュームが作成されたと
きに役に立ちます。ただし、論理パーティションを 5つ以上作成する場合
は、拡張パーティションが必要になります。これは、Windows NTではプ
ライマリ（非拡張）パーティションは最大 4つに制限されているからで
す。
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Windows NT Serverの仮想メモリー・ページング・ファイルを複数の物理ボリュームに拡大する
順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム
Windows NT Serverに十分な数の物理ディスクがある場合は、（OS用のスタンドアロン・
ハード・ディスクまたはストライプ化ボリュームの他に）少なくとも 2つのストライプ化ボ
リュームを作成します ストライプ化ボリュームの 1つは順次データ・アクセスに、もう 1つ
はランダム・データ・アクセスに使用できます。

たとえば、Oracle8i データベースの REDOログおよびアーカイブ REDOログは、順次に書
き込まれます。ヘッドの移動が減るため、ハード・ディスクのパフォーマンスは順次データ
の読込みまたは書込みのときに一番高くなります。

ただし、Oracle8i データベースのデータ・ファイルは通常はランダムな順序でアクセスされ
ます。ハード・ディスクでのランダム・アクセスは、ヘッドの移動がかなり多くなり、デー
タ・アクセス速度は低下します。

REDOログ・ファイルがデータ・ファイルと（物理デバイス・レベルで）分離されていない
限り、UNDOファイルの I/O競合が発生し、両方のファイルのアクセス時間が低下する可
能性があります。

Windows NT Serverの仮想メモリー・ページング・ファイルを複の仮想メモリー・ページング・ファイルを複の仮想メモリー・ページング・ファイルを複の仮想メモリー・ページング・ファイルを複
数の物理ボリュームに拡大する数の物理ボリュームに拡大する数の物理ボリュームに拡大する数の物理ボリュームに拡大する

Windows NT Server上で実行するネットワーク・アプリケーションが Oracle8i データベー
スだけの場合でも、仮想メモリー・ページングが発生する可能性はあります。これは、
Windows NT Serverのメモリー マネージャが、ホット・ページ用にさらに多くの物理メモ
リーを解放しようとして、アプリケーションであまり使用されないページをディスクへ移動
しようとするためです。

Windows NT Serverの仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化は、システム全体のパ
フォーマンスを上げる賢い方法です。ページング・ファイルを最低 2つの異なる物理ボ
リューム（または、基になる物理ボリュームが重複しない場合は、論理ボリューム）に分割
すると、仮想メモリーのスワップ操作のパフォーマンスが著しく向上します。

これは、仮想メモリー・ページングの高速化の手法としては良好ですが、ページング・アク
ティビティが多すぎる場合はそれでもパフォーマンスが影響されるため、サーバーに RAM
を追加する必要があります。

ページ・ファイル・サイズに関する一般的なヒントページ・ファイル・サイズに関する一般的なヒントページ・ファイル・サイズに関する一般的なヒントページ・ファイル・サイズに関する一般的なヒント
ページ・ファイルの合計サイズは、コンピュータ上の物理 RAMの容量と少なくとも同じサ
イズにすることをお薦めします。合計サイズが物理 RAMのサイズの 2～ 4倍という構成も
珍しくはありません。目標はあくまでページングをできるだけ少なくすることですが、オペ
レーティング・システムのページング領域が不足したり低くなるような状況は、何があって
も避けるべきです。ページング・ファイルが複数の物理ディスクにまたがり適正に分散され
ている場合は、I/Oの分散が最も効率的になります。これは、オペレーティング・システム
がページングをページ・ファイルにまたがって公平に分散するからです。
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不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる
不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる
前項にある手続きを適用した後は、不要なフォアグラウンド・アプリケーションを閉じるこ
とを忘れないでください。次に、この場合の 3つのアプリケーションについて説明します。

� 「スタート メニュー」フォルダ

� 仮想 DOSマシン

� スクリーン・セーバー

「スタート「スタート「スタート「スタート メニュー」フォルダメニュー」フォルダメニュー」フォルダメニュー」フォルダ
アプリケーションは、Windows NT Serverのコンソール・オペレータの「スタート メ
ニュー」フォルダから削除します。たとえば、MS Office Pro 95がサーバーにインストール
されている場合は、FindFast索引ユーティリティがロードされていないことを確認します。
Office 95のショートカット・ツールバーも不要です（起動時に 3MB以上を使用します）。

仮想仮想仮想仮想 DOSマシンマシンマシンマシン
データベース管理者は、MS-DOSコマンド・プロンプト（仮想 DOSマシン（VDM）とも呼
ぶ）から SQLスクリプトを実行することがよくあります。VDMは比較的軽量小型ですが、
VDMの画面描画はメモリーをかなり消費します。長時間実行されるスクリプトを VDMか
ら実行する場合は、システムが操作に集中できるように、大量のウィンドウ再描画メッセー
ジを処理する必要がないように、ウィンドウを最小化しておきます。

スクリーン・セーバースクリーン・セーバースクリーン・セーバースクリーン・セーバー
面白いスクリーン・セーバーほど、CPUを飽和状態にする時間が早くなります。スクリー
ン・セーバーを実行する必要がある場合は、処理時間の最も短い「模様なし」を選択しま
す。

スクリーン・セーバーを「模様なし」に設定にするには、次の手順に従います。

1. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「画面」を選択します。

「画面 プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「スクリーン セーバー」タブをクリックします。
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不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる
次の情報が表示されます。

3. 「スクリーン セーバー」ドロップダウン・リスト・ボックスから「模様なし」を選択し
ます。

4. 「OK」をクリックします。

5. 「コントロール パネル」を終了します。
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データベース・ファイルのバックアップおよびリ
11

データベース・ファイルのバックアップおよデータベース・ファイルのバックアップおよデータベース・ファイルのバックアップおよデータベース・ファイルのバックアップおよ

びリカバリびリカバリびリカバリびリカバリ

この章では、データベースのバックアップとリカバリについて説明します。

次の項目について説明します。

� バックアップ・ツールおよびリカバリ・ツールの選択

� OCOPYによるファイルのバックアップ

� OCOPYによるファイルのリカバリ

� Legato Storage Managerの使用
カバリ 11-1



バックアップ・ツールおよびリカバリ・ツールの選択
バックアップ・ツールおよびリカバリ・ツールの選択バックアップ・ツールおよびリカバリ・ツールの選択バックアップ・ツールおよびリカバリ・ツールの選択バックアップ・ツールおよびリカバリ・ツールの選択
Oracle8i データベースのバックアップとリカバリは、データベース管理者（DBA）が行う最
も重要な作業の 1つです。この作業を行う場合には、正しいツールを選ぶことが非常に重要
です。 次の表は、使用可能なバックアップ・ツールおよびリカバリ・ツールと、Oracle8i 
データベースでの使用に推奨されるツールを示しています。

 

ツールツールツールツール 説明説明説明説明 ツールの分析ツールの分析ツールの分析ツールの分析 参照資料参照資料参照資料参照資料

Oracle Enterprise 
Managerバック
アップ管理ツール

Oracle Enterprise Manager DBA Management 
Packには、Oracle8i データベースのバック
アップ用のバックアップ・ウィザードとリカ
バリ用のリカバリ・ウィザードが含まれてい
ます。バックアップ・ウィザードを使用すれ
ば、ユーザーは次のことができます。

� ディスクやテープへのデータベースの
バックアップ

� バックアップ・スクリプトの作成

� 頻度、時間、バックアップ構成、複数の
宛先の指定 

� データベース全体、または表領域、デー
タ・ファイルあるいはアーカイブ REDO
ログのバックアップ 

� ホット・バックアップおよびコールド・
バックアップの実行

この 2つのウィザードは、Recovery Manager
に対するグラフィカル・ユーザー・インタ
フェース（GUI）を提供します。

このツールは機能が豊富
で使いやすいため、
Oracle8i データベースの
バックアップとリカバリ
にお薦めします。 
Recovery Manager
（RMAN）とともに稼働
します。テープにバック
アップするには、Legato 
Storage Manager（LSM）
などのメディア・マネー
ジメント・レイヤー
（MML）をオプションで
サードパーティ・ベン
ダーから購入する必要が
あります。 LSMは
CD-ROMに同梱されて
います。

『Oracle Enterprise 
Manager 管理者ガイ
ド』

コマンド行モード
の Recovery 
Manager
（RMAN）1

コマンド行モードの Recovery Managerは、
ファイルのバックアップ、リストアおよびリ
カバリなどの処理を管理する Oracle8iツール
です。Recovery Managerは、Oracleユー
ティリティとともに自動的にインストールさ
れます。Recovery Managerでは、サーバー
のバックアップ機能を起動するために、特別
な PL/SQLインタフェースを使用します。た
だし、ユーザーはこのインタフェースを意識
せずに、コマンド行のみをインタフェースと
して使用します。

コマンド行のみで使用で
きます。使用する前に、
『Oracle8i Recovery 

Manager ユーザーズ・ガ
イドおよびリファレン
ス』で説明されているコ
マンド行構文を十分に理
解してください。テープ
にバックアップする場合
は、MMLをオプション
でサードパーティ・ベン
ダーから購入する必要が
あります。

このツールのアクセ
ス方法は、第 2章
「データベース・ツー
ルの概要」。このツー
ルの使用方法は、
『Oracle8i Recovery 

Manager ユーザー
ズ・ガイドおよびリ
ファレンス』。
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OCOPYによるファイルのバックアップ
OCOPYによるファイルのバックアップによるファイルのバックアップによるファイルのバックアップによるファイルのバックアップ 
OCOPYは、次の種類のデータベース・ファイルのホット・バックアップおよびロー・バッ
クアップに使用できます。

  

サードパーティ・
ベンダーの製品

Legato社などのサードパーティ・ベンダー
は、バックアップ・ウィザードと RMANで
使用できるテープ・バックアップ・ソフト
ウェアを提供しています。

Legato MMLを使用して
テープにバックアップで
きるのは、RMANを使
用していて、かつテー
プ・デバイスと対象デー
タベースが同一物理デバ
イス上にあるときだけで
す。詳細は、サードパー
ティ・ベンダーにお尋ね
ください。

『Legato Storage 
Manager 管理者ガイ
ド』 および他のサード
パーティ・ベンダー
のドキュメント。

OCOPY ホット・バックアップを手動で行う場合（つ
まり、オフライン・バックアップ・モードの
表領域をバックアップする際）、OCOPYコマ
ンドが必要です。

コマンド行のみで使用で
きます。ディスクにのみ
バックアップを取ること
ができます。実行できる
のはローカル・バック
アップのみです。

この章の「OCOPYに
よるファイルのバッ
クアップ」 と
「OCOPYによるファ
イルのリカバリ」。

1 Windows NT上では、リリース 8.1.6から、ユーザーが入力したファイル名に対して新たな変換が追加されました。
Recovery Managerを使用する場合は、リカバリ・カタログに格納されている既存のファイル名を正規化する必要がありま
す。ファイル名の正規化については、『Oracle8i 移行ガイド』ガイドの第 8章「データベースの移行後またはアップグレー
ド後の作業」を参照してください。

注意注意注意注意 : 使用するバックアップ・ツールにかかわらず（たとえば、Oracle 
Enterprise Managerのバックアップ・ウィザードでもサード・パーティの
ツールでも）、コールド・バックアップを実行する際は、その前に
OracleServiceSIDサービスを停止してデータベース・ファイルのロックを
解除します。このサービスを停止しないと、一部のデータベース・ファイ
ルがバックアップされない場合があります。

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

FAT（File Allocation Table）ファ
イルまたは NTFS（NT File 
System）ファイル

バックアップする FATまたは NTFSのファイル。

論理ロー・ファイル 次のような名前で識別される（直接 I/Oでアクセスされる）
論理ドライブ。

ツールツールツールツール 説明説明説明説明 ツールの分析ツールの分析ツールの分析ツールの分析 参照資料参照資料参照資料参照資料
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OCOPYによるファイルのバックアップ
次の表では、OCOPYが使用できる 2つのコピー・モードを説明します。 

次の表では、すべての種類のファイルをハード・ディスクか複数ディスケットにバックアッ
プする際に使う構文について説明します。

 

¥¥.¥x:

注意注意注意注意: 論理ドライブの詳細情報は、  
付録 D「ロー・パーティションへ
の表領域の格納」を参照してくだ
さい。

x: は、論理ドライブを指しています。

物理ロー・ファイル 次のような形式のデバイス名で識別される物理ドライブ
（I/Oの際に直接アクセスできる）。

¥¥.¥physicaldriveN

ここで Nは、システム内の物理ドライブを示し、0、1、2、
と続きます。

コピー・モードコピー・モードコピー・モードコピー・モード OCOPY の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法

ハード・ディスク ホット・ファイルをハード・ディスク上の新しい位置にコピーして、新し
い名前を付けます。ここでアーカイブ・ユーティリティを使用してバック
アップを取れます。

複数ディスケット 大きなホット・ファイルを複数ディスケットに直接バックアップします。

コピー・モードコピー・モードコピー・モードコピー・モード ファイルの種類ファイルの種類ファイルの種類ファイルの種類 構文構文構文構文

ハード・ディスク FATまたは NTFS
ファイル

C:¥> OCOPY old_file new_file

論理ロー C:¥> OCOPY ¥¥.¥C:new_file

物理ロー C:¥> OCOPY ¥¥.¥physicaldriveN new_file

複数ディスケット FATまたは NTFS
ファイル

C:¥> OCOPY /B hot_file a:

論理ロー C:¥> OCOPY /B ¥¥.¥C: a:

物理ロー C:¥> OCOPY /B ¥¥.¥physicaldriveN a:

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明
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OCOPYによるファイルのバックアップ
       

old_file バックアップするホット・ファイルの名前と位置。

new_file バックアップ・コピーの名前と位置。

C: 単一のロー・データベース・ファイルを入れるロー・ドライブ。

physical drive 単一のロー・データベース・ファイルを入れる物理ドライブ。

N システム内の各物理ドライブを表す番号。

hot_file バックアップするホット・ファイルのパスとファイル名。 

a: バックアップ・コピーを保存するディスケットが入っているディスケット・
ドライブ。ファイルが大きすぎてディスケットに収まらない場合は、
OCOPYによって新しいディスケットを挿入するようにという指示が必要に
応じて出されます。ファイルを後日再構成できるように、ファイルの一部は
OCOPYによって自動的にカタログ化されます。 

/B 大きなファイルは複数のディスケットに分割する必要があります。

注意注意注意注意 : OCOPYの手順を実行する際は、必ず新しいディスケットを使用してくださ
い。OCOPYを使用してバックアップした他のファイルの一部または全体を含む
ディスケットに、OCOPYでファイルのバックアップを取らないでください。
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OCOPYによるファイルのリカバリ
OCOPYによるファイルのリカバリによるファイルのリカバリによるファイルのリカバリによるファイルのリカバリ
次の表では、すべての種類のファイルをハードディスクまたは複数ディスケットからリカバ
リする際に使う構文について説明します。

 

リストア元リストア元リストア元リストア元
リストアするファイルリストアするファイルリストアするファイルリストアするファイル
の種類の種類の種類の種類 構文構文構文構文

ハード・
ディスク1

1 本来 /Bオプションなしでバックアップされたファイルです。

FATまたは NTFS
ファイル

Windows NTの COPYコマンドを使用。

論理ロー C:¥> OCOPY new_file ¥¥.¥c: 

物理ロー C:¥> OCOPY new_file ¥¥.¥physicaldriveN

複数ディス
ケット2

2 本来 /Bオプション付きでバックアップされたファイルです。

FATまたは NTFS
ファイル

C:¥> OCOPY /R a: restore_dir

注意注意注意注意 : バックアップされたファイルの最初の部分を含む
ディスケットを最初に挿入します。

論理ロー C:¥> OCOPY /R a: ¥¥.¥c: 

物理ロー C:¥> OCOPY /R a: ¥¥.¥physicaldriveN

パラメータパラメータパラメータパラメータ 意味意味意味意味

C: 単一のロー・データベース・ファイルを入れるロー・ドライブ。別のドライブ
をロー・ドライブとして使用する場合は、C:をそのドライブに置き換えます。
OCOPYは必要に応じて追加のディスケットを挿入するように要求してきま
す。

new_file ファイルのリストア先のファイル名。

physicaldrive 単一のデータベース・ファイルを入れる物理ドライブ。

N システム内の各物理ドライブを表す数。

/R リストア・オプション。

a: バックアップ・ファイルが入ったディスケットを含むドライブ。

restore_dir ファイルを入れるサーバー上のディレクトリ（リストアされたファイルは、元
のファイルと同じ名前です。）
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Legato Storage Managerの使用
Legato Storage Managerの使用の使用の使用の使用
Legato Storage Manager（LSM）を使用してテープ・ドライバへのバックアップを実行する
ときは、LSMの BINディレクトリを PATHに追加する必要があります。LSMの BINディ
レクトリのデフォルトの位置は、C:¥WIN32APP¥NSR¥BINです。 

このディレクトリをこのディレクトリをこのディレクトリをこのディレクトリを PATHに追加するには、次のようにします。に追加するには、次のようにします。に追加するには、次のようにします。に追加するには、次のようにします。

1. 「コントロール パネル」から「システム」を選択します。 

「システムのプロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。 

2. 「環境」タブを選択します。 

「環境」ビューが表示されます。 

3. 「システム環境変数」ボックスから「Path」を選択します。

4. 値を追加してから、「設定」をクリックします。 

5. 「OK」をクリックすると、「システムのプロパティ」ダイアログ・ボックスが閉じます。 

複数テープ・デバイスのための設定複数テープ・デバイスのための設定複数テープ・デバイスのための設定複数テープ・デバイスのための設定
LSMを使用するときに、システム上に複数のテープ・デバイスがある場合（LSMでは最大
4個をサポートします）は、NetWorker Administrator (GUI)で次の設定を確認してくださ
い。

1. 「スタート」→「プログラム」→「NetWorker group」→「NetWorker Administrator」
を選択し、NetWorker Administrator (GUI)を起動します。

2. 「サーバ設定」ボタンをクリックし、「parallelism」フィールドをテープ・デバイスの数
設定します。次に「デバイス」ボタンをクリックします。リストされているテープ・デ
バイスを、それぞれマウスの右ボタンで選択し、「編集」を選択し、「target sessions」
フィールドを 1に設定します。

Legato Storage Managerの日本語版の日本語版の日本語版の日本語版
Lega Storage Manager 5.5の日本語版では、次のログ・ファイルは UTF8形式で書き込
まれます。

C:¥WIN32APP¥NSR¥APPLOGS¥DMO.MESSAGES 
C:¥WIN32APP¥NSR¥LOGS¥DAEMON.LOG 
C:¥WIN32APP¥NSR¥LOGS¥MESSAGES 

Legato Storage Manager 5.5の日本語版を実行するWindows NT日本語版で、UTF8形
式のログ・ファイルを表示するには、コマンド・プロンプトで次のコマンドを実行する
必要があります。

C:¥> NSRCAT -N < FILE_NAME 
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Legato Storage Managerの使用
FILE_NAMEは、特定のログ・ファイルのパス名です。次はその例です。

C:¥WIN32APP¥NSR¥APPLOGS¥DMO.MESSAGES
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アプリケーション
12

アプリケーションの開発アプリケーションの開発アプリケーションの開発アプリケーションの開発

この章では、Windows NTでのアプリケーション開発に関連する項目について説明します。

次の項目について説明します。

� Windows NTのためのアプリケーション開発に関する情報の検索

� 外部ルーチンの構築

� Intercartridge Exchangeを使用したWebデータへのアクセス
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Windows NTのためのアプリケーション開発に関する情報の検索
Windows NTのためのアプリケーション開発に関する情報の検索のためのアプリケーション開発に関する情報の検索のためのアプリケーション開発に関する情報の検索のためのアプリケーション開発に関する情報の検索
次の表は、Windows NTのためのアプリケーションの開発に関する情報の参照先を示しま
す。

 

製品製品製品製品 /機能機能機能機能 参照先参照先参照先参照先

Oracle JServerまたは Oracle JServer Enterprise Edition

Oracle8iには、Oracle JServerと統合 Java仮想マシンが
含まれ、Java2サポート（JDK 1.2）、CORBA 2.0 Object 
Request Broker、組込み JDBCドライバ、SQLJトラン
スレータおよび Enterprise JavaBeansトランザクショ
ン・サーバーを提供します。

� 『Oracle8iパッケージ・プロシージャ リファレンス』

� 『Oracle8i Java 開発者ガイド』

� 『Oracle8i Java ストアド・プロシージャ開発者ガイド』

XML 

Oracleの XML製品には、XML Parser for Javaのバー
ジョン 1とバージョン 2（XSLTプロセッサを含む）、
XML Class Generator、XML Parsers for C, C++, and 
PL/SQLが含まれています。さらに、XML形式のデー
タを使用する最も簡単で強力な方法を示すデモ、ユー
ティリティ、およびサンプル・コードも含まれていま
す。

『Oracle8i Application Developer’s Guide - XML』

インターネット・ツール

Oracle WebDBにより、データをWebに公開できます。

WebDBのドキュメント

アプリケーション・ウィザード

Oracleアプリケーション・ウィザードを使用すれば、
開発者はデータベース・アプリケーションを容易にすば
やく作成することができます。ウィザードにより使いや
すさが良くなり、データベース接続コードのほとんどを
生成できるため、開発時間が短縮されます。

『Oracle AppWizard for Microsoft Visual C++ ユーザーズ・
ガイド』 

OLEオートメーション � 『Oracle COM Automation 開発者ガイド』 

� Oracle Objects for OLEオンライン・ヘルプ

Oracle Services for MTS

Oracle8i for Windows NTは、Oracle Services for 
Microsoft Transaction Server（MTS）を提供します。
Oracle Service for MTSと呼ばれるWindows NTサービ
スにより、Oracleデータベースをリソース・マネー
ジャとして使用して、MTS内で COMコンポーネント
を拡張して配置できます。

『Oracle8 と Microsoft Transaction server の連携』 
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外部ルーチンの構築
外部ルーチンの構築外部ルーチンの構築外部ルーチンの構築外部ルーチンの構築
この項では、Windows NTで外部ルーチンを作成し使用する方法について説明します。

外部ルーチンの概要外部ルーチンの概要外部ルーチンの概要外部ルーチンの概要
外部ルーチンは以前は外部プロシージャと呼ばれていたもので、Cなどの第三世代言語
（3GL）で作成さたファンクションで、PL/SQLや SQL内から PL/SQLプロシージャまたは
ファンクションであるかのようにコールすることができます。外部ルーチンを使用すると、
第三世代プログラム言語の強みと機能を PL/SQL環境で利用することができます。

Pro*C/C++および Pro*COBOLベースのアプリケー
ション

� 『Pro*C/C++ for Windows プリコンパイラ・スター
ト・ガイド』 

� 『Pro*COBOL for Windows プリコンパイラ・スター
ト・ガイド』 

� 『Oracle コール・インタフェース for Windows スター
ト・ガイド』 

外部ルーチンおよびコール仕様の作成方法 � この章

� 『Oracle8i PL/SQL ユーザーズ・ガイドおよびリファ
レンス』

� 『Oracle8i Javaストアド・プロシージャ 開発者ガイド』

� 『Oracle8iアプリケーション開発者ガイド　基礎編』の
第 10章「外部ルーチン」

� ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥RDBMS¥EXTPROC
にある次のファイル

EXTERN.C（コード例は「手順 2: 外部ルーチンの作
成」にあります）

MAKE.BAT（動的リンク・ライブラリを構築するバッ
チ・ファイル）

EXTERN.SQL（「手順 4: 外部ルーチンの登録」および
「手順 5: 外部ルーチンの実行」の手順を自動化します） 

README.DOC（サンプルの実行方法の説明とデバッ
グのアドバイスが含まれています）

OLE DB 『Oracle Provider for OLE DB ユーザーズ・ガイド』

追加情報追加情報追加情報追加情報 : Oracle ODBCドライバのリリース 8.1.6は CD-ROMに同梱さ
れています。このドライバは、定期的に更新されます。

製品製品製品製品 /機能機能機能機能 参照先参照先参照先参照先
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外部ルーチンの構築
外部ルーチンを使用する主な利点は次のとおりです。

� パフォーマンス。PL/SQLは SQLトランザクション処理に向いているため、PL/SQLよ
りも 3GL言語で実行した方が効率的な作業があります。

� コードの再利用性。動的リンク・ライブラリ（DLL）は、サーバーの PL/SQLプログラ
ムや SQL*Formsなどのクライアント・ツールから直接コールできます。

外部ルーチンを使用すれば、次のような処理を実行できます。

� 科学的問題や工学的問題の解決

� データの分析

� デバイスやプロセスのリアルタイム制御

外部ルーチンの作成や使用には、次の一連の作業を実行します。

� 手順 1: インストールおよび構成

� 手順 2: 外部ルーチンの作成

� 手順 3:DLLのビルド

� 手順 4: 外部ルーチンの登録

� 手順 5: 外部ルーチンの実行

手順手順手順手順 1: インストールおよび構成インストールおよび構成インストールおよび構成インストールおよび構成
この項では、Oracle8i データベースと Net8のインストールと構成について説明します。

Oracle8i データベースのインストールデータベースのインストールデータベースのインストールデータベースのインストール 
次の製品をWindows NTサーバーにインストールするには、『Oracle8i for Windows NT イ
ンストレーション・ガイド』の手順に従います。

注意注意注意注意 : Oracleではコール仕様と呼ぶ特殊な目的のインタフェースも提供
しています。このインタフェースを使用すれば、外部ルーチンが Cでコー
ル可能な場合に限り、他の言語からも外部ルーチンをコールできます。

注意注意注意注意 : 4番目と 5番目の作業の説明にある指示は、外部ルーチンの登録お
よび実行の処理を自動化する、1つの SQLスクリプトに結合できます。こ
れらの手順を結合した SQLスクリプトの例は、ORACLE_BASE¥
ORACLE_HOME¥RDBMS¥EXTPROC¥EXTERN.SQLを参照してください。
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外部ルーチンの構築
� Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i。外部ルーチンをコールする PL/SQLと、外
部ルーチンを実行する PL/SQL外部ルーチン・プログラム（EXTPROC）が含まれてい
ます。

� Net8 Client、Net8 Serverおよび Oracle Protocol Support。

Net8の構成の構成の構成の構成 
CD-ROMから Net8 Serverをインストールした場合、サーバーのネットワーク・ファイル
は、外部ルーチンを使用するように自動的に構成されています。

PL/SQLから外部ルーチンがコールされると、Net8リスナーによって、EXTPROCという
セッション固有のプロセスが起動されます。Net8を通して、PL/SQLから EXTPROCに次
の情報が渡されます。

� DLL名

� 外部ルーチン名

� パラメータ（必要な場合）

その後、EXTPROCによって DLLがロードされ、外部ルーチンが起動されます。

Oracle7 Serverのネットワーク・ファイルを Oracle8iのネットワーク・ファイル・ディレク
トリにコピーした場合は、次のファイルを手動で構成して、外部ルーチンが前述のように機
能するようにします。

� ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥LISTENER.ORA

� ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMIN¥TNSNAMES.ORA 

 手順については『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 8章を参照してください。

.

手順手順手順手順 2: 外部ルーチンの作成外部ルーチンの作成外部ルーチンの作成外部ルーチンの作成
Cなどの 3GLプログラム言語を使うと、作成したファンクションを DLLに組み込み、
EXTPROCによって呼び出すことができます。 次のコードは、Microsoft Visual C++で作成
した外部ルーチンの簡単な例です。

注意注意注意注意 : DLLの作成には、Cコンパイラとリンカーもシステムにインス
トールする必要があります。

注意注意注意注意 : SQLNET.ORAファイルを変更する必要はありません。
NAMES.DEFAULT_DOMAINと NAME.DEFAULT_ZONEの各パラメー
タの値は、デフォルトでWORLDに設定されています。この値は、
TNSNAMES.ORAファイルの EXTPROC_CONNECTION_DATAの末尾
にある拡張子 .WORLDと一致します。
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外部ルーチンの構築
#include <windows.h>
#define NullValue -1
/*
  This function simply returns the larger of x and y.
*/
long __declspec(dllexport) find_max(long x, 
 short x_indicator, 
long y, 
short y_indicator, 
 short *ret_indicator)
{
   /* It can be tricky to debug DLL's that are being called by a process
      that is spawned only when needed, as in this case.  
      Therefore try using the DebugBreak(); command.  
      This will start your debugger.  Uncomment the line with DebugBreak(); 
  in it and you can step right into your code.
   */
   /* DebugBreak();  */

   /* first check to see if you have any nulls */
   /* Just return a null if either x or y is null */

   if ( x_indicator==NullValue || y_indicator==NullValue) {
      *ret_indicator = NullValue;   
      return(0);
   } else { 
      *ret_indicator = 0;        /* Signify that return value is not null */
      if (x >= y) return x;
      else return y;
   }
}

手順手順手順手順 3:DLLのビルドのビルドのビルドのビルド
3GLプログラム言語で外部ルーチンを作成したら、適切なコンパイラとリンカーを使って
DLLをビルドします。前述のように、外部ルーチンは必ずエクスポートします。DLLをビ
ルドしてそのファンクションをエクスポートする方法は、該当するコンパイラとリンカーの
ドキュメントを参照してください。 

DLLをビルドすると、システム内の任意のディレクトリに移動できます。 上の例では、外部
ルーチン find_maxを EXTERN.DLLという DLLにビルドできます。上記の例をビルドする
には、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥RDBMS¥EXTPROCに移動し、MAKEと入力しま
す。

注意注意注意注意 : 外部ルーチンは DLLに組み込まれるため、明示的にエクスポート
する必要があります。この例では、dllexportという記憶域クラス修飾子に
よって、find_maxファンクションを動的リンク・ライブラリからエクス
ポートします。
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手順手順手順手順 4: 外部ルーチンの登録外部ルーチンの登録外部ルーチンの登録外部ルーチンの登録
外部ルーチンが含まれる DLLをビルドしたら、外部ルーチンを Oracle8i データベースに登
録する必要があります。

1. DLLにマップする PL/SQLライブラリを作成します。

2. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS
3. 該当するユーザー名およびパスワードを入力してデータベースに接続します。

4. CREATE LIBRARYコマンドで PL/SQLライブラリを作成します。

SQL> CREATE LIBRARY externProcedures AS 'C:¥ORACLE¥ORA81¥RDBMS¥ 
EXTPROC¥EXTERN.DLL';

5. PL/SQLプログラム・ユニットの仕様部を作成します。 

これを行うには、宣言や BEGIN...ENDブロックではなく、EXTERNAL句を使用する
PL/SQLサブプログラムを作成します。EXTERNAL句は、PL/SQLと外部ルーチンの
間のインタフェースです。EXTERNAL句は、外部ルーチンに関する次の情報を示しま
す。

� 名前

� DLLの別名

� 作成に使用したプログラム言語

� コール標準（省略した場合は、デフォルトの Cが使用される）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 意味意味意味意味

externProcedures ライブラリの別名（基本的
にはデータベース内のス
キーマ・オブジェクト）。

C:¥ORACLE¥ORA81¥RDBMS¥EXTPROC¥EXTERN.DLL Windows NTオペレーティ
ング・システムの DLLであ
る EXTERN.DLLへのパス。
この例では Oracleベースと
して C:¥ORACLE、Oracle
ホームとして ¥ORA81を使
用します。

注意注意注意注意 : DBAは、PL/SQLまたは SQLから PL/SQLライブラリの外部
ルーチンをコールするユーザーに対して、PL/SQLライブラリへの
EXECUTE権限を付与する必要があります。
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手順手順手順手順 5: 外部ルーチンの実行外部ルーチンの実行外部ルーチンの実行外部ルーチンの実行
外部ルーチンを実行するには、外部ルーチンを登録した PL/SQLプログラム・ユニット（外
部ファンクションの別名）をコールする必要があります。このコールは、次のいずれかの場
所に指定できます。

� 無名ブロック

� スタンドアロン・サブプログラムおよびパッケージ・サブプログラム

� オブジェクト型のメソッド

� データベース・トリガー

� SQL文（パッケージ・ファンクションに対するコールのみ）

「手順 4: 外部ルーチンの登録」で、PL/SQLファンクション PLS_MAXは外部ルーチン
find_maxを登録しました。find_maxを実行するには、次の手順に従います。

1. PL/SQLファンクション PLS_MAXを UseItという PL/SQLルーチンからコールしま
す。

CREATE OR REPLACE PROCEDURE UseIt AS
         a integer;
         b integer;

DLLの別名。このライブラリに対する

 

コールする外部ルーチン。ニ重引用符で

外部ルーチンの作成に
   

EXECUTE権限が必要です。

使用した言語。

囲んだ部分は、大文字と小文字が区別されます。

CREATE OR REPLACE FUNCTION PLS_MAX(

      x BINARY_INTEGER, 

      y BINARY_INTEGER) 

RETURN BINARY_INTEGER AS 

   EXTERNAL LIBRARY externProcedures

   NAME "find_max"

   LANGUAGE C

   PARAMETERS (

      x long,            -- stores value of x

      x_INDICATOR short,  -- used to determine if x is a NULL value

      y long,             -- stores value of y

      y_INDICATOR short,  -- used to determine if y is a NULL value

      RETURN INDICATOR short ); -- need to pass pointer to return value's indicator 

 
    
   

                                 -- variable to determine if NULL.
                                         function will be defined as:
                                    - long max(long x, short x_indicator,
                                     - long y, short y_indicator, short * ret_indicator)

                  -- This means that my       
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         c integer;
BEGIN
         a := 1;
         b := 2;
         c := PLS_MAX(a,b);
         dbms_output.put_line('The maximum of '||a||' and '||b||' is  '||c);
END;

2. ルーチンを実行します。

SQL> EXECUTE UseIt;

Intercartridge Exchangeを使用したを使用したを使用したを使用した Webデータへのアクセスデータへのアクセスデータへのアクセスデータへのアクセス
この項では、次の項目について説明します。

� Intercartridge Exchangeの構成

� Intercartridge Exchangeの使用

� UTL_HTTPの例外条件

� 例外条件とエラー・メッセージ

� トラブルシューティング

Intercartridge Exchangeの構成の構成の構成の構成
Intercartridge Exchangeを使用する前に、レジストリにパラメータを追加する必要がありま
す。

Intercartridge Exchangeを構成するには、次のようにします。を構成するには、次のようにします。を構成するには、次のようにします。を構成するには、次のようにします。

1. MS-DOSコマンド・プロンプトからレジストリ エディタを起動します。

C:¥> REGEDT32

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

2. 使用している Oracleホームのレジストリ・サブキーに HTTP_PROXYを追加します。
このパラメータの位置は、コンピュータ上に Oracleホーム・ディレクトリがいくつあ
るかにより決まります。

Oracleホーム・ディホーム・ディホーム・ディホーム・ディ
レクトリレクトリレクトリレクトリ HTTP_PROXYの追加先の追加先の追加先の追加先

1つのホーム・ディ
レクトリ

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0

複数のホーム・ディ
レクトリ

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥ HOMEID

IDは、コンピュータに Oracleホーム・ディレクトリを追加するた
びに増加します。
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3. 「編集」メニューから「値の追加」を選択します。

「値の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「値の名前」テキスト・ボックスに HTTP_PROXYと入力し、「データ タイプ」テキス
ト・ボックスに REG_SZと入力します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「文字列」テキスト・ボックスに www-proxy.your-siteと入力します。

marketing.comは、Webサイトの例です。（実際の PROXYサーバーのホスト名を入
力します）。

Intercartridge Exchangeの使用の使用の使用の使用
Intercartridge Exchangeでは、UTL_HTTPというストアド・パッケージを使用して、
PL/SQL、SQLおよび SQL*Plusの文から、ハイパー・テキスト転送プロトコル（HTTP）
コールを作成できます。

UTL_HTTPを使用すると、次の処理を両方とも実行できます。

� インターネット上のデータへのアクセス

� Oracle Web Application Serverカートリッジのコール

UTL_HTTPには、パッケージ・ファンクションとも呼ぶ次の 2つの類似したエントリ・ポ
イントが含まれています。これらは、PL/SQL文と SQL文をHTTPコールに変換します。

� UTL_HTTP.REQUEST

� UTL_HTTP.REQUEST_PIECES

この 2つのパッケージ・ファンクションは、次の作業を実行します。

� サイトの文字列 URL（ユニバーサル・リソース・ロケータ）を引数として受け取りま
す。
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� そのサイトに接続します。

� そのサイトから取得したデータ（通常は HTML）を返します。

両方のパッケージ・ファンクションで使用する宣言文は、次の各項で説明します。

パッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクション UTL_HTTP.REQUEST
UTL_HTTP.REQUESTは URLを引数として使用し、その URLから取り出した最初の 2000
バイトのデータを戻します。 

UTL_HTTP.REQUESTを次のように指定します。

FUNCTION REQUEST (URL IN VARCHAR2) RETURN VARCHAR2;

SQL*Plusから UTL_HTTP.REQUESTを使用する場合は、次のように指定します。

SQL> SELECT UTL_HTTP.REQUEST('HTTP://WWW.ORACLE.COM/') FROM DUAL;

戻り値は次のようになります。

UTL_HTTP.REQUEST('HTTP://WWW.ORACLE.COM/')                         
------------------------------------------------------

<html>
<head><title>Oracle Corporation Home Page</title>
<!--changed Jan. 16, 19
1 row selected.

UTL_HTTP.REQUEST_PIECESパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクション
UTL_HTTP.REQUEST_PIECESは URLを引数として使用し、その URLから取り出された
2000バイトのデータを PL/SQL表として返します。PL/SQL表の最後の要素は、2000文字
よりも短い場合があります。UTL_HTTP.REQUEST_PIECESの戻り型は、UTL_
HTTP.HTML_PIECES型の PL/SQL表です。 

UTL_HTTP.HTML_PIECES型を使用する UTL_HTTP.REQUEST_PIECESは、次のように指
定します。

type html_pieces is table of varchar2(2000) index by binary_integer;
function request_pieces (url in varchar2, 
   max_pieces natural default 32767)
return html_pieces;

REQUEST_PIECESのコールは次の例のようになります。戻される piece数の検出には
PL/SQLの表メソッド COUNTが使用されていることに注目してください。pieceの数は、
ゼロかそれ以上です。

declare pieces utl_http.html_pieces;
begin 
  pieces := utl_http.request_pieces('http://www.oracle.com/'); 
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   for i in 1 .. pieces.count loop
     .... -- process each piece
   end loop;
end;

UTL_HTTP.REQUEST_PIECESの第 2引数（MAX_PIECES）は、オプションとして指定で
きます。MAX_PIECESは、UTL_HTTP.REQUEST_PIECESが返す pieceの最大数です（そ
れぞれ 2000文字ですが、最後のものは 2000文字未満の場合があります）。この引数は、指
定する場合は、通常、正の整数です。

たとえば、次のブロックでは、最高 100piece（各 pieceは 2000バイト、最後の pieceはそれ
未満の場合がある）のデータを URLから取り出します。このブロックは、取り出された
pieceの数と、取り出されたデータ全体の長さ（バイト数）を出力します。

set serveroutput on
/
declare 
  x utl_http.html_pieces;
begin
  x := utl_http.request_pieces('http://www.oracle.com/', 100);
  dbms_output.put_line(x.count || ' pieces were retrieved.');
  dbms_output.put_line('with total length ');
  if x.count < 1 
  then dbms_output.put_line('0');
  else dbms_output.put_line
((2000 * (x.count - 1)) + length(x(x.count)));
  end if;
end;
/

出力は次のようになります。

Statement processed.
4 pieces were retrieved.
with total length 
7687

UTL_HTTP.REQUEST_PIECESによって返される PL/SQL表の要素は、その URLへの
HTTP要求から取得される連続データです。

UTL_HTTPの例外条件の例外条件の例外条件の例外条件
この項では、パッケージ・ファンクション UTL_HTTP.REQUESTおよび UTL_
HTTP.REQUEST_PIECESで発生する可能性のある例外（エラー）について説明します。

UTL_HTTP.REQUEST
PRAGMA RESTRICT_REFERENCESを使用すると、例外を表示できます。
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create or replace package utl_http is
function request (url in varchar2) return varchar2;
pragma restrict_references (request, wnds, rnds, wnps, rnps);

UTL_HTTP.REQUEST_PIECES
PRAGMA RESTRICT_REFERENCESを使用すると例外条件を表示できます。

create or replace package utl_http is
type html_pieces is table of varchar2(2000) index by binary_integer;
function request_pieces (url in varchar2, 

max_pieces natural default 32767)
return html_pieces;
pragma restrict_references (request_pieces, wnds, rnds, wnps, rnps);

例外条件とエラー・メッセージ例外条件とエラー・メッセージ例外条件とエラー・メッセージ例外条件とエラー・メッセージ
表示される可能性のあるエラー・メッセージを、次の表に示します。

     

原因原因原因原因 結果結果結果結果

使用可能なメモリーの不足などの環境上の理由か
ら、HTTPコールアウト・サブシステムの初期化に
失敗した。

例外 UTL_HTTP.INIT_FAILEDが発生します。

init_failed exception;

HTTPデーモンに障害が起きたためか、REQUEST
または REQUEST_PIECESの引数が NULLまたは
非 HTTP構文であり URLとして解釈できなかった
ために、HTTPコールが失敗した。

例外 UTL_HTTP.REQUEST_FAILEDが発生します。

request_failed exception;

指定した URLに対応するサイトにファンクション
が接続しなかったため、その URLへの要求に対す
る応答がない。

次の形式の HTMLエラー・メッセージが戻されます。

<HTML>
<HEAD>
<TITLE>Error Message</TITLE>
</HEAD>
<BODY>
<H1>Fatal Error 500</H1>
Can't Access Document: 
http://home.nothing.comm.
<P>
<B>Reason:</B> Can't locate remote host:  
home.nothing.comm.
<P>
<P><HR>
<ADDRESS><A HREF="http://www.w3.org">
CERN-HTTPD3.0A</A></ADDRESS>
</BODY>
</HTML>
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トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング
同一コンピュータ上のブラウザを使用して（同一の権限や環境変数などで）URLに接続でき
ない場合は、UTL_HTTP.REQUESTまたは UTL_HTTP.REQUEST_PIECESを使用してもそ
の URLに接続することはできません。

UTL_HTTP.REQUESTまたは UTL_HTTP.REQUEST_PIECESでの接続が失敗する場合（つ
まり、例外が発生するか、HTML形式のエラー・メッセージが戻されるが、URLの引数が
正しいと考えられる場合）、ブラウザを使って同じ URLへの接続を試みて、ご使用のコン
ピュータからネットワークに接続できるかどうかを確認します。

注意注意注意注意 : 前記の表の最初の 2つの例外は、例外ハンドラによって明示的に
検出されない限り、次の一般メッセージにより報告されます。

ORA-06510: PL/SQL: ユーザー定義の例外が処理されませんでした。

このメッセージでは、システム・パッケージ内で定義されているにもかか
わらず、ユーザー定義の例外条件として表示されます。

HTTP要求の処理中にその他の例外が発生した場合（たとえば、メモリー
不足エラーなど）、UTL_HTTP.REQUESTまたは UTL_HTTP.REQUEST_
PIECESではその例外を再発生させます。
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ディレクトリ
A

デデデディレクトリ構造ィレクトリ構造ィレクトリ構造ィレクトリ構造

この付録では、Oracle8iコンポーネントをインストールするときに作成される、デフォルト
のディレクトリ構造について説明します。

次の項目について説明します。

� Oracle8iのディレクトリ構造

� Oracle8i Clientのディレクトリ構造

� ファイル名拡張子

参照参照参照参照 : 

� Oracleホームおよび OFAの詳細は、第 3章「複数の Oracleホームお
よび Optimal Flexible Architecture」を参照してください。デフォル
トの OFA対応ディレクトリ・ツリーの編成方法については、特に
3-16ページの「サンプルの OFA対応データベースのディレクトリ・
ツリー」を参照してください。

� Oracle Enterprise Manager製品のディレクトリ構造については、
『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle8iのディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
ORACLE_BASEは、Oracleディレクトリ・ツリーのルートです。

Oracle製品は、Oracle Universal Installerによって、ORACLE_BASEの ¥ORACLE_HOME、
¥ADMINおよび ¥ORADATAディレクトリに入れられます。

¥ADMINおよび ¥ORADATAディレクトリには、1つまたは複数の ¥DB_NAMEディレクト
リが含まれます。DB_NAMEは、データベースの一意の名前で、INIT.ORAファイルの DB_
NAMEパラメータの値と同じです。データベース・ファイルは、ORACLE_
BASE¥ORADATA¥DB_NAMEに格納されます。

次の各項では、ORACLE_BASE内の次のディレクトリについて説明します。

� ORACLE_HOME

� ADMIN

ORACLE_HOME
Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8iを「標準」インストール・タイプでインストー
ルすると、次のディレクトリが作成されます。追加の Oracle製品をインストールした場合
は、その他のディレクトリも作成されます。

参照参照参照参照 :   ORACLE_BASE¥ORADATA¥DB_NAMEに格納されているデー
タベース・ファイルの詳細は、『Oracle8i for Windows NT インストレー
ション・ガイド』を参照してください。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容

¥ASSISTANTS Oracle Assistant。¥ASSISTANTSには、次のサブディレク
トリが含まれています。

¥DBCA � Oracle Database Configuration Assistantファイル

¥DBMA � Oracle Data Migration Assistantファイル

¥IFA � Oracle INTYPE File Assistantファイル

¥JLIB � Assistantsが使用する Javaファイル

¥OWAST � Oracle Web Publishing Assistantファイル

¥BIN 実行可能ファイル

¥CLASSES Oracle Enterprise Managerファイル

¥COM Oracle COM Automationファイル
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¥CTX Oracle interMedia Textファイル。¥CTXには、次のサブ
ディレクトリが含まれています。

¥ADMIN � インストールおよび構成用の SQLスクリプトと、
PL/SQLパッケージのヘッダーおよび本体のファイル

¥BIN � 実行可能ファイル

¥DEMO � 空

¥DOC � リリース・ノート

¥LIB � ライブラリ・ファイル

¥MESG � メッセージ・ファイル

¥DATA � データ・ファイル

¥LOG � ログ・ファイルのデフォルト・ディレクトリ

¥MIGRATE � 移行スクリプト

¥SAMPLE � サンプル・シソーラス

¥DATABASE これは、前バージョンから引き継いだディレクトリです。
このディレクトリには、新しい初期化パラメータ・ファイ
ルのディレクトリの位置を指す初期化パラメータ・ファイ
ルが含まれています。

¥DBS Oracle Performance Monitor for Windows NTファイルおよ
びその他のユーティリティ・ファイル

¥DOC HTMLドキュメント・ライブラリ

¥JAVAVM Java VMファイル。 

¥JDBC JDBC（Java Database Connectivity）ドライバ・ファイル。
¥JDBCには、次のサブディレクトリが含まれています。

¥ADMIN � クラス・ファイル

¥DEMO � サンプル・プログラム

¥JLIB 様々なアプリケーションが使用する Javaファイル

LDAP ディレクトリ・サーバーのファイル

¥MD Oracle Spatialファイル。¥MDには、次のサブディレクト
リが含まれています。

 ¥ADMIN � SQLスクリプト

 ¥DOC � リリース・ノート

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容
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 ¥LIB � ライブラリ・ファイル

¥MSHELP ヘルプ・ファイル

¥NETWORK Net8のファイル。¥NETWORKには、次のサブディレクト
リが含まれています。

¥ADMIN � 構成ファイル

¥AGENT � Oracle Intelligent Agentファイル

¥DOCS � リリース・ノート

¥JLIB � Net8 Assistantが使用する Javaファイル

¥LOG � ログ・ファイル（デフォルト位置）

¥MESG � メッセージ・ファイル

¥TNSAPI � Net8 Open API関連ファイル

¥TOOLS � Net8 Assistantファイル

¥TRACE � トレース・ファイル（デフォルト位置）

¥OCI Oracle Call Interfaceファイル。¥OCIには、次のサブディ
レクトリが含まれています。

¥INCLUDE � ヘッダー・ファイル

¥LIB � ライブラリ・ファイル

¥SAMPLES � サンプル・ファイル

¥OCOMMON NLSファイル

¥ODBC Oracle ODBCファイル

¥OO4O Oracle Objects for OLEファイル。¥OO4Oには、次のサブ
ディレクトリが含まれています。

¥CPP � ヘッダー・ファイル、ライブラリ・ファイルおよびサ
ンプル・ファイル

¥EXCEL � Microsoft Excelサンプル・ファイル

¥IIS � Internet Information Serverサンプル・ファイル

¥MESG � メッセージ・ファイル

¥VB � Visual Basicサンプル・ファイル

¥OPSM* Oracle Parallel Serverファイル

¥ORACORE メッセージ・ファイル

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容
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Oracle8iのディレクトリ構造
¥ORD データ・オプション・ファイル。¥ORDには、次のサブ
ディレクトリが含まれています。

¥ADMIN � SQLスクリプト

¥AUD � Oracle interMedia Audioファイル

¥IM � Oracle interMediaファイル

¥IMG � Oracle interMedia Imageファイル

¥MESG � メッセージ・ファイル

¥TS � Oracle Time Seriesファイル

¥VID � Oracle interMedia Videoファイル

¥VIR* � Oracle Visual Information Retrievalファイル

¥JLIB � Oracleオプション用の Javaライブラリ

¥OTRACE Oracle Traceファイル。¥OTRACEには、次のサブディレク
トリが含まれています。

¥ADMIN � SQLスクリプトを含む管理ファイル

¥DEMO � サンプル・プログラム

¥LIB � ライブラリ・ファイル

¥MESG � メッセージ・ファイル

¥PUBLIC � ヘッダー・ファイル

¥OWM Oracle Wallet Managerファイル *

¥PLSQL PL/SQLの SQLスクリプト、サンプル・ファイルおよび
メッセージ・ファイル

¥PRECOMP プリコンパイラ・ファイル

¥RDBMS Oracle Serverファイル。¥RDBMSには、次のサブディレク
トリが含まれています。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容
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Oracle8iのディレクトリ構造
                                        *Oracle8i for Windows NTをインストールした場合は含まれません。

ADMIN
データベース管理ファイルは、ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAMEのサブディレクトリに
格納されています。

次の表は、これらのサブディレクトリを説明しています。

¥ADMIN Oracleデータベース SQLスクリプト
（CATALOG.SQLと CATPROC.SQLを含む）。SQLス
クリプトは、Oracleソフトウェアで使用されるデー
タ・ディクショナリ表やビュー、およびその他の
ビューを作成するために使用します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 『Oracle8i リファレンス・マニュアル』の第
5章「SQLスクリプト」を参照してください。

¥EXTPROC 外部プロシージャ・サンプル・ファイル

¥MESG メッセージ・ファイル

¥XA Oracle XAファイル

¥SQLJ Oracle SQLJ Translatorファイル。¥SQLJには、次のサブ
ディレクトリが含まれています。

¥DEMO � サンプル・プログラム

¥DOC � リリース・ノート、ホワイト・ペーパー、パッケージ
説明、SQLJ仕様書および『Oracle SQLJ開発者ガイド
およびリファレンス』

¥LIB � クラス・ファイルおよび SQLスクリプト

¥SQLPLUS SQL*Plusファイル。¥SQLPLUSには、次のサブディレクト
リが含まれています。

¥ADMIN � SQL*Plusを管理するための SQLスクリプト

¥DEMO � サンプル表のための SQLスクリプト

¥DOC � リリース・ノート

¥MESG � メッセージ・ファイル

¥SVRMGL Server Managerファイル

¥SYSMAN Oracle Enterprise Managerファイル

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容
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Oracle8i Clientのディレクトリ構造
Oracle8i Clientのディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
ORACLE_BASEは、Oracleディレクトリ・ツリーのルートです。

Oracle8i Client製品は、Oracle Universal Installerによって ORACLE_BASEの ¥ORACLE_
HOMEディレクトリに配置されます。

Oracle8i Clientを「プログラマ」インストール・タイプでインストールした場合は、次の
ORACLE_HOMEディレクトリが作成されます。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容

¥ADHOC 専用の SQLスクリプト

¥BDUMP バックグラウンド・プロセス・トレース・ファイル（デ
フォルト位置）

¥CDUMP コア・ダンプ・ファイル

¥CREATE データベース作成ファイル

¥EXP データベース・エクスポート・ファイル

¥PFILE 初期化パラメータ・ファイル

¥UDUMP ユーザー・プロセス・トレース・ファイル（デフォルト位
置）

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容

¥ASSISTANTS Oracle Assistant 

¥BIN 実行ファイル

¥DOC HTMLドキュメント・ライブラリ

¥JAVAVM Java VMファイル

¥JDBC JDBC（Java Database Connectivity）ドライバ・ファイ
ル

¥JLIB 様々なアプリケーションが使用する Javaファイル

¥LDAP ディレクトリ・クライアント・ライブラリが使用する
ファイル

¥LIB Java VMおよび EJB jarファイル

¥MSHELP ヘルプ・ファイル

¥NETWORK Net8ファイル 

¥OCI Oracle Call Interfaceファイル。¥OCIには、次のサブ
ディレクトリが含まれています。
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Oracle8i Clientのディレクトリ構造
¥INCLUDE � ヘッダー・ファイル

¥LIB � ライブラリ・ファイル

¥SAMPLES � サンプル・ファイル

¥OCOMMON NLSファイル

¥ODBC Oracle ODBCファイル

¥OLEDB OLE DBファイル

¥OO4O Oracle Objects for OLEファイル

¥ORACORE メッセージ・ファイル

¥ORD データ・オプション・ファイル。¥ORDには、次のサブ
ディレクトリが含まれています。

¥ADMIN � SQLスクリプト

¥AUD � Oracle interMedia Audioファイル

¥IMG � Oracle interMedia Imageファイル

¥MESG � メッセージ・ファイル

¥TS � Oracle Time Seriesファイル

¥VID � Oracle interMedia Videoファイル

¥VIR* � Oracle Visual Information Retrievalファイル

¥IM � Oracle interMediaファイル

¥JLIB � Oracleオプション用の Javaライブラリ

¥TRACE Oracleトレース・ファイル

¥OWM Oracle Wallet Managerファイル

¥PLSQL PL/SQL用のメッセージ・ファイル

¥PRECOMP プリコンパイラ・ファイル

¥RDBMS Oracle Serverファイル

¥RELNOTES リリース・ノート

¥SLAX メッセージ・ファイル

¥SQLJ SQLJファイル

¥SQLPLUS SQL*Plusファイル 

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 内容内容内容内容
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ファイル名拡張子
ファイル名拡張子ファイル名拡張子ファイル名拡張子ファイル名拡張子
次にファイル名の拡張子について説明します。

拡張子拡張子拡張子拡張子 説明説明説明説明

.aud Oracle監査ファイル

.bmp ビットマップ・ファイル

.c Cソース・ファイル

.ctl SQL*Loader制御ファイル、Oracle Server制御ファイル

.dat SQL*Loaderデータ・ファイル

.dbf Oracle Serverの表領域ファイル

.dmp エクスポート・ファイル

.doc テキスト・ファイル

.h Cヘッダー・ファイル。sr.hは SQL*Report Writerのヘルプ・ファイ
ルです。

.jar Javaクラス・アーカイブ

.lis SQL*Plusスクリプトの出力

.log インストール・ログ・ファイル、Oracle Serverの REDOログ・ファイ
ル

.mk makeファイル

.msb NLSメッセージ・ファイル（バイナリ）

.msg NLSメッセージ・ファイル（テキスト）

.o オブジェクト・モジュール

.ora Oracle構成ファイル

.pc Pro*Cソース・ファイル

.pco Pro*COBOLソース・ファイル

.sql SQL*スクリプト・ファイル

.tab SQL*スクリプト・ファイル

.trc トレース・ファイル
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Oracle8i for Windows NTでのデータベース
B

Oracle8i for Windows NTでのデータベースでのデータベースでのデータベースでのデータベース

指定指定指定指定

Oracle8iでは、インスタンスが起動されるたびに、Windows NT上の初期化パラメータを使
用して各種データベース機能を使用可能にします。

次の項目について説明します。

� 初期化パラメータ・ファイル（INIT.ORA）の概要

� Windows NT固有の値を持たない初期化パラメータ

� データベース制限の計算
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初期化パラメータ・ファイル（INIT.ORA）の概要
初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（INIT.ORA）の概要）の概要）の概要）の概要
初期化パラメータ・ファイルは、パラメータが入ったテキスト・ファイルです。初期化ファ
イル内のパラメータおよび値を変更することによって、たとえば次のことを指定できます。

� データベースのメモリー使用量

� 満杯のオンライン REDOログ・ファイルをアーカイブするかどうか

� データベースでどの制御ファイルが現在存在しているか

それぞれのデータベース・インスタンスには、対応する初期化パラメータ・ファイルと、そ
のインスタンスのシステム識別子（SID）を指す ORACLE_SIDレジストリ・パラメータが
含まれています。

初期化パラメータ・ファイル名の形式は、INIT.ORAです。1つのインスタンスに、複数の
初期化パラメータ・ファイルがある場合もあります。その場合、各初期化パラメータには多
少の違いがあるため、システムのパフォーマンスに影響を及ぼします。

 

初期化パラメータ・ファイルの位置初期化パラメータ・ファイルの位置初期化パラメータ・ファイルの位置初期化パラメータ・ファイルの位置
Oracle8iのデフォルト設定では、データベース起動時に PFILEオプションで別の初期化パラ
メータ・ファイルを指定しないかぎり、ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥PFILEにある
初期化パラメータ・ファイルが参照されます。 

初期化パラメータ・ファイルの編集初期化パラメータ・ファイルの編集初期化パラメータ・ファイルの編集初期化パラメータ・ファイルの編集
Oracle8i データベースの機能をカスタマイズするために、初期化パラメータ・ファイルの編
集が必要になる場合があります。このファイルの変更に使用できるのは、テキスト・エディ
タのみです。

サンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイル
INITSMPL.ORAというサンプル・ファイルが ORACLE_BASE¥ADMIN¥SAMPLE¥PFILE
ディレクトリにあります。

参照参照参照参照 :

� Oracle Universal Installerにより Oracle8iの標準インストール中に設定さ
れる初期化パラメータについては、INIT.ORAファイルを参照してくださ
い。これらのパラメータは、ハードウェア構成の違いに応じて、異なる可
能性があります。

�  すべての初期化パラメータの説明と、初期化パラメータの値の設定方法
および表示方法の詳細は、『Oracle8i リファレンス・マニュアル』を参照
してください。
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Windows NT固有の値を持たない初期化パラメータ
サンプルの INITSMPL.ORAファイルをデータベースの作成時に使用する手順は、次のとお
りです。

1. ファイル INIT.ORAの名前を変更します。

2. このファイルを編集します。最低限、データベース制御ファイルの正しい位置とデータ
ベースの名前を反映するようにします。

初期データベースがインストールされている場合、この初期データベースは ORACLE_
BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥PFILEにある初期化パラメータ・ファイル INIT.ORAを使用し
ます。Oracle8i データベースの初期化パラメータ・ファイルを新規に作成する場合、その基
礎として INITSMPL.ORAまたは初期データベースの INIT.ORAのいずれかを使用すること
ができます。

備考付きのサンプル初期化パラメータ・ファイルには、初期化パラメータに指定できる代替
値が含まれています。このようなパラメータの値や備考は、先頭にコメント記号（#）が付
いており、処理対象にはならないようになっています。特定のパラメータをアクティブにす
るには、先頭にある #記号を削除します。パラメータを使用しなくなった場合は、初期化パ
ラメータ・ファイルを編集してそのパラメータにコメント記号を追加します。

たとえば、3種類の値が指定されたパラメータがあり、それぞれ、小、中、大のシステム・
グローバル領域（SGA）を作成できます。次の例では、小さい SGAを作成するパラメータ
が有効です。

  db_block_buffers = 200 # SMALL 
# db_block_buffers = 550 # MEDIUM 
# db_block_buffers = 3200  # LARGE 

中サイズの SGAを作成するには、SMALLのパラメータ定義をコメントにしてから、
MEDIUMのパラメータ定義を有効にします。次のように初期化パラメータ・ファイルを編
集します。

# db_block_buffers = 200 # SMALL 
  db_block_buffers = 550 # MEDIUM 
# db_block_buffers = 3200  # LARGE 

 Windows NT固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ
『Oracle8i リファレンス・マニュアル』には、オペレーティング・システム固有の多くの初
期化パラメータのデフォルト値が記載されています。ただし、『Oracle8i リファレンス・マ
ニュアル』でオペレーティング・システム固有値として説明されているパラメータでも、

注意注意注意注意 : BUILD_DB.SQLスクリプトを使用して手動でデータベースを作成
する場合、INIT.ORAファイルを新規に作成するか、または既存の
INIT.ORAファイルをコピーしてその内容を変更する必要があります。
Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成す
る場合は、INIT.ORAファイルが自動的に作成されます。
Oracle8i for Windows NTでのデータベース指定 B-3



Windows NT固有の値を持たない初期化パラメータ
Windows NTに影響しないものもあります。このような場合、Windows NTは、Oracle8i 
カーネルに設定されているデフォルト値を使用しているか、あるいはそのパラメータを使用
していません。Windows NTに影響しない初期化パラメータを次の表に示します。

初期化パラメータの値の表示初期化パラメータの値の表示初期化パラメータの値の表示初期化パラメータの値の表示
Windows NT固有のパラメータ値を表示するには、テキスト・エディタで ORACLE_
BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥PFILE¥INIT.ORAファイルを開きます。INIT.ORAファイルや
Oracle8i カーネルで指定されているパラメータ値をすべて表示するには、SQL*Plusのコマ
ンド・プロンプトに次のコマンドを入力します。

SQL> SHOW PARAMETER PARAMETER_NAME

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

AUDIT_FILE_DEST Windows NTではサポートされていないので、初期化パラメータ・
ファイルには追加しないでください。

DB_WRITER_PROCESSES Windows NTには該当しないか不要です。

COMPATIBLE_NO_RECOVERY Oracle8iカーネルに設定されているデフォルト値が使用されます
（Windows NT固有の値ではありません）。

CORE_DUMP_DEST Windows NTには該当しません。

CPU_COUNT Oracle8iにより、この値は Oracleインスタンスが利用できる CPUの
数に自動的に設定されます。

HI_SHARED_MEMORY_ADDRESS Windows NTには該当しません。

SHARED_MEMORY_ADDRESS Windows NTには該当しません。

LARGE_POOL_SIZE 使用可能メモリーにより制限される最大値を使用します。

LOG_BUFFER 初期データベースは Oracle8iカーネルに設定されているデフォルト
値を使用します（Windows NT固有の値ではありません）。Oracle 
Database Configuration Assistantの「カスタム」データベース作成
オプションを使用すると、このパラメータの値をカスタマイズできま
す。

ORACLE_TRACE_COLLECTION_PATH Oracle8iカーネルに設定されているデフォルト値が使用されます
（Windows NT固有の値ではありません）。

ORACLE_TRACE_FACILITY_NAME Oracle8iカーネルに設定されているデフォルト値が使用されます
（Windows NT固有の値ではありません）。

ORACLE_TRACE_FACILITY_PATH Oracle8iカーネルに設定されているデフォルト値が使用されます
（Windows NT固有の値ではありません）。

SPIN_COUNT Oracle8iカーネルに設定されているデフォルト値が使用されます
（Windows NT固有の値ではありません）。
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Windows NT固有の値を持たない初期化パラメータ
PARAMETER_NAMEは、特定の初期化パラメータの名前です。

ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_NAME¥PFILE¥INIT.ORAファイル、または Oracle8iカーネル
のどちらで定義されていても、指定したパラメータの値が画面に表示されます。

データベース初期化パラメータデータベース初期化パラメータデータベース初期化パラメータデータベース初期化パラメータ
新規データベースを作成するときは、次の初期化パラメータを確認します。データベースを
作成した後で初期化パラメータを変更することはできません。新規データベースの作成方法
の詳細は、初期化パラメータの変更手順を示した第 6章「インストール後のデータベースの
作成」を参照してください。 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

CHARACTER SET1

1 これは、初期化パラメータではなく、CREATE DATABASE文の句です。この句の使用例については、
第 6章「インストール後のデータベースの作成」を参照してください。

データベース制限の計算データベース制限の計算データベース制限の計算データベース制限の計算
次の表のサイズ・ガイドラインを使用して、Oracle8iデータベースの制
限を計算します。計算には、『Oracle8i 管理者ガイド』に記述されている
数式を使用します。

使用するデータベースの各国語サポート（NLS）キャラクタ・
セットを指定します。このパラメータを設定できるのは、データ
ベース作成時のみです。

DB_BLOCK_SIZE Oracleデータベース・ブロックのサイズをバイト数で指定します。

DB_NAME 作成するデータベースの名前を指定します。データベース名は、8
文字以下の文字列です。データベースの名前は、変更できません。

タイプタイプタイプタイプ サイズサイズサイズサイズ

最大ブロック・サイズ 16,384バイト（16キロバイト（KB））

ファイル当たりの最大ブロック 4,194,304ブロック

ブロック・サイズが 16Kの場合の
ファイル・サイズの最大値

64ギガバイト（GB）

（4,194,304 * 16,384） = 64ギガバイト（GB）

データベースごとの最大ファイル
数（ブロック・サイズに応じて変
化）

 2Kのブロック・サイズ 20,000ファイル

 4Kのブロック・サイズ 40,000ファイル
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 8Kのブロック・サイズ 65,536ファイル

 16Kのブロック・サイズ 65,536ファイル

FATファイルの場合の最大ファイ
ル・サイズ

4GB

NTFSの場合の最大ファイル・サ
イズ

16エクサバイト（EB）

データベース・サイズの最大値 65,536 * 64 GB（約 4ペタバイト（PB））

データベースごとの最大エクステ
ント数（ブロック・サイズに応じ
て変化）。標準値 :

2KBのブロック・サイズ 121エクステント

4KBのブロック・サイズ 255エクステント

8KBのブロック・サイズ 504エクステント

16KBのブロック・サイズ 1032エクステント

32KBのブロック・サイズ 2070エクステント

シャドウ・プロセス・メモリー

リリース 8.1.6 335K

リリース 8.1.3 265K

リリース 8.0.4 254K

リリース 8.0.5 254K

参照参照参照参照 : 索引に必要な領域を計算するには、『Oracle8i 管理者ガイド』に記
述されている数式を使用します。:

タイプタイプタイプタイプ サイズサイズサイズサイズ
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Oracle8i 構成パラメータおよびレジス
C

Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ構成パラメータおよびレジストリ構成パラメータおよびレジストリ構成パラメータおよびレジストリ

この付録では Oracle8i for Windows NTの様々なコンポーネントでのレジストリの使用につ
いて説明します。構成パラメータの推奨値および範囲も示します。

次の項目について説明します。

� 構成パラメータについて

� レジストリの概要

� レジストリ・パラメータ

� Oracle Parallel Serverのレジストリ・パラメータ

� REGEDT32によるレジストリ・パラメータの追加

� Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用した、レジストリ・パラメータ
の追加と変更

� Oracle Performance Monitor for Windows NTのパラメータの変更
トリ C-1



構成パラメータについて
構成パラメータについて構成パラメータについて構成パラメータについて構成パラメータについて
Oracle8i for Windows NTでは、ファイルの検索と Oracle製品共通のランタイム・パラメー
タの指定に、構成パラメータを使用します。Oracleプログラムまたは Oracleアプリケー
ションで、ある特定の構成変数を解釈する必要がある場合は、Oracle8i for Windows NTが
関連パラメータを使用します。Oracleパラメータはすべてレジストリに格納されています。

レジストリの概要レジストリの概要レジストリの概要レジストリの概要
Oracle8i for Windows NTは、ツリー構造に編成されたデータベース（レジストリ）に構成
情報を格納します。このツリー構造は、レジストリのキーおよびそのキーのパラメータ値か
ら構成されます。キーとパラメータ値は、レジストリ エディタで表示し変更できます。

キーとは、「レジストリ エディタ」ウィンドウの左のペインに表示されるフォルダです。
キーには、サブキーまたはパラメータが含まれています。

レジストリ エディタのパラメータは、次のような 3つの部分から構成された文字列として表
示されます。

� パラメータ名

� 値のクラスまたはエントリ・タイプ

� 値

たとえば、パラメータ ORACLE_SIDには、レジストリに次のエントリがあります。

ORACLE_SID:REG_SZ:ORCL1

Oracle8i for Windows NTのパラメータの値クラスは、次のように構成されています。

� 文字列値。パラメータ値エントリをデータ文字列として識別する接頭辞 REG_SZ、
REG_EXPAND_SZ（展開可能文字列の場合）または REG_MULTI_SZ（複数行文字列の
場合）が付きます。

� バイナリ値。値エントリを DWORD（16進データ）エントリとして識別する接頭辞
REG_DWORDが付きます。

Oracle8i for Windows NTのパラメータ値は、ほとんどの場合、文字列タイプです。タ
イプが指定されていない場合は、Oracle Universal Installerでのデフォルトを使用しま
す。

警告警告警告警告 : レジストリレジストリレジストリレジストリ エディタエディタエディタエディタ を使用すると、レジストリのキーおよびパラを使用すると、レジストリのキーおよびパラを使用すると、レジストリのキーおよびパラを使用すると、レジストリのキーおよびパラ
メータ値の表示や変更ができますが、通常その必要はありません。実際、メータ値の表示や変更ができますが、通常その必要はありません。実際、メータ値の表示や変更ができますが、通常その必要はありません。実際、メータ値の表示や変更ができますが、通常その必要はありません。実際、
不正な変更を行うとシステムが役に立たなくなることがあります。不正な変更を行うとシステムが役に立たなくなることがあります。不正な変更を行うとシステムが役に立たなくなることがあります。不正な変更を行うとシステムが役に立たなくなることがあります。したしたしたした
がって上級ユーザー以外は、レジストリを編集しないでください。がって上級ユーザー以外は、レジストリを編集しないでください。がって上級ユーザー以外は、レジストリを編集しないでください。がって上級ユーザー以外は、レジストリを編集しないでください。 レジスレジスレジスレジス
トリに変更を加える場合は、その前に必ずシステムのバックアップを取っトリに変更を加える場合は、その前に必ずシステムのバックアップを取っトリに変更を加える場合は、その前に必ずシステムのバックアップを取っトリに変更を加える場合は、その前に必ずシステムのバックアップを取っ
てください。てください。てください。てください。
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レジストリ・パラメータ
レジストリ・パラメータレジストリ・パラメータレジストリ・パラメータレジストリ・パラメータ
この項では、次に説明するキーの Oracle8i for Windows NTレジストリ・パラメータについ
て説明します。 Oracle Enterprise Managerなどのその他の製品には、この付録で説明されて
いる以外にもキーとパラメータがあります。

� HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID

� HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE

� HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥ALL_HOMES

� HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet 

次に説明するレジストリ値を変更する場合は、C-11ページの「REGEDT32によるレジスト
リ値の変更」を参照してください。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID
コンピュータの新規 Oracleホームに Oracle製品をインストールするたびに、HKEY_
LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDが作成されて、HOMEIDが増分され
ます。このサブキーにはほとんどの Oracle製品に対するパラメータ値が含まれます。

この図は、同じコンピュータに 2つの Oracleホーム・ディレクトリが存在する場合に作成
されるパラメータ・サブキーを示しています。

注意注意注意注意 : この付録では REGEDT32を使用してレジストリを編集する方法に
ついて説明します。Windows 95またはWindows 98を使用している場合
には、REGEDITを使用する必要があります。REGEDITと REGEDT32の
操作はわずかに異なります。手順についてはWindows 95または
Windows 98のドキュメントを参照してください。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 複数の Oracleホームで操作する場合は、PATH変数とレジス
トリ値の詳細について、第 3章「複数の Oracleホームおよび Optimal 
Flexible Architecture」を参照してください。
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レジストリ・パラメータ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDには、コンピュータ上の
Oracleホーム・ディレクトリに関する次のパラメータが含まれます。インストールする製品
によっては、追加パラメータを作成できるものもあります。

 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

MSHELP_TOOLS   Windowsのヘルプ・ファイルの位置を指定します。 ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥MSHELP

コンピュータへの最
初の Oracleインス
トールによって、パ
ラメータ・サブキー
HOME0が作成され
る。

コンピュータへの 2番目の Oracleインストールに
よって、パラメータ・サブキー HOME1が作成さ
れる。新規の Oracleホームにインストールするた
びに、HOMEIDが作成されて増分される。
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レジストリ・パラメータ
NLS_LANG   サポートされる言語、地域およびキャラクタ・セット
を指定します。このパラメータはメッセージが表示さ
れる言語の指定、地域とその地域の週数と日数の計
算、キャラクタ・セットの表示に使用される規則を指
定します。

Oracle Universal Installerがオペレー
ティング・システムの言語設定に基
づいて、インストール中にこの値を
設定します。一般的に使用される値
のリストについては『Oracle8i for 
Windows NT インストレーション・
ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 :後でこのパラメータを削除した
場合、Oracleは値 AMERICAN_
AMERICA.US7ASCIIを使用します。

ORA_CWD 現在の作業ディレクトリを指定します。このパラメー
タは手動で設定する必要があります。たとえば、この
パラメータを設定してから ORADIMを使用すると、
ORADIM.LOGというログ・ファイルがこのディレク
トリ内に作成されます。

このパラメータの値は手動で設定す
る必要があります。

ORA_SID_
AUTOSTART   

OracleServiceSIDサービスを起動するときにデータ
ベースを起動します。

TRUE

ORA_SID_PFILE 初期化パラメータ・ファイルへのフルパスを指定しま
す。

ORACLE_BASE¥ADMIN¥DB_
NAME¥PFILE¥INIT.ORA

ORA_SID_ 
SHUTDOWN   

TRUEに設定されると、OracleServiceSIDが停止され
る際に、SID値によって識別される Oracleデータ
ベースをシャットダウンします。

TRUE

ORA_SID_
SHUTDOWN_
TIMEOUT   

特定の SIDのサービスが停止する前に、シャットダ
ウンが完了するために要する待ち時間の最大値（秒）
を設定します。

30

ORA_SID_
SHUTDOWNTYPE   

OracleServiceSIDを停止する際にデータベースを
シャットダウンするモードです。有効な値は a
（Abort）、i（Immediate）および n（Normal）。

i（Immediate）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
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レジストリ・パラメータ
ORACLE_AFFINITY   Oracleプロセス内のスレッドのWindows NTプロ
セッサの関係を指定します。書式は次のとおりです。

name1:cpumask1;name2:cpumask2

それぞれの名前の設定は、バックグラウンド・スレッ
ドの名前にする必要があります。非バックグラウンド
（シャドウ）には "USER"、特別な処理の対象ではな
いスレッド・タイプには "DEF"と指定します。

名前 "MASK"は Oracleプロセスの親和性マスクを設
定します。有効なバックグラウンド・スレッド名は、
DBWR、LGWR、PMON、SMON、ARCH、RECO、
CKPT、TRWR、SNP0～ SNP9および P000～ P481
です。

各親和性は、対応する名前の有効な親和性マスク（ま
たは等価な数値）である必要があります。プロセス親
和性マスクは Oracleサービスが最初に起動するとき
のみ使用されます。各スレッドの親和性は、個々のス
レッドが起動するとき（たとえば、バックグラウン
ド・スレッドの場合にはデータベースの起動時）のみ
設定されます。

注意注意注意注意 : このパラメータは手動で追加する必要がありま
す。

このパラメータの値は手動で設定す
る必要があります。このパラメータ
を変更する場合は、その前にオラク
ル社カスタマ・サポート・センター
に相談することをお薦めします。

ORACLE_BASE ORACLE_HOME、¥ADMINおよび ¥ORADATAを含
む最上位の Oracleディレクトリ（C:¥ORACLEな
ど）。

ORACLE_BASE

ORACLE_GROUP_
NAME   

インストール済み Oracle製品のアイコンが入ってい
るグループの名前を指定します。インストールされた
Oracle製品のプログラム・グループが Oracle 
Universal Installerによって作成されなくても、
ORACLE_GROUP_NAMEパラメータは、最初に
Oracle製品がインストールされた時点でレジストリ
に追加されます（Net8ソフトウェアのみインストー
ルした場合など）。

Oracle - HOME_NAME

ORACLE_HOME Oracle製品がインストールされる Oracleホーム・
ディレクトリを指定します。このディレクトリは
Oracleディレクトリ階層の Oracleベース・ディレク
トリのすぐ下に置かれます。 

インストール中に指定するドライブ
文字および名前

ORACLE_HOME_
KEY   

OracleパラメータのHKEY_LOCAL_MACHINEの位
置

SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID

ORACLE_HOME_ 
NAME   

Oracle製品がインストールされる Oracleホーム・
ディレクトリのホーム名を指定します。

インストール中に指定する名前

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
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レジストリ・パラメータ
ORACLE_PRIORITY Oracle ORDBMSプロセスまたは Oracle DBMSプロ
セス内でのスレッドのWindows NTスケジューリン
グの優先順位が指定されます。書式は次のとおりで
す。

name1:priority1;name2:priority2 . . .

CLASS:normal; DEF:normal

CLASSという名前により、Oracleプ
ロセスの優先順位の高いクラスが指
定されます。 

スレッドは、個別または一括で優先
順位を割り当てられます。集合名
USERにより、非バックグラウンド
（シャドウ）スレッドが指定されま
す。集合名 DEFにより、明確に処理
されないすべてのスレッド・タイプ
が指定されます。有効な個別バック
グラウンド・スレッド名は、DBWR、
LGWR、PMON、SMON、ARCH、
RECO、CKPT、TRWR、SNP0～
SNP9です。 

注意注意注意注意 : ORACLE_PRIORITYは、レジ
ストリに自動作成されません。レジ
ストリで定義されていない場合は、
Windows NTのデフォルト値がス
レッドの優先順位として使用されま
す。 

ORACLE_SID ホスト・マシン上の Oracleデータベース・インスタ
ンスの名前を指定します。インスタンスの SIDが
ORACLE_SIDパラメータの値です。

デフォルト値は、Oracle Universal 
Installerの「データベースの識別」
ウィンドウのエントリにより指定さ
れます。

OWAST Oracle Web Publishing Assistantファイルの位置を指
定します。

ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥ASSISTANTS¥OWAST

OWASTDBS データベース接続共有が使用不可であるかどうかを指
定します。

OFF

OWAST_HOME Oracle Web Publishing Assistantサービスの名前を指
定します。

OracleWebAssistant0

RDBMS_
ARCHIVE 

バックアップ・データベース・ファイルの位置を指定
します。

ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥DATABASE
¥ARCHIVE

RDBMS_
CONTROL 

バックアップ・データベース制御ファイルの位置を指
定します。

ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥DATABASE

SQLPATH SQLスクリプトの位置を指定します。 ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥DBS

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
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レジストリ・パラメータ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE
このサブキーには、次のパラメータが含まれています。

 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥ALL_HOMES
このサブキーはコンピュータの各 Oracleホーム・ディレクトリに関する一般情報を提供し
ます。このサブキーには IDxサブキーと次に示すパラメータ、および C-8ページで示す他の
パラメータが含まれます。

IDx
このサブキーは、同じ番号の HOMEIDに対応しています（最初のインストールには
HOME0、2番目のインストールには HOME1など）。IDxには次のパラメータが含まれてい
ます。表示される値は、インストール中に Oracle Universal Installerの「ファイルの場所」
ダイアログ・ボックスで何を入力するかによって決まります。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥ALL_HOMESパラメータパラメータパラメータパラメータ
このサブキーには、次のパラメータが含まれています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値のエントリデフォルト値のエントリデフォルト値のエントリデフォルト値のエントリ

INST_LOC Oracle Universal Installerのファイルの位置を指定し
ます。

System Drive:¥Program 
Files¥Oracle¥Inventory

OO4O Oracle Objects for OLEメッセージ・ファイルの位置を
指定します。

ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥OO4O¥MESG

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値のエントリデフォルト値のエントリデフォルト値のエントリデフォルト値のエントリ

NAME IDxの Oracleホームのホーム名を指定します。これ
は、Oracleホーム名の入力を求められたときに指定す
る値です。

インストール中に指定する名前

PATH IDxの Oracleホーム・ディレクトリを指定します。 ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

DEFAULT_HOME デフォルトの Oracleホーム名（マシンにインストール
される最初の Oracleホーム名）を指定します。

インストール中に指定する名前

HOME_COUNTER インストールされる Oracleホームの数を指定します。 1
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レジストリ・パラメータ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services
このサブキーには、次のパラメータが含まれています。

� Oracle Performance Monitor for Windows NTのパラメータ

� Oracleサービスのパラメータ

Oracle Performance Monitor for Windows NTのパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ
Oracle Performance Monitor for Windows NTのパラメータは、HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥Oracle8¥Performanceに表示されます。

Oracle Performance Monitor for Windows NTで Oracleパフォーマンス・オブジェクトに関
する情報を表示するには、データベースにログオンされている必要があります。デフォルト
の情報が該当しない場合、または別のデータベースにアクセスする場合は、次のパラメータ
を変更します。

LAST_HOME 直前にインストールされた Oracleホームの ID番号を
表示します。たとえば、直前にインストールされた
Oracleホームが HOME0である場合には、番号 0が表
示されます。

0

注意注意注意注意 : ホスト名およびパスワード、ユーザー名の値だけを変更して、任
意のデータベースを示すようにしてください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
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レジストリ・パラメータ
Oracle Performance Monitor for Windows NTのエントリ・ポイントには次のパラメータが
必要です。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

Hostname Net8接続文字列が表示されます。Net8接続文字列により、SIDを編集でき
ます（この例では SIDというラベルの 2つのエントリです）。1

DESCRIPTION=

  (ADDRESS_LIST=

    (ADDRESS=

      (PROTOCOL=BEQ)

      (PROGRAM=oracle8)

      (ARGV0=oracle8SID)

      (ARGS='(DESCRIPTION=(LOCAL=YES)(ADDRESS=
(PROTOCOL=beq)))')

    )

  )

  (CONNECT_DATA=(SID=SID))

)

1 2:、2:orclおよび 2:sid接続文字列は、Oracle8i for Windows NTへのローカル接続ではサポートされていません。そのかわ
りに、ローカル接続のデフォルト接続文字列では Bequeathプロトコル・サポートが使用されます。

該当なし

Password データベースにアクセスするユーザー名で使う暗号化パスワードが表示さ
れます。

MANAGER（暗号化）

Username データベースにアクセスするユーザーの名前が表示されます。 SYSTEM

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

Close DLLのクローズ・エントリ・ポイントを指定し
ます。

CloseOracle8PerformanceData

Collect DLLのコレクション・エントリ・ポイントを指
定します。

CollectOracle8PerformanceData

Library Oracle Performance Monitor for Windows NTの
DLLの名前を指定します。

ORAPERF.DLL

Open DLLのオープン・エントリ・ポイントを指定し
ます。

OpenOracle8PerformanceData
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Oracle Parallel Serverのレジストリ・パラメータ
次のパラメータで、Oracle Performance Monitor for Windows NTのログ・ファイルおよび
オブジェクト構成ファイルを指定します。

 

Oracleサービスのパラメータサービスのパラメータサービスのパラメータサービスのパラメータ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Servicesサブキーには、各 Oracle
サービスに対応する追加のサブキーが含まれています。

サービス・サブキーにはそれぞれ次のパラメータが含まれています。

Oracle Parallel Serverのレジストリ・パラメータのレジストリ・パラメータのレジストリ・パラメータのレジストリ・パラメータ
次に示す Oracle8i Parallel Serverレジストリ値は、オラクル社でのオペレーティング・シス
テム依存（OSD）クラスタ・モジュールの参照実装に基づいています。そのため、使用して
いるクラスタ環境には該当しない情報が含まれている場合があります。 特定のクラスタ構成
のインストールおよび構成の詳細は、ハードウェアの販売元に問い合せてください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

LOGFILE Oracle Performance Monitor for Windows NTログ・
ファイルの名前を指定します。Oracleオブジェクト
が表示されない、またはデータベース・アクセスの
問題が生じるなどのエラーは、すべてログ・ファイ
ルによって報告されます。

ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥DBS
¥OPERF81.LOG

PERF_FILE_NAME PERF.ORAファイルの位置を指定します。
PERF.ORAには Oracle Performance Monitor for 
Windows NTによって表示されるパフォーマンス・
オブジェクトがすべて含まれます。

ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥
DBS¥PERF81.ORA

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 デフォルト値のエントリデフォルト値のエントリデフォルト値のエントリデフォルト値のエントリ

DisplayName SIDが SIDであるインスタンスのサービス名を指定し
ます。

サービスの名前。たとえば、
OracleServiceORCL1となります。た
だし ORCL1は SIDです。

ImagePath サービスによって起動される実行可能ファイルの完全
修飾パス名、および実行時に実行可能ファイルに渡さ
れるコマンド行引数をすべて指定します。

製品の実行ファイルへのパス

ObjectName サービスでログオンする必要のあるログオン・ユー
ザー・アカウントとマシンを指定します。

LocalSystem
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Oracle Parallel Serverのレジストリ・パラメータ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD
このサブキーには、次のような必須の値とオプションの値が含まれています。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥CM
このサブキーには、Cluster Manager（CM）レジストリ値が含まれます。

値値値値 タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

CMDLL REG_SZ Cluster Manager（CM）DLLのフルパスを指定します。必須。

IODLL REG_SZ 入出力（IO）DLLのフルパスを指定します。必須。

IPCDLL REG_SZ プロセス間通信（IPC）DLLのフルパスを指定します。必須。

PMDLL REG_SZ Performance & Management（P&M）DLLのフルパスを指定しま
す。P&Mは OSDコンポーネントではありませんが、この領域に常
駐します。この DLLのメンテナンスは Oracleが行います。 Oracle 
Enterprise Managerを使用する場合は必須。

STARTDLL REG_SZ Startup DLLのフルパスを指定します。オプション。

注意注意注意注意 : Performance & Management（P&M）DLLコンポーネントは、各
ハードウェア・ベンダーの OSDレイヤーと同時にはインストールされな
くなりました。P&M DLLは、Oracle8i Parallel Serverとともに ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥BINディレクトリにインストールされます。

値値値値 タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

ErrorLog REG_SZ CMが Startupモジュールによって開始される場合、CMエラー・
ログ・ファイルの場所を指定します。
SYSTEMROOT¥SYSTEM32¥CM.LOGを使用することをお薦めし
ます。 

CMがサービスとして開始される場合、エラー・ログは自動的に
この場所に配置されます。この場合、ErrorLogの値を設定する必
要はありません。

CmSrvrPath REG_SZ CM実行可能ファイルのフルパスを指定します。 STARTモジュー
ルを使用し、CMが Startupモジュールにより開始される場合は
必須。
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Oracle Parallel Serverのレジストリ・パラメータ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PM

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥DB_NAME
このサブキーには、Performance & Management（P&M）レジストリ値が含まれます。
Oracle8i Parallel Serverの各クラスタは、このサブキーの下に固有のレジストリ・サブキー
を持っています。ドメイン・キー名は、クラスタ名と同じです。これらのキーの内部では、
ドメインごと、およびインスタンスごとの情報を提供するための値が定義されます。

DefinedNodes REG_MULTI_SZ TCP/IP DNSホスト名のリストです。それぞれのホスト名は、ク
ラスタ内の潜在的メンバーを定義します。 これらのホスト名は、
SYSTEMROOT¥SYSTEM32¥DRIVERS¥ETC¥HOSTSファイルのホ
スト名と同一である必要があります。必須。

注意注意注意注意 :この値の HostNamesの順序によりノード番号（0...n）が決
定されるため、この順序は重要です。クラスタ・メンバーである
ホストは、完全に同じ値を持つ必要があります。

PollInterval REG_DWORD 異なるノード上の CM間のチェックイン時間を定義します。それ
ぞれの CMは、ポーリング間隔ごとに少なくとも 1つのステータ
ス・パケットをその他の全ノードに送信することになっています。
デフォルトは 1000ミリ秒（1秒）です。

MissCount REG_DWORD チェックインが何回ないと、CMとその関連ノードがクラスタに
よりダウンを宣言されるかを定義します。デフォルト値は 3です。

CmHostName REG_SZ ローカルの CMで使用されます。ノード上で複数のネットワーク
を使用できる場合に、マルチホスト環境で有用です。

CmDiskFile REG_SZ スプリット・ブレイン検出機能を有効にします。この機能を使用
可能にするには、この値を、たとえば ¥¥.¥OPS_CMDISKなどの
2MBより大きいパーティションに 設定します。NULL値はこの
機能が使用不可であることを意味します。

値値値値 タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

0 REG_MULTI_SZ 1次ノードの最初のインスタンス（OP1）に割り当てられたクラ
スタのインスタンス IDデータを次の形式で指定します。

SID COMPUTER_NAME HOST_NAME ORACLE_HOME

たとえば次のように指定します。

op1 OPSHIP1 opship1 c:¥oracle¥ora81

値値値値 タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明
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REGEDT32によるレジストリ値の変更
REGEDT32によるレジストリ値の変更によるレジストリ値の変更によるレジストリ値の変更によるレジストリ値の変更

Oracleに関連した設定を編集する手順は、次のとおりです。に関連した設定を編集する手順は、次のとおりです。に関連した設定を編集する手順は、次のとおりです。に関連した設定を編集する手順は、次のとおりです。

1. 次の 2つの方法のいずれかを使用してレジストリを起動します。

� コマンド・プロンプトで、次のように入力します。

C:¥> REGEDT32

� 「スタート」→「ファイル名を指定して実行」を選択し、「名前」フィールドに
REGEDT32と入力し、「OK」をクリックします。

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

1 REG_MULTI_SZ 2次ノードの 2番目のインスタンス（OP2）に割り当てられたク
ラスタのインスタンス IDデータを次の形式で指定します。

SID COMPUTER_NAME HOST_NAME ORACLE_HOME

たとえば次のように指定します。

op2 OPSHIP2 opship2 c:¥oracle¥ora81

n REG_MULTI_SZ n番目のノードの n番目のインスタンス（OPn）に割り当てられ
たクラスタのインスタンス IDデータを次の形式で指定します。

注意注意注意注意 : どうしても必要な場合を除き、レジストリは編集しないでくださどうしても必要な場合を除き、レジストリは編集しないでくださどうしても必要な場合を除き、レジストリは編集しないでくださどうしても必要な場合を除き、レジストリは編集しないでくださ
い。い。い。い。 レジストリにエラーが発生すると、レジストリにエラーが発生すると、レジストリにエラーが発生すると、レジストリにエラーが発生すると、Oracle8i for Windows NTが機能が機能が機能が機能
しなくなることがあり、レジストリ自体が使用不能になることがありましなくなることがあり、レジストリ自体が使用不能になることがありましなくなることがあり、レジストリ自体が使用不能になることがありましなくなることがあり、レジストリ自体が使用不能になることがありま
す。す。す。す。

注意注意注意注意 : Windows 95およびWindows 98のレジストリを編集するには、
REGEDITを使用します。REGEDITを使用してレジストリにパラメータを
追加するときに表示されるダイアログ・ボックスは、次で説明する
REGEDT32のダイアログ・ボックスとはわずかに異なります。手順につい
てはWindows 95およびWindows 98のドキュメントを参照してくださ
い。

値値値値 タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明
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REGEDT32によるレジストリ値の変更
2. 適切なキーをダブルクリックして、表示または変更する値にナビゲートします。

ウィンドウの左側には、レジストリ・キーの階層構造が表示されます。また、ウィンド
ウの右側には、レジストリ・キーに対応付けられている値が表示されます。

3. パラメータをダブルクリックして編集します。

「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 必要な編集を行います。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「レジストリ」メニューから「レジストリ エディタの終了」を選択します。
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REGEDT32によるレジストリ・パラメータの追加
REGEDT32によるレジストリ・パラメータの追加によるレジストリ・パラメータの追加によるレジストリ・パラメータの追加によるレジストリ・パラメータの追加
レジストリにパラメータを追加する手順は、次のとおりです。レジストリにパラメータを追加する手順は、次のとおりです。レジストリにパラメータを追加する手順は、次のとおりです。レジストリにパラメータを追加する手順は、次のとおりです。

1. 次の 2つの方法のうちのどちらかを使ってレジストリを起動します。

� MS-DOSコマンド・プロンプトで、次のように入力します。

C:¥> REGEDT32

� 「スタート」→「ファイル名を指定して実行」を選択し、「名前」フィールドに
REGEDT32と入力し、「OK」をクリックします。

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

2. 新しい値を追加するキーを検索します。

3. 「編集」メニューから「値の追加」を選択します。

「値の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「値の名前」テキスト・ボックスに、現在選択されているキーに割り当てる名前を入力
します。

5. 「データ タイプ」リストで、追加した値に割り当てる値のクラスを選択します。

� データ文字列の場合は、REG_SZ、REG_EXPAND_SZ（展開可能文字列の場合）ま
たは REG_MULTI_SZ（複数行文字列の場合）。

� バイナリ値の場合は、値エントリを DWORD（16進データ）エントリとして識別す
る接頭辞 REG_DWORDが付きます。

6. 「OK」をクリックします。

注意注意注意注意 : REGEDITを使用して、Windows 95およびWindows 98のレジス
トリを編集します。REGEDITを使用してレジストリにパラメータを追加
するときに表示されるダイアログ・ボックスは、次で説明する REGEDT32
のダイアログ・ボックスとはわずかに異なります。手順については
Windows 95およびWindows 98のドキュメントを参照してください。
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Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用した、レジストリ・パラメータの追加と変更
データ型に対応する「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. パラメータの値を入力します。

8. 「OK」をクリックします。

レジストリ エディタによってパラメータが追加されます。

9. 「レジストリ」メニューから「レジストリ エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。

Oracle Administration Assistant for Windows NTを使用した、レジを使用した、レジを使用した、レジを使用した、レジ
ストリ・パラメータの追加と変更ストリ・パラメータの追加と変更ストリ・パラメータの追加と変更ストリ・パラメータの追加と変更

Oracleホームのパラメータの追加、編集および削除に REGEDT32を使用するかわりに、
Oracle Administration Assistant for Windows NTの一部として含まれている Oracleホーム
構成スナップインを使用できます。この製品を使用するには、コンピュータにMicrosoft管
理コンソールをインストールする必要があります。 Oracleホームのパラメータは、HKEY_
LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDキーにあります。

Oracleホームのパラメータの詳細は、C-3ページの「HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID」を参照してください。

Oracle Administration Assistant for Windows NTの起動の起動の起動の起動
Oracle Administration Assistant for Windows NTを起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」の順に選択し
ます。

Oracle Administration Assistant for Windows NTが起動します。

2. 「Oracleホーム」を展開します。

3. 変更する Oracleホームを右クリックします。

4. 「プロパティ」をクリックします。

「プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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Oracle Performance Monitor for Windows NTのパラメータの変更
Oracleホーム・パラメータの追加ホーム・パラメータの追加ホーム・パラメータの追加ホーム・パラメータの追加
データ型が REG_SZであるパラメータだけを追加できます。データ型が REG_EXPAND_
SZ、REG_MULTI_SZまたは REG_DWORDであるパラメータを追加するには、REGEDT32
を使用します。

Oracleホーム・パラメータを追加する手順は次のとおりです。ホーム・パラメータを追加する手順は次のとおりです。ホーム・パラメータを追加する手順は次のとおりです。ホーム・パラメータを追加する手順は次のとおりです。

1. 「プロパティ」ダイアログ・ボックスで「追加」をクリックします。

2. 「パラメータ名」テキスト・ボックスに名前を入力します。

3. 「パラメータ値」テキスト・ボックスに値を入力します。

4. 「OK」をクリックします。

5. 「適用」をクリックします。

Oracleホーム・パラメータの編集ホーム・パラメータの編集ホーム・パラメータの編集ホーム・パラメータの編集
デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト SIDを変更する手順は次のとおりです。を変更する手順は次のとおりです。を変更する手順は次のとおりです。を変更する手順は次のとおりです。

� 「プロパティ」ダイアログ・ボックスの「デフォルト SID」リストから SIDを選択しま
す。

他のパラメータを編集する手順は次のとおりです。他のパラメータを編集する手順は次のとおりです。他のパラメータを編集する手順は次のとおりです。他のパラメータを編集する手順は次のとおりです。

1. 「プロパティ」ダイアログ・ボックスの「他の設定」テキスト・ボックスでパラメータ
を選択します。

2. 「編集」をクリックします。

3. 値を変更します。

4. 「OK」をクリックします。

5. 「適用」をクリックします。

Oracleホーム・パラメータの削除ホーム・パラメータの削除ホーム・パラメータの削除ホーム・パラメータの削除
Oracleホーム・パラメータを削除する手順は次のとおりです。ホーム・パラメータを削除する手順は次のとおりです。ホーム・パラメータを削除する手順は次のとおりです。ホーム・パラメータを削除する手順は次のとおりです。

1. 「プロパティ」ダイアログ・ボックスの「他の設定」テキスト・ボックスでパラメータ
を選択します。

2. 「削除」をクリックします。

Oracle Performance Monitor for Windows NTのパラメータの変更のパラメータの変更のパラメータの変更のパラメータの変更
Oracle Performance Monitor for Windows NTの Hostname、Passwordおよび Usernameパ
ラメータを変更する場合には、REGEDT32ではなく、この項で説明するツールの 1つを使用
できます。
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Oracle Performance Monitor for Windows NTのパラメータの変更
Hostname、Passwordおよび Usernameパラメータの詳細は、C-9ページの「Oracle 
Performance Monitor for Windows NTのパラメータ」を参照してください。

OPERFCFGの使用の使用の使用の使用
OPERFCFGはMS-DOSのコマンド・プロンプトから実行する Oracleツールです。

この表では、OPERFCFGコマンド行構文について説明し、使用例を紹介します。

-U、-Pおよび -Dコマンドはすべてオプションです。

使用する構文使用する構文使用する構文使用する構文 OPERFCFG [-U USERNAME] [-P PASSWORD] [-D DATABASE_NAME]

構文の説明構文の説明構文の説明構文の説明 � -U USERNAME Oracle Performance Monitor for Windows NTがデータ
ベースにログインするために使用する Usernameレジス
トリ・パラメータの値。このデータベースに対する DBA
権限が必要です。

� -P PASSWORD ユーザー名に対する Passwordレジストリ・パラメータ
の値。 

� -D DATABASE_NAME Oracle Performance Monitor for Windows NTがデータ
ベースに接続するために接続するために使用するネッ
ト・サービス名。Hostnameレジストリ・パラメータに
影響します。ネット・サービス名は監視するデータベー
スの SIDに対応します。-Dコマンドを指定するときに
は、データベース名の値を省略できます。 

例例例例 1

ユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワード
の変更の変更の変更の変更

C:¥> OPERFCFG -U DBA_ADMIN -P FRANK 

このコマンドを実行すると、ユーザー名は DBA_ADMINに、パスワードは FRANK
に変更されて、データベース名は現在の値が残ります。

例例例例 2

ユーザー名、パスワードおよユーザー名、パスワードおよユーザー名、パスワードおよユーザー名、パスワードおよ
びデータベース名の変更びデータベース名の変更びデータベース名の変更びデータベース名の変更

C:¥> OPERFCFG -U DBA_ADMIN -P FRANK -D PROD

このコマンドを実行すると、ユーザー名は DBA_ADMINに、パスワードは FRANK
に、データベース名は PRODに変更されます。

例例例例 3

パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更

C:¥> OPERFCFG -P FRANK 

このコマンドを実行すると、現在のユーザー名およびデータベース名に対応するパス
ワードは FRANKに変更されます。

例例例例 4

データベース名を空の値に変データベース名を空の値に変データベース名を空の値に変データベース名を空の値に変
更更更更

C:¥> OPERFCFG -D 

Hostnameパラメータがブランク値に変更されます。この変更により、Oracle 
Performance Monitor for Windows NTはコンピュータのデフォルトのデータベース
に接続します。現在のユーザー名およびパスワードは、このデータベースの有効なア
カウントである必要があります。
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Oracle Administration Assistant for Windows NTの使用の使用の使用の使用
Oracle Performance Monitoringスナップインは、Oracle Administration Assistant for 
Windows NTの一部です。この製品を使用するには、コンピュータにMicrosoft管理コン
ソールをインストールする必要があります。

Oracle Performance Monitoringスナップインを使用する手順は次のとおりです。スナップインを使用する手順は次のとおりです。スナップインを使用する手順は次のとおりです。スナップインを使用する手順は次のとおりです。

1. 「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Oracle Administration Assistant for Windows NT」の順に選択し
ます。

Oracle Administration Assistant for Windows NTが起動します。

2. 「パフォーマンス・モニター」を右クリックします。

3. 「プロパティ」をクリックします。

「パフォーマンス・モニターのプロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「ユーザー名」、「パスワード」または「データベース」テキスト・ボックスのテキスト
を変更して、「適用」をクリックします。
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ロー・パーティションへの表領域の
D

ロー・パーティションへの表領域の格納ロー・パーティションへの表領域の格納ロー・パーティションへの表領域の格納ロー・パーティションへの表領域の格納

この付録では、表領域のデータ・ファイルをロー・パーティション上に格納するためのシス
テム構成方法を説明します。

次の項目について説明します。

� ロー・パーティションの概要

� 拡張パーティションの作成

� ロー・パーティションでの表領域の作成

� CRLOGDRユーティリティ

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverには、追加の構成ツールが必要になります。論
理パーティションの作成とシンボリック・リンクの割当てに関する詳細は、
Windows NT用の『Oracle8i Parallel Server for Windows NT 管理者ガイド』
を参照してください。Oracle Parallel Server用のパーティションの作成には、
この付録を使用しないでください。
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ロー・パーティションの概要
ロー・パーティションの概要ロー・パーティションの概要ロー・パーティションの概要ロー・パーティションの概要
表領域のデータ・ファイルは、ファイル・システム上だけでなく、ロー・パーティション上
にも格納できます。

ロー・パーティションは、最下位レベルでアクセスされる物理ディスクの一部です。ファイ
ル・システムが配置されているパーティションへの入出力（I/O）と比べ、ロー・パーティ
ションへの入出力ではパフォーマンスが約 5%～ 10%向上します。

ロー・パーティションは、拡張パーティションと論理パーティションを生成し、パーティ
ションが割り当てられた後で、フォーマットを適用する前に作成されます。Windows NT
ディスク アドミニストレータを使用すると、物理ドライブ上に拡張パーティションを作成で
きます。

拡張パーティションとは、データベース・ファイル用の複数の論理パーティションを割り当
てられる、ディスク上のロー領域を指します。拡張パーティションにより、論理パーティ
ションを大量に定義して、Oracle8i データベースを使用するアプリケーションに対応できる
ようになり、4つまでというパーティションの制限を回避できます。これにより、論理パー
ティションにはシンボリック・リンク名を付けられるので、ドライブ文字を指定する必要が
なくなります。

次の図に示す「ディスク アドミニストレータ」ウィンドウには、4つのディスクが表示され
ています。そのうちの 2つには、拡張パーティションがあります。

2つの拡張
パーティション
（ディスクあたり 1つ）

プライマリ・パーティション
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ロー・パーティションの概要
ディスクの定義ディスクの定義ディスクの定義ディスクの定義
Windows NTは、起動時に検出した各ディスク・ドライブを次の命名規則に従って定義しま
す。

¥Device¥Harddiskm¥Partitionn

Harddiskmと Partitionnはそれぞれ、「ディスク アドミニストレータ」ウィンドウ（前の
図）に示されている物理ドライブ番号と論理パーティション番号です。Harddiskmは 0から
始まり、Partitionnは 1から始まります。

Partition0には、ディスク全体にアクセスできるという特別な意味があります。 たとえば、
前の図の 2番目の物理ドライブ上の 最初の論理パーティション（E:）には、次のエントリが
あります。

¥Device¥Harddisk1¥Partition1

システム（通常は Cドライブ）上の最初の論理パーティションには、次のエントリがありま
す。

¥Device¥Harddisk0¥Partition1

ロー・パーティションの定義ロー・パーティションの定義ロー・パーティションの定義ロー・パーティションの定義
ロー・パーティションには、次の 2種類があります。

� 物理ディスク

� 論理パーティション

ディスク番号ディスク番号ディスク番号ディスク番号 内容内容内容内容

ディスク 0 プライマリ・パーティション

ディスク 1 6つの論理パーティションと 246MBの空き領域がある拡張パーティショ
ン

ディスク 2 3つの論理パーティションと 1146MBの空き領域がある拡張パーティショ
ン

ディスク 3 フォーマットされていないパーティション

注意注意注意注意 : パーティションがフォーマットされているかどうかは、斜線の方
向から判断できます。 フォーマット済のパーティションの斜線は左上から
右下方向（＼＼）に表示され、フォーマットされていないパーティション
の斜線は右上から左下方向（／／）に表示されます。
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ロー・パーティションの概要
物理ディスク物理ディスク物理ディスク物理ディスク
物理ディスクは、ディスク全体を示し、次を指します。

 ¥Device¥Harddiskx¥Partition0. 

Windows NTでは、¥¥.¥PhysicalDrivex（xはディスク アドミニストレータのハード・ディ
スク・ドライブ番号に対応する番号）というシンボリック・リンク名が自動的に作成されま
す。この Xは、¥Device¥HarddiskX¥Partition0の Xと一致します。 

¥¥.¥PhysicalDrivexは、コンピュータ内のすべてのハード・ディスクに対して、Windows 
NTによって自動的に定義されます。たとえば、3つのハード・ディスクがあるコンピュー
タの場合は、次のようになります。

¥¥.¥PhysicalDrive0 
¥¥.¥PhysicalDrive1 
¥¥.¥PhysicalDrive2 

これらの名前は、内部的に次のように展開されます。

¥¥.¥PhysicalDrive0 = ¥Device¥Harddisk0¥Partition0 
¥¥.¥PhysicalDrive1 =¥Device¥Harddisk1¥Partition0 
¥¥.¥PhysicalDrive2 =¥Device¥Harddisk2¥Partition0 

Partition0は、そのディスク上のパーティション・スキームが何であっても、物理ディスク
全体を表す特別なパーティション番号です。Windows NTで認識されるすべてのディスクに
は、ディスク アドミニストレータによって各ディスクの最初のブロックに署名が書き込まれ
ます。ブロックの上書きを防ぐために、Oracleデータ・ファイルに使用される物理ロー・
パーティションでは最初のブロックがスキップされます。

論理パーティション論理パーティション論理パーティション論理パーティション
論理パーティションとは、ディスク アドミニストレータによって作成されパーティション
で、¥Device¥Harddiskx¥Partition0以外のドライブを指します。

論理パーティションには、ドライブ文字（¥¥.¥DRIVE_LETTER:）の付いた名前が最初に割り
当てられ、 シンボリック・リンク名（¥¥.¥SYMBOLIC LINK NAME）が再度割り当てられる
のが一般的です。たとえば、¥¥.¥D: にシンボリック・リンク名 ¥¥.¥ACCOUNTING_1が割り
当てられているとします。ドライブ文字とシンボリック・リンク名のいずれが使用されてい
るかにかかわらず、論理パーティションはディスク全体ではなくディスク内の特定のパー
ティションを表すように定義されます。これらの名前は、内部的に次のように展開されま
す。 

¥¥.¥D:= ¥Device¥Harddisk2¥Partition1 

注意注意注意注意 : 物理ディスクを使用することもできますが、論理パーティション
の使用をお薦めします。
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ロー・パーティションの概要
¥¥.¥ACCOUNTING_1= ¥Device¥Harddisk3¥Partition2 

ドライブ文字は、ディスク アドミニストレータを使用して特定のパーティションに割り当て
ることができます。一方、シンボリック・リンク名は、DOSDEV.EXEなどのユーティリ
ティを使用して割り当てられます。DOSDEV.EXEは、Windows NTリソース・キットまた
は SETLINKSユーティリティに含まれています。

物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項
使用するロー・パーティションを決定する際に、次のことを考慮してください。

� 物理ディスクは、ディスク全体を表すようWindows NTによって自動的に定義されま
す。ユーザーが定義することはできません。 

� 論理パーティションは、ディスク内の特定のパーティションを表すようにユーザーが定
義する必要があります。これらのパーティションは、拡張パーティションに含まれる論
理パーティションまたはドライブにしてください。Partition0として定義することはで
きません。 

� Oracleデータ・ファイル用にディスク全体（Partition0）を使用することと、Oracle
データ・ファイル用にディスク全体を占めるパーティションを使用することは、同じで
はありません。1つのパーティションがディスク全体を占めている場合でも、ディスク
上にはパーティションに含まれていないわずかな領域が残っています。 

� ディスク全体（Partition0）を Oracleデータ・ファイル用に使用する場合は、Windows 
NTが提供する定義済みの物理ロー名を使用します。 

� 特定のパーティションを使用し、そのパーティションがディスク全体を占める場合は、
論理パーティションを使用します。

� ディスク アドミニストレータで作成した特定のパーティションを使用する場合は、
（ディスク全体を占める場合でも）論理パーティション番号ではなくシンボリック・リ
ンク名を定義して使用します。

一般的な質問一般的な質問一般的な質問一般的な質問
質問質問質問質問 : 論理パーティションを作成して、物理ディスク規則名を定義した場合、どのよう
な影響がありますか。たとえば次のように指定します。

¥¥.¥PhysicalDriveACCOUNTING_1 = ¥Device¥Harddisk2¥Partition1 
¥¥.¥PhysicalDriveACCOUNTING_2 = ¥Device¥Harddisk3¥Partition1 

答答答答 : Oracleデータベースでは、実際には論理パーティションであったとしても、物理
ディスク規則を使用してデータ・ファイルを処理します。物理ディスク命名規則を使用

注意注意注意注意 : Oracleのデータ・ファイルに使用される論理ロー・パーティショ
ンの最初のブロックはスキップされません。
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拡張パーティションの作成
している限り、これによってデータが壊れたり失われたりすることはありません。でき
るだけ早い時期に論理パーティションに転換することをお薦めします。 詳細は、D-6
ページの「互換性の問題」を参照してください。

質問質問質問質問 : Partition0を表す論理名を作成した場合、どのような影響がありますか。たとえ
ば、次のような場合です。

¥¥.¥ACCOUNTING_1 = ¥Device¥Harddisk1¥Partition0 

答答答答 :ディスク アドミニストレータでは、通常、各ディスクの最初のブロックに署名を書
き込みます。そのため、データ・ファイルのヘッダー部分が上書きされてしまうことも
あり、深刻な影響があります。

また、データが失われる可能性もあります。Partition0は、論理パーティション規則で
使用しないでください。 適切な規則で Oracleデータベースを再構築する方法について
は、D-6ページの「互換性の問題」を参照してください。

質問質問質問質問 : バックアップのためにロー・パーティションの内容を標準ファイル・システムへ
転送するにはどうすればよいのですか。

答答答答 :物理ロー規則および論理ロー規則のいずれの場合でも、Oracleが提供する OCOPY
ツールを使用して、データをロー・パーティションに、またはロー・パーティションか
らコピーします。詳細は、D-6ページの「互換性の問題」を参照してください。

互換性の問題互換性の問題互換性の問題互換性の問題
物理パーティション規則と論理パーティション規則には、互換性がありません。物理ロー規
則では、追加ブロックをスキップするためです。また、これらのパーティションの内容に互
換性がないため、単純に OCOPYを使用して物理ディスクから論理パーティションにコピー
することはできません。

物理規則から論理規則に変換するには、次のようにします。物理規則から論理規則に変換するには、次のようにします。物理規則から論理規則に変換するには、次のようにします。物理規則から論理規則に変換するには、次のようにします。

1. （ローカル）ファイル・システムに全データベースのエクスポートを実行します。 

2. 論理パーティションを作成し、これらのパーティションに論理名を定義します。 

3. 新しい論理パーティションを使用してデータベースを再作成します。 

4. 新しく作成したデータベースに全データベースのインポートを実行します。

データベースのインストールで論理パーティションに物理ディスク規則を使用している場合
は、前述の手順に従ってできるだけ早い時期に論理パーティション規則に変換することをお
薦めします。

拡張パーティションの作成拡張パーティションの作成拡張パーティションの作成拡張パーティションの作成
拡張パーティションは、1つのディスクに対して 1つしか作成できません。拡張パーティ
ションの空き領域を使用して、複数の論理パーティションを作成したり、空き領域の全部ま
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拡張パーティションの作成
たは一部を使用して、フォールト・トレランスの目的でボリューム・セットまたは他の種類
のボリュームを作成できます。

拡張パーティションを作成するには、次のようにします。拡張パーティションを作成するには、次のようにします。拡張パーティションを作成するには、次のようにします。拡張パーティションを作成するには、次のようにします。

1. 「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「ディスク アドミニストレータ」を
選択します。

「ディスク アドミニストレータ」ウィンドウが表示されます。

右上から左下方向に表示される斜線は、パーティション化されていないデバイスを示し
ます。

2. 共有ディスク・サブシステム上にあるディスクの拡張パーティションの空き領域を、マ
ウスでクリックして選択します。

ディスク全体を使用することをお薦めします。

3. 「パーティション」→「拡張パーティションの作成」を選択します。

「拡張パーティションの作成」ウィンドウに、拡張パーティションの最小サイズと最大
サイズが表示されます。
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拡張パーティションの作成
4. デフォルトの最大サイズを使用して、「OK」をクリックします。

拡張パーティションが作成されます。

斜線が左上から右下方向に表示され、パーティションが拡張パーティションであること
を示します。

拡張パーティションでの論理パーティションの作成拡張パーティションでの論理パーティションの作成拡張パーティションでの論理パーティションの作成拡張パーティションでの論理パーティションの作成
拡張ドライブを作成したら、そこに論理パーティションを割り当てる必要があります。論理
パーティションには、アルファベットが割り当てられます。 

拡張パーティションに論理パーティションを作成するには、次のようにします。拡張パーティションに論理パーティションを作成するには、次のようにします。拡張パーティションに論理パーティションを作成するには、次のようにします。拡張パーティションに論理パーティションを作成するには、次のようにします。

1. 拡張パーティションの空き領域の一部をマウスでクリックして選択します。

2. 「パーティション」→「作成」を選択します。

「論理ドライブの作成」ウィンドウに、論理パーティションの最小サイズと最大サイズ
が表示されます。

注意注意注意注意 : 「パーティション」→「今すぐ変更を反映」を選択するか、ディス
ク アドミニストレータを終了しないかぎり、変更は保存されません。

注意注意注意注意 : 1つの拡張パーティションには、120より多い論理パーティション
は作成しないことをお薦めします。
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拡張パーティションの作成
3. データ・ファイルの論理パーティションのサイズを入力して、「OK」をクリックしま
す。 

サイズは、データ・ファイルの大きさによって異なります。 オーバヘッドのために、こ
のサイズにさらに 2MB増やします。

4. ロー・パーティションに格納するデータ・ファイルごとに、手順 1～ 3を繰り返しま
す。

5. 「パーティション」→「今すぐ変更を反映」を選択します。

確認ダイアログ・ボックスが表示され、ディスクに対して変更が行われたことが通知さ
れます。

6. 「はい」をクリックします。

ダイアログ・ボックスが表示され、ディスクの更新が正常に終了したことが通知されま
す。

7. 「OK」をクリックします。

8. ドライブのハード・ディスク番号とパーティション番号（1から開始）を書きとめます。
次のようなワークシートを使用することをお薦めします。

9. 「パーティション」→「ディスク アドミニストレータの終了」を選択します。

ディスク アドミニストレータが終了します。

ハード・ディスク番号ハード・ディスク番号ハード・ディスク番号ハード・ディスク番号 パーティション番号の範囲パーティション番号の範囲パーティション番号の範囲パーティション番号の範囲

ハード・ディスク x パーティション x～ x

ハード・ディスク x パーティション x～ x
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拡張パーティションの作成
各論理パーティションへのシンボリック・リンクの割当て各論理パーティションへのシンボリック・リンクの割当て各論理パーティションへのシンボリック・リンクの割当て各論理パーティションへのシンボリック・リンクの割当て
D-8ページの「拡張パーティションでの論理パーティションの作成」で作成した論理パー
ティションに割り当てられたドライブ文字を使用しない場合は、Oracle SETLINKSユーティ
リティを使用して、論理ロー・パーティションにシンボリック・リンクを作成します。それ
以外の場合は、ドライブ文字をそのまま使用し、D-11ページの「ロー・パーティションで
の表領域の作成」へ進みます。

SETLINKSユーティリティには、シンボリック・リンク名をロー・パーティションにマップ
する入力 ASCIIファイルが必要です。次の図は、2つのシンボリック・リンク
ACCOUNTING_1と ACCOUNTING_2を、最初のディスク上の 2つの論理パーティション
にマップする ASCIIファイルを示します。

各論理パーティションにシンボリック・リンクを割り当てるには、次のようにします。各論理パーティションにシンボリック・リンクを割り当てるには、次のようにします。各論理パーティションにシンボリック・リンクを割り当てるには、次のようにします。各論理パーティションにシンボリック・リンクを割り当てるには、次のようにします。

1. SETLINKSユーティリティに使用するファイルを作成します。 このパーティション番号
とハード・ディスク番号は、D-8ページの「拡張パーティションでの論理パーティショ
ンの作成」で作成したパーティション番号とハード・ディスク番号と一致する必要があ
ります。

次のようなワークシートを使用すると、このプロセスに役立ちます。

2. このテキスト入力ファイルを SETLINKSユーティリティから実行します。

C:¥> CD ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥BIN
C:¥ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥BIN> SETLINKS /F:PATH/FILENAME

SETLINKSによって、ドライブがシンボリック・ラベル名にマップされます。上の図の
サンプルの入力ファイルを使用すると、SETLINKSの実行結果は次のようになります。

シンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンクシンボリック・リンク
ディスク番号およびパーディスク番号およびパーディスク番号およびパーディスク番号およびパー
ティション番号ティション番号ティション番号ティション番号

ACCOUNTING_1 Harddisk1 Partition1

ACCOUNTING_2 Harddisk1 Partition2

ACCOUNTING_1 ¥Device¥Harddisk1¥Partition1
ACCOUNTING_2 ¥Device¥Harddisk1¥Partition2

パーティション番号�

物理ドライブ番号�

シンボリック・リンク名�
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ロー・パーティションでの表領域の作成
Oracle Corporation. Copyright (c) 1999. All rights reserved.
Created Link:
Created Link:6 = Device:¥Device¥Harddisk1¥Partition1
Created Link:ACCOUNTING_2 = Device:¥Device¥Harddisk1¥Partition2
Dos devices updated successfully.

3. 次に示すように、ドライブが正しい名前でマップされていることを確認します。

C:¥ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥BIN> SETLINKS/D

SETLINKSは、シンボリック・リンク名がどのようにマップされているかを示します。

Oracle Corporation. Copyright (c) 1999. All rights reserved.
ACCOUNTING_1  = ¥Device¥Harddisk1¥Partition1
ACCOUNTING_2  = ¥Device¥Harddisk1¥Partition2

リンクの削除または無視リンクの削除または無視リンクの削除または無視リンクの削除または無視
入力ファイルの内容を変更し、再度 SETLINKSで実行することによって、リンクを削除した
り無視することができます。

既存のシンボリック・リンクを削除するには、次のようにします。既存のシンボリック・リンクを削除するには、次のようにします。既存のシンボリック・リンクを削除するには、次のようにします。既存のシンボリック・リンクを削除するには、次のようにします。

� 入力ファイルにデバイス・パスを含めずにシンボリック・リンクをリストします。 たと
えば次のように指定します。

ACCOUNTING_1 
ACCOUNTING_2 ¥Device¥Harddisk1¥Partition2

この例では、ACCOUNTING_1リンクが削除され、指定された別のリンクが作成され
ます。

リンクを無視するには、次のようにします。

� コメントであることを示すために行頭に "#"を挿入します。これによって、SETLINKS
に無視されます。

ロー・パーティションでの表領域の作成ロー・パーティションでの表領域の作成ロー・パーティションでの表領域の作成ロー・パーティションでの表領域の作成
ロー・パーティション内にあるデータ・ファイルを使用する表領域を作成するには、次のよロー・パーティション内にあるデータ・ファイルを使用する表領域を作成するには、次のよロー・パーティション内にあるデータ・ファイルを使用する表領域を作成するには、次のよロー・パーティション内にあるデータ・ファイルを使用する表領域を作成するには、次のよ
うにします。うにします。うにします。うにします。

1. SQL*Plusを起動します。

C:¥> SQLPLUS

2. Oracleリポジトリ・データベースに接続します。

Enter user-name: SYSTEM/PASSWORD
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CRLOGDRユーティリティ
ここで、SYSTEMユーザー・アカウントの PASSWORDは、デフォルトでMANAGER
です。パスワードを変更した場合は、MANAGERを正しいパスワードに置き換えます。

3. 表領域を作成します。次のいずれかの方法でデータ・ファイルを指定します。 

� SETLINKSが使用されていなかった場合、ドライブ文字は ¥.¥DRIVE_LETTER:

� SETLINKSが使用されていた場合、シンボリック・リンク名は ¥¥.¥SYMBOLIC 
LINK NAME

SQL> CREATE TABLESPACE TABLESPACE DATAFILE '¥¥.¥DATAFILE' SIZE XM;

各項目は次のとおりです。

� TABLESPACEは、表領域名 

� '¥¥.¥'は、ロー・パーティションに割り当てられたドライブ文字またはシンボリッ
ク・リンク名

� Xは、MB単位の表領域（最初の時点では、20MBが適切）

たとえば、ACCOUNTING_1というシンボリック・リンク名が割り当てられた
ACCOUNTING_1という表領域を作成する場合、次のように入力します。

SQL> CREATE TABLESPACE ACCOUNTING_1 DATAFILE ’¥¥.¥ACCOUNTING_1 SIZE 502M;

CRLOGDRユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ
CRLOGDR（論理ドライブ作成）ユーティリティを使用すれば、プライマリ・パーティショ
ンを持たず、拡張パーティションが 1つだけあるディスク上の論理ドライブと関連シンボ
リック名を作成したり削除できます。

CRLOGDRユーティリティは、CD-ROMの ¥OPS_PREINSTALLディレクトリにあります。
このユーティリティを使用するには、CRLOGDR.EXEを一時ディレクトリにコピーします。

このユーティリティは、次のように 8つのパラメータをサポートします。

注意 : BUILD_DB.SQLスクリプトを使用してデータベースを作成する場
合は、ロー・パーティションに格納されているデータ・ファイルを、
¥¥.¥DRIVE_LETTER: または ¥¥.¥SYMBOLIC LINK NAME の命名規則を使
用して変更します。詳細は、6-15ページの「CREATE DATABASE文のス
クリプトへの書込み」を参照してください

/d ゼロから始まるドライブ番号（必須パラメータ）

/s 論理ドライブのサイズ

/n 論理ドライブ番号
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CRLOGDRユーティリティ
例例例例
次の例は、いずれも CRLOGDRの使用方法を示しています。

例例例例 1  
ディスク 3にシンボリック名を指定しないで 300MBの論理ドライブを作成します。

CRLOGDR /d3 /s 300

例例例例 2  
ディスク 3にシンボリック名「CONTROL_FILE」を指定して 100MBの論理ドライブを作成
します。

CRLOGDR /d3 /s 100 /l CONTROL_FILE

例例例例 3  
以前に作成した 2番目の論理ドライブ（2）にシンボリック名「DATA_FILE」を割り当てま
す。

CRLOGDR /d3 /n 2 /l DATA_FILE

例例例例 4  
ディスク 3にシンボリック名を指定しないで 300MBの論理ドライブをオフセット 100MBか
ら作成します。

CRLOGDR /d3 /s 300 /o 100

/o 拡張パーティションの先頭からの空き領域のオフセット

/l シンボリック名

/r 論理ドライブまたはシンボリック名を削除します

/p ディスク・レイアウトを印刷します

/b バナーを表示しません

注意注意注意注意 : オフセット・パラメータの「/o」は、空き領域の開始オフセット
です。
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CRLOGDRユーティリティ
例例例例 5  
2番目の論理ドライブ（2）を削除します。

CRLOGDR /d3 /r /n 2

例例例例 6  
シンボリック名「CONTROL_FILE」を削除します（ディスク番号を指定する必要はありま
せん）。

CRLOGDR /r /l CONTROL_FILE

ディスク・レイアウトの確認ディスク・レイアウトの確認ディスク・レイアウトの確認ディスク・レイアウトの確認
ディスク・レイアウトは、CRLOGDRユーティリティのプリント・パラメータ（/p）を使
用して確認できます。たとえば、ディスク 4のレイアウトを出力するには、次のように指定
します。

CRLOGDR /d4 /p
Oracle Corporation. Copyright (c) 1998. All rights reserved. 
crlogdr - Version 1.0

  NUM        SIZE(MB)       SYMBOLIC NAME  TYPE      OFFSET(MB)    
    1             300          DSS_TABLES     6               0      
    2             300         OLTP_TABLES     6             300     
    3             300           PD_TPCB01     6             600     
    4             300           OLTP_INDX     6             900    
    5             300            OLTP_RBS     6            1200   
    6             300           PD_TPCB04     6            1500    
    7             200           OPS_RBS01     6            1800
*Free               5                  --    --            2000

Total Free Space: 5MB

列にはそれぞれ次のような意味があります。

注意注意注意注意 : このコマンドにより、このドライブに関連付けられているシンボ
リック名も削除されます。

列名列名列名列名 説明説明説明説明

NUM 論理ドライブ番号または空き領域。

SIZE 論理ドライブまたは空き領域のサイズ。
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CRLOGDRユーティリティ
SYMBOLIC NAME ドライブに関連付けられているシンボリック名（指定されている場
合）。2つのハイフン（--）は、ドライブに関連付けられているシン
ボリック名がないことを意味します。

TYPE パーティションの種類。6はMS-DOSの大規模パーティションを、
7は NTFSパーティションを示します。

注意注意注意注意 : ロー・ディスク・パーティションにはファイル・システムは
ありません。

OFFSET 拡張パーティションの先頭からのパーティションのオフセット。

列名列名列名列名 説明説明説明説明
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CRLOGDRユーティリティ
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Net8の
E

Net8の構成の構成の構成の構成

この付録では、Windows用の Net8の構成について説明します。Net8の一般的な構成の概
要については、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照してください。

次の項目について説明します。

� サポートされていない Net8機能

� Net8レジストリ・パラメータおよびサブキーについて

� リスナー要件

� オプション構成パラメータについて

� 詳細ネットワーク構成 

� Windows 95上の Named Pipesプロトコル

� Net8のポート番号

参照参照参照参照 : Net8とWindows 2000の Active Directoryとの統合については、
第 4章「Active Directoryでの Oracle8iディレクトリ・サーバー機能の使
用方法」に説明されています。
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サポートされていない Net8機能
サポートされていないサポートされていないサポートされていないサポートされていない Net8機能機能機能機能
Net8の次の機能は、現時点では、Windows NTおよびWindows 95/98プラットフォームで
はサポートされていません。

Net8レジストリ・パラメータおよびサブキーについてレジストリ・パラメータおよびサブキーについてレジストリ・パラメータおよびサブキーについてレジストリ・パラメータおよびサブキーについて
Net8には、Net8パラメータのレジストリ・エントリと Net8サービスのサブキーが含まれ
ています。Net8構成パラメータの追加や変更には、Net8構成パラメータが配置される場所
および適用される規則の理解が必要です。

Net8パラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracle Net8レジストリ・パラメータの位置は次のとおりです。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID

IDは、コンピュータに Oracleホーム・ディレクトリを追加するたびに増分されます（たと
えば、最初のディレクトリには HOME0、2番目のディレクトリには HOME1などとなりま
す）。

Net8サービスのサブキーサービスのサブキーサービスのサブキーサービスのサブキー
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥SERVICES には、サービスに対
応するサブキーが含まれます。インストールした製品に応じて、Net8サービスには次のす
べてのサービスまたはそのサブセットが含まれます。

� OracleHOME_NAMEClientCache

� OracleHOME_NAMECMAdmin

� OracleHOME_NAMECMan

� OracleHOME_NAMETNSListener

機能機能機能機能 説明説明説明説明

TRCROUTE クライアント・アプリケーションはサポートさ
れていません。

SPAWN リスナー制御ユーティリティの SPAWNコマン
ドはサポートされていません。

事前に生成された専用サー
バー・プロセス

リスナーではサポートされません。したがって、
パラメータ PRESPAWN_MAX、PROTOCOL、
POOL_SIZE、TIMEOUTは、LISTENER.ORA
ファイルの SID_DESC には指定しないでくださ
い。
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リスナー要件
それぞれのサービス・サブキーには、次のパラメータが含まれています。

リスナー要件リスナー要件リスナー要件リスナー要件
Oracle8iリリース 8.1.6のデータベースには、リリース 8.1.6のリスナーが必要です。
Oracle8iリリース 8.1.6のデータベースでは、以前のリリースのリスナーはサポートされて
いません。ただし、リリース 8.1.6のリスナーは、8.1.6より前のリリースのデータベースで
もサポートされます。

Oracle8iをインストールしたら、リリース 8.1およびそれ以前のリリース（Oracle 8.0データ
ベースなど）のすべての Oracleデータベースで、リリース 8.1.6のリスナーを使用するよう
お薦めします。Oracle8i を同一コンピュータ上の複数の Oracleホームにインストールする場
合でも、同一コンピュータ上のすべてのデータベースで使用するリスナーは、1つだけにし
てください。

また、新しい 8.1.6リスナーは、システムのリブート時に自動的に起動するように設定され
ています。すべてのデータベースで 8.1.6リスナーのみを使用する場合は、Windows NT
サービスのコントロール パネルに表示されている、8.1.6リスナー用のWindows NTサービ
スのみが自動起動に設定されていることを確認してください。

同一コンピュータ上で複数のリスナー（たとえば、Net8 8.0リスナーと Net8 8.1リスナー）
を使用する必要がある場合は、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』とこのガイドの第 5章を参照
して詳細を確認してください。

Oracle8iのインストール時にリスニング終点の競合のため 8.1.6リスナー・サービスが作成
されない場合は、LSNRCTL制御ユーティリティを使用すると 8.1.6リスナーを起動できま
す。

 LSNRCTLを使用してリスナーを起動するには、次のように指定します。を使用してリスナーを起動するには、次のように指定します。を使用してリスナーを起動するには、次のように指定します。を使用してリスナーを起動するには、次のように指定します。

C:¥> LSNRCTL START LISTENER_NAME 

 LISTENER_NAMEは、標準インストールのリスナー名か、またはカスタム・インストールで
指定した名前です。

このコマンドを実行すると、リスナーの NTサービスも作成されます（サービスがまだ作成
されていない場合）。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

DisplayName サービス名を指定します。

ImagePath サービスによって起動される実行可能ファイルの完全
パス名と、実行時に実行可能ファイルに渡されるコマ
ンド行引数を指定します。

ObjectName サービスでログオンする必要のあるログオン・ユー
ザー・アカウントおよびコンピュータを指定します。
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オプション構成パラメータについて
このユーティリティを終了する方法は、次のとおりです。

LSNRCTL> EXIT 

以前のリリースでは、インスタンスに関する情報は、LISTENER.ORAファイルに手動で構
成しました。現在は、インスタンスの登録が自動的に行われるようになっています。インス
タンスは、起動されたときに自動的にリスナーに登録されます。

IPC経由でサポートされていないサービス登録経由でサポートされていないサービス登録経由でサポートされていないサービス登録経由でサポートされていないサービス登録
Windows NTプラットフォームでは、マルチスレッド・サーバーまたはサービス登録のため
の IPCアダプタをサポートしていません。Oracle8iデータベースは、特定の情報をリスナー
に自動的に登録します。サービス登録と呼ばれるこの機能は、Windows NT上の IPC経由
ではサポートされていません。これは、IPCアダプタ（Named Pipes）が非同期通知をサ
ポートしていないからです。同じ理由で、ディスパッチャもWindows NT上の IPCアダプ
タとは一緒に機能しません。

オプション構成パラメータについてオプション構成パラメータについてオプション構成パラメータについてオプション構成パラメータについて
Windows NTおよびWindows95/98では次のパラメータを使用できます。

� LOCAL 

� TNS_ADMIN 

� USE_SHARED_SOCKET

Net8は最初に環境変数としてパラメータをチェックし、定義されている値を使用します。
環境変数が定義されていない場合には、レジストリ内でこれらのパラメータを検索します。

LOCAL
LOCALパラメータを追加すると、接続文字列サービス名を指定しなくても接続できます。
LOCALの値は、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINディレクトリ内に
ある TNSNAMES.ORAファイル内のサービス名です。

たとえば、LOCALパラメータが financeとして指定されている場合、SQL*Plusから次のコ
マンドを使用してデータベースに接続します。

SQL> CONNECT SCOTT/TIGER 

追加情報追加情報追加情報追加情報 : Windowsのレジストリ・キーを編集する手順については、付
録 C「Oracle8i 構成パラメータおよびレジストリ」を参照してください。
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詳細ネットワーク構成
Net8は LOCALが環境変数として定義されているかまたはレジストリ・パラメータとして
定義されているかをチェックして、financeをサービス名として使用します。LOCALが存在
する場合には、Net8は接続します。

TNS_ADMIN
TNS_ADMINパラメータを追加して、構成ファイルのディレクトリ名をデフォルトの位置
から変更できます。たとえば、TNS_ADMINを ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥TEST¥
ADMINに設定すると、構成ファイルは ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥TEST¥ADMIN
から使用されます。

USE_SHARED_SOCKET
USE_SHARED_SOCKETパラメータを TRUEに設定して、共有ソケットを使用可能にする
ことができます。このパラメータが TRUEに設定されている場合、ネットワーク・リスナー
はクライアント接続のソケット記述子をデータベース・スレッドに渡します。その結果、ク
ライアントはデータベース・スレッドに新規の接続を確立する必要がなくなり、データベー
ス接続時間が短縮されます。また、すべてのデータベース接続はネットワーク・リスナーに
よって使用されるポート番号を共有します。サードパーティのプロキシ・サーバーをセット
アップしている場合に、これは役に立ちます。

Windows NT 4.0 Service Pack3以前のプラットフォーム上でこのオプションを使用可能にす
ると、ネットワーク・リスナーによって確立されたデータベース接続がアクティブである場
合に、ネットワーク・リスナーの起動または停止ができなくなります。この問題は
Windows NT 4.0 Service Pack 4以降では発生しません。このパラメータを使用する場合は、
Windows NT 4.0 Service Pack 4にアップグレードすることをお薦めします。

このパラメータは TCP/IP環境の専用サーバー・モードでのみ動作します。このパラメータ
が設定されている場合は、8.1.6リスナーを使用して Oracle7.xデータベースを起動すること
はできません。共有ソケットを使用可能にして、8.1.6リスナーから Oracle8.0.xデータベー
スを起動するには、8.0.xの Oracleホームに変数 USE_SHARED_SOCKETも設定する必要が
あります。

詳細ネットワーク構成詳細ネットワーク構成詳細ネットワーク構成詳細ネットワーク構成
次の各項では、Windows NTおよびWindows 95/98プラットフォームの Net8専用の詳細
な構成手順について説明します。

認証方式の構成認証方式の構成認証方式の構成認証方式の構成
Net8では、Windows NTおよびWindows 95/98用の認証方式を 2つ提供しています。
NDS認証とWindows固有の認証です。
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詳細ネットワーク構成
NDS認証認証認証認証
自動的にインストールされる Novell Directory Service（NDS）認証方式を使用すると、クラ
イアント・アプリケーションおよびユーザーは、Oracleを実行するNetWare ServerにNDS
を介してアクセスできるようになります。NDS認証の後に、NDSディレクトリ・ツリーに
ログインしたユーザーは、同じツリー内の NetWareサーバーの Oracleデータベースを使用
できます。 この場合、ユーザーは追加ユーザー名およびパスワードを入力する必要はありま
せん。

NDS外部ネーミングも使用している場合は、1つの NDSディレクトリ・ツリー内にネット
ワーク全体を表示できます。

NetWareサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成

サーバーを構成する手順は次のとおりです。

1. Net8 for NetWareをサーバーにインストールして構成します。

2. SQLNET.ORAファイルに次のエントリを追加します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NDS)

クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントを構成する手順は次のとおりです。

1. クライアントに Net8をインストールして構成します。

2. SQLNET.ORAファイルに次のエントリを追加します。

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NDS)

クライアントからの接続クライアントからの接続クライアントからの接続クライアントからの接続
NDS認証メソッドを使用してクライアントから接続する手順は次のとおりです。

注意 :

注意注意注意注意 : NDS認証方式を使用してクライアントから接続するには、サー
バー上で NetWareオペレーティング システムが稼動している必要があり
ます。

注意注意注意注意 : SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESにより、1つ以上の認
証サービスが使用可能になります。認証方式がすでにインストールされて
いる場合は、このパラメータは NONEまたは認証方式の 1つに設定して
おくことをお薦めします。
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詳細ネットワーク構成
1. NDSツリーにログインします。

2. 次のコマンドを入力して、Oracle for NetWareデータベースにアクセスします。

C:¥> SQLPLUS
SQL> CONNECT /@SERVICE_NAME

NDSネーミング方式の使用ネーミング方式の使用ネーミング方式の使用ネーミング方式の使用
NDSネーミングとは、サポートされるサードパーティのネーミング・サービスを使用して、
サービス名を解決することです。NDS Naming Integrationは、固有のネーミング・サービ
スに格納されたサービス名を解決します。

NDS Naming Integration for Windows NTおよび NDS Naming Integration for Windows 
95/98のクライアントは、NDSネーミング環境を使用して、Oracle8i Server for NetWareの
サービス名およびアドレスを格納します。これにより、NDSユーザーは 1つの NDSディレ
クトリ・ツリー内のネットワーク全体を表示できます。 固有のネーミング・サービスは、
Oracle Namesまたは TNSNAMES.ORAファイルの他に、またはその代わりに、使用できま
す。

さらに NDS Authentication Adapterも使用すると、1回ログオンするだけで、複数のサー
バーおよび複数のデータベースを含むネットワークにアクセスできます。

NetWareサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
NetWareサーバーを構成する手順は次のとおりです。

1. Net8 for NetWareをサーバーにインストールして構成します。

2. NDSツリーにログインします。

3. SQLNET.ORAファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに NOVELLを追加
します。

NAMES.DIRECTORY_PATH = (NOVELL, TNSNAMES, ONAMES)

参照参照参照参照 : Windows固有の認証方式の構成方法と使用方法は、第 8章
「Windowsを使用したデータベース・ユーザーの認証」を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : NDS Naming Integrationを使用してクライアントから接続するに
は、サーバー上で NetWareオペレーティング システムが稼動している必
要があります。
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詳細ネットワーク構成
クライアント構成クライアント構成クライアント構成クライアント構成
クライアントを構成する手順は次のとおりです。

1. NDS Naming Integrationおよび Net8をクライアントにインストールして構成します。

2. NDS Naming Integrationを構成する場合は、SQLNET.ORAファイルの
NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに NOVELLを追加します。

NAMES.DIRECTORY_PATH = (NOVELL, TNSNAMES, ONAMES)

クライアント接続クライアント接続クライアント接続クライアント接続
NDS Naming Integrationを使用してクライアントから接続する手順は次のとおりです。

次のコマンドを入力して、Oracle8i for NetWareデータベースにアクセスします。

C:/> SQLPLUS
SQL> CONNECT USERNAME/PASSWORD@DATABASE_OBJECT_NAME

DATABASE_OBJECT_NAMEには NDSの Oracle8iデータベースを指定します。

Named Pipesプロトコルのセキュリティの構成プロトコルのセキュリティの構成プロトコルのセキュリティの構成プロトコルのセキュリティの構成
Oracle NamesとともにNamed Pipesプロトコルを使用している場合は、ネットワーク・リ
スナーが Oracle Names Serverに接続できない場合があります。

Oracle Namesは起動時に "名前付きパイプ "を作成します。ネットワーク・リスナーは起動
時にこの名前付きパイプを開こうとします。開けない場合、ネットワーク・リスナーはデ
フォルトのシステム・アカウント "Local System"を使用します。

OracleHOME_NAMETNSListenerサービスに有効なユーザー IDおよび対応するパスワー
ドがない場合、ネットワーク・リスナー・サービスは Oracle Namesによって作成される名
前付きパイプをオープンできない場合があります。

ネットワーク・リスナー・アクセス権をセットアップする手順は次のとおりです。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで、「サービス」をダブルクリックします。

「サービス」ウィンドウが表示されます。

2. OracleHOME_NAMETNSListenerサービスを選択し、ダブルクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 「アカウント」オプション・ボタンをクリックします。次にその隣の「...」オプション・
ボタンをクリックします。

次のドキュメントを参照してください。次のドキュメントを参照してください。次のドキュメントを参照してください。次のドキュメントを参照してください。 :

� Novell NetWareのドキュメント（NDSの詳細）

� Oracle8i NetWareドキュメント
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Net8のポート番号
「ユーザーの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「名前」リストからログオン ID（ユーザー ID）を選択して、「追加」をクリックします。

ユーザー IDが「追加する名前」テキスト・ボックスに表示されます。

5. 「OK」をクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示され、ユーザー IDは「アカウント」テキス
ト・ボックスに表示されます。

6. 「パスワード」テキスト・ボックスにパスワードを入力します。

7. 「パスワード確認」テキスト・ボックスに同じログオン・パスワードを再入力します。

8. 「OK」をクリックします。

Windows 95上の上の上の上の Named Pipesプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
Windows 95システムで Named Pipesプロトコルを使用して Oracle8i for Windows NTに接
続すると、MicrosoftのWindows 95 NWLinkダイレクト・ホストの実装に問題があるため、
クライアント・アプリケーションの実行が非常に遅くなることがあります。

この問題を回避するには、次のいずれかを行います。

� Oracleクライアントからの接続に他のプロトコル（たとえば、TCP/IPや SPX）を使用
します。

� NetWareサーバーにアクセスする必要がない場合は、Windows 95システムからプロト
コル NWLinkを削除します。

� Windows 95上のダイレクト・ホスト機能を使用不可にします。

詳細は、Microsoftのドキュメントを参照してください。

Net8のポート番号のポート番号のポート番号のポート番号
Net8で使用されるポート番号を次の表に示します。

製品製品製品製品
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
ポート番号ポート番号ポート番号ポート番号 ポート番号の変更方法ポート番号の変更方法ポート番号の変更方法ポート番号の変更方法

リスナー 1521 Net8 Assistantを使用して、LISTENER.ORAファイルと
TNSNAMES.ORAファイルを変更します。これらのファ
イルは、ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥NETWORK¥ADMINディレクトリ、または
TNS_ADMIN環境変数またはレジストリ値により指定さ
れているディレクトリにあります。
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Net8のポート番号
Oracle Names 1575 Net8 Assistantを使用して NAMES.ORAファイルを変更
します。NAMES.ORAファイルは、ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINディレク
トリにあります。

Oracle Connection 
Manager（TCP/IP使
用）

1630

1830

Net8 Assistantを使用して CMAN.ORA構成ファイルを
変更します。CMAN.ORAファイルは、ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINディレク
トリ、または TNS_ADMIN環境変数またはレジストリ
値により指定されているディレクトリにあります。

製品製品製品製品
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
ポート番号ポート番号ポート番号ポート番号 ポート番号の変更方法ポート番号の変更方法ポート番号の変更方法ポート番号の変更方法
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SNMPサポ
F

SNMPサポートサポートサポートサポート

この付録では、Net8 for Windows NTでの Oracle SNMP Agentの使用方法について説明し
ます。

次の項目について説明します。

� SNMPの目的

� Oracle SNMPサポート

� Oracleサービス用の Oracle SNMP Agent

� Oracle SNMP Agentの構成

� マスター・エージェントと Encapsulatorの制御

� MASTER.CFGファイルについて

� ENCAPS.CFGファイルについて

追加情報追加情報追加情報追加情報 : SNMPの概念と用語の説明、管理情報の内容についての詳細
なリスト、および管理アプリケーションの開発に効果的な SNMPの使用
方法やヒントについては、『Oracle SNMP サポート・リファレンス・ガイ
ド』を参照してください。
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SNMPの目的
SNMPの目的の目的の目的の目的
SNMP（Simple Network Management Protocol）は、標準的なインターネット・プロトコル
です。SNMPを使用すると、ネットワーク内の特定のノード（管理ステーションや管理ノー
ド）から他のネットワーク・コンポーネントやネットワーク・アプリケーションに問合せを
実行して、ステータスやアクティビティに関する情報を取得できます。このような問合せを
SNMPポールと呼びます。ポール可能なこれらの項目は、管理要素と呼ばれます。

管理ステーションが使用するソフトウェアを、管理フレームワークまたは管理ステーション
と呼びます。管理ステーションは SNMPプロトコルを使用して、管理下にあるノードのサ
ブエージェントに情報を要求します。要求されたサブエージェントは適切な応答を送り返し
ます。エージェントは特定のイベントに応答して、フレームワークからは独立したトラップ
と呼ばれるメッセージを、既知のアドレスに送信することもできます。この結果、トラップ
が示す特定の条件に対応して、迅速にときには自動的に反応できます。

特定のネットワーク・ノードへ送信される要求は、すべて 1つのマスター・エージェントが
処理します。このマスター・エージェントは、ノード上の該当する管理要素に要求をリダイ
レクトします。このときに、サブエージェントを使用する場合もあります。SNMPが取得で
きる情報は、MIB（Management Information Base）と呼ばれる構造に記述されます。MIB
は管理要素のノードに配置されます。

Oracle SNMPサポートサポートサポートサポート
Oracle SNMPサポートを使用すると、Oracle8i for Windows NTなどの Oracle製品を、管
理ステーションから一元的に検出し、識別し、監視することができます。

SNMPサポートを使用すると、TCP/IPネットワーク上の SNMP対応管理ソフトウェアによ
りデータベースをリモートに監視できます。この機能により、企業のネットワーク上の任意
の場所で実行される主要な Oracle製品を、管理ステーションから一元的に検出し、識別し、
監視することができます。これは、ネットワーク自体のアクティビティを監視する従来の方
法と同じような方法で、同じようなツールを使用して行われます。このため、Oracle SNMP
サポートによって、データベース管理者とネットワーク管理者の作業が統合され、両者は同
じツールを使用し、作業を統合できるようになります。

注意注意注意注意 : このリリースの Oracle Networking製品（Oracleリスナーおよび
Oracle Names）では、SNMPはサポートされません。 したがって、対応す
るMIBはサポートされません。ただし、Oracle8i for Windows NTリリー
ス 8.1.6では SNMPがサポートされ、データベースMIBもサポートされま
す。
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Oracle SNMP Agentの構成
Oracleサービス用のサービス用のサービス用のサービス用の Oracle SNMP Agent
Oracle SNMP Agentを使用すると、次の機能を構成できます。

� OracleSNMPPeerMasterAgent

� OracleSNMPPeerEncapsulator

OracleSNMPPeerMasterAgent  OracleSNMPPeerMasterAgentは管理ノード上のプロセスです。
管理フレームワークからの問合せを受信して、サブエージェントと通信して問合せに応答し
ます。また、特定の条件に応答して、独立して SNMPにトラップを送信することもできま
す。それぞれの管理ノード上に存在可能なマスター・エージェントは 1つのみです。エー
ジェントが存在しないノードは、SNMP要求に応答できません。

OracleSNMPPeerEncapsulator  Microsoft SNMPなどの非互換エージェントを使用している場合
は、Microsoftのマスター・エージェントをカプセル化する Encapsulatorをインストールし、
ネットワーク管理ステーション（NMS）からの SNMP要求がすべて
OracleSNMPPeerMasterAgentに送信されるようにする必要があります。こうしておけば、
OracleSNMPPeerMasterAgentが、関連する要求を Encapsulator経由でマスター・エージェ
ントに転送します。Encapsulatorを構成しないと、Microsoft SNMPは動作しません。

Oracle SNMP Agentの構成の構成の構成の構成
この項では、Oracle SNMP Agentを使用可能にするためにネットワーク管理者が実行する必
要がある主な作業について簡単に説明します。 

Oracle SNMP Agentは Oracle Universal Installerを使用してインストールします。

管理ノードに Oracle SNMPサポートを構成するには、次のようにします。

1. マスター・エージェントがリスニングするポートを指定します。（ポート番号に関する
情報は、E-9ページの「Net8のポート番号」を参照してください。）

ポートは、ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINにある
MASTER.CFGファイルの TRANSPORTセクションに指定します。

たとえば、次のセクションをファイルに追加します。

TRANSPORT       ordinary        SNMP

OVER UDP SOCKET

AT PORT 161

注意注意注意注意 : Oracle製品が使用するMIBファイルは ORACLE_
BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥DOCSディレクトリにインストール
されます。Oracle SNMPエージェントをインストールできるのは、システ
ム上の 1つの Oracleホームのみです。
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Oracle SNMP Agentの構成
2. MASTER.CFGファイルの COMMUNITYセクションで認証を指定します。

COMMUNITY    public

 ALLOW ALL OPERATIONS

 USE NO ENCRYPTION

3. Encapsulatorを使用する場合は、手順 4へ進みます。

4. カプセル化されたエージェントであるMicrosoft SNMPサービスがリスニングする未使
用ポートを指定します。

このポートは NT_HOME¥SYSTEM32¥DRIVERS¥ETCにある SERVICESファイルに指定
します。

たとえば、ファイルに次の行があることを確認します。

snmp              1161/udp    snmp

5. ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥NETWORK¥ADMINにある Encapsulatorの構成
ファイル ENCAPS.CFGを編集して、ピアでないマスター・エージェントのうちどれを
カプセル化するかを指定します。

カプセル化されたマスター・エージェントには、NMSで管理可能なMIBサブツリーを
含む AGENTエントリを最低限追加する必要があります。

たとえば、ファイルには次のようなセクションが必要です。

AGENT AT PORT 1161 WITH COMMUNITY public

SUBTREES

1.3.6.1.2.1.1,

1.3.6.1.2.1.2,

1.3.6.1.2.1.3,

注意注意注意注意 : SNMP通信のデフォルトのポートは 161であるため、
OracleSNMPPeerMasterAgentにはこのポートの使用をお薦めします。た
だし、このポートをリスニングしているマスター・エージェントに SNMP
要求を送信するように、NMS上の管理アプリケーションを構成できる場
合は、別のポートを指定できます。

注意注意注意注意 : すでにファイルに SNMPのエントリがある場合には、ポートを
161（デフォルト番号）から使用可能な他のポート（この例では 1161）に
変更します。
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マスター・エージェントと Encapsulatorの制御
1.3.6.1.2.1.4,

1.3.6.1.2.1.5,

1.3.6.1.2.1.6,

1.3.6.1.2.1.7,

1.3.6.1.2.1.8,

1.3.6.1.2.1.77

FORWARD ALL TRAPS;

マスター・エージェントとマスター・エージェントとマスター・エージェントとマスター・エージェントと Encapsulatorの制御の制御の制御の制御

マスター・エージェントの起動マスター・エージェントの起動マスター・エージェントの起動マスター・エージェントの起動
マスター・エージェントは、MS-DOSのコマンド・プロンプトから、またはWindows NT
の「コントロール パネル」の「サービス」ダイアログ・ボックスから起動できます。その両
方の方法について、次で説明します。

マスター・エージェントをMS-DOSのコマンド・プロンプトから起動する手順は、次のと
おりです。

マスター・エージェントを次の手順で起動します。

C:¥> CD ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥BIN
C:¥> AGENT CONFIGURATION_FILE TEMPORARY_FILE

CONFIGURATION_FILEはマスター構成ファイルの名前で、TEMPORARY_FILEは記憶域
情報が格納されるテンポラリ・ファイルです。マスター構成ファイルの名前のデフォルト
は、MASTER.CFGです。

マスター・エージェントを起動するには、次のようにします。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで、「サービス」をダブルクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。OracleSNMPPeerMasterAgentサー
ビスを探します。「状態」列がブランクの場合には、サービスは停止しています。

マスターが実行中なら、手順 3へスキップします。マスターが実行されていない場合
は、手順 2に進みます。

注意注意注意注意 : ポート（この例では 1161）は手順 4で指定したポートを指定する
必要があります。

注意注意注意注意 : CONFIGURATION_FILEと TEMPORARY_FILEは必須です。
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マスター・エージェントと Encapsulatorの制御
2. OracleSNMPPeerMasterAgentサービスを選択し、「開始」をクリックします。

マスター・エージェントが起動します。

3. 「サービス」ダイアログ・ボックスで、「閉じる」ボタンを選択します。

Encapsulatorの起動の起動の起動の起動
Encapsulatorは、MS-DOSのコマンド・プロンプトから、またはWindows NTの「コント
ロール パネル」の「サービス」ダイアログ・ボックスから起動できます。その両方の方法に
ついて、次で説明します。

MS-DOSコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトからコマンド・プロンプトから Encapsulatorを起動する手順は次のとおりです。を起動する手順は次のとおりです。を起動する手順は次のとおりです。を起動する手順は次のとおりです。

C:¥> CD ORACLE_BASE|ORACLE_HOME¥BIN
C:¥> ENCAPS [options]

次のように、6つのコマンド行オプションがあります。オプションは次のとおりです。

注意注意注意注意 : Encapsulatorを使用する場合は、マスター・エージェントを先に
起動する必要があります。この付録の「マスター・エージェントの起動」
を参照してください。

-T PORT カプセル化されたマスター・エージェントから送信される SNMPトラッ
プを受信するために、Encapsulatorがリスニングする受信トラップ・
ポートを指定します。

デフォルト : トラップは転送されません。

-S PORT Encapsulatorがカプセル化されたエージェントに送信する SNMP要求
の送信元ポートで、カプセル化されたエージェントが送信する応答の送
信先ポートを指定します。

デフォルト : ホストにより割り当てられます。

マスター・�
エージェント�

マスター・エージェント・ホスト�

Encapsulator 非互換マスター・�
エージェント�

トラップ�

タイムアウト�

-

-

-
-

Encapsulator
構成ファイル�
F-6 Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド



MASTER.CFGファイルについて
「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」ウィンドウからパネル」ウィンドウからパネル」ウィンドウからパネル」ウィンドウから Encapsulatorを起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。を起動するには、次のようにします。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで、「サービス」をダブルクリックします。

「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。OracleSNMPPeerEncapsulatorサー
ビスを探します。 「状態」列がブランクの場合には、サービスは停止しています。

マスターが実行中なら、手順 3へスキップします。マスターが実行されていない場合
は、手順 2に進みます。

2. OracleSNMPPeerEncapsulatorサービスを選択し、「開始」をクリックします。

Encapsulatorが起動します。

3. 「サービス」ダイアログ・ボックスで、「閉じる」ボタンを選択します。

MASTER.CFGファイルについてファイルについてファイルについてファイルについて
MASTER.CFGは、OracleSNMPPeerMasterエージェントのいくつかの局面を制御します。
制御できる内容は次のとおりです。

� トランスポート・プロトコルの選択

� コミュニティベースのアクセス制御

� コミュニティベースのネーミング

-H HOST マスター・エージェントのホスト・アドレスを指定。すなわち、マス
ター・エージェントが常駐するホストのアドレスを指定します。このホ
ストは、ENCAPS.CFGファイルで指定されたカプセル化されたエー
ジェントのホストである場合もあれば、そうでない場合もあります。

デフォルト : localhost

-P PORT マスター・エージェントがリスニングする SMUXポート、つまり、
Encapsulatorが送信する SMUX通信の送信先のポートを指定します。

デフォルト : 199

-W WAIT カプセル化されたマスター・エージェントからの SNMP応答のタイムア
ウト（秒）を指定します。

デフォルト :2秒

-C FILE Encapsulatorの構成ファイルを指定します。このファイルのデフォルト
は ENCAPS.CFGです。

注意注意注意注意 : MASTER.CFGファイルは、ORACLE_BASE¥ORACLE_
HOME¥NETWORK¥ADMINに自動的にインストールされます。
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ENCAPS.CFGファイルについて
MASTER.CFGファイルのサンプルを次に示します。

#########################################################################
# Default Agent Configuration File
#
#       This file allows MANAGERS to be specified.  This is used to
#       specify which managers will be receiving which traps.
#
#       Also, COMMUNITYs can be specified. This allows that agent to
#       be configured such that it will only except requests from
#       certain managers and with certain community strings.
#
# Syntax
# TRANSPORT <name>  SNMP
#                    [OVER UDP SOCKET]
#                    [AT <addr>]
# COMMUNITY <communityName>
#                ALLOW <op> [,<op>]*  [OPERATIONS]
#                     [AS ENTITY <entityName>]
#                     [MEMBERS <addrs> [,<addrs>] ]
TRANSPORT    ordinary        SNMP
   OVER UDP SOCKET
   AT PORT 161
COMMUNITY    public
   ALLOW ALL OPERATIONS
   USE NO ENCRYPTION

TRANSPORTパラメータと COMMUNITYパラメータを次に説明します。

ENCAPS.CFGファイルについてファイルについてファイルについてファイルについて
ENCAPS.CFG構成ファイルは、どの非互換エージェントをカプセルするかということと、
NMS（Network Management Station）で何を参照できるようにするかということを指定し
ます。

ENCAPS.CFG構成ファイルの例を次に示します。

##########################################################################
#
#       THIS IS AN EXAMPLE OF AN ENCAPSULATOR CONFIGURATION FILE.
#
#       USING THIS FILE, ENCAPSULATOR WILL ENCAPSULATE A NON-PEER

TRANSPORT マスター・エージェントがサブエージェントまたは SNMP要求からの
SMUX接続をリスニングするインタフェースを定義します。

COMMUNITY 情報にアクセスするための認証フォームを提供します。

注意注意注意注意 : このパラメータは、TNSNAMES.ORAファイルの COMMUNITY
パラメータとは違います。
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ENCAPS.CFGファイルについて
#       MIB2 AGENT ON THE SAME PROCESSOR, THAT'S LISTENING FOR SNMP
#       REQUESTS AT PORT 1161.
#
#       IT ALLOWS THE NETWORK MANAGEMENT STATION TO VIEW THE 8 SUBTREES
#       MANAGED BY THAT AGENT, AND TO RECEIVE ALL THE TRAPS EMITTED BY
#       THAT AGENT.  ALL THE REQUESTS AND TRAPS PASS THROUGH THE PEER
#       AGENT AND ENCAPSULATOR.  AT THE SAME TIME THAT THE PEER AGENT
#       IS HANDLING ENCAPSULATOR, IT ALSO HANDLES ALL SUB-AGENTS THAT
#       WERE DEVELOPED WITH THE PEER TOOLKIT TO MANAGE OTHER MIBS.
# Syntax:
# [ 
# AGENT  [ON HOST <ip>]  [AT PORT <port>]  [WITH COMMUNITY <community>]
# SUBTREES <treelist>
# [FORWARD <traplist> TRAPS]
# ;
# ]+
#       
AGENT AT PORT 1161 WITH COMMUNITY public
SUBTREES        

1.3.6.1.2.1.1,
1.3.6.1.2.1.2,
1.3.6.1.2.1.3,
1.3.6.1.2.1.4,
1.3.6.1.2.1.5,
1.3.6.1.2.1.6,
1.3.6.1.2.1.7,
1.3.6.1.2.1.8,
1.3.6.1.4.1.77

FORWARD ALL TRAPS;

パラメータは、次のとおりです。

AGENT どの非互換マスター・エージェントをカプセル化するかを定義します。
各 AGENTエントリには、カプセル化されたマスター・エージェントが
受信 SNMP要求をリスニングするポートと、そのエージェントに送信さ
れる SNMP要求に対して Oracle Peer SNMPが使用するコミュニティ文
字列を定義します。

SUBTREES カプセル化されたエージェントが管理しているサブツリーの中で、どの
サブツリーを NMSから参照できるようにするかを、オブジェクト識別
子をリストして指定します。
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他のネットワーク管理システムによる Oracle SNMP Agentのインストール
他のネットワーク管理システムによる他のネットワーク管理システムによる他のネットワーク管理システムによる他のネットワーク管理システムによる Oracle SNMP Agentのイのイのイのイ
ンストールンストールンストールンストール

Oracle SNMP Agentのインストレーション後に、HP OpenViewなどの他のネットワーク管
理システムを同じマシンにインストールした場合には、Encapsulatorが動作しないことがあ
ります。 この原因は、SERVICESファイルの SNMPポートが HP OpenViewによって変更さ
れてしまうからです。SERVICESファイルで SNMP用に定義されたポートは ENCAPS.CFG
ファイルでの指定と一致する必要があります。

この問題を解決するには、HP Open Viewをインストールした後で、SERVICESファイルま
たは ENCAPS.CFGのいずれかの SNMPポートを変更して、この 2つのファイルで同じ指定
になるようにしてください。

FORWARD TRAPS ホスト上のカプセル化されたエージェントにより送信されるトラップの
うち、どのトラップを Oracle Peer SNMPから Encapsulatorのマス
ター・エージェントに転送するかを定義します。
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エラー・メッセ
G

エラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージ

この付録では、Oracle8i for Windows NTの操作に固有のエラー・メッセージ、その原因、
および対応措置を説明します。また、データベース接続の問題も含まれています。

次の項目について説明します。

� エラー・メッセージのロギング

� コード 04000～ 04999: Windows NT固有の Oracleメッセージ

� データベース接続の問題

 

注意注意注意注意 : 以前のリリースに同梱されていた ORA.HLPファイルは、今回の
リリースからは提供されていません。エラー・メッセージの詳細は、この
付録および『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照してください。
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エラー・メッセージのロギング
エラー・メッセージのロギングエラー・メッセージのロギングエラー・メッセージのロギングエラー・メッセージのロギング
受け取ったエラー・メッセージは、ファイルにリダイレクトしてログを記録しておきます。
通常のユーティリティ・メッセージの内容は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』に説明
されている LOGFILEパラメータを使用して記録できます。Windows NTの標準のファイ
ル・リダイレクト機能を使用して、エラー・メッセージ部分を別に記録することもできま
す。たとえば、Export Utilityからの出力のリダイレクトには次の構文を使用します。

C:¥> EXP USERNAME/PASSWORD PARFILE=FILENAME >FILE1.LOG 2>FILE2.ERR

このコマンド行では、FILE1.LOGは Exportから標準出力を受け取り、FILE2.ERRが標準エ
ラー・メッセージを受け取ります。

コードコードコードコード 04000～～～～ 04999: Windows NT固有の固有の固有の固有の Oracleメッセージメッセージメッセージメッセージ
この項のエラー・メッセージは、Windows NTのエラー状態に応じて発行される、Oracle
のオペレーティング・システム依存（OSD）メッセージです。この項に示されているメッ
セージにより、Oracle8i データベースのエラー・メッセージがそれぞれ発行されます。

� ファイル入出力エラー : OSD-04000～ OSD-04099

� メモリー・エラー : OSD-04100～ OSD-04199

� プロセス・エラー : OSD-04200～ OSD-04299

� ローダー・エラー : OSD-04300～ OSD-04399

� セマフォ・エラー : OSD-04400～ OSD-04499

� その他のエラー : OSD-04500～ OSD-04599

 

ファイル入出力エラーファイル入出力エラーファイル入出力エラーファイル入出力エラー : OSD-04000 ～～～～ OSD-04099

4000 論理ブロック・サイズが一致しません。

4001 論理ブロック・サイズが正しくありません。

4002 ファイルをオープンできません。

4003 ファイル・ヘッダー・ブロックを読み込めません。

4004 ファイル・ヘッダーが正しくありません。

4005 SetFilePointer()エラー。ファイルからの読込みができません。

4006 ReadFile()エラー。ファイルからの読込みができません。

4007 予期せぬファイルの終わり（EOF）があり、読込みが途中で終了しました。

4008 WriteFile()エラー。ファイルへの書込みができません。

4009 書込みが途中で終了しました。

4010 すでに存在しているファイルに <create>オプションが指定されました。
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コード 04000～ 04999: Windows NT固有の Oracleメッセージ
4011 GetFileInformationByHandle()エラー。ファイル情報を取得できません。

4012 ファイル・サイズが一致しません。

4013 ファイルから行を読み込めません。

4014 ファイルをクローズできません。

4015 非同期 I/O要求でエラーが戻されました。

4016 非同期 I/O要求待機中にエラーが発生しました。

4017 指定された RAWデバイスをオープンできません。

4018 指定されたディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。

4019 ファイル・ポインタを設定できません。

4020 EOFファイル・マーカーを設定できません。

4021 ファイルを読み込めません。

4022 ファイルを書き込めません。

4023 SleepEx()エラー。保留できません。

4024 ファイルを削除できません。

4025 無効な質問です。

4026 無効なパラメータが渡されました。

メモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラー : OSD-04100 ～～～～ OSD-04199

4100 malloc()エラー。メモリーを割り当てられません。

4101 SGAが無効です。SGAが初期化されていません。

4102 共有メモリー・オブジェクト用のファイルをオープン /作成できません。

4103 SGAに接続できません。SGAが存在していません。

4104 共有メモリー（SGA）をアドレス領域にマップできません。

4105 共有メモリー（SGA）が不正なアドレスにマップされました。

4106 VirtualAllocでメモリーを割り当てられません。

4107 VirtualFreeでメモリーの割当てを解除できません。

4108 VirtualProtectでメモリーを保護できません。

ファイル入出力エラーファイル入出力エラーファイル入出力エラーファイル入出力エラー : OSD-04000 ～～～～ OSD-04099
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コード 04000～ 04999: Windows NT固有の Oracleメッセージ
プロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラー : OSD-04200 ～～～～ OSD-04299

4200 別のスレッドを開始できません。

4201 spdcr()にプロセス ID構造体が与えられていません。

4202 DosSetPriority()エラー。プロセス優先順位を設定できません。

4203 DosKillProcess()エラー。プロセスを停止できません。

4204 無効なプロセス IDです。

4205 CreateProcess()エラー。プロセスを起動できません。

4207 CONFIGパラメータ ORACLE_PRIORITYに指定された優先順位が正しくありません。

4208 OpenProcess()エラー。プロセス・ハンドルをオープンできません。

4209 spdcr()に与えられたバックグランド・イメージ名が不正または不明です。

4210 スレッド・セマフォの待機中にタイムアウトしました。

4211 スレッド情報が見つかりません。

4212 ORACLEスレッドが最大数に達しました。

4213 ORACLEスレッドは、DuplicateHandle()できません。

4214 ORACLEスレッドは、CreateEvent()できません。

4215 ssthreadopに与えられた機能コードが正しくありません。

4216 このスレッドのファイル・ハンドルが見つかりません。

4217 現ユーザーのシステム・ユーザー名を取り出せません。

4218 スレッドを処理できません。

4219 スレッド・リスト・セマフォが正しくありません。

4221 ターゲット・スレッドは現在ビジーです。

4222 スレッド・コンテキストを取得できません。

4223 スレッド・コンテキストを設定できません。

4224 ターゲット・スレッドを一時停止できません。

4225 ターゲット・スレッドを再開できません。

ローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラー : OSD-04300 ～～～～ OSD-04399

4300 データ・ファイルからレコード全体を読み込めません。

4301 レコード・サイズが大きすぎます。

4302 レコード型またはロード・オプション（あるいはその両方）が正しくありません。
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コード 04000～ 04999: Windows NT固有の Oracleメッセージ
ファイル入出力エラーファイル入出力エラーファイル入出力エラーファイル入出力エラー : OSD-04000～～～～ OSD-04099
OSD-04000
論理ブロック・サイズが一致しません。
原因原因原因原因 :  初期化パラメータ・ファイルに指定されているデータベース・ブロック・サイズ
が、実際のデータベース・ファイルのブロック・サイズと一致しません。

処置処置処置処置 :  論理ブロック・サイズは同じものを使用してください。

OSD-04001
論理ブロック・サイズが正しくありません。
原因原因原因原因 :  論理ブロック・サイズが 512バイトの倍数でないか、または大きすぎます。

処置処置処置処置 :  初期化パラメータ・ファイルの DB_BLOCK_SIZEの値を変更してください。

セマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラー : OSD-04400 ～～～～ OSD-04499

4400 プロセス用に内部セマフォを取得できません。

4401 WaitForSingleObject()エラー。セマフォを取得できません。

その他のエラーその他のエラーその他のエラーその他のエラー : OSD-04500 ～～～～ OSD-04599

4500 指定されたオプションが無効です。

4501 内部バッファ・オーバーフロー

4502 変換のネストが深すぎます。

4503 テキストに変換可能な要素はありません。

4505 stdinから応答がありません。

4506 system()でプロセスを起動できません。

4507 「INTERNAL」用のパスワードが正しくありません。

4508 パスワードが指定されていません。

4509 パスワードが見つかりません。

4510 オペレーティング・システム・ロールはサポートされていません。

4511 オペレーティング・システムから日付および時間を取得できません。

4512 サーバーの 'USERNAME' config.ora変数を変換できません。

4513 'REMOTE_OS_AUTHENT' init.ora変数が TRUEに設定されていません。

4514 NTグループ名が内部バッファに対して長すぎます。

4515 このコマンドは現時点ではインプリメントされていません。
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コード 04000～ 04999: Windows NT固有の Oracleメッセージ
OSD-04002
ファイルをオープンできません。
原因原因原因原因 :  指定されたパスまたはファイル名が無効か、あるいは宛先デバイスが満杯です。
このエラーは、Windows NTのファイル・ハンドルが不足しても発生します。

処置処置処置処置 :  パスとファイルが存在し、デバイスに空き領域があることを確認してください。
それでも失敗する場合は、Windows NTファイル・ハンドルの数を増やしてください。

OSD-04003
ファイル・ヘッダー・ブロックを読み込めません。
原因原因原因原因 :  メディアが破損しています。

処置処置処置処置 :  必要な場合はファイルをリカバリし、Windows NTが正常に機能していることを
確認してください。

OSD-04004
ファイル・ヘッダーが正しくありません。
原因原因原因原因 :  ファイルが破損しています。

処置処置処置処置 :  ファイルをリカバリしてください。

OSD-04005
SetFilePointer()エラー。ファイルからの読込みができません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス SetFilePointer()で予期せぬエラーがありまし
た。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04006
ReadFile()エラー。ファイルからの読込みができません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス ReadFile()で予期せぬエラーがありました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04007
予期せぬファイルの終わり（EOF）があり、読込みが途中で終了しました。
原因原因原因原因 :  システムで予期せぬファイルの終わりが検出されました。メディアの破損が原因
です。

処置処置処置処置 :  ファイルが破損していないことを確認してください。

OSD-04008
WriteFile()エラー。ファイルへの書込みができません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービスWriteFile()で予期せぬエラーがありました。
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コード 04000～ 04999: Windows NT固有の Oracleメッセージ
処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04009
書込みが途中で終了しました。
原因原因原因原因 :  宛先デバイスが満杯か、メディアが破損しています。

処置処置処置処置 :  デバイスに空き領域があることとファイルが破損していないことを確認してくだ
さい。

OSD-04010
すでに存在しているファイルに <create>オプションが指定されました。
原因原因原因原因 :  作成しようとしたファイルはすでに存在しています。

処置処置処置処置 :  既存のファイルを削除するか、または SQL文で REUSEオプションを使用してく
ださい。

OSD-04011
GetFileInformationByHandle()エラー。ファイル情報を取得できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス GetFileInformationByHandle()で予期せぬエ
ラーがありました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04012
ファイル・サイズが一致しません。
原因原因原因原因 :  再使用するファイルが大きすぎるか小さすぎます。

処置処置処置処置 :  正しいファイル・サイズを指定するか、既存のファイルを削除します。

OSD-04013
ファイルから行を読み込めません。
原因原因原因原因 :  このエラーの原因は、オペレーティング・システム・エラーかメディアの破損で
す。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コード（コードがある場合）をチェック
し、Windows NTのドキュメントを調べてください。オペレーティング・システムのエ
ラー・コードが示されていない場合は、メディアが破損していないことを確認してくだ
さい。

OSD-04014
ファイルをクローズできません。
原因原因原因原因 :  メディアが破損しています。

処置処置処置処置 :  必要な場合はファイルをリカバリし、Windows NTが正常に機能していることを
確認してください。
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OSD-04015
非同期 I/O要求でエラーが戻されました。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステムのサービスで予期せぬエラーがありました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04016
非同期 I/O要求待機中にエラーが発生しました。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステムのサービスで予期せぬエラーがありました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04017
指定された RAWデバイスをオープンできません。
原因原因原因原因 :  指定されたパスまたはファイル名が無効か、あるいはデバイスが満杯です。

処置処置処置処置 :  ファイルが存在すること、またはデバイスが満杯でないこと（あるいはその両
方）を確認してください。オペレーティング・システムが正常に機能していることを確
認してください。

OSD-04018
指定されたディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。
原因原因原因原因 :  指定されたパス名が無効です。

処置処置処置処置 :  ディレクトリまたはデバイスが存在しアクセス可能であることを確認してくださ
い。

OSD-04019
ファイル・ポインタを設定できません。
原因原因原因原因 :  このエラーの原因は、オペレーティング・システム・エラーかメディアの破損で
す。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コード（コードがある場合）をチェック
し、Windows NTのドキュメントを調べてください。オペレーティング・システムのエ
ラー・コードが示されていない場合は、メディアが破損していないことを確認してくだ
さい。

OSD-04020
EOFファイル・マーカーを設定できません。
原因原因原因原因 :  このエラーの原因は、オペレーティング・システム・エラーかメディアの破損で
す。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コード（コードがある場合）をチェック
し、Windows NTのドキュメントを調べてください。オペレーティング・システムのエ
ラー・コードが示されていない場合は、メディアが破損していないことを確認してくだ
さい。
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OSD-04021
ファイルを読み込めません。
原因原因原因原因 :  このエラーの原因は、オペレーティング・システム・エラーかメディアの破損で
す。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コード（コードがある場合）をチェック
し、Windows NTのドキュメントを調べてください。オペレーティング・システムのエ
ラー・コードが示されていない場合は、メディアが破損していないことを確認してくだ
さい。

OSD-04022
ファイルを書き込めません。
原因原因原因原因 :  このエラーの原因は、オペレーティング・システム・エラーかメディアの破損で
す。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コード（コードがある場合）をチェック
し、Windows NTのドキュメントを調べてください。オペレーティング・システムのエ
ラー・コードが示されていない場合は、メディアが破損していないことを確認してくだ
さい。

OSD-04023
SleepEx()エラー。保留できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステムのサービスで予期せぬエラーがありました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04024
ファイルを削除できません。
原因原因原因原因 :  このエラーの原因は、オペレーティング・システム・エラーかメディアの破損で
す。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コード（コードがある場合）をチェック
し、Windows NTのドキュメントを調べてください。オペレーティング・システムのエ
ラー・コードが示されていない場合は、メディアが破損していないことを確認してくだ
さい。

OSD-04025
無効な質問です。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04026
無効なパラメータが渡されました。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。
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処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

メモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラー : OSD-04100～～～～ OSD-04199
OSD-04100

malloc()エラー。メモリーを割り当てられません。
原因原因原因原因 :  プログラムのメモリー不足です。

処置処置処置処置 :  不要なプロセスはすべてシャットダウンするか、またはコンピュータにメモリー
を追加インストールしてください。

OSD-04101
SGAが無効です。SGAが初期化されていません。
原因原因原因原因 :  システム・グローバル領域（SGA）が割り当てられていますが、初期化されてい
ません。

処置処置処置処置 :  STARTUPが完了するまで待ってから、接続を再試行してください。

OSD-04102
共有メモリー・オブジェクト用のファイルをオープン /作成できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス CreateFile()で予期せぬエラーがありました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04103
SGAに接続できません。SGAが存在していません。
原因原因原因原因 :  SGAがありません。

処置処置処置処置 :  Oracleインスタンスを起動してください。

OSD-04104
共有メモリー（SGA）をアドレス領域にマップできません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービスMapViewOfFileEx()で予期せぬエラーがあり
ました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04105
共有メモリー（SGA）が不正なアドレスにマップされました。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービスMapViewOfFileEx()で予期せぬエラーがあり
ました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。
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OSD-04106
VirtualAllocでメモリーを割り当てられません。
原因原因原因原因 :  プログラムのメモリー不足です。

処置処置処置処置 :  不要なプロセスはすべてシャットダウンするか、またはコンピュータにメモリー
を追加インストールしてください。

OSD-04107
VirtualFreeでメモリーの割当てを解除できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス VirtualFree()で予期せぬエラーがありました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04108
VirtualProtectでメモリーを保護できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス VirtualProtect()で予期せぬエラーがありまし
た。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

プロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラー : OSD-04200～～～～ OSD-04299
OSD-04200
別のスレッドを開始できません。
原因原因原因原因 :  プログラムのシステム・リソースが足りません。

処置処置処置処置 :  不要なプロセスはすべてシャットダウンするか、またはコンピュータにメモリー
を追加インストールしてください。

OSD-04201
spdcr()にプロセス ID構造体が与えられていません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04202
DosSetPriority()エラー。プロセス優先順位を設定できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス DosSetPriority()で予期せぬエラーがありまし
た。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。
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OSD-04203
DosKillProcess()エラー。プロセスを停止できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス DosKillProcess()で予期せぬエラーがありまし
た。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04204
無効なプロセス IDです。
原因原因原因原因 :  プロセス IDがシステムで認識できません。プロセスはすでに終了しています。

処置処置処置処置 :  プロセス IDが正しく、プロセスがアクティブであることを確認してください。

OSD-04205
CreateProcess()エラー。プロセスを起動できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス CreateProcess()で予期せぬエラーがありまし
た。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04207
CONFIGパラメータ ORACLE_PRIORITYに指定された優先順位が正しくありません。
原因原因原因原因 :  指定された優先順位が無効か、または範囲を超えています。

処置処置処置処置 :  ORACLE_PRIORITYとして有効な設定を指定します。

OSD-04208
OpenProcess()エラー。プロセス・ハンドルをオープンできません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービス OpenProcess()で予期せぬエラーがありまし
た。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

OSD-04209
spdcr()に与えられたバックグランド・イメージ名が不正または不明です。
原因原因原因原因 :  予期しないバックグラウンド名が spdcr()に指定されました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04210
スレッド・セマフォの待機中にタイムアウトしました。
原因原因原因原因 :  Oracle8i データベース・スレッドがセマフォを保持したまま異常終了しました。

処置処置処置処置 :  Oracle8i データベース・インスタンスを再起動してください。
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OSD-04211
スレッド情報が見つかりません。
原因原因原因原因 :  Oracle8i データベース・スレッドが情報を削除しないまま異常終了しました。

処置処置処置処置 :  Oracle8i データベース・インスタンスを再起動してください。

OSD-04212
ORACLEスレッドが最大数に達しました。
原因原因原因原因 :  Oracle8i データベース・インスタンスのスレッドの最大数に達しました。

処置処置処置処置 :  接続がいくつか終了するのを待ってから、再度試してください。

OSD-04213
ORACLEスレッドは、DuplicateHandle()できません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04214
ORACLEスレッドは、CreateEvent()できません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04215
ssthreadopに与えられた機能コードが正しくありません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04216
このスレッドのファイル・ハンドルが見つかりません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04217
現ユーザーのシステム・ユーザー名を取り出せません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04218
スレッドを処理できません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。
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OSD-04219
スレッド・リスト・セマフォが正しくありません。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04221
ターゲッット・スレッドは現在ビジーです。

原因原因原因原因 :  ターゲット・スレッドが oradebugコマンドを処理中です。

処置処置処置処置 :  待機してからコマンドを再発行してください。

OSD-04222
スレッド・コンテキストを取得できません。

原因原因原因原因 :  OSエラー・コードを調べます。

処置処置処置処置 :  OSエラーを修正してください。

OSD-04223
スレッド・コンテキストを設定できません。

原因原因原因原因 :  OSエラー・コードを調べます。

処置処置処置処置 :  OSエラーを修正してください。

OSD-04224
ターゲット・スレッドを一時停止できません。

原因原因原因原因 :  OSエラー・コードを調べます。

処置処置処置処置 :  OSエラーを修正してください。

OSD-04225
ターゲット・スレッドを再開できません。

原因原因原因原因 :  OSエラー・コードを調べます。

処置処置処置処置 :  OSエラーを修正してください。

ローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラー : OSD-04300～～～～ OSD-04399
OSD-04300
データ・ファイルからレコード全体を読み込めません。
原因原因原因原因 :  データ・ファイルが、レコードの途中で終わりました。このエラーは、固定レ
コード長でファイルをロードするときに発生します。

処置処置処置処置 :  データ・ファイルの長さが正しく、完全なレコードが含まれていることを確認し
てください。
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OSD-04301
レコード・サイズが大きすぎます。
原因原因原因原因 :  指定されたレコードが大きすぎてロードできません。

処置処置処置処置 :  レコード・サイズを減らしてからデータを再ロードしてください。

OSD-04302
レコード型またはロード・オプション（あるいはその両方）が正しくありません。
原因原因原因原因 :  制御ファイルのWindows NTファイル処理オプション文字列に、無効なオプ
ションまたはキーワードが含まれています。

処置処置処置処置 :  Windows NTファイル処理オプション文字列に有効な値を設定してください。

セマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラー :  OSD-04400～～～～ OSD-04499
OSD-04400
プロセス用に内部セマフォを取得できません。
原因原因原因原因 :  Oracle8i データベースの最大接続数を超えました。

処置処置処置処置 :  使用されていない接続があれば削除し、再試行してください。

OSD-04401
WaitForSingleObject()エラー。セマフォを取得できません。
原因原因原因原因 :  Windows NTシステム・サービスWaitForSingleObject()で予期せぬエラーがあ
りました。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、Windows NTのド
キュメントを調べてください。

その他のエラーその他のエラーその他のエラーその他のエラー :  OSD-04500～～～～ OSD-04599
OSD-04500
指定されたオプションが無効です。
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04501
内部バッファ・オーバーフロー
原因原因原因原因 :  通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。
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OSD-04502
変換のネストが深すぎます。
原因原因原因原因 :  プログラムが構成変数を変換しようとして、変換途中の変換を多数検出しまし
た。

処置処置処置処置 :  変換途中の変換の数が少なくなるように、構成パラメータの値を簡素化してくだ
さい。

OSD-04503
テキストに変換可能な要素はありません。
原因原因原因原因 :  プログラムでは認識できない変数が、変換対象のテキスト内にあります。

処置処置処置処置 :  チェックして、必要なら変換対象のテキストを訂正してください。

OSD-04505
stdinから応答がありません。
原因原因原因原因 :  標準入力ストリームからの入力を受け取ることができません。

処置処置処置処置 :  プロセスが入力デバイスにアクセスできることを確認してください。

OSD-04506
system()でプロセスを起動できません。
原因原因原因原因 :  システムのメモリー不足か、実行可能ファイルが無効です。

処置処置処置処置 :  不要なプロセスをシャットダウンするか、またはコンピュータにメモリーを追加
インストールしてください。実行可能ファイルの名前を確認してください。

OSD-04507
「INTERNAL」用のパスワードが正しくありません。
原因原因原因原因 :  「INTERNAL」として接続しようとしましたが、パスワードが無効です。

処置処置処置処置 :  パスワードが正しいことを確認し、再試行してください。

OSD-04508
パスワードが指定されていません。
原因原因原因原因 :  「INTERNAL」として接続しようとしましたが、パスワードがありません。

処置処置処置処置 :  INTERNALとして接続するときは、有効なパスワードを入力してください。

OSD-04509
パスワードが見つかりません。
原因原因原因原因 :  「INTERNAL」用のパスワードを検索して取り出すことができません。

処置処置処置処置 :  Oracleがインストールされていて正しく構成されていることを確認してくださ
い。
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OSD-04510
オペレーティング・システム・ロールはサポートされていません。
原因原因原因原因 :  オペレーティング・システム・ロールを使用しようとしました。

処置処置処置処置 :  「IDENTIFIED EXTERNALLY」ではなく、「IDENTIFIED BY PASSWORD」で
作成されたロールのみを使用してください。

OSD-04511
オペレーティング・システムから日付および時間を取得できません。
原因原因原因原因 :  GetLocalTime()コールで予期せぬエラーがありました。

処置処置処置処置 :  コンピュータのシステム時間が正しいことを確認してください。

OSD-04512
サーバーの 'USERNAME'config.ora変数を変換できません。
原因原因原因原因 :  ホストの「USERNAME」構成パラメータ変数が正しく設定されていません。

処置処置処置処置 :  「USERNAME」変数が設定されていることを確認してください。

OSD-04513
'REMOTE_OS_AUTHENT'init.ora変数が TRUEに設定されていません。
原因原因原因原因 :  リモート・オペレーティング・システムからファンクションにログオンする場合
は、「REMOTE_OS_AUTHENT」パラメータを TRUEに設定する必要があります。

処置処置処置処置 :  インスタンスをシャットダウンし、初期化パラメータに「REMOTE_OS_
AUTHENT=TRUE」と指定して、インスタンスを起動してください。

OSD-04514
Windows NTグループ名が内部バッファに対して長すぎます。
原因原因原因原因 :  Windows NTのグループ名の長さが長すぎます。

処置処置処置処置 :  Windows NTグループ名の長さを短くしてください。
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データベース接続の問題
データベース接続の問題データベース接続の問題データベース接続の問題データベース接続の問題
Oracle8i データベースでよくある接続の問題とその答を次の表にリストします。

受け取ったエラー受け取ったエラー受け取ったエラー受け取ったエラー 確認事項確認事項確認事項確認事項

TNS-12203 TNS: 接続先に接続できません。 OracleServiceSIDサービスと OracleHome_
NameTNSListener1サービスが起動されていること。
『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

1 ホーム名を持つ Oracle8i データベースを使用する場合は、OracleHOME_NAMETNSListenerが起動されていることを確認
します。

ORA-12547 TNS: 接続を失いました。 OracleServiceSIDサービスと OracleHome_
NameTNSListener1サービスが起動されていること。
SQL*Plusなどの Oracle8iユーティリティを使用し
ようとしたときに、このエラーを受け取ります。詳
細は、7-2ページの「Oracleサービスの管理」を参
照してください。

注意注意注意注意 : このエラーは、次の Oracle7エラーと似てい
ます。

ORA-09352: Windows 32ビットの 2タスク・ドラ
イバは新規の ORACLEタスクを起動できません。

ORA-28575: 外部プロシージャ・エージェントへの RPC接続を
オープンできません。
ORA-06512 "APPLICATIONS.OSEXEC" 行 0 
ORA-06512 "APPLICATIONS.TEST" 行 4 
ORA-06512  行 2 

TNSNAMES.ORAファイルと LISTENER.ORA
ファイルが、外部ルーチンを使用できるように正し
く構成されていること。『Oracle8i Net8 管理者ガイ
ド』の第 8章を参照してください。
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用語集用語集用語集用語集

CORBA（（（（Common Object Request Broker Architecture））））

分散オブジェクトを互いに通信可能にするための標準。プログラミング言語、オペレーティ
ング・システム、格納場所には依存しない。

Enterprise JavaBeans

Java用のサーバー側コンポーネント・モデル。

HOMEID

製品をインストールする各 Oracleホーム・ディレクトリの一意のレジストリ・サブキーを
表す。あるコンピュータ上の異なる Oracleホーム・ディレクトリに製品をインストールす
るたびに、新しい HOMEIDが作成されて増加する。各HOMEIDには、インストールされ
た Oracle製品独自の構成パラメータ設定が含まれる。

HOME_NAME

ORACLE_HOMEの名前を表す。 リリース 8.1.6では、すべての Oracleホームに一意な
HOME_NAMEがある。

IIOP（（（（Internet Inter-ORB Protocol））））

TCP/IPを使用して、異なるベンダーの ORB（Object Request Brokers）が互いに通信できる
ようにするための標準。

LISTENER.ORA

サーバー上の 1つまたは複数の Transparent Network Substrate（TNS）リスナーを説明する
構成ファイル。

Microsoft Transaction Server

インターネットまたはネットワーク・サーバー上で動作する COMベースのトランザクショ
ン処理システム。
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Microsoft管理コンソール（管理コンソール（管理コンソール（管理コンソール（Microsoft Management Console））））

スナップインと呼ばれる管理ツールのホストとして機能するアプリケーション。Microsoft
管理コンソール自体は、機能を提供しない。

Net8

ネットワークのワークステーションおよびサーバー上で動作する Oracleツールが他のサー
バー上のデータにアクセスして、変更、共有、格納できるようにする Oracleネットワーク・
インタフェース。

NLS

詳細は、「各国語サポート（National Language Support: NLS）」を参照。

NTグローバル・グループ（グローバル・グループ（グローバル・グループ（グローバル・グループ（NT global groups））））

現行ドメイン内、さらに信頼関係にある他のドメイン内でコンピュータおよびリソースにア
クセスするユーザーを含む。グローバル・グループは、グローバル・ドメイン・ユーザー・
アカウントのみをメンバーとして含む。

Object Request Broker（（（（ORB））））

分散オブジェクト間のミドルウェアとして機能するソフトウェア・コンポーネント。分散オ
ブジェクトは CORBA（Common Object Request Broker Architecture）標準に準拠している
必要がある。

Optimal Flexible Architecture（（（（OFA））））

Oracleソフトウェアおよびデータベースのファイルのネーミングおよび配置に関する一連の
指針。

Oracle8i Enterprise Edition およびおよびおよびおよび Oracle8i

このガイドの情報は、Oracle8i Enterprise Editionと Oracle8iの両方のデータベース・タイ
プに適用される。特に明記していない限り、このガイドで説明されている機能は、Oracle8i 
Enterprise Editionと Oracle8iの両方に共通である。

ORACLE_BASE

このドキュメントで ORACLE_BASEと呼ばれる Oracleベースは、Oracleディレクトリ・ツ
リーのルート・ディレクトリである。

Oracle Universal Installerのデフォルト設定を使用して OFA対応のデータベースをインス
トールする場合、ORACLE_BASEは X:¥ORACLEになる。ただし、Xは任意のハード・ド
ライブ（C:¥ORACLEなど）。

Oracle Call Interface（（（（OCI））））

Oracleデータベースのデータおよびスキーマを操作できるようにする、アプリケーション・
プログラミング・インタフェース。データベース以外のアプリケーションと同じ方法で、
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Oracle Call Interfaceプログラムのコンパイルやリンクができる。前処理またはプリコンパイ
ル・ステップをさらに実行する必要はない。

ORACLE_HOME

Oracle製品が動作する環境に対応。この環境には、インストールされた製品ファイルの位
置、製品のバイナリ・ファイルを指す PATH変数、レジストリ・エントリ、ネット・サービ
ス名およびプログラム・グループが含まれる。

Oracle Universal Installerのデフォルト設定を使用して OFA対応のデータベースをインス
トールする場合、Oracleホーム（このドキュメントでは ¥ORACLE_HOMEと呼ばれる）は
X:¥ORACLE_BASEに配置される。Oracleホームには、Oracleソフトウェアの実行可能ファ
イルおよびネットワーク・ファイル用のサブディレクトリが格納される。

Oracle JServerまたはまたはまたはまたは Oracle JServer Enterprise Edition

Oracle8iには統合された Java仮想マシンである Oracle JServerが含まれる。Oracle JServer
は、Java2サポート（JDK 1.2）、CORBA 2.0 Object Request Broker、組込み JDBCドライバ、
SQLJトランスレータおよび Enterprise JavaBeansトランザクション・サーバーを提供する。

Oracleサービス（サービス（サービス（サービス（Oracle service））））

Oracleコンポーネントと関連付けられるサービス（service）。

Oracleプロトコル・サポート（プロトコル・サポート（プロトコル・サポート（プロトコル・サポート（Oracle Protocol Support））））

特定のネットワーク・プロトコルの機能を Oracle Transparent Network Substrate（TNS）の
アーキテクチャへマップする製品。このプロセスは、TNSファンクション・コールを、基礎
を形成するネットワーク・プロトコルへの要求に変換する。これにより、すべてのプロトコ
ルで TNSがインタフェースとして動作するようになる。Net8には Oracle Protocol Support
が必要である。

PL/SQL

SQL言語を拡張した、オラクル社のプロシージャ型言語。

PL/SQLを使用すると、SQL文をプロシージャ型構成体と組み合わせることができる。プロ
シージャ、ファンクション、パッケージなどの PL/SQLプログラム・ユニットを定義して、
実行できる。

REDOログ・バッファ（ログ・バッファ（ログ・バッファ（ログ・バッファ（redo log buffer））））

データベースに対する変更の情報を格納するシステム・グローバル領域（System Global 
Area: SGA）内の循環バッファ。

REDOログ・ファイル（ログ・ファイル（ログ・ファイル（ログ・ファイル（redo log file））））

データベース・バッファ・キャッシュ内のデータに対するすべての変更の記録が格納される
ファイル。 インスタンスに障害が生じた場合は、REDOログ・ファイルを使用し、メモリー
にある変更されたデータをリカバリする。
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SID

詳細は、「システム識別子（system identifier: SID）」を参照してください。

SYSDBA

ADMIN OPTIONおよび SYSOPERシステム権限のすべてのシステム権限をもつ特別なデー
タベース管理ロール。SYSDBAでは、CREATE DATABASEアクションおよび時間ベースの
リカバリも許可されている。

SYSOPER

データベース管理者が、STARTUP、SHUTDOWN、ALTER DATABASE OPEN/MOUNT、
ALTER DATABASE BACKUP、ARCHIVE LOGおよび RECOVERを実行することを許可す
る、特別なデータベース管理ロール。RESTRICTED SESSION権限もある。

SYSTEMユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（SYSTEM user name））））

各データベースに自動的に作成される 2つの標準 DBAユーザー名の 1つ（もう 1つのユー
ザー名は SYS）。SYSTEMは初期パスワードMANAGERによって作成される。DBAによっ
てデータベースがメンテナンスされる場合は、SYSTEMユーザー名が優先される。

TNSNAMES.ORA

ネット・サービス名にマップされる接続記述子を含むファイル。すべてのクライアントまた
は各クライアントで使用するために、TNSNAMES.ORAファイルを集中してメンテナンス
することも、ローカルでメンテナンスすることもできる。

アップグレード（アップグレード（アップグレード（アップグレード（upgrade））））

インストールされた Oracleデータベースのリリースを、同じバージョンの他のリリースに
移行すること。「移行（migrate）」と比較。

アラート・ファイル（アラート・ファイル（アラート・ファイル（アラート・ファイル（alert file））））

データベース操作中に発生するエラー・メッセージについての重要な情報が納められたファ
イル。

移行（移行（移行（移行（migrate））））

インストールされている Oracleデータベースのバージョンを、メジャー・リリースから別
のメジャー・リリースに変えること。たとえば、Oracle8から Oracle8i。

インスタンス（インスタンス（インスタンス（インスタンス（instance））））

実行中の Oracleデータベースは Oracleインスタンスと対応付けられる。データベースを
データベース・サーバー上で起動すると（コンピュータの種類に関わらず）、Oracleはシス
テム・グローバル領域（System Global Area: SGA）と呼ばれるメモリー領域をアロケート
して、1つ以上の Oracleプロセスを起動する。この SGAと Oracleプロセスの組合せをイン
スタンスという。インスタンスのメモリーおよびプロセスは、対応するデータベースのデー
タを効率的に管理し、1名以上のユーザーがデータベースを使用する機能を提供する。
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インスタンス化（インスタンス化（インスタンス化（インスタンス化（instantiate、、、、instantiation））））

変数を値（または他の変数）で置き換えて、より詳細に定義されたオブジェクトのバージョ
ンを作成する。

オブジェクト指向プログラミングでは、インスタンス化機能によってクラスのテンプレート
から特定のオブジェクトが作成される。その際に、テンプレートで指定された型の構造が割
り当てられて、デフォルト値またはクラスのコンストラクタ機能によって提供される値のい
ずれかで、インスタンス変数は初期化される。

外部ユーザー（外部ユーザー（外部ユーザー（外部ユーザー（external user））））

Windows NTオペレーティング・システムにより認証されたユーザーで、パスワードの入力
を求められることなく Oracleデータベースにアクセスできる。外部ユーザーは、通常の
データベース・ユーザー（データベース管理者以外）で、このユーザーに対しては標準の
データベース・ロール（CONNECTや RESOURCEなど）を割り当て、SYSDBA（データ
ベース管理者）権限や SYSOPER（データベース・オペレータ）権限は割り当てない。

外部ルーチン（外部ルーチン（外部ルーチン（外部ルーチン（external routine））））

Cなどの第三世代言語（3GL）で書かれたファンクション。PL/SQLファンクションまたは
プロシージャと同様に、PL/SQLや SQL内でコールできる。

外部ロール（外部ロール（外部ロール（外部ロール（external role））））

Windows NTオペレーティング・システムによって作成および管理されるロール。外部ロー
ルが作成されたら、そのロールをデータベース・ユーザーに対して付与するか取り消すこと
ができる。外部ロールを作成するには、その前に INIT.ORAパラメータ OS_ROLESを
TRUEに設定し、Oracleデータベースを再起動する必要がある。Windows NTと Oracle
データベースの両方を使用して同時にロールに権限を付与することはできない。

各国語サポート（各国語サポート（各国語サポート（各国語サポート（National Language Support: NLS））））

データベース・ユーティリティ、エラー・メッセージ、ソートの順番、日付、時間、通貨、
数字、暦の規則を、各国の言語および環境に自動的に合わせる Oracleのアーキテクチャ。

権限（権限（権限（権限（privilege））））

特定の種類の SQL文を実行したり、別のユーザーのオブジェクトにアクセスするための権
限。

サービス（サービス（サービス（サービス（service））））

Windows NTレジストリにインストールされて、Windows NTで管理される実行可能なプ
ロセス。一度サービスを作成して起動すると、コンピュータにログオンしているユーザーが
いない場合にも、サービスを実行できる。

サービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name））））

詳細は、「ネット・サービス名（net service name）」を参照。
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システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（System Global Area: SGA））））

Oracleインスタンス（instance）のデータおよび制御情報が格納される共有メモリー構造の
グループ。

システム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（system identifier: SID））））

Oracleインスタンス（instance）固有の名前。Oracleデータベースを切り替えるには、ユー
ザーは任意の SIDを指定する必要がある。 SIDは、TNSNAMES.ORAファイル内の接続記述
子の CONNECT DATA部分あるいは LISTENER.ORAファイル内のネットワーク・リス
ナーの定義に含まれている。

シノニム（シノニム（シノニム（シノニム（synonym））））

表、ビュー、順序またはプログラム・ユニットの別名。シノニムは実際はオブジェクト自体
ではなく、ベース・オブジェクトへの直接参照である。

初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（initialization parameter file））））

データベースおよびインスタンスの初期化に必要な情報を含むテキスト・ファイル。

初期データベース（初期データベース（初期データベース（初期データベース（starter database））））

事前に構成される、すぐに使用可能なデータベース。最低限の情報を入力するだけで作成で
きる。

スキーマ（スキーマ（スキーマ（スキーマ（schema））））

オブジェクトの名前付きコレクション。表、ビュー、クラスタ、プロシージャおよびパッ
ケージなど、特定のユーザーと関連付けられるもの。

スナップイン（スナップイン（スナップイン（スナップイン（snap-in））））

Microsoft管理コンソール（Microsoft Management Console）内で動作する管理ツール。

スナップショット（スナップショット（スナップショット（スナップショット（snapshot））））

(1) トランザクションをリカバリしたり、読込みの一貫性を確保するために、ロールバック・
セグメントに格納される情報。ロールバック・セグメント情報を使用して、更新前の行のス
ナップショットを再作成できる。

(2) リモート・ノードに配置されているマスター表の読込み専用コピー。スナップショット
は問合せ可能であるが、更新はされない。マスター表だけが更新可能である。スナップ
ショットは定期的にリフレッシュされて、マスター表に対する変更を反映する。

スレッド（スレッド（スレッド（スレッド（thread））））

プロセス（process）内の各実行パス。スレッドは、プロセス内のオブジェクトであり、プロ
グラム命令を実行する。スレッドはプロセス内における同時実行を許す。このため、プロセ
スはプログラムの別の部分を異なるプロセッサ上で同時に実行できる。スレッドは、
Windows NT上でスケジュールできる最も基本的なコンポーネント。
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制御ファイル（制御ファイル（制御ファイル（制御ファイル（control file））））

データベースの物理構造を記録するファイル。データベース名、関連データベースおよびオ
ンライン REDOログ・ファイルの名前と位置、データベース作成のタイムスタンプ、現在
のログ順序番号およびチェックポイント情報が含まれる。

接続文字列（接続文字列（接続文字列（接続文字列（connect string））））

詳細は、「ネット・サービス名（net service name）」を参照。

ダウングレード（ダウングレード（ダウングレード（ダウングレード（downgrade））））

インストールされている Oracleデータベースのバージョンを、新しいリリースから古いリ
リースに戻すこと。

データ・ディクショナリ（データ・ディクショナリ（データ・ディクショナリ（データ・ディクショナリ（data dictionary））））

データベースの情報を提供する読込み専用の 1組の表。

データベース別名（データベース別名（データベース別名（データベース別名（database alias））））

詳細は、「ネット・サービス名（net service name）」を参照。

動的リンク・ライブラリ（動的リンク・ライブラリ（動的リンク・ライブラリ（動的リンク・ライブラリ（Dynamic Link Library: DLL））））

必要に応じてWindowsアプリケーションがロードできる実行可能ファイル。

トレース・ファイル（トレース・ファイル（トレース・ファイル（トレース・ファイル（trace file））））

各サーバーおよびバックグラウンド・プロセス（process）は、関連付けられたトレース・
ファイルに書き込まれる。プロセスが内部エラーを検出すると、プロセスはエラーに関する
情報をダンプして、トレース・ファイルに書き込む。トレース・ファイルに書き込まれた情
報の中には、データベース管理者向けのものがある。また、オラクル社カスタマ・サポー
ト・センター向けの情報もある。トレース・ファイル情報を使用して、アプリケーションお
よびインスタンスも調整できる。

認可（認可（認可（認可（authorization））））

ユーザー、プログラムまたはプロセスが Oracleデータベースまたはオペレーティング・シ
ステムにアクセスするための許可。

認証（認証（認証（認証（authenticate））））

コンピュータ・システム内でユーザーまたはデバイス、その他のエンティティを検証するた
めの処理。多くの場合、システム内のリソースへのアクセスを許可するために行われる。

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））

Net8 Serverを識別するためにクライアントが使用する名前。ネット・サービス名は、ポー
ト番号とプロトコルにマップされる。接続文字列、データベース別名またはサービス名とも
いう。
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ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（network service））））

Oracleアプリケーション・ネットワークでは、サービスはサービス消費者用の作業を実行す
る。たとえば、ネーム・サーバーはクライアント用のネーム変換サービスを提供する。

ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（network listener））））

プロトコル（複数も可）からデータベース（複数も可）への接続要求をリスニングする、
サーバー上のリスナー。 詳細は、「リスナー（listener）」を参照。

バックアップバックアップバックアップバックアップ

データの代理オブジェクトのコピー。このコピーには、制御ファイル、REDOログ・ファイ
ルおよびデータ・ファイルなど、データベースの重要なファイルが含まれる。

バックアップによって、予期せぬデータの消失から保護される。元データが失われた場合
は、バックアップを使用してデータを再び使用可能な状態に戻すことができる。バックアッ
プによってアプリケーション・エラーからも保護される。アプリケーションにより不正な変
更が行われた場合に、バックアップから復元できる。

ビュー（ビュー（ビュー（ビュー（view））））

1つ以上の表（または他のビュー）の構造およびデータの、選択された表示。

表領域（表領域（表領域（表領域（tablespace））））

データベースは、表領域という 1つ以上の論理記憶領域単位で構成される。表領域はセグメ
ントという記憶領域の論理単位で構成される。セグメントはさらにエクステントで構成され
る。

複数の複数の複数の複数の Oracleホームホームホームホーム

1台のコンピュータに複数の ORACLE_HOMEを配置する機能。

プリコンパイラ（プリコンパイラ（プリコンパイラ（プリコンパイラ（precompiler））））

高水準ソース・プログラム内への SQL文の埋込みを可能にするプログラミング・ツール。

プロセス（プロセス（プロセス（プロセス（process））））

オペレーティング・システム内の実行可能ファイルを実行できる機構。（オペレーティング・
システムによっては、ジョブまたはタスクという用語を使用する）。通常、プロセスには実
行用のプライベート・メモリー領域がある。 Windows NTでは、プログラム（Oracleまたは
Microsoft Wordなど）が実行されるときにプロセスが作成される。実行可能プログラムに加
え、すべてのプロセスは少なくとも 1つのスレッド（thread）を含む。ORACLEマスター・
プロセスは数百のスレッドを含んでいる。

マウント（マウント（マウント（マウント（mount））））

起動されたインスタンス（instance）とデータベースを関連付けること。
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ユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（user name））））

データベースのオブジェクトに接続してアクセスできる名前。

リカバリ（リカバリ（リカバリ（リカバリ（recovery））））

物理的なバックアップのリストアとは、バックアップを再構築して、Oracle Serverで使用可
能な状態にすることである。リストアされたバックアップのリカバリとは、REDOレコード
（つまり、バックアップ後にデータベースに行われた変更の記録）を使用してバックアップ
を更新することである。バックアップのリカバリには 2つの異なる方法がある。REDOデー
タを適用してより最近のバックアップにロールフォワードする方法と、コミットされていな
いトランザクションに対する変更をすべてロールバックして元の状態に戻す方法である。

リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener））））

クライアント・アプリケーションから送られてくる接続要求をリスニングして受信するサー
バー・プロセス。Oracleリスナー・プロセスにより、クライアントとの後続の通信を処理す
る Oracleデータベース・プロセスが起動する。

リモート・コンピュータ（リモート・コンピュータ（リモート・コンピュータ（リモート・コンピュータ（remote computer））））

ネットワーク上に存在する、ローカル・コンピュータ以外のコンピュータ。

リモート・データベース（リモート・データベース（リモート・データベース（リモート・データベース（remote database））））

コンピュータ上に存在する、ローカル・データベース以外のデータベース。

レジストリ（レジストリ（レジストリ（レジストリ（registry））））

コンピュータの構成情報を格納するWindowsのリポジトリ。

レプリケーション（レプリケーション（レプリケーション（レプリケーション（replication））））

分散データベース・システムを構成する複数のデータベースのデータベース・オブジェクト
をコピーして保守するプロセス。

ロー・パーティション（ロー・パーティション（ロー・パーティション（ロー・パーティション（raw partition））））

可能な限り低レベルでブロック・アクセスされる物理ディスクの領域。

ロール（ロール（ロール（ロール（role））））

関連する権限の名前付きグループ。ユーザーまたは他のロールにロールを付与できる。

ローカル・ロール（ローカル・ロール（ローカル・ロール（ローカル・ロール（local role））））

データベースにより作成および管理されるロール。ローカル・ロールが作成されたら、その
ロールをデータベース・ユーザーに対して付与するか取り消すことができる。Windows NT
（外部ロール用）と Oracleデータベース（ローカル・ロール用）の両方を使用して同時に
ロールに権限を付与することはできない。
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割当て制限（割当て制限（割当て制限（割当て制限（QUOTA））））

リソースの制限。データベース・ユーザーが使用するデータベース記憶領域のサイズの制限
など。データベース管理者は各 Oracleユーザー名に対して、表領域の割当て制限を設定で
きる。
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